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昭和62年度国立公害研究所年報  

の発刊に当たって   

昨今の科学・技術の進歩，産業構造，生活様式の変化等に伴い，環境問題として  

重要な課題が次々に生じ，本研究所の使命の重さを改めて痛感している。例えば，  

最近のバイオテクノロジーの進歩，先端技術産業の発展は，種々の面で環境科学に  

大きなイシバクトを与えている。なかでも数多くの有害化学物質による一次，二次  

の汚染は重要な関心事になりつつある。また，’汚染の発生源が不明確で特定困難な  

ものが多くなり，これと呼応して列島規模あるV）は地球的な水準での環境汚染が問  

題となっている。他方では人々の自然環境への関心の高まり，快適な生活環境の追  

求等を含む身近な環境問題も重要な課題となっており，こういった方面にも科学的  

見地からの対応が求められている。   

このような最近の重要な環境問題に対して，本研究所が従来から実施してきた経  

常研究の中には，これらを予見的，先導的に先取りしたものが多い。昭和62年度か  

らは，とのような研究を基礎として新たに3課題の特別研究を発足させた。これら  

の特別研究の成果については，従来本年報でその概要を紹介してきたところである  

が，本研究所における研究活動をより詳しく紹介するため，昭和62年度より，本年  

報で報告していた特別研究の部分を発展・拡充し，「国立公害研究所特別研究年報」  

（ARシリーズ）を新たに刊行することとした。したがって，本年度からは年報では  

特別研究の詳細な説明を省略した。特別研究の研究内容に関心をお持ちの方は，AR  

シリーズも併せてご覧いただければ幸いである。   

こういった環境研究をさらに発展させるためには実際のフィールドにおける観測  

が重要なことは論をまたないが，関係者の御尽力もあって昭和62年度からは日光国  

立公園内に奥日光環境観測所を開設することができ，以上述べた問題の解決に活用  

できるものと考えている。   

本研究所は，人類全体のためのより良い環境の実現に向け，最近の厳しい国の財  

政状況の中で，できうる限りの努力をしているつもりであるが，所外の多くの方々  

のご理解，ご支援なくしてはとうていその大きな目的を達することはできない。  

本報告をご高覧いただいて，率直なご意見やご指導ご鞭撞を下さるよう切に希望す  

る。  

昭和63年8月  

国立公害研究所  

所長 不破敬一郎   
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1．概   況   

国立公害研究所は，昭和49年3月，我が国の環境研究の中心的役割を果たすために，環境庁の  

附属機関として，筑波研究学園都市に設立された。本研究所の特色は，理工学分野，生物・医学  

分野，さらに，人文・社会科学分野に至るまで広範囲にわたる多種多様な研究者集団で構成され  

ており，大学の研究者や地方公害研究所の研究者等所外の専門家の参加を得て，研究を学際的に  

実施すること及び環境研究の基礎を確立するために必要な大型実験施設を駆使し，野外の実験調  

査研究と併せ，研究プロジェクト化して総合的に実施することにある。   

本研究所は，発足以来，14年を超過し，その間，組織の充実，施設の整備を進めつつ，研究体  

制の強化に努めてきた。現在，主要な大型実験施設が完成し，機構の充実とあいまって研究活動  

も本格化してきたが，これまでの研究の成果を評価し，その基礎の上にたって地球規模の環境問  

題等新たな環境科学の課題に立ち向かうべき時期を迎えている。   

このような状況の下に62年度は12課題の特別研究（うち3課題は新規，9課題は継続）を実施  

したほか，経常研究において基礎的研究を積極的に進めた。   

昭和62年度中における主な活動は，次のとおりである。  

（1）機構については，50年度に現在の10部となり，その後は各部の内容の充実に重点を置いて  

整備を進めている。   

定貞については，地球的規模の環境問題に関連する研究の推進体制等の強化を中心に3名の増  

員を図った。なお，62年度未の組織・定員は10部2課39室，250名となっている。  

（2）施設の整備については，昭和63年3月に日光国立公園内に奥日光環境観測所を開設し観測  

を始めた。  

（3）予算については，研究所の運営に必要な経費として，40億9900万円が計上されたほか，補  

正予算としてオゾンレーザーレーダーなど，外国製の機器の購入を主体に20億6600万円が計上さ  

れた。さらに，原子力利用研究に必要な経費（科学技術庁一括計上）として3300万円が計上され  

た。  

（4）研究活動については，大型実琴施設の整備及び研究者協力の下に年ごとに活発化してい  

る。研究内容は，社会的ニーズに対応した目的指向型の研究に重点を置いているが，一方，環境  

研究分野は，複雑な要因の絡み合っキ難しい問題を抱えており，いまだその研究の基礎が確立さ  

れていないものが多いため，基礎的な研究分野も重視している。   

特別研究としては，地球温暖化に係わる炭素系大気微量成分のグロ｝パル変動に関する先導的  

研究等，地球規模の環境問題を始めとして，新たな研究ニーズに対応するための新規3課題の研  

究をスタートさせるとともに，9課題について継続実施した。   

また，経常研究としては，環境悪化が人の健康及び生活環境に及ぼす影響，環境汚染現象・機  

構の解明，環境汚染の計測技術方法の開発，環境に係る知見を活用した総合解析等に関する継続  

及び新規の課題149課題について実施した。  

（5）このほか，環境情報システムについては，大気汚染及び水質汚濁に関するデーターベース  

の整備を進めるほか，国連環境計画（UNEP）の国際環境情報システム（INFOTERRA）に係る情  

報源の登録を拡大するなど，所要の作業を進めた。   

なお，62年6月に環境週間における行事として所内の研究活動を広く一般の人々に理解してい  

一1－   



ただくため，「国立公害研究所研究発表会」を開催したほか，地方公共団体において公害■帝墳研  

究等に携わる関係者との交流を深めるため，63年1月に「生物指棟の現状と将来」をテーマに第  

3回目の「全国公害研究所交流シンポジウム」を開催した。  

－2－   



2．調 査 研 究＊  

2．1 特 別 研 究   

（1）′くックグラウンド地掛＝おける環境汚染物質の長期モニタリング手法の研究（最終年度）  

〔研究過当部〕計測技術部・水質土壌喫境部・生物環境部  

（研究責任者〕松下秀鶴  

〔研究幹事〕大槻 晃・相馬光之  

〔研究期間〕58～62年度  

〔研究概要〕摩周湖湖心部の底質コアサンプル中の燃焼起源発ガン性化合物ベンゾ［a〕ビレン  

の分析を行った。表層で3～6ppb，10cmまで指数的に減少し，10cm以深で0．1ppb程度になっ  

た。また堆積層の中に鉄で20％，マンガンでユ0％に及ぷ異常な元素濃縮層の存在が発見され，そ  

の深さは各サンプリング地点で異なることが明らかになった。この結実は湖底湧水の存在を示唆  

した。効率の良いモニタリングスケジュールを検討するため摩周湖の水収支，湖水の混合状態を  

再調査した。2年間の深度別（100m，150m，200m）の水温連続測定，春秋2回の調査によるCTD  

（電導度・温度・深度）観測と採水による成分分析の結果から，火山性の湧水の存在が確認された。  

これらの結果は摩周湖水は1年に1回程度完全混合することを示唆し，春秋におけるBHC濃度  

の鉛直分布パターンを長く説明することが明らかになった。   

大気汚染長期モニタリングのためのベースライン値をうるため，隠岐島では大気粉じん等の濃  

度を，また八満山（茨城）及び大台が原（奈良）ではオゾン濃度を連続観測し，八甲田山 八方尾根  

での変動パターンと類似していることを確認した。  

〔発 表）C－3，41，C2，20，24，38，51  

（2）遠隔計測による環境動態の評価手法の開発に閲すも研究（最終年度）  

〔研究娼当別 大気環境部・環境情＃部・総合解析部・計測技術部・技術部  

〔研究責任者）秋元 肇 －  

〔研究幹事）笹野泰弘・安岡善文  

〔研究期間〕59～62年度  

〔研究概要）広域化多様化した環境問題の解決に資するため，環境動態を精度良く包括的にと  

らえることのできる遠隔計測，パターン情報処理技術の確立を目的として以下の研究を行った。  

（1）環境動態の把握のための遠隔計測装置の開発に関する研究，（2）遠隔計測技術に係る大  

気の光学的性質とその時間・空間変動特性に関する研究，（3）環境動態の把捉のためのパターン  

情報処理に関する研究，（4）動態把握による環境の評価手法に関する研究である。この内，サブ  

テーマ（1）では主としてレーザーレーダー装置の開発を行った。サブテーマ（2）（3）では，多  

重分光走査装置による測定にかかわる大気効果補正手法を開発し，またエアロゾル分布特性を  

レーザーレーダー観測，鉄塔利用のサンプリング測定から明らかにした。サブテーマ（4）では  

大気構造，土壌水分分布，土地被覆変化など具体的事例により環境動儲の把捉を試み，また大気  

観測系における遠隔計測の果たす役割について検討した。  

＊〔発表）に記載された記号は第5章 成果発表一覧の記号に対応する。  

－3－   



〔発 表〕A－1，2，19，20，B－8～10，34，35，C19，32，D18～20，26，28，30，  

a－1～3，5，15，21，23，b10～12，C8，10，45，48，d－45～51，57   

（3）複合大気汚染が及ぼす呼吸器系健康影響に関する総合的研究（最終年度）  

一局地的汚染に係る複合影響に関する実験的研究  

（研究担当部〕環境保健部・環境生理部・計測技術部・大気環境部・技術部  

（研究費住着〕村上正孝  

〔研究幹事〕太田庸起子・三浦 卓・嵯峨井勝  

〔研究期間〕60～62年度  

〔研究概要〕幹線道路沿道周辺に位置する家屋内外の大気汚染の状況（SPM（浮遊粒子状物質）  

を中心に行い，一部はNO2も加えた）と対象世帯の児童，両親の自覚症状調査を行った。その結  

果，家屋内のNO2，SPM濃度及び自覚症状の訴え率は沿道からの距離に従い緩かな減衰を示す  

ことが判明した。さらに都市部における呼吸器系がんのリスク因子と大気中の突然変異原を考慮  

し，SPM中の突然変異活性の予備的検討を行った。また，家屋内SPMの粒子組成を明らかにし，  

かつ指標元素濃度の比較を行った。この結果，沿道家庭内濃度の地域差及び季節差が認められ，  

SPMの屋内汚染の特徴を明らかにした。これら粒子の肺内沈着の程度とリスク評価のためにと  

卜及びイヌの剖検肺を用いて仁基礎的知見を得た。   

一方，動物実験によって浮遊粉じん（重金属，固体粉じん）の体内移行，毒性発現の機構が検  

討された。さらに，気道過敏性，アレルギー反応，発がん促進に及ぼす大気汚染物質の影響を解  

明するために，暴露条件を検討し，基礎的動物実験を行い，一定の成果が得られた。今後行われ  

るべき局地的な自動車排ガスによる健康影響評価に必要な研究の内容が絞られてきた。  

〔発 表〕k7，f㌧16，17，G－4～6，19～21，23，24，35，f－13，14，20，24～26，32～36，  

g－4，7，9，10，11～13，15～17，37，47，48，36，50，61～63，  

（4）水界生態系に及ぼす有専汚染物質の影響辟個に関する研究  

〔研究埴当部〕生物環境部・計測技術部・水質土壌環境部・環境保健部・技術部  

〔研究受任者）菅原 淳  

〔研究幹事〕安野正之・畠山成久  

〔研究期間）60～63年度  

〔研究概要〕水界生態系影響の予測手法として野外条件に近い隔離水界における実験が重ねられ  

てきた。カーバメイト系殺虫剤（カルバリル）の影響実験を，季節を変えて行った。生態系構成  

生物間での影響の受け方の遠いが明確にされた。マックイムシ防除のため殺虫剤（カルバリル，  

フェニトロチオン）が空中散布された山地の河川で，コカグロウなどに対する影響は種間差が顕  

著であった。人工河川の実験で流下による水生昆虫の回復過程を明らかにした。水稲病害虫防除  

のため空中散布される殺虫剤・殺菌剤の生物相に及ぼす影響を河川や用水池などで調べ，フェン  

チオン，エディフェンフォス，フェニトロチオン，フサライド等の散布が底生生物群集への一次  

影響と二次影響を引き起こすことが示された。重金属汚染の指標種として知られる付着ケイ藻  

A戒M扉如＝扁馴鹿扇槻の重金属（Cu）耐性の機構としてCuは細胞内には極めて少なくほとん  

ど細胞表面に付着して存在していることが重要と考えられた。  

〔発 表）K－33～53，154，155，157，160，164，169，k－3，C－7，26，G1，2，18～28，  

H－1，5，10，11，17～23，C－5，e－69，g－4，34，37～43，h－1～6，24，25，  
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27，29，34～41，ト7  

（5）環犠指標を用いた都市及び自然環犠等の変動予測手法開発に関する総合解析研究  

〔研究姐当部）総合解析部・項境情報部・計測技術部・環境保健部  

〔研究責任者）内藤正明  

〔研究幹事〕青木陽二・森田恒幸・甲斐沼美紀子  

〔研究期間〕60～63年度  

〔研究概要〕今後我が国において，高度の生産・消費活動と良質な環境の籠持とを両立させるた  

めには，両者の関連の解明とその長期的な変化の予測が不可欠である。本研究では，人口構造，  

産業構造，国民意識等の基本的経済社会条件が環境に影響を及ぽすメカニズムを各分野で把握  

し，これらの諸条件の変化によってもたらされる環境変動の予測手法を開発することを主目的と  

するものである。   

まず，我が国の長期予測の事例をレビューし，これを踏まえて，都市環境，大気・騒音，水・  

廃棄物等の各分野ごとに，長期的な展望シナリオを作成した。次いで，これらのシナリオを検証  

するために長期予測支援システムを開発し，各分野ごとに検証を試みた。長期予測支援システム  

では，基礎データを整備すると共に，シナリオを知識ベースとして体系的に管理・分析するため  

の知識ペース・システムや，シナリオを予測可能なモデルに組み直すためのモデリング支援シス  

テムを開発した。  

（発 表）k9，A3～5，B－1，4，15，28～31，a－6～9，b－9，15，18～20，30，31，  

40，43，g1  

（6）土壌及び地下水即こおける有専化学物質の挙動に閲すも研究  

（研究担当部）水質土壌環境部・環境情報部・総合解析部・計測技術部・生物環境部・技術部  

〔研究賞住着）村岡浩爾  

〔研究幹事）高松武次郎・平田健正・向井 哲・稲森悠平  

〔研究期間）60～64年度  

〔研究概要〕本研究では，有害化学物質（重金属，有機塩素化合物等）の土壌，地下水圏での挙  

動を明らかにすることを目的にしている。本年度は，土壌に侵入した有機塩素化合物が土壌中に  

残留及び降雨浸透によって地下水に至る機構を明らかにした。また汚染地調査で，土壌ガス分析  

が汚染源を特定するのに有効であることを示した。土壌に侵入した有機塩素化合物は微生物に  

よって分解され無毒化される。本研究でもハス田泥に分解能があることをすでに見いだしていた  

が，今回メタン共存下で，有機塩素化合物を好気的に生分解する菌を新たに見いだした。また重  

金属が土壌動物（E．foetida）の生存に及ぼす影響を検討した結果，CuやPbに比べZnの影響  

が大きく，土壌カラム実験では，Zn溶液（500mg／りの添加でほとんど生息できなかった。土壌  

浄化機能もまたこのZn濃度で著しく低下した。さらにCdが土壌有機物の分解に及ぼす影響を検  

討し，分解阻害は土壌中の水溶性Cd量に依存すること，またCdが吸着した有機物は分解が抑え  

られることを明らかにした。  

〔発 表〕K－125，B18，20，22～24，26，E－14，15，17，31，33，36，39，Ⅰ－28，b－12，  

22，23，25，29，e10，14，15，33，35，37，38，41，42，55，56，59，60，62，65，  
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（7）零物理過程を伴う列島規模大気汚染に関する研究  

〔研究担当部）  

〔研究千住者〕  

〔研究幹事〕  

（研究期間）  

〔研究概要）  

壊している。   

大気環境部・環境情報部・総合解析部・計測技術部・技術部   

秋元 肇  

植田洋匡  

61～64年度  

近年，大気汚染の長距辟輸送が顕在化して，欧米では多国間の汚染の授受問題に発  

本研究はこのような列島規模大気汚染の長距離輸送と，長距離輸送中の大気汚染の  

一連の形態変化（都市NOコ汚染から光化学オキシダント，硫酸塩・硝酸塩エアロゾル，湿性大気  

汚染，酸性雨への変化）とに関して，その動態とメカニズムの解明を目的とする。さらに，これ  

ら大気汚染を統一的に予測する手法を開発して，排出削減効果の評価等大気保全計画に資するこ  

とを目的とする。   

長距離輸送機構として，季節風によるものと局地風によるものとがある。後者は本研究により  

新たに見いだされたものであり，曖候期，季節風の弱い晴天日発生する種々の局地風（海陸風，  

斜面上昇・下降風，台地一平地風）が合体し大規模風を形成することによる。本年度，数値モデル  

により大規模風の形成メカニズムと種々の局地風の寄与を定量的に示した。脇海地域からの大胡  

模汚染気塊の山岳地域内部にまで及ぶ内陸地域の長距離輸送に関してNO2，光化学オキシダント，  

エアロゾル生成を予測し，観測結果との良好な一致を示した。一方，海上を渡る大気汚染長距離  

輸送と湿性大気汚染，酸性雨の動態解明のための野外観測に着手した。  

〔発 表〕k－11，D－10～15，44，45，d13～26，30～36，81，82，92～99，105～111  

（8）バイオテク／ロジーによる大気環境指榛植物の開発に閲すも研究  

〔研究捜当部〕生物環境部・技術部  

【研究責任者〕菅原 淳  

（研究辞書）近藤矩朗・古川昭雄・大政謙次  

（研究期間）61～65年度  

〔研究概要〕光化学二次汚染物質による可視被害やタンパク質，遺伝子等の分子レベルでの影響  

の解明を行うと共に，バイオテクノロジーを利用して野外における光化学二次汚染物質による大  

気環境の汚染状況を評価するために有効な指標植物の開発・探索手法を確立することを目的とし  

ている。   

これまでに以下の成果が得られた。（1）光化学二次汚染物質によって特異的に変化する植物反  

応の幾つかを明らかにした。（2）03処理による葉緑体膜損傷の過程を解明した。（3）03障害に  

関与する酵素の単離・精製を行い，この酵素のcDNA断片をクローン化することに成功した。（4）  

種々の植物の0。とPANに対する感受性の差異を比較し，可視書の特徴，感受性種が全く異なる  

事が判明した。（5）PAN暴露装置の開発を行った。（6）野外でのPANによる大気汚染状況を  

指標植物によって評価できる可能性が示唆された。  

〔発 表〕H－6～9，ト1～4，26，b9～12，16～23，31～33，42～44，i－2～5，24～26  

（g）富栄養化による内湾生態系への影響評価に関する研究  

（研究埴当部 水質土壌環境部・環境情＃部・総合解析部・計測技術部・技術部  

（研究責任者）村岡浩爾  

【研究幹事〕渡辺正孝  
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〔研究期間〕61～65年度  

〔研究概要）内湾海域は生物生産の最も顕著な海域であるが一方，産業・都市排水の流入にとも  

ない高栄養化が進行し，赤潮発生などの一国となっている。生物生産の増大と海洋環境保全の両  

立にとって望ましい状態を明らかにすべく内湾海域での富栄養化物質の質的，量的変動とそれに  

ともなう生態系への影響を科学的に明らかにすることが強く求められている。本特別研究におい  

ては（1）閉鎖系海域における盲栄養化がもたらす環境特性の把塩に関する研究，（2）制御実験  

系を用いた富栄養化の影響評価に関する影響，（3）現場メゾコズムを用いた内湾生態系の物質循  

環・動態に関する研究を行い，内湾の環境管理のための基礎となる科学的知見の蓄積を行う。  

〔発 表〕K－1～16，E18，48～50，e－16，29，30，39，76～78  

（川）先端技術における化学環境の解明に関する研究（初年度）  

〔研究担当部〕計測技術部・環境情報部・総合解析部・大気環境部・水質土壌環境部・環境生理  

部・環境保健部・生物環境部・技術部  

〔研究費住着）松下秀鶴  

〔研究幹亭〕森田昌敏・中杉修身  

〔研究期間〕62～66年度  

〔研究概要〕先端技術産業で使用されるし）ろいろな化学物質の，生産，消費から廃棄に至るまで  

の管理と汚染の未然防止に資するため，科学的知見の蓄積を目的として以下の研究を行った。  

（1）環境中の化学物質の分離・分析手法に関する研究，（2）バイオセンサーの開発に関する  

研究，（3）化学物質の環境中における変化と移行過程に関する研究，（4）化学物質による環境  

汚染を防止するための方法論に関する研究，（5）先端技術産業用化学物質及び非意図的生成化学  

物質に対する上記4手法の応用に関する研究である。このうちサブテーマ（1）では，高分解能  

ガスクロマトグラフ質量分析計を用いた超微量分析法を，サブテーマ（2），（3），（5）では塩  

化ジペソゾフランについてその生成メカニズムと生物影響を明らかとした。またサブテーマ（4）  

ではトリクレン，パークレンの環境動態の把握を試み，また化学物質のリスク構造に検討を加え  

た。  

〔発 表〕ALlO，B－20、22～26，31，C－45，56～58，61，D－53，G－36  

（1り地球温噴化に係わる炭素系大気徽主成分のグロー′くル変動に関する先導的研究（初年度）  

〔研究旭当部〕大気環境部・計測技術部・技術部  

〔研究費任者〕秋元 肇  

（研究幹事〕賀田伸明  

〔研究期間〕62～65年度  

〔研究概要〕本研究は近年，地球温暖化の問題とかかわって重要視されている炭酸ガス，メタン  

等の炭素系大気微量成分の増加の原因を明らかにするために，化学物質の放出→対流圏大気化学  

反応→大気微量成分の増加の関係を解明することを目的としている。研究は（1）炭素系微量成  

分の発生量の測定と見積り，（2）炭素系微量成分の光化学反応機構の研究，（3）対流圏微量成  

分濃度の測定法の開発と長期変動の測私（4）対流圏光化学反応モデ′レの開発，の4つの課題か  

らなる。本年度は，大気中の微量成分としては炭酸ガスに次いで濃度が高く（1．6ppm），しかも  

大気中で光酸化反応を起こすため，大気化学においてとりわけ重要なメタンの大気中での消滅過  

程の光化学チャンバーやレーザー誘起蛍光法を用いた研究において重要な成果が得られた。特に  
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酸化反応の過程で生成するCH300・ラジカルやCH。00Hの反応に関して，これまでの研究成果  

を書き換える新しい知見と結果が得られた。  

〔発 表】D－1，17，39，d－2，73～75，78，88～93，118  

（12）環境容量から見た水域の機能評価と新管理手法に関する研究（初年度）  

〔研究担当部〕水質土壌環境部・総合解析部・計測技術部・生物囁境郡・環境情報部・技術部  

〔研究責任者〕村岡浩爾  

【研究幹事〕海老瀬潜一  

〔研究期間〕62～66年度  

〔研究概要〕依然として囁境基準達成率の低い湖沼を対象に，従来からの汚濁物質排出制御の諸  

施策に加えて，水域の持つ多様な機能を潜在的な面も含めて検討し，新しい水域環境管理の概念  

のもとに，長期的な集水域の汚濁負荷特性，湖沼の物質循環特性や生態系構造の特性等を考慮し  

て水利用や水質管理手法を研究する。具体的な研究内容は以下の5つにまとめられる。  

（1）環境の場としての水域の機能評価を行い，湖沼の適正利用のために環境容量の観点からの  

管理手法を研究する。  

（2）微量物質を含む物質の循環やアオコの制御因子を明らかにし，生態系構造の改変を含む生  

態系管理を検討する。  

（3）バイオテクノロジーを活用して，水域の浄化機能促進のための有用微生物の開発や毒性藻  

須の発生防除を研究する。  

（4）流域の土地利用変化に伴う湖沼への汚濁負荷インパクトが算定でき，流域の汚濁負荷の流  

出管理が可能な手法を開発する。  

（5）多面的で複合化した湖沼の水利用を適正かつ有効にするために，長期的な展望での湖沼環  

境保全システムを研究する。  

〔発 表〕B－2，3，7，13，15，C2，3，5，6，E－4，11～13，24，27～30，32，35，  

40，H－3，10，11，ト8，10，13，14，16～19，a－17，b4～7，9，21，27，35，  

37～41，C1，e－1，3，8，9，11，12，28，40，44，45，47，50，51，53，57，  

58，61，72，h7，8，13，26～28，34～37，i－8～14，17，18，Z7  
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2．2 経 常 研 究  

2．2．1環境情報部   

〔研究概要〕環境情報部は，環境・公害に関する情報の収集，処理及び評価方法に関する情報科  

学的研究を行っており，その研究成果は，広く環境科学研究の方法論の確立に資すると共に，当  

部のもう】つの任務である環境・公害に関する広範な情報の収集，整理，保守及び提供に関する  

業務の効率化に寄与している。   

環境に関する情報のうち，大気や水質等の環境監視結果や自然環境保全基礎調査などの環境状  

況に関する数値情熱こついては，その計軌収集方法並びに収集した情報の利用方法に閲し，計  

測工学臥数理統計学的，物理学的研究を進めている。本年度は，特に大気環境データについて  

時間的・空間的変動特性を明らかにするためのフィールド調査とデータ解析によるモデルの開発  

を進めた。また，環境情報の視覚表現による把鍵手法の開発の一環として，大気汚染物質濃度と  

鳳の関係を表示するシステムを作成した。   

環境の画像情報に関する研究は，航空写真や衛星画像等の画像データから有用な環境情報を抽  

出・解析・評価するための画像処理システムの開発を目的とし，本年度も引き続き対話型画像処  

理システム（1PSEN）のソフトウェアの拡充を進めた。   

一方，人工衛星等のリモートセンシングデータの利用に関しては，分光情報処理による水面反  

射光及び大気散乱光の除去の手法の開発を進めると共に，分光情報の対話型データ処理システム  

の開発について検討を行った。また，衛星データの処理技術については計測技術的視点とならん  

で統計学的視点からも検討を加えているところであるが，本年度は，赤外波長領域のデータから  

大気の状態と水面温度との情報を分離する方法の開発を進めたほか，複数季節のデータに対して  

探索的な統計手法を用いることにより植生の季節変化と年次変化とを分離する手法の開発に着手  

した。また，航空機による赤外データから地表土壌水分を測定する可能性について検討を進めた。   

さらに，知識情掛こ関する研究として，環境評価に関する連想法による調査法と調査データの  

解析法の研究を進め，実データを用いて環境評価の地域間の異同を明確にした。さらに，特に，  

解析法に関しては，この解析法が自由記述文の解析にも有効なことを水辺に関する意識構造の分  

析を通して明らかにすると共に，近傍法と呼ばれる連想データの解析法の開発も進め，その有用  

性を示した。一方，環境情報の効率的な検索のための索引語彙の規模に関する検討を行った。  

研究課題 り画像情報による環境の解析手法の研究  

〔担当者）宮崎忠国・安岡善文  

〔期 間）61～65年度  

〔内 容〕対話型画像処理システムIPSEN（Image Processing System for Environmental  

Analysis and Evaluation）のソフトウェアの拡充を行うと共に，新たな画像処理手法の開発を  

行った。特に，人工衛星や航空機により得られるリモートセンシング画像データから，植生分布，  

水質分布等各種の環境情報の抽出手法の開発や土地利用分類手法の開発を行った。また，リモー  

トセンシング画像の解析において問題となる各種の雑音について，その除去方式を開発した。一  

九解析結果の三次元表示に関するシステム開発を検討すると共に，パーソナルコンピューター  

を用いた可搬型の画像処理システムの開発についての検討も行った。  
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〔発 表】A19，20，B－10，11，35，弧b－10，1i，仏44  

研究課題 2）知識情報の解析手法及び処理過程の関する基礎的研究  

〔担当者〕大井 鉱・須賀伸介  

〔期 間）60～64年度  

〔内 容〕環境評価の構造を解明するために連想法による調査法と解析法の開発を進め，環境評  

価における地域の間の異同を解明し，この方法の環境問題における意義を明確にした。また，こ  

の解析法を通常の文として記述されたアンケート調査データ（自由記述文）に適用し，水辺に対  

する意識構造を明らかにした。さらに，語の出現順序に基づく解析法である近傍法の開発を進め，  

実際の調査データに適用して，方法の有効性を明らかにした。さらに，連想調査データの検索と  

データ解析を行うシステムの設計法を開発した。   

一方，環境情報の検索のために，言語情報の相互の有機的関連性に着日した情報検索システム  

の構成方法について検討した。  

〔発 表）A－3，4，13，a6～9，17，18  

研究課題 3）多次元分光情報処理システムの研究  

（娼当者〕宮崎悪国・安岡善文  

（期 間）60～64年度  

〔内 容〕水域リモートセンシングにおけるグランドトルースデータ収集の¶環として水面の分  

光特性の計測を行った。霞ヶ浦で測定された分光データを用いて水面反射光及び大気散乱光の除  

去に関する手法の開発を行った。また，測定された分光情報の効率的な利用のために，対話型の  

分光情報のデータベースの開発を行った。さらに，赤潮，あおこ，植物の分光データ収集のため  

に可視・近赤外分光放射計の開発を行った。  

（発 表〕A－19，20，810，ユ1，35，36，b10，11，43，44  

研究課題 4）環境爛報の検索用語に関する研究  

〔担当者〕春山暁美  

〔期 間〕60～64年度  

〔内 容〕検索用語が環境情報の検索成績に与える影響を指礫化する尺度の開発を進めるととも  

に，異なる規模の索引語彙による検索結果の比較を行い，主題による用語の適切な分類を行うこ  

とにより，小規模な索引語彙を用いても効率的な検索が行われることを明らかにした。   

さらに，環境情報の効率的な検索のための用語を整備するために，環境用語の収集及び検索用  

語としての利用に関する検討を行った。  

〔発 表〕a－19  

研究課題 5）環境の評価と予測のための計測手法に関する情報科学的研究  

〔担当社〕横領達也・松本幸雄  

（期 間〕58～62年度  

〔内 容】大気環境モニタリングデータの時間値（各時刻の1時間平均値）にみられる汚染物質  

濃度変化の，風向・風速との関係における特徴を，視覚表現によって把握する手法を研究開発し  

た。享た，熟赤外波長のリモートセンシングデータから対象の温度情報を抽出し，途中の光路中  
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の放射吸収物質の相対量を評価する演算について整理し，検討を加えた。  

（発 表〕A－21，a21～24  

研究課題 6）環境情報データベースの作成と利用に関する研究  

〔姐当者）後藤典弘・松本幸雄・宇都宮陽二朗・新藤純子・横田達也・阿部重信・増田啓子・  

坂下和恵・宮下七重・横田さおり・古川満信・白井邦彦  

〔期 間〕59～63年度  

〔内 容〕（1）国内外の各地から本研究所の環境データベースにオンラインでアクセス利用でき  

る通信システムの予備的検討を行った。  

（2）世界の環境統計の動向及び我が国における環境情報の現状について調査し，今後の環境情  

報のデータベース化の可能性について鱒討した。  

（3）土壌汚染監視システムのあり方を検討するため，測定データの処理・評価システムのあり  

方について検討した。  

（4）自然界の生物に含まれる化学物質濃度を調査する生物モニタリングについて，現状を調査  

しデータ解析上の問題点について検討した。  

（5）全国公共用水域水質データの処理システムについて調査し，監視地点の地理的な位置関係  

を表現するコード体系について検討した。  

（6）大気環境データについては，昭和61年度より環境庁と協力して全国の常時監視データを磁  

気媒体で収集処理するための新システムを作成中であるが，その一環として，測定局の属性情報  

（位置情報，測定機種など大気測定データの評価のために必要な情報）を収集するシステムの設計  

を行った。  

（7）アメニティタウン事業の現状について調査した。  

（8）環境公害に関する国内の研究機関，行政機関等及び国外の研究者（個人）の名簿をパーソナ  

ルコンピュータを用いたリレーショナルデータベースによって作成し，実務面に応用した。  

〔発 表〕k－10，A－2，16～18，a－4，14  

研究罷魔 り環境データの時間的変動特性の解析  

〔担当社〕松本幸雄  

〔期 間〕59～63年度  

（内 容〕（1）平面上の離散地点で観測された時系列データを統計的に解析するための方法とし  

て，データから抽出した統計的に独立な平面パターンの重ね合わせで各時刻の平面分布を表現し，  

重ね合わせ係数を統計解析する方法の有効性を前年度に引き続き検討した。  

（2）（1）の方法は，1地点でも欠測のある時刻は解析対象にできないのが短所であったが，欠  

測のある場合にも適用する方法について検討した。  

研究課簸 り環境把握・評価のための環壊データの変動特性に関すも研究  

〔担当者〕新藤純子・松本幸雄・工刀刀正行■（■計測技術部）  

〔期 間）62～66年度  

〔内 容〕（1）大気汚染物質濃度の時間的・空間的な変動の大きさを評価する目的で，昭和59年  

虔から実施してきた4回のNOヱ濃度の岡密測定（1km～2km間隔）の結果を解析し，空間自  

己相関の評価，サンプリング地点の選び方による結果の安定性，地域分割の可能性について検討  
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した。さらに，これらのデータの整合性，安定性を確認するため，同一地域で再度桐密調査を行っ  

た。  

（2）常時監視局のデータの主成分分析結果と気象データとをあわせて解析することにより，  

100km平方程度の領域内の大気汚染空間分布の変動が風向と密接に関連していることを示した。  

〔発 表〕A－12，a15，20  

研究課題 g）衛星データ等による自然環境の評価手法に関する統計学的研究  

〔捜当寺〕松本幸雄・宇都宮陽二朗・横田達也・袴田共之－（◆水質土壌環境部）  

（期 間〕62～66年度  

〔内 容〕多時期のLANDSATデータによる植生区分法を検討し，探索的多量閥値法による植  

生分類結果を求めた。さらに，多時期のデータから，季節変化による植生情報と年次変化による  

対象物の変動情報とを分離する手法を開発検討するために，7～8年を隔てた，各春と冬と計4  

時期のLANI）SATデータを整備した。  

（発 表）E22，23，e－31，32，34，36  

研究課題 川）地理情報による環境の広域解析・評価手法に関する基礎研究  

〔租当寺〕宇都宮陽二朗・松本幸雄・山口武則■（■技術部）  

〔期 間〕62～64年度  

（内 容〕昭和62年度は昨年度開発した土壌水分推定モデルを航空機MSSデータに適応し，モ  

デルの検証をおこなった。尚，当所実験圃場では昨年度整備した地表熱収支連続観測システムを  

もとに地表熟収支に関わる微気象を継続観測した。また，国立公園に係る火山地域において地熱  

温度測定，植生観察を行った。航空機搭載MSS熱影像データをもとに山岳地域の局地的気候につ  

いて考察し，雲仙火山の冷気湖の発達を明らかとした。  

〔発 表〕A－1，a1～3，5  
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2．2．2 総 合 解 析 部   

〔研究概要〕今日環境施策は種々の社会・経済制約の下で経済性，社会的受容性等の多様な要因  

を総合的に判断して策定することが求められている。そこで，当部の本年度の研究課題は，①現  

状を総合かつ定量的に計量・把握し，かつ将来の環境変動を的確に予測すること，②これを多様  

な価値基準で評価・判定するための考え方と評価指棟を確立すること，③この評価に基づいて広  

域的，総合的な対策のあり方を工学技術的，社会制度的側面から探ること，という→連の過程に  

対応するものとして位置づけしている。   

課題3，6，7，8は環境を正しく計量・把握するための方法論に関する（Dの分野の諸テーマで  

あり，課題5，7，8は経済，心理等の各種価値基準で環境質を評価する考え方と手法の開発に関  

する②の分野のテーマである。課題1，2，3，4，5，6，8は化学物質，廃棄物，閉鎖性水域等々  

の各種対象についての保全，管理，制御方策を検討した③の分野のものである。   

それぞれの課題ごとに独創的な基礎手法の開発を行うと同時に，結果が国や地方の環境行政の  

現場において暗用されることを配慮して研究の方向づけをした。  

研究課題1）環境管理システムに関する基礎的研究  

〔担当者〕内藤正明・甲斐沼美紀子・原沢英夫・西岡秀三・森口祐一・森田恒幸・青柳みどり  

〔期 間〕62～64年度  

〔内 容〕前年度の地方自治体における環境管理システムの実態調査・解析を踏まえ，環境管理  

概念と手法の基本的特性，構造，情報との関連など地域環境管理のあり方について整理した。ま  

た，環境管理計画の策定・実施を支援する環境情報システムについては，地方自治体における情  

報システムの計画・設計に参画し，具体的な整備方針や情報システムの有効利用のあり方につい  

て提言を行った。   

諸外国の環境政策や環境管理システムについて，ヨーロッパ諸国（OECD関連），オーストラリ  

ア，東南アジア諸国を中心に，これら諸国が現在直面している環境問題及び社会，経済的状況に  

関する資料を収集した。  

〔発 表〕B－12，13，b－30，41  

研究課題 2）環境を配慮した地域計画手法の開発に関する基礎的研究  

〔担当者）西岡秀三・森 保文・清水 浩・青木陽二・森口祐一  

〔期 間）62～67年度  

【内 容〕環境保全に関連する諸政策の多くは，計画行政システムにより実証されており，こう  

した計画に事前に環境配慮を盛り込むためには，一連の計画手順の各段階での手法開発が不可欠  

である。本研究は，環境保全の立場から国土利用，地域計画及び都市開発において環境要素を導  

入した積極的な環境改善を図るための手法の開発と体系化を進めることを目的としている。   

本年度は都市内緑地景観や街路景観について行った現場実験による評価結果を分析した。また  

公園利用者数の変動について分析した。情報化技術が都市計画及び地区の環境計画にどのように  

使えるかについて検討を行った。  

〔発 表〕B－1，4～7，29，30，b－1，2，31，32  
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研究課題 3）閉鎖性水域の環境保全対策策虐手法に関する研究  

【担当者〕内藤正明・中杉修身・天野耕二・甲斐沼美紀子・原沢英夫・森 保文  

〔期 間〕61～63年度  

〔内 容〕（1）閉鎖性水域の保全対策を類型的に整理し，その評価にかかわる特性をまとめた  

データベースを作成した。  

（2）保全目標の設定や保全対策の選択の基礎となる閉鎖性水域の自然条件及び社会条件をま  

とめた水域環境特性データベースを作成した。  

（3）閉鎖性水域の保全対策を選定するためのルールベース作成に必要となる閉鎖性水域の汚  

染機構や保全対■策の適用可能性にかかわる知見を収集した。  

（4）ほ場実験によって稲作による栄養塩収支を明らかにするとともに，そのモデル化を試み  

た。  

〔発 表〕b－14，20，36，40  

研究課鹿 4）廃棄物処理に係る物質循環とその管理に関する基礎的研究  

〔過当社）中杉修身・乙間末広・後藤典弘■（■環境情報部）  

〔期 間〕62～67年度  

〔内 容）（ユ）微量有害物質の廃棄物中の存在状況及び処理における挙動を解析し，有害物質の  

受け皿としての埋立処分地及びその跡地管理の重要性を明らかに′した。  

（2）市町村における廃棄物処理にかかわる適正な物質循環を阻害する要因となる適性処理困  

難物の評価方法を検討した。  

（3）埋立処分地にかかわる環境汚染が問題となっている米国の事例について文献調査を行い，  

我が国における埋立処分地にかかわる環境汚染の潜在的可能性を検討した。  

（4）埋立処分地及びその跡地管理に必要となる各種評価手法の概念整理を行った。  

〔発 表〕A－5，6，8，9，B－17，19，21，25，27，a10，11，13，b21，24，27，28  

研究課題 5）環境問題の社会権済的側面の解析を推進するための基礎研究  

〔担当者〕森田恒幸・仁科克己・青柳みどり  

〔期 間〕昭和62年度  

〔内 容〕環境問題を解決するうえで，社会科学及び政策科学分野の研究が特に必要とされる領  

域について，次に示す事例研究及び基礎的検討を行った。（1）神奈川県の森林管理を対象にして，  

環境保全の観点から体系的な評価指標を作成するため基本枠組みを作成し，住民意識調査や専門  

家の知見の活用方法について検討した。（2）オーストラリアの森林管理と日本向けチップ材の伐  

採をめぐる政策論争を対象にして，社会経済的背景を明らかにした。（3）地域住民のための情報  

システムのあり方を検討するため，優れた事例及び参考になる事例を収集して分析した。（4）地  

方公共団体の環境アセスメント制度の比較分析を行うとともに，道路計画に適用された事例の概  

要を調査した。（5）汚染負荷量賦課金制度の実績に関して，大阪等の都府県別データを解析し，  

全般的な傾向を把握した。  

〔発 表）B一弘34，b－3，33，34，41，42   

研究課題 6）環境廃全におけるリスク管理手法と情報蓄軌＝関する基礎研究  

〔担当者〕仁科克己  
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〔期 間）昭和62年度  

〔内 容〕多種多様なリスク管理手法の効果的選択及び組み合わせを探るために，リスク管理手  

法を体系づける目的で次に示す基礎的検討を行った。（1）情報とリスク管理の相互関係について  

の概略を，情報蓄積及びリスク管理進行の過程に配慮しつつ検討した。（2〉リスク管理における  

リスクの分配にかかわる側面について，既存の分野，特に水資源の分野における実態を検討した。  

〔発 表〕B－31，b－35   

研究課題 り環境評価のためのモデリングとモニタリング手法に関する研究  

t担当者〕内藤正明・安岡善文・飯倉善和・田村正行  

〔期 間）61～65年度  

〔内 容〕本研究は，環境を定量的に評価するための数学モデルの開発と環境施策への適札■及  

びこれを支援するモニタリングのあり方に関する諸手法の確立を目的とする。本年度は次の3点  

を検討した。（1）大気汚染質の局所的な空間変動や測定誤差など測定データの信頼性が反映でき  

る統計的内接法の検討を行うとともに，東京都北西部を対象に行われた二酎ヒ窒素濃度分布の桐  

密調査データに適用し，観測局配置の適正化を検討した。（2）騒音の分布パターンを計測し，各  

種音響場の特性を評価する手法を開発した。（3）景観の良し暮しを評価するための手法を開発す  

ることを目的として，各種の合成景観及び自然景観を用いた住民参加による景観評価実験（東京  

都武蔵野市）を実施し，住民の評点付けによる景観の評価方法について検討を行った。特に地域  

の’’らしさ’’（例えば革蔵野らしさ）を評価するための方法の開発を行った。  

〔発 表〕k－9，B－12，b16，17，31  

研究課題8）道路交通による環境影響の評価と防止対策に関する研究  

〔担当者〕西岡秀三・金谷 健＊・清水 浩・森口祐一・森囲恒幸・安岡善文・田村正行（■大気  

環境部）  

〔期 間〕61～63年度  

（内 容）本研究ほ，道路交通による環境影響の的確な予測・評価と合わせ，総合的かつ有効な  

交通公害防止対策を立てるために必要な方法の開発を目的としている。本年度はこの目的を達成  

するために，主として5つのサブテー寺による研究を実施した。第一に，道路交通公害の実態と  

防止対策の現況を把握するために，関連省庁，地方自治体の交通公害部局担当者を集めて「交通  

公害研究検討会」を開催し，情報の収集を行った。第二に，交通騒音の防止対策を策定するため  

の技術的方策として，各種音響材料の任意の入射角における吸音率を空間フーリエ変換を用いて  

測定する方法を開発した。第三に，交通公害の沿道防止対策に関する基礎的研究として，道路の  

トンネ／レ化，シェルター化の実態を調査し，沿道NOズ処理技術の可能性に関して検討した。第四  

に，都市域全体の交通公害を減少させる方策を開発するために，都市構造と物流の動向の関連分  

析及び都市圏の広域交通公害防止と評価方法に関する研究を行った。第五に，抜本的交通公害防  

止対策としての電気自動車の有効性に着目し，最新の技術を取り入れて概念設計を行うと共に，  

主にエネルギー消費の面から実用化の可能性に関する検討を行った。  

〔発 表〕b－16，17，30，42  
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2，2．3 計測技術部   

（研究概要〕囁境問題の解明と対策は，汚染物質はじめ関与する因子の正確，かつ信頼性ある計  

測なくしては成り立たない。本研究部は，環境中の各種汚染物質の化学分析法の確立を始めとし  

て，環境計測・監視技術の開発を行うことを目的として，21課題の研究を行った。   

大気計測，水質計測，生体化学計軌底質土壌計軋各研究室では対象とする各媒質中の微量  

元素とその存在状態の測定法，及び微量有機物質の系統的分析方法の研究を行うと共に，それら  

を環境中での各物質の存在量の測定と挙動の解明に応用した。分析方法としては機器分析法が中  

心であり，またそれらにクロマトグラフィーなどの分離法を組み合わせた手法を取り上げている。  

複雑な組成中の微量成分の分析を対象とするため，分離，濃縮などの前処理も研究のポイントと  

なっている。さらに質量分析法の新しいイオン源，水質自動モニタリングシステムなどの開発も  

進めた。   

特別経常研究「環境標準試料の作成と評価に関する研究」では，標準試料NIESNo．9「ホン  

ダワラ」につき保証債を定め，No．10「玄米」につき共同分析を待った。水質土壌環境部，生物  

環境部と共同して行われている「湖沼環境変化に伴う水質・生物相変動に関する研究」では10年  

にわたる霞ヶ浦の定期的調査結果をまとめて出版した。   

分析室では共通機器関連の業務及び大気モニター棟の管理のかたわら，大気ガス成分，大気粒  

子状成分分析法の検討，マススペクトルの検索手法の開発を行った。   

特別研究「バックグランド地域における環境汚染物質の長期的モニタリング手法の研究」（62年  

度終了），「先端技術における化学環境の解明に関する研究」（62年度開始）では本研究部が中心と  

なっているが，基礎として分析法の確立が必要で，経常研究各課題と関連しつつ進められた。  

研究熱題 り 降水中汚染成分の測定法に関する研究  

〔娼当寺】安部喜也・横内陽子・向井人史・西川雅高  

〔期 間〕52～62年度  

（内 容）（1）大山地域で，冬季降雪中の微量元素を測定し，隠岐島での降雪，大気粉じん中の  

微量元素濃度と比較することにより，冬季モンスーンにともなう降雪による大気粒子のウォッシ  

アウト効果の解析を試みた。  

（2）降水中有機物質の抽出法について検討し，実サンプルの抽出物のGC－MS分析を行った。  

〔発 表）C－1～3，C－1，30  

研究課虜 2）化学イオン化質点分析法のためのイオン一分子反応の設計に関する研究  

〔担当者〕藤井敏博・安部書也  

（内 容）（工）酸化レニウムエミッタ上で，37種の窒素を含む環状有機化合物の表面電離質屋分  

析法を行った。多くの化合物が強度の大きいスペクトルを与えることが判明し，環境分析に重要  

な高感度測定法の確固たる基礎的データが集まった。  

（2）イオン分子反応の場としてのエミッタ表面とマススペクトロメトリー法の組み合わせ  

は，不均一反応生成物の同定，検出と動的挙動が高感度に追求できるため，表面での反応の分子  

過程の解明のための新しい手法になるとの確信を得た。  

〔発 表）C－39，40，C－39，40  
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研究課題 3）環境大気中の極性有機物賃の測定と挙動に関する研究  

〔旭当寺〕横内陽子・安部喜也  

〔期 間〕62～66年度  

〔内 容〕TenaxGCによる常温捕集とキャビラリpGCを組み合わせた分析手法により環境大  

気中ガス状有機物質の日変化測定を行った。極性をもつものとして，ノナナール，デカナール等  

のアルデヒド，アセトフユノン，フェノール，ケトン類が検出された。アルデヒド顆の日変動パ  

ターンは気温変化とよい一致を示した。また，松などから放出されるβ－ピネン及びβ－フェランド  

レンのオゾン反応生成物が検出された。その濃度はもとのモノテルペンの約1／50倍程度であった  

が，植物から大量に放出されるテルペンのfateを理解する上で，これらの生成物の挙動は重要と  

考えられる。  

〔発 表〕c50，52，54   

研究課題 4）大気中粒子状物質のトレースキャラクタリゼーションに関する研究  

〔過当者〕向井人史・横内陽子・安部書也  

〔期 間〕58～63年度  

〔内 容〕すでに確立した水素化物発生法を用いた大気中粒子状物質中のヒ素の形態物分析法を  

基訊こして，Sb，Se，Sn，Bi，Te，Asの水素化物発生法による多元素同時分析のための半自動  

水素化物発生装置を試作した。これは，液体窒素によるトラップを自動で行い，その後自動的に  

ガスクロマトグラフィr等に導入出来るものである。本年度は原子吸光法を用いて，基礎的な分  

析条件の検討を行った。   

また大気中粒子状有機物のGC／MS分析のためめ前処理法として，高遠液体クロマトグラ  

フィーによる分画法を試みた。  

〔発 表〕C－49，65，C－51，53   

研究課題 5）炭素・窒素安定同位体比同時測定法の改良とその応用に関する研究  

〔担当者〕大槻 晃・白石寛明  

〔期 間〕60～63年度  

〔内 容〕（1）野外でトレーサーとして炭素・窒素安定同位体を利用するため，元素分析計と四  

重軽質量分析計結合による簡易同時測定法の開発を行ってきたが，さらに両元素の向位体比の精  

度を向上するため，異った型の元素分析計とガス用磁場型質量分析計連結の可能性を検討した。  

（2）諏訪湖に設置されたメソコスモを用いて，春季のケイ藻ブルーム下での動物プランクトン  

の食物関係を検討するため，大型の刀血痕川髄と小型のq頭痛肋を13Cと15Nで標識し，添加後，  

時間経過と共に動物プランクトを採取し同位体比を測定した。  

〔発 表）C7  

研究課題 6）天然水環境中の微鼻元素の挙動に関する研究  

〔規当寺）野尻幸宏・大槻 晃  

〔期 間）60～64年度  

〔内 容〕本研究は，天然水中の微量元素の存在量及び化学形態を明らかにする化学分析手法の  

開発と，その水域における動態の解析の基礎的研究を行う。本年度は特に，海洋における微量元  

素の供給源として重要な可能性がある海底熱水活動の調査を中心に研究した。  
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（1）海水中の微量マンガンの分析法として，鉄英次法を検討した。主成分マトリックスとの分  

敵が良く操作が簡単で，船上処理に適することが分かった。約100倍の濃縮を行ってからICP発光  

分析をすると，0．1nMよりよい定量下限が得られた。  

（2）沖縄トラフと北フィジー海盆の海洋調査に参加し，海水中のマンガンの分析を行った。両  

海域で熱水活動によるマンガンの濃度異常があることが確認きれた。北フィジー海盆では，熱水  

活動による水温異常が認められ マンガン，メタンの濃度異常との関係も明らかになった。  

研究課題 り水質自動モニタリング手法に関する基礎的研究  

〔担当者〕河合崇欣  

（期 間〕58～62年産  

（内 容）臨潮実験施設モニター装置及び多目的実験地を用いて，藻類増殖過程の光合成・呼吸  

関連代謝物質である酸素と炭酸ガスの濃度を連続測定した。酸素電極，炭酸ガス膜電極を用いる  

測定法を確立し，A／D変換インターフェイスを経てパソコンのフロツピーデスクにデータを取  

り込むシステムを組んで用いた。連続測定データの解析法を検討し，漉度の時間微分値を現存量  

（chトa）で規格化する手法を作った。  

〔発 表〕K101，145，150  

研究課虜 8）パルスレーザーを励起光源に用いた誘導結合プラズマ（ICP）原子蛍光法の開発  

〔過当者〕古田直紀  

〔担当者〕61～65年度  

〔内 容〕パルスレーザーをICPに照射して，その原子蛍光を測定するのに，どの程度の周期で  

パ／レスレーザーを照射すればよいのかを明らかにするために，ICPから発っせられる光のノイズ  

パワースペクトルを測定した。   

ノイズパワースペクトルには，全周波数にわたってホワイトノイズ，0～2Hzに1／fノイズ，  

50Hzとその整数倍Hzに電源周波数ノイズ，それに140～360Hzに高周波ノイズが観測された。   

特に，高周波ノイズに注目して，1CP中のいろいろな位置でノイズパワースペクトルを測定し  

た結果，ICPは空気が回り込むことにより、数百Hzの周期で伸縮していることが明らかになっ  

た。  

〔発 表〕c42，43  

研究課鹿 9）水域環境指樽としての有機化合物の検索と評価  

〔過当者）白石寛明・大槻 晃  

〔期 間〕62～66年度  

（内 容〕（1）環境水中に発見された有機物質のリスト作製を進めた。  

（2）霞ヶ浦湖水中の溶存農薬の季節的変化を前年度に引き続き測定した。  

（発 表）C－26  

研究課頗10）原子スペクトル分光法等の機器分析を用いた生体中の微量元素の分析法に関する  

研究  

〔担当者〕森田昌敏・岡本研作・佐竹研一・植弘崇嗣・柴田康行  

（期 間〕57～66年慶  
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〔内 容〕JCP質量分析法による超高感度多元素同時分析法について検討した。Pbの同位体比  

の測定，主要マトリックスの影響，同位体希釈分析について検討した。また生物試料，特に人体  

試料の多元案分析への応用を試みた。また熟電離質量分析法によるPbの同位体比の精密測定に  

ついても検討した。ICP発光分析法を用いた多元素同時分析により，多数の人体組織，食品等の  

生物体中の各種元素の分析値の集積を行った。  

〔発 表）K－163  

研究課題11）生体中に含まれる元素の化学形態に関する研究  

〔担当者〕森田昌敏・岡本研作・佐竹研一・植弘崇嗣・柴田康行  

（期 間〕57～66年度  

〔内 容）各種クロマトグラフィーと原子スペクトル分光法を組み合わせたハイブリッド法の開  

発と応用を進めた。HPLC－ICP法では，イオン対クロマトグラフィー及び試料のゲ）L／ろ過による  

前処理を組み合わせることを試行し，海草中のヒ素の化学形態分析を行った。HPLC長光路原子  

吸光法により，極めて微量のトリプチル錫の検出が可能であった。コケ中に多量に含まれる水銀，  

嗣，鉛についてその存在量と共に存在形態について検討した。  

〔発 表1K－165，C－19  

研究課題12）生体に間遠する悪臭成分の分析化学的研究  

（過当者）安原昭夫  

〔期 間）59～63年度  

〔内 容〕植物又は動物の腐敗物を対象とし，凍結真空蒸留法を用いて，臭気成分を単離し，次  

いでガスクロマトグラフィーやガスタロマトグラフ質量分析法により同定，定量し，腐敗の状態  

と悪臭成分の濃度の間での傾向を求めた。  

〔発 表）C－64，C－49  

研究課題．13）表面分析法の環境拭料への応用  

〔埴当寺〕相馬光之・瀬山春彦  

（期 間）60～63年度  

〔内 容〕Ⅹ線光電子分光法（XPS），二次イオン質量分析法（SIMS）の粒子状物質への応用を  

継続すると共に，水生辞苔実削こ蓄積される鉛の状態分析をⅩPSによって行った。硫化物の粒子と  

して細胞壁中に蓄積される水銀の場合とは異なり，ムラサキヒシヤクゴケ，ヘチマゴケに蓄積さ  

れた鉛の4f電子のスペクトルを詳しく調べると，その結合エネルギーは硫化鉛ヒは一致せず，硫  

酸鉛とも異なり，硫化物や硫酸鉛は鉛の主な存在様式ではないことが分かった。ⅩPSによって鉛  

以外にも鋼，亜鉛が検出でき，これら及び，リン，硫黄（硫酸イオン及び硫化物を直接区別でき  

る），窒素などと鉛の量的関連の有無を調べることができた。  

【発 表〕C－27，28，C－23  

研究課題14）底質，土壌中の元素の状態分析に関する研究  

〔担当者〕瀬山春彦・田中 敦・相馬光之  

〔期 間）59～62年度  

（内 容）底質や土壌を構成する鉱物等の粒子中の元素の存在状態（分布，結合状態等）とその  
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変化についてX線光電子分光法を主な測定手段として調べている。本年度は，酸性雨等の影響に  

よる鉱物の化学的風化のモデルとして，ネソケイ酸塩鉱物（カンラン石，ザタロ石）と硫酸酸性  

の水との反応による鉱物表面変化について調べた。その結果，短期間の反応で鉄を多く含むカン  

ラン石では鉄の選択的溶脱により，鉱物表面にSiO2から成る溶脱層ができるが，カンラン石でも  

マグネシウムを多く含むものでは明りょうな溶脱層の生成は認められず，同一の鉱物でもその組  

成により風化のメカニズムは異なることが分かった。  

〔発 表〕K－17，C21  

研究課題15）底質土壌中の有機化合物の存在状態及び化学変化に閲すろ研究  

〔担当者〕相馬悠子・相馬光之  

（期 間〕59～63年度  

〔内 容〕銅イオン交換モンモリロナイトヘのテトラチアフルバレン（TTF）の吸着では，吸着  

真の増加と共にTTFは層間でカチオンラジカルうカチオンダイマー→混合原子価の集合体と変  

化し，モンモリロナイト層間距離もそれと共に増加し，TTF分子の長軸が層平面に対し立ってき  

て吸着量が増すことを示した。   

タロロフェノールの脱塩素化反応をモンモリロナイト，アロフェン上で調べた。脱塩素化は  

椚－タロロフェノールでは起こりにくく鉄イオンの影響は♪一クロロフェノールに強く現れるよう  

な構造特異性が見られた。  

〔発 表〕C－29，30，C－22  

研究課題16）底質からみた堆積環境の変凱こ関する研究  

〔担当者〕田中 敦・相馬光之  

〔期 間〕62～66年度  

（内 容〕本研究は，底質に記録されている環境変動の過程を解析するための年代測定法と微量  

分析手法の開発を目的とする。本年度は，火山灰編年学を湖底質へ適用するための基礎的条件と  

して，光透過式粒度分布計を用いて，粒度による火山灰層の区別と沈降時に受ける分級の度合に  

ついて検討した。摩周湖，屈斜路湖底質にこの方法を適用したところ，両湖沼に共通して，沈降  

時の分級により粗粒から細粒へ推移するパターンをもつ2枚の不連続な火山灰層が明りょうに区  

別された。いずれの湖沼とも火山灰層は近い平均粒径を持ち，火山灰層間の微量元素組成が異な  

ることから，異なった給源由来で，給源はともに遠方であると推定される。  

〔発 表〕c－25  

研究課垣17）大気中のガス状汚染物質の測定法に関する研究  

〔担当者〕溝口次夫り刀刀正行  

〔期 間〕55～63年度  

〔内 容〕本年度はトリエタノールアミン円筒ろ紙法を用いた大気中のSO2，NO2の同時簡易測  

定法について，その実用化を目指すため次の研究を行った。  

（1）捕集試料をイオンクロマトグラフで定量するための試料溶液の調製方法等の条件を検討  

した。  

（2）汚染地域と非汚染地域において溶液導電率法との並行測定を行い，その精度を検討した。  

（3）強制通風式シェ′レターを用い，非汚染地域での有用性を確認した。  
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〔発 表）C19，47，48，C－10  

研究課題 川）大気中の浮遊粒子状物質の測定法に関する研究  

〔姐当寺〕溝口次夫・工刀刀正行・西川雅高・柴田恵子・土井妙子■（■技術部）  

〔期 間〕55～63年度  

〔内 容〕大気粉じん及び自動車排出粒子を用いて元素状炭素（Cae）と有機系炭素（Cao）の熱  

分離法による分析を行った。不活性ガス（N2，He）中600¢cでの熱分離は，安定した分析値が得  

られるがCaoの炭化が避けられず，Caeを過大に見積る傾向がある。   

活性ガス（空気，02，He．02）中3500Cでの熱分離は逆に，Caeの灰化が進み，Caoを過大に見  

積る結果となる。また，活性ガス雰囲気中での熱分離は不活性ガス雰囲気に比べて分析値の変動  

幅が大きい。   

大気粉じん中の成分分析法として蛍光Ⅹ線分析法，プラズマ発光分光分析法，中性子放射化分  

析法，同位体質量分析法，イオンクロマトグラフ法などを検討した。  

〔発 表〕C31～33，44，C－8，12，14，26，27，32  

研究課題19）マススペクトルの解析手法に関する研究  

〔担当者〕溝口次夫・伊藤裕康・安原昭夫・新藤純子暮（●環境情報部）  

〔期 間〕58～63年度  

〔内 容〕本研究で開発したマススペクトル検索システム（NIES－MSLSシステム）に用いるリ  

ファレンススペクトルに機種の異なるガスタロマトグラフ質量分析計で測定されたマススペクト  

ルを充当するため，次の研究を行った。   

数種類の質量分析計の条件を設定して標準物質（カンフ7－，DFTPP，ヘキサクロロベンゼン）  

を測定し，得られたスペクトルから，リファレンススペクトルとして採用するためのパラメータ  

等を検討した。また，前年産に引き続き，DX300型ガスタロマトグラフ質量分析計を用いて環境  

中に存在しうる有害物質のうちNIESデータベースに収録されていない物質（100物質）を選ん  

で，そのマススペクトルを測定した。  

〔発 表）C－45，64，C－4，49  

研究課題 20）環境模準就料の作製と評価に関する研究  

〔過当者）岡本研作・森田昌敏・植弘崇嗣・柴田康行  

〔期 間）51～62年度  

〔内 容〕（1）国立公害研究所標準試料NIESNo．9「ホンダワラ」について、保証債及び参考  

値を決定した。  

（2）NIES標準試料No．10「玄米粉末」について，国内の研究機関に分析を依頼し，国立公  

害研究所の分析値と合わせて保証債を決定するためのデータを得た。  

〔発 表〕C－10～17  

研究課題 21）湖沼環境変化に伴う水質・生物相変動に関する研究  

〔捜当寺〕大槻 晃・河合崇欣・白石寛明・野尻幸宏・海老瀬潜一■・柏崎守弘●・福島武彦暮・  

大坪同順■・田井慎吾■・細見正明－・安野正之■●・春日清一＝・高村典子■●・花里  

孝幸…・岩熊敏夫＝・野原精一Jり・上野隆一＝（●水質土壌環境部，＝生物環境部）  
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〔期 間〕62～66年度  

〔内 容〕賓ヶ浦（西浦）を昨年度に引き続き，月1回10地点について調査を行った。一般観測項  

目のはか，主要元素，主要陰イオン，COD栄養塩濃度及び細菌，植物プランクトン，動物プラン  

クトン，底生動物，魚類の現存量を測定した。   

湖心部における全リン濃度を前年度と比較すると年平均6毎gり1と15％低く，最高値（11月），  

最小値（3月）も15～20％低い値であった。  

〔発 表〕C－6，C－5  
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2．2．4 大気環境部  

〔研究概要〕大気環境に関する研究の大きな流れは，地域的汚染問題から列島・大陸規模ないし  

地球規模大気環境変動の問題へと移行しつつあり，大気環境部における研究も特別研究を中心に  

この方向に軌道修正された。列島規模での酸性雨現象をテーマとする特別研究「雲物理過程を伴  

う列島規模大気汚染に関する研究」は2年日に入り大気環境計画室を中心に他の研究室が協力し  

て北九州で大規模観測を行った。また新たに地球温暖化問題を当研究所として初めて辛がける特  

別研究「地球温暖化に係る炭素系大気微量成分のグローバル変動に関する先導的研究」が本年度  

から発足し，他の研究部と共に大気化学研究室，エアロゾル研究室が担当し，研究が開始された。  

大気物理研究室が参加している「遠隔計測による環境動態の評価手法に関する研究」は最終年度  
を迎え，研究の取りまとめを行った。   

本年度はたまたま成層圏オゾン層保護条約に基づくフロンガス規制が社会的に大きな関心を呼  

んだ。これを機に大気環境部にオゾンレーザーレーダーが建設され，従来の光化学チャンバーも  

成層圏光化学反応に対応できるよう，光源等を中心に改修された。これらを用いた本格的研究は，  

次年度よりの特別研究「成層圏オゾン層の変動と，その環境影響に関する基礎的研究」の中で開  

始される予定である。   

経常研究では大気中の物理的・化学的基礎過程の研究を中心に，以下の24課題について研究が  

行われた。大気物理研究室ではレーザーレーダー等分光計測法に関する技術開発を引き続き進め  

たほか，流跡線解析等大気輸送現象に関する研究を行った。大気化学研究室では，分光学的方法  

による素反応過程の研究を中心に，クラスター，低温マトリックス等，大気中の均一，不均一反  

応に係る研究が行われた。大気環境計画室では，大気の乱流構造と拡散機構に関する研究と共に，  

大気汚染現象のモデ／レ化に関する研究を引き続き行った。さらに，エアロゾル研究室では，エア  

ロゾル粒子の動力学的，光学的性質の研究，及び大気エアロゾル，霧水中のカルポン酸の分析等  

が行われた。  

研究課題1）成層圏エアロゾル層の動態に関する研究  

〔捜当寺〕林田佐智子・笹野泰弘・中根英昭・竹内延夫・清水 浩－・飯倉善和＊（♯総合解析郡）  

〔期 間〕61～63年度  

〔内 容〕前年度に引き続き，大型レーザーレーダーを用いて，成層圏エアロゾ／レの鉛直分布を  

定常的に観測した。また，過去5年間にわたる観測データを整理し，火山噴火後の長期トレンド  

を明らかにした。また，これまでモデル値を用いて求めていた大気分子の後方散乱係数を，高層  

気象データから求めるよう解析手法を改良したところ，成層圏エアロゾルの鉛直分布の季節的特  

徴が明りょうになった。  

〔発 表〕d－83～86  

研究課題 2）全球気象データの解析に基づく地球規模の物質輸送に関する研究  

臼旦当寺〕林田佐智子・笹野泰弘  

（期 間）61～63年度  

〔内 容〕前年度に開発した流跡線解析用プログラムをさらに充実させ，地球規模の気象データ  

を用いて等圧面解析，等温位面解析，鉛直風計算法による解析を行った。これらの解析を，対流  

一23－   



圏エアロゾ／レのレーザーレーダー観測結果と対応させ，季節的な特徴を分類し，エアロゾルの起  

源を検討した。  

〔発 表〕d－46，47  

研究陳領 3）大気汚染物質の分光特性に関する研究  

〔過当者〕杉本伸夫・中根英昭・清水 浩＊・竹内延夫（事総合解析部）  

〔期 間〕58～62年度  

〔内 容〕大気微量分子の測定を目的とするアダマール変換長光路吸収システムを試作し大気中  

の光路で評価実験を行った。この装置は発光ダイオードを光源とし，アダマール変換分光法を応  

用したものである。英験の結果，長光路吸収測定に十分な光学的な検出精度が得られることが確  

められた。一方，アダマール変換分光法において測定誤差の原因となる可能性のある検出器の非  

線形性より生じるゴーストについて室内実験による評価を行うとともにゴーストの補正の手法に  

ついて検討を行った。これにより，検出器に非線形性がある場合でも補正を行うことにより誤差  

を低減できることが示された。  

〔発 表〕D22，23，d52～54  

研究課題 4）擬似ランダム変調CWライダーの開発と応用  

臼旦当寺〕竹内延夫  

〔期 間〕59～62年度  

【内 容）擬似ランダム変調CW（RM－CW）ライダーが可搬であるという特徴をいかして道路や  

トンネル内の排ガス測定や視程の観測を行い，近距離の観測での実用性を実証した。狭帯域のフィ  

ルターを使用することによって半導体レーザーを光源とする場合でも昼間の測定が可能であるこ  

とを確認し，入射フォトン数の統計を美大気について測定してSN比が理論とよく一致している  

ことを検証した。また，コヒーレントライダーヘの拡張を考え，コヒーレントな検出の場合には  

パルス動作と比較してSN比が平均パワーが等しければ同じとなることを理論的に考察すると  

ともに，実際の大気中で大気の擦らぎにより受ける制約を考察検討した。  

〔発 表】D25，26，28，30，32，d－56，59～68  

研究課埼 5）成層圏・対流圏間の物質交換に関する研究  

【担当者〕笹野泰弘・林田佐智子・中根英昭  

〔期 間〕62～64年度  

（内 容〕レーザーレーダーによるエアロゾルの鉛直分布の観測データの解析と同時に，高層気  

象データ，気象庁数値メッシュデータ等を利用して空気塊の移動に関する解析を行い，物質輸送  

現象の把捉を試みた。特に，黄砂現象について流跡線解析の妥当性を検討した。  

〔発 表〕d－48～50，87  

研究課題 6）光イオン化質量分析計によるクラスター分子の研究  

〔担当者〕鷲田仲明・篠原久典●（●客員研究員）  

〔期 間〕60～65年度  

（内 容〕大気中でのエアロゾル生成や気相反応と液相反応との接．貞を探る目的で，ノズル噴射  

法と光イオン化質量分析法を組み合わせ，気体からのクラスターの生成と，そのイオン化過程，  
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さらにはクラスター分子内イオン反応に注目して研究を行った。   

本年度は（1）水，アミン類のクラスター生成と，分子内プロトン移動反応のSOR光を用いた  

研究（2）シクロヘキサンとアセチレン混合系でのクラスター分子内水素引き抜き反応が研究さ  

れ，クラスター分子内でのイオン反応について多くの知見が得られた。  

〔発 表〕D51，56，d112，114，117  

研究課題 丁）分光学的方法による気相反応の研究  

〔旭当寺〕井上 元・鈴木 睦  

〔期 間〕55～62年度  

〔内 容〕レpザー蛍光法によりSiO，GeOの蛍光寿命を測定し，CO，SnOらと比較してv3別  

に合うことを明らかにした。SiF2ラジカルの蛍光寿命を測定し三原子分子のような小さな分子の  

中で初めて電子状態混合を見いだした。SiH2とD2との反応速度がSiH，，H2との反応速度に比べ  

大変大きいことを見いだし，SiHDの生成，SiD2の生成からSiH2D2†が中間に生成し再分解する  

ことを見いだした。多光子光分解イオン化とTOFの測定から，CH30NO，NO2などの多光子光  

分解プロセスを研究した。  

〔発 表）D－8，9，d－10～12，55  

研究課題 8）成層圏に関係した化学反応の研究  

〔担当者）鷲田仲明・井上 元・坂東 博・畠山史郎  

〔期 間）56～62年度  

（内 容）成層圏で起こり得る化学反応をより明確かつ正確に理解する目的で光化学反応・素反  

応研究を行った。   

行った研究は，（1）成層圏でのオゾン破壊に関する反応，（2）硫黄化合物の反応とエアロゾル  

生成，（3）南極オゾンホール問題に関連した化学反応（4）炭化水素の酸化反応に関する研究で  

あり，各々の研究において興味ある結果が得られた。  

【発 表）D－41，53～55，d－70～72，74，77，79  

研究課題 g）大気化学反応への隠微小粒子の影凱こついての基礎的研究  

〔旭当寺）酒巻史郎・常田伸明・阿知波洋次■（●客員研究員）  

（期 間）59～62年度  

【内 容〕金属超微粒子の大気化学反応への影響を解明することを目的として，種々の金属超微  

粒子の発生・測定・反応の研究のための方法の開発を行った。   

本年度はレーザー蒸発法とノズル噴射法の組み合わせによって金属クラスターを発生させる方  

法の開発と，生成した金属クラスターのイオン化，さらに飛行時間型質量分析法によるクラスター  

の測定方法の開発が行われた。また金属負イオンクラスターの光脱離による光電子スペクトルの  

測定法についての検討もなされた。  

（発 表〕d－113，115，116  

研究課題 川）低温マトリックス法による化学反応の研究  

〔担当者〕橋本 訓・坂東 博・秋元 馨  

〔期 間〕60～62年慶  
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〔内 容〕ベンゼン及びそのメチル置換体4種並びにナフタレン，スチレンの酸素マトリックス  

中における紫外吸収スペクトルの測定及び光化学反応について検討した。オレフィン類と同様に  

これらの芳香族化合物においても電荷移動吸収帯が紫外部に現れたが，その電荷移動状態はオレ  

フィン顆とは異なり，化合物本来の励起状態との間に強い相互作用が存在し，これらは本質的に  

不可分であると結論された。光反応については，スチレンがオレフィン的反応をすることを除き，  

芳香環の酸化的開裂によって，不飽和ジアルデヒド類，CO2，COなどが生ずる経路が主であるこ  

とが明らかとなった。  

（発 表〕D－5，37，38，d69  

研究課題11）温度成層化した乱流の構造と拡散機利こ関する研究  

〔娼当者〕植田洋匡・鵜野伊津志・官尊 武・花崎秀史・光本茂記・若松伸司・上原 清＊  

（●技術部）  

〔期 間〕61～65年度  

〔内 容〕浮力は大気中の乱流構造，拡散機構に支配的な役割を果す。この浮力効果は接地気層  

（地上から高度数m～数10m程度までの気層）とその上空とでは本質的に異なり，また，これが流  

れ方向，スパン方向と鉛直方向でもそれぞれ異なり，運動量，熱，物質の拡散においてそれぞれ  

異なる。これまで，これらのことを実験的に示し，定量的な解析を行ってきたが，本年度，これ  

を統一的に説明できる乱流理論を展開できた。ここでは，乱流圧力変動場の壁面の存在による変  

形と壁面の粗度要素による乱流エネルギー生成を考慮し，新たに乱流エネルギーk，エネルギー消  

散率どに対する偏微分方程式を導出した。本理論はこれに代数型の乱流応力，フラックス方程式  

を組み合わせたものである。  

〔発 表）D－10，d－14，30  

研究課温12）都市域大気中の乱流構造と拡散稔構に関する研究  

（租当者〕鵜野伊津志・若松伸司・植田洋匡  

〔期 間〕61～65年度  

（内 容〕都市域における一次汚染物質による高濃度は晴天微風の夜間に出現する。本研究では，  

都市域の乱流・拡散の構造を観測データと精密な乱流輸送理論に基づく数値モデルにより，定量  

的に把握するとともに，数値モデルによるシミュレーションを行い，都市境界層内外での乱流構  

造と汚染物質の拡散機構の詳細な検討を行った。数値シミュレーションの結果は野外観測の結果  

とよく合致し，数値モデルは夜間の都市大気環境を十分に精度良く再現することが確認された。  

〔発 表）D14，d－31～36  

研究課題13）気液界面の乱流構造と壁面乱流の発生機鰍こ関する研究  

〔旭当寺〕植田洋匡・高薮 緑・光本茂記・小森 倍●（●客員研究員）  

〔期 間〕53～62年度  

〔内 容〕本研究は，大気汚染や水質汚濁，環境中の物質循環を解明する上で重要な気圏，水圏  

間の界面を通しての汚染質・熟などのスカラー真の移動過程と，それを支配する界面での表面更  

新乱流運動の解明を目的とする。数年来，流れ場全域の乱流渦の生成を支配しているとされる，  

固体壁面（底面）近傍の乱流の発生機構（バースティング現象）を詳細に調べてきたが，本年度は  

バースティング渦と表面更新渦との関連を調べ，これらが流れのスケールの大小にかかわらず，  
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1対1に対応することを示した。この結果を用いて，気一水の界面を通してのスカラー屋の移動過  

程を記述する新しい表面更新型論を展開した。さらに，この理論により，同時に気一水の界面を通  

してのガス吸収の実験を行い，上記の理論が実験結果を非常に高い精度で説明できることを示し  

た。  

〔発 表〕d23  

研究課題1ヰ）粘性流体中の微小粒子の運動に関する研究  

【担当者）害毒 武  

〔期 間〕58～62年度  

〔内 容〕平板面に開けられた円孔近傍を単一微小粒子が運動する場合の流れを用いて，有限の  

大きさの非球形粒子（針状粒子等）の浸透現象を調べた。また，微小粒子のプラウン運動に対する  

境界壁の影響を解析し，粒子の沈着過程を解明した。  

〔発 表）D－44  

研究課題15）対流圏における大気汚染現象のモデル化に関する研究  

〔担当者）若松伸司・鵜野伊津志・植田洋匡・酒巻史郎・秋元 肇  

〔期 間）61～65年度  

〔内 容〕光化学大気汚染の生成機構を解明するために，三次元モデルを用いた解析を行い，特  

に局地風循環の中に汚染物質が長時間にわたり閉じ込められるような場合における汚染の動態を  

明らかにした。解析の結果，汚染が二日間にわたる場合には，前日の生成し上空に残存している  

光化学二次生成物質が翌日の汚染現象に影響を及ぼしていることが分かった。  

〔発 表〕d－106～108  

研究課題 川）渦運動と空力昔の発生に関する研究  

（旭当寺】官等 武  

〔期 間〕62～65年度  

〔内 容〕高レイノルズ数流れの中の渦は長時間にわたってその個性を保つことが知られてい  

る。本研究では，集中渦領域の運動を支配する方程式を導出し，渦の非定常運動，崩壊過程を解  

明して行く。本年度は，特に渦核内の軸方向流れが渦運動とその安定性に重大な影響を持つこと  

を示した。この知見は，流れの乱流化や空力昔の発生機構の解明において基本的な役割を果たす  

ものである。  

〔発 表〕d－97～99  

研究課題lT）流体運動に関すむ数億的研究  

〔担当者〕花崎秀史  

〔期 間〕62～64年度  

〔内 容〕（1）球を過ぎる成層 

ド数Fが，0．25＜F＜200の範囲で行った。その結果，鉛直方向の密度変化のないF＝∞の場合  

には流れは軸対称であるが，密度成層の効果により波長が入＝2方Fa（aは球の半径）の内部重力  

波が発生すると，波長の減少と共に下流の渦領域が縮小されて行くことが分かった。さらにF＜1  
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になると，二次元流では，物体の上流で流体のblockingが起こるのに対し，球のような三次元の  

物体を過ぎる流れでは，流体が物体の両側へ避けて流れ，それと共に下流に新たな水平渦の発生  

が見られた。  

（2）流体が有限の深さの場合（上下に壁のある場合）について，内部重力波の長波モード  

（Co】umnardjsturbarlCe）が物体の上流へ伝わる様子を調べた。その結果，最低次のモードの伝播  

速度は，線形理論と一致したが，disturbanceの構造そのものは，弱非線形理論の予測とは異なる  

ことが分かった。  

〔発 表）d－81，82  

研究課題 川）エアロゾル核の構造と安定性に関する研究  

〔担当者〕尾崎 裕・福山 力・村野健太郎・泉 克幸  

〔期 間〕58～62年度  

（内 容〕二成分分子会合体イオン，ArmX＋（Ⅹ＝Xe，N2，CO2，CH30H），m＝7～15，の内  

部エネルギーを分子間ポテンシャルから計算し，それぞれの分子会合体イオンからAr原子1個  

が解離するときに必要なエネルギーを求めた。その結果，この解離エネルギーと会合体サイズm  

との関係は，質量スペクトルで観測されたArmX＋イオン強度のm存性に極めて近いことが分  

かった。また，m≦12とm≧13とで解離エネルギーに階段的な善ができることから，Ar原子は  

Ⅹ＋の周りに層状に配任しているものと推定されたが，これは以前にモンテカルロ計算によって  

得られた動径分布曲線からの予想と一致する。  

〔発 表〕D－16，d－37～42  

研究課題 柑）粉じん飛散現象に関する基礎的研究  

〔担当者〕金谷 健・福山 力・植田洋匡・上原 清■（●技術部）  

〔期 間〕59～¢2年度  

〔内 容〕飛散粉じんを含む気流中でフイルムブロープ型熱線風速計が使用可能か否かを調べ  

た。風速2～16m／sの条件でフライアッシュ粒子を約1g／mhの割合で供給したところ，熱線出  

力には1％程度の低下が見られたが，粒子による熱線プロープの破損やプロープヘの粒子の付着  

は見られなかった。これらの結果より，粉じん飛散実験において熱線風速計を使用することは可  

能であると結論した。  

研究課顎 2q）大気エアロゾル，雨水及び霧水中のカルポン敢の分析  

〔担当者）村野健太郎・泉 克幸・内山政弘・福山 力・水落元之■（●技術部）  

〔期 間〕61～62年度  

（内 容〕イオン排除クロマトグラフィーによるカルポン酸分析法及び液体クロマトグラフィー  

によるアルデヒド分析法の最適条件を決定した。これらの方法を用いて，61年9月赤城山で捕集  

した霧水中のホルムアルデヒド，ギ酸イオン，酢酸イオン濃度を測定したところ，それぞれND  

～2．6，13～76，ND～54／‘eq／Jであった。この結果から，ギ駿イオン対酢酸イオンの濃度比は  

1．1～2、4であること，またギ酸イオン対ホルムアルデヒドの比は13以上で酸化の進んだギ酸イ  

オンが努水中有機物の主成分であることが分かった。  

〔発 表〕D－42，45～50，d－100～104  
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研究課垣 21）自動車走行に伴って生ずる粒子状物質汚染の予測に関する研究  

〔担当者）金谷 健・福山 力・安藤 満■・田村憲治－（●環境保健部）  

〔期 間）61～62年度  

〔内 容〕自動車走行に伴う汚染物質の排出係数について公表されたデータの収集と整理を行っ  

た。粒子状汚染物質を含む測定例は，トンネル調査が4件，台上試験が7件であった。後者によ  

り，排気管由来の粒子の80～90％（重量基準）が1．1JJm以下の粒径に分布していることが分かっ  

た。したがって野外調査において粒径別の測定を行えば，排出粒子が燃焼起源で排気管から出る  

のか，あるいはタイヤの摩耗や道路粉じんの巻き上げによるのかを区別できるはずであるが，既  

存のデータでは粒径に関する情報が十分でないことが判明した。  

研究課魔 22）非球形微粒子の発生とその動力学的及び光学的性質の研究  

〔姐当者〕尾崎 裕・内山政弘・福山 力・水落元之■（■技術部）  

（期 間〕62～66年度  

（内 容〕異なる径のポリスチレン粒子を含む懸濁液を混合，噴霧することにより大小二粒子が  

凝集した異径二粒体を発生させる技術を確立し，得られた二粒体の電場中での移動度を測定した。  

二粒子の径比を変化させて得た測定値を理論値と比較したところ，径比が大きくなる（すなわち  

異方性が大きくなる）に従い，二粒体は電場に対してランダムな配向から平行な配向へと移行する  

ことが明らかとなった。また，微分型光散乱測定装置を製作し，その性能を調べるため球形ポリ  

スチレン粒子の散乱強度角度分布を測定した。その結果，角度分解能は約2て今後非球形粒子の  

光散乱特性の研究を進める上で十分使用可能であることが分かった。さらに，水和微結晶粒子の  

粒径と温度との関係を調べ，粒径変化により脱水過程が観測できることを示した。  

研究課壇 23）黄砂上へのSO2の吸借及び酸化反応  

（担当者〕内山政弘・福山 力・水落元之●（＊技術部）  

〔期 間〕62～63年虔  

〔内 容）黄砂の主要アルカリ成分であって単独でSO2と反応してCaSO．となることが知られ  

ているCaCO3を，二種類のゼオライトに担持させてSO2との反応を調べた。シリカ／アルミナ比及  

び結晶構造の違いにより，これらのゼオライトのうちの一穐（l）は単体でSO2の酸化能を持つが  

他の一種（II）は持っていない。Ⅰ及びIIに担持されたCaCO3のSO2酸化反応における転換率は  

単独のCaCO，に比べてそれぞれ4～6，及び2～3倍であった。実際の黄砂では，CaCO3はここ  

で調製されたものより高分散で鉱物上に存在していると考えられるから，SO2の変換率は今回の  

測定値より大きいと推定される。単体では酸化能を持たないゼオライトでもCaCO3を担持させる  

と触媒作用が現れることから，単体で不活性なのはSO2吸着能が低いためであると思わ．れる。  

（発 表）d－27～29  
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2．2．5 水質土壌環境部   

（研究概要〕当部は蓮水，海洋，土壌の圏域の汚染物質の組成及び挙動を解明し，その保全に関  

する環境計画を検討することを目的として，24課題について基礎的な研究を行った。   

湖沼に関しては，全国20湖沼の水質と底質との関係を酔札霞ヶ浦では底泥浮上に関する風の  

吹送条件について，琵琶湖では底質中のCuと腐植酸との関係について解明が進んだ。臨湖実験施  

設の実験池を用いた湖沼微生物の代謝機能のほか，藻類については，アオコの鋼による増殖阻害  

とヰレート物質の阻害緩和作用，有毒アオコの考物質構造の決定と水生生物・マウス等に対する  

影響について研究を行った。ダム湖における淡水赤潮プランクトン消長の数値シミュレーション，  

河口域・沿岸域の植物プランクトン群集の種組成，河床付着生物と水質との関係が解明されてき  

ており，陸水環境の基礎的な研究が広範囲に進んだ。   

海洋では，青潮発生機構の水理学的検討，人工衛生画像を用いた海洋前線の解明が行われた。   

バイオテクノロジーに関する研究で｝ま，微生物包含のペレットを用いた汚水処理技術の検討を  

行ったほか，培養微生物の陸水環境に及ぽす影響について検討した。   

水質問題に関して，LASの自然界での挙動追跡と生分解特性，塩素を含む難分解性物質の生分  

解菌の特性，都市ゴミ埋立処分地からの浸出水の水質も調べている。   

土壌に関しては，残留農薬としてのBHCの腐植酸吸着特性，有機態リンの分解について研究が  

継続されたほか，下水汚泥施用のほ場とライシメータにおいて栄養元素の長期追跡をしている。  

複合汚染地区でのCu，Cd，Znの空間・時間変動特性も検討した。また，内陸盆地の地盤沈下の  

調査や，応力履歴と粘性土の圧縮特性を実験で解明している。   

以上のように，経常研究ではそれぞれの研究者が得意とする部分で基礎研究を行っているため，  

全体的な成果については論じにくい。しかし、特別研究では対応し難い長期的な研究や，現段階  

では成果が未知でも新奇性のある発想で行う研究が地道に進められている。  

研究霹題 1）湖沼の水質管理に関する基礎的研究  

〔担当者〕矢木修身・稲森悠平・内山裕夫・細見正明・稲葉一棟・冨岡典子・田井慎吾■・須藤  

隆一＝・松重一夫●●・土屋重和＝（●臨湖実験施設，＝技術部）  

〔期 間〕60～69年度  

〔内 容〕（1）放線菌によるカビ臭の生成には，培養条件により増殖連動型と非連動型に分類さ  

れ，温度に関しては非連動型の傾向であった。  

（2）底泥からの窒素及びリンの溶出モデルを組み込んだ水質生態系モデルにより，1979年から  

1982年までの湯ノ湖の水質を再現できた。特に表層水及び深層水中の栄養塩濃度は実測値とよく  

一致していた。しかし，夏期表層水中のクロロフィルα濃度の短い期間で現れる激しい変動は再  

現できなかった。これは，クロロフィルαの沈降速度を一定としたためと考えられた。  

（3）〟わ押印Sぬの発生の初期に発生の認められるA那加閻∽を分離しマイクロコズム系での  

培養を目的とする増殖特性の検討を行った。またフラスコ実験の結果，〟か0り谷ぬ，A，7α∂αe乃αの  

増殖が低濃度の飼により阻害され，この阻害がキレート剤により軽減されることが明らかとなっ  

た。  

〔発 表）E－26～29，e－28，46～48，50，53  
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研究裸馬 2）バイオテクノロジーを活用した汚水及び汚泥処理に関する研究  

〔担当者〕稲森悠平・矢木修身・内山裕夫・細見正明・稲葉一穂・冨岡典子・岩崎一弘・須藤  

隆一■（一技術部）  

〔期 間〕60～69年度  

〔内 容〕（1）河川，湖沼の富栄養化の促進物質である栄養塩類の中で特に窒素を効率的に除去  

する方法として微生物を包括固定化し，そのペレットを活用するための環境条件についての検討  

を加えた。その結果，ペレットとしてはアクリルアミドを主成分とする包括固定化剤を用い，直  

径4mm程度のものが適切であること，また，生物固定床法で硝化反応を進行させた処理水を嫌  

気包括固定化槽に循環させることにより有機物と窒素が効率的に除去できるという基礎的成果が  

得られた。  

（2）汚瀞湖水のような有機物濃度の低い汚水を効率的に浄化するための方法として，反応槽内  

にプラスチックを素材とする接触材を充てんし，そこに形成される生物膜を浄化に活用する生物  

膜固定床法に関する検討を加えた。その結果，本法は汚濁湖沼水中に存在する藻類を除去し，か  

つ有機物濃度を低下させる上で効率的であることが明らかにされた。  

〔発 表）Ⅰ－17，18  

研究課題 3）陸水狩場に及ばす合成洗剤の影響に関する研究  

〔担当者〕稲葉一穂・矢木修身・稲森悠平・細見正明・須藤隆一●・土屋重和●（●技術部）  

〔期 間）60～62年度  

（内 容〕（1）高速液体クロマトグラフィーを用いて直鎖型アルキルベンゼンスルホン酸  

（LAS）の分別定量を行い，生活雑排水の流入する湿地帯におけるLASの挙動を解析した。流入  

するLASは年間を通して濃度，成分共にほぼ一定であるが，流出するLASは季節により濃度，  

成分共に大きく変化し，湿地帯内で浄化作用を受けていることが分かった。LASの異性体のデー  

タから，この浄化作用は生分解と吸着によること，これらのバランスによって季節変動すること  

が求められた。そこで室内での吸着実験の結果を基にこの二つの作用を分別しそれぞれ定量する  

方法を検討した。  

（2）非イオン性界面活性剤の分析法を検討し従来法より30倍高感度化した。この方法を用いて  

環境水のモニタリングを行った。  

〔発 表〕K83，119，E4，e－3  

研究課題 4）陸水頓における難分解性化合物の生分解に関する研究  

一組当者〕矢木修身・稲森悠平・内山裕夫・稲葉一棟・岩崎一弘・松重一夫■・須藤隆一●  

（＊技術部）  

〔期 間）58～62年度  

〔内 容〕♪一タロロビフェニルを唯一の炭素源として増殖し，かつ脱塩素能を有するY5－21抹と  

本菌をマイトマイシンC処理により脱塩素能を消失させたY5－22株との商学的性質について検  

討を加えた。Y521株にはPMC580なるプラスミドを有していたが，Y522株はプラスミドが消  

失していた。両株における各種の薬剤に対する耐性の莞は認められなかった。またプラスミドを  

消失した場合でも，塩素を置換していない芳香族化合物を分解する能力を有することかから，こ  

のプラスミドは塩素置換化合物の分解に関与するものと考えられた。歯学的にはエビキノンがQ8  

タイプで脂肪酸組成より」托g〝do椚∂乃お属と考えられた。  
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〔発 表〕e－63  

研究課題 5）陸水域に及ぼす埋め立て処分地浸出液の影響に関する研究  

（租当寺〕細見正明・矢木修身・稲森悠平・内山裕夫・稲葉一穂・冨岡典子・須藤隆一－  

（●技術部）  

〔期 間〕61～70年度  

〔内 容）（1）都市ゴミ埋立て処分地浸出液のCOD，BOD，全窒素，全リン，アルカリ度等に  

ついて分析を行い，その季節変動について検討した。いずれの項目とも，COD47～172mg／l，BOD  

4～82mg／J，全窒素29～286mg／J，アルカリ度185～950mg／Jとかなり大きい変動であったが，  

明確な季節変動特性を示さなかった。  

（2）（1）でも明らかなようにこの浸出液はBODが少なく，CODが高いということから難分  

解性の有機物を多く含んでいる試料である。この都市ゴミ埋立て処分地浸出液を試料として，回  

分式活性汚泥法により処理実験を行った。その結果，CODで30～40％の除去率を得た。さらに，  

回分式活性汚泥法の前処理としてオゾン処理を行うことによって，CODの除去率は50％前後に  

なった。  

〔発 表〕e－51，52，54  

研究課題 8）培養微生物の陸水環境における挙動に関する研究  

〔担当者〕内山裕夫・稲森悠平・矢木修身・渡辺 信・服部浩之・広木幹也・須藤隆一◆  

（●技術部）  

（期 間）61～65年度、  

〔内 容〕前年度に得られたグラム陰性菌での可動化現象に関する結果を踏まえ，同様の非伝達  

性プラスミドの可動化がグラム陽性菌においても起り得るか否かを検討した。まず文献調査を  

行ったところ，土壌中に多数存在するグラム陽性菌に関する可動化のデーターは，皆無であるこ  

とが判明した。ついで，グラム陽性菌の実験対象として適当であると思われる放線菌についてプ  

ラスミド非保有株，伝達性プラスミド保有株，非伝達プラスミド保有株をそれぞれ集め，それら  

についてスペクチノマイシン，チオストレプトン等の抗生物質耐性及び栄養要求性の差し違えを  

検討した。その結果，これら3株を単独に分離し得るマーカー形質のあることを確認し，可動化  

検討実験の手法を確立した。  

研究課題 り陸水中の王金属の港存状態に及ぼす錯化剤の影響lこ関する研究  

〔担当者）稲葉一穂・矢木修身  

〔期 間〕62～66年度  

〔内 容〕（1）重金属の溶存状態を推定する方法として速度差分析法等の速度論的手法の可能  

性について室内でのモデル実験により検討した。初年度の62年度は鉄（ⅠⅠⅠ）について各種の錯形成  

剤との反応を基礎的に解析した。その結私鉄（Ill）の錯形成反応はFe3＋からの反応とFeOH2十か  

らの反応の2通りに分けられること，Fe3＋は会合的交替機構で進行するのに対してFeOH2＋は解  

離的交替機構で進行し，両者には速度論的に明確な差があることが求められた。  

（2）重金属イオンの錯形成反応の速度を溶煤抽出系で測定する際の問題点を検討した。その結  

果，律速反応である第一錯体の生成以後の高次錯体生成反応についてその平衡を考慮して解析す  

る必要があることが分かった。  
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〔発 表〕E－3  

研究課題 8）海域における小規模流動構造による物質輸送の研究  

〔旭当寺）原島 省・渡辺正孝  

〔期 間）60～64年度  

〔内 容）Landsat及びNOAAの衛星画像を検索し，瀬戸内海，東京湾などの湾口部に存在する  

海洋前線の構造を調べた。NOAAの画像によれば，このような海洋前線は冬期を中心に11月から  

4月まで存在することが分かった。また，Landsatの画像からは，60Cの水温差が数百メートル以  

下の距離内にみられた。また，この画像からは前線域に左旋性の渦度が判読でき，渦度（vorticity）  

と海面収束・発散（divergence）の間に相関があることが示される。そして，紀伊水道では，海洋  

前線が春季まで持続することから，微細藻類のspingbloomの空間分布に大きな影響を与えるこ  

とが考えられている。  

研究課題 9）海域の汚染と植物プランクトン群集の種の多様性に関する研究  

〔担当者）渡辺 信  

〔期 間〕60～65年度  

〔内 容〕河口域及び沿岸帯に出現する植物プランクトン群集の穫の組成を正確に把握するため  

に，培養に基づく生活史，微細構造及び色素組成の解析を各種植物プランクトンで行っている。  

本年度は次の2点について明らかにした。  

（1）高等植物への系統樹の中で，最も原始的な緑色植物とされているプラシノ藻の一種，  

∧砂ゐγ05gJ椚ねウノ7〃αCgαは有性生殖を行うことが分かった。このことから，最も原始的な緑色植物  

にも性は発達していたことが初めて明らかになった。  

（2）1986年4月～1987年3月における滑沼での植物プランクトンの多様性は4～6月にかけ  

て高く，7～12月にかけ低くなり，1～3月にかけ再び高くなる。このような多様性の変動パター  

ンは河川水と海水の流入の季節的変動パターン及び成層化と密接な関係を示していた。  

〔発 表〕E－45，46，e70，72，73  

研究課題10）ダム湖における物質循環に関する研究  

〔担当者〕渡辺正孝・中村泰男・木嘩邦男・原島 省  

〔期 間〕61～65年度  

〔内 容〕ベン毛藻の個体群増殖を，日周鉛直移動をも考慮した形で記述できるモデルを  

凡わ虎児ざ〟∽淡水赤潮が発生する下久保ダム湖に適用し，温度成層位置・河川流入量・放流位置・  

放流量・栄養塩濃度・鉛直混合の効果を感度解析により行った。ベン毛藻類は日周鉛直移動性を  

持つため昼間は表層に集積する。このため特にダム放流による角元蜘海沼渉水赤潮発生の制御  

性について検討を行った。この結果表層に集積するベン毛藻類は表層放流による選択的流出によ  

り，その個体群増加が抑制される可能性が示唆された。   

研究課題11）水掛こおける流域特性の水質及び鹿即こ及ぼす影響に関する研究  

〔植当寺）海老瀬潜一・福島武彦・天野耕二●（●総合解析部）  

〔期 間〕62～64年度  

〔内 容〕雷ヶ浦、手賀沼、児島湖等富栄養化のはなはだしい全国約20の湖沼で水質と底質サン  
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プルを採集し，栄養乳量金属，LAS等の化学物質の分析を行った。これらのデータを基に，（1）  

水中懸濁物と底質との組成間の関係，（2）底質中の各種物質の鉛直分布のパターン分け，（3）流  

入河川河口から湖心部に向けての水質と底質の流下軸方向変化などについて解析を行った。また，  

公共用水域水質測定結果と全国底質データベースとを利用して，水質環境基準の健康項目に関し  

て，水中濃度と底質濃度に有意な関係が見られることを確認した。  

（発 表）b6～8，e－44，45  

研究課題12）湖沼における物質移動の水理学的研究  

〔担当者）海老瀬清一・大坪国順・平田健正・福島武彦  

〔期 間〕62～65年度  

〔内 容〕（1）雷ヶ浦全域をカバーする25地点について，底泥浮上に関する限界風速（これ以上  

の風速で底泥の浮上が起こる）の大きさを三つの卓越風向について検討し，限界風速マップを作・  

成した。また，霞ヶ浦での底泥の堆積状態の長期的変動を捕えるために，3地点を対象として含  

水比，比重，灼熱減量比の鉛直分布の調査を月一回の頻度で行った。  

（2）大規模な育潮の発生が観測される沿岸部の沖合いでは水温密度成層の発達が指摘されて  

いる。育潮は沖合いの下層の無酸素水界の接岸・湧昇が原因と考えられている。従来，接岸・湧  

昇の原因として，吹送流モデル（一層循環，底層水は補償流によって接岸）が考えられてきたが，  

成層界面の内部セイシュのSet－upによっても十分可能であることを明らかにした。  

〔発 表）E－13，e11～13  

研究課題13）河川流下過程の水貿変化と河床生物購の関係についての研究  

〔担当者〕海老瀬潜一・柏崎守弘t井上隆信  

〔期 間）62～66年度  

〔内 容〕対象とする河川について検討を加え，河床が礫であること・流出入のない一定の区間  

が確保できること・ある程度水質が汚濁していること等の条件から潤沼川の笠間市下流を選定し  
た。生物膜は，他の地点と比較が容易であること・採取時点までの履歴が分かることから人工の  

付着板（素焼タイル）を用いることとした。水質調査及び河床生物贋の採取は過に1回程度の頻  

度で行った。河床生物膜の現存量は，はく離・増殖によって増減を繰返し，乾燥重量で最大300  

g／m2となった。現存量当りの炭素・窒素・りんの割合は，生物膜の成長に伴いシルト・砂等の無  

機物が生物膜内にトラップされるために現存量が増加するほど減少したが，炭素・窒素・りんの  

比率はほぼ一定で44：7：1となった。河床生物膜の増殖速度から，河床生物膜による河川水  

中の窒素，りんの取り込み速度は最大でそれぞれ，100，20mg／m2／dと推定された。  

〔発 表〕E－7  

研究課題14）水師こおける微生物の存在状態と代謝機能に関する研究  

〔担当者〕柏崎守弘  

〔期 間〕62～67年度  

〔内 容〕湖沼及び河川等の水圏における微生物は，物質循環及び水圏環境に重要な役割を果し  

ている。その存在状態はフリー，付着，集合体等種々の形で存在しており，その存在状態の違い  

により代謝機能が異る。本年度は，霞ヶ浦及び臨湖実験施設の屋外実験地を対象に，ホモジナイ  

ズした湖水としない湖水の好気性従属栄養細菌数を比較することによって，その存在状態の変化  
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を観測した。その結果，ほとんどは両者で同程度の細菌数を示したが，時々両者で10～100倍の遠  

いが見られる場合があった。すなわち，ある条件下では細菌が集合体で存在している場合がある  

ことが判明した。  

〔発 表〕K－102，126，147，161   

研究課題15）土壌中における有機汚染物質の挙動に関する研究  

〔担当者）向井 曹  

〔期 間〕50～65年度  

〔内 容）土壌残留農薬中，通常の抽出法によっては回収しえない部分をboundresidueと称し  

ているが，これには腐植酸の関与が大きいと考えられている。腐植酸の農薬（BHC）の吸着機構  

を赤外分光分析法によって解析することを試みているが，本年度は一部の土壌腐植酸について検  

討を加えた。今後は，試料数を多くして解析を進めていく予定である。  

研究課罷1ち）土壌中における無機汚染物貿の挙動lこ関する研究  

〔過当者〕高松武次郎  

〔期 間）52～65年度  

【内 容〕（1）前年度に引き続き琵琶湖内及びその流域より採取した環境試料（主に底泥）を元  

素分析し，湖内での元素挙動を陸水学及び環境学的立場から考察した。分析対象元素は，30余程，  

分析方法は中性子放射化，蛍光Ⅹ線，原子吸光等である。  

（2）琵琶湖底泥コアから腐植酸を抽出し，その含有重金属を分析した。その結果，Cuは底泥  

中で約50％が有機物と結合して存在しており，有機物と結合した形態のCuの存在量が底泥中の  

Cuの分布様式を決定していることを明らかにした。  

（3）火山性酸性降下物が土壌有機物の官能基特性に与える影響を検討した。その結果，酸性土  

填では土壌腐植酸の炭素鎖結合塾Sやチオール基が多いことが明らかとなった。  

研究課題1丁）土壌養分の物質循環に関する研究  

〔担当者〕久保井徹・広木幹也・服部浩之・乙間末広●（●総合解析部）  

〔期 間）60～63年度  

（内 容〕下水汚泥を長期間連用したほ場とライシメータにおいて，栄養元素の挙動を解析する。  

62年度はライシメータ（淡色黒ポク土，汚泥400t／ha施用跡地）に対する希流酸かん水の影響を  

調べ、次の結果を得た。  

（1）pHlの希硫酸を13mmと31mm相当量かん水すると，かん水量に応じて土壌溶液（地下  

30，55，80cm層）中のCa，Mg，S濃度が一時的に高まった。これらの濃度の増大は下層に至る  

ほど遅れており，SO42－の浸透に伴って陽イオンが溶脱することを示している。土壌溶液中のpH  

には変化が見られなかった。  

（2）pH3．5の希硫酸を週31mm相当量，2年半かけ続けたところ，コマツナの生育と組織中  

K濃度は増大する傾向にあった。  

〔発 表）E16，25，b二13，e－43  

研究課題 川）土壌の物質代謝機能に閻すも研究  

〔担当者〕服部浩之・久保井徹  
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〔期 間）61～64年度  

〔内 容〕土壌中の有機態リンの分解にかかわっているフォスファターゼ活性について，その活  

性を増加させる要因を調べ，次の結果を得た。  

（1）土壌中のフォスファターゼ活性は，有機物の分解時に増加する。特に，易分解性有機物の  

急激な分解時に著しく増加することが明らかになった。  

（2）土壌間で比較すると，可溶性リン量の少ない土壌で活性が著しく増加し，可溶性リン量の  

多い土壌では活性の増加はわずかだった。また，土壌に無機態リンを添加すると，フォスファター  

ゼ活性の増加は大きく抑制されることを認めた。  

研究課魔1g）土壌特性の空間的・時間的変動に関する研究  

〔担当者）袴田共之  

【期 間〕62～65年度  

〔内 容〕秋田県米代川流域のCu，Cdの複合汚染地の水田において表層土の0．1N塩酸可溶  

Cu，Cd，Znの空間的・時間的変動を検討した。   

2次元のセミバリオグラムによると，Cuの地点間相関には方向性が認められない反面，Cd，Zn  

では特定の方向に他と異なるパターンが見られた。そこで，水田内5方向につき1次元のセミバ  

リオグラムを求め，一様性の検定を行った結果，Cuは全方向とも一様であったが，Cd，Znは一  

部の方向において一様とは言いがたかった。これらは，水田内での各元素の存在状態等と関係が  

あると考えられる。   

つぎに，一様であった方向に閲し，フラクタル次元を求めた結果，Znが1．70，Cdが1．80，Cu  

が1．85であった。フラクタル次元が汚染の指標として有効である可能性が示唆された。  

〔発 表〕E－23，e－33～37   

研究課魔 20）堆積環境を考慮した粘性土の庄密・圧縮特性に関する研究  

〔旭当寺〕陶野郁雄■岩田 敏  

〔期 間〕59～63年度  

（内 容）応力履歴が粘性土の圧縮特性に及ぼす影響を明らかにするために堆積環境を人工的に  

制御したベントナイトとカオリンの混合試料を用いた室内における繰返し圧密試験を行った。そ  

の結果，繰返し圧密時の圧縮特性は，繰返し周期にはあまり影響を受けず，残留体積ひずみだけ  

の関数として表現できることが明らかになった。   

さらに，新潟県六日町を対象として，これまでに収集・分類を行った既存の各種試料及び現位  

置で採取した乱さない土試料を用いた各種土質試験の結果を総合して，同地域の地盤沈下性状を  

明らかにした。  

〔発 表〕e－6，22   

研究課題封）内陸盆地における地盤沈下性状に関する研究  

〔担当者〕陶野郁雄・岩田 敏・宇都宮陽二肘（●環境情報部）  

〔期 間）61～65年虔  

〔内 容〕内陸盆地は，テルツアーギの圧密論によって地盤沈下が説明される海岸平野とは異な  

り，地盤沈下基盤が水平でなく応力場が複雑であることが多く容易にテ／レツアーギの圧密論を用  

いることができない。このため，内陸盆地における地盤沈下性状を把握することを目的として，  
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山形盆地を対象として地下水位の変化・地盤沈下観測記録・ポーリング柱状図等の基礎的資料の  

収集及び局地的変動，堆積等の地形学的特性の把握を行った。さらに，同地域内に位置する山形  

市陣場において採取した乱さない土試料を用いて，繰返し圧密試験を含む各種土質試験を行い，  

その力学特性の把握を行った。  

〔発 表〕E－21  

研究課題 22）生物反応過程の熱力学的解析に関する研究  

〔担当者〕田井慎吾  

【期 間〕50～62年度  

〔内 容）富栄養化 自然浄化，生物学的廃水処理などの生物が関与する過程について，生物の  

増殖，種組成の変化に及ぼす物質とエネルギーの影響を熱力学的側面から解析し，生物過程の熱  

力学モデルを構築することを目的に行った。本年度は，藻類増殖過程をエクセルギー解析し，富  

栄養化過程の熱力学的モデルの構築を試みた。また藻類等の水生生物の種組成に及ぽす温度，日  

射量なのでエネルギーレベルの測定を行った。  

〔発 表〕K－149  

研究課題 23）湖沼瑠欄保全のためのエコテクノロジーに関する基礎的研究  

〔担当者〕田井慎吾・柏崎守弘  

〔期 間）62年度  

〔内 容〕湖沼の富栄養化を防止し，すでに富栄養化した湖沼環境を即効的に琴善するためには  

従来の下水道整備等の流入負荷削減策に加えて，湖内における物質，エネルギー及び生物の循環  

を基盤とした新たなテクノロジー（エコテクノロジー）が必要である。本年度は湖沼環境保全を  

目的としたエコテクノロジーの理念を整理するとともに，炭酸ガスを利用したアオコの制御の可  

能性について提案した。  

〔発 表）K－144，152  

研究課題封）毒性物嘱牒生産する藻類の発生と制御に関する研究  

〔担当者）村岡浩爾・矢木修身・稲森悠平・冨岡典子・渡辺 信・安野正之■・高村典子●・花里  
孝幸●・彼谷邦光＝・藤巻秀和●●・白石不二雄事●・米元純三＝・小林隆弘＝・国元 学…・  

鈴木和夫＝・青木康展＝・須藤隆一…■・高橋 弘●一‖－●・高橋慎司■一‖－●・伊藤勇三＝●・  

菅谷芳雄＝■（●生物環境部，＝環境生理部，＝環境保健部，…－技術部）  

〔期 間）60～62年度  

【内 容）本年度は，有毒アオコの一種〟わ和αSぬⅥナ弱虫ゐ毒物質の構造を決定するととも  

に，生体に及ぽす影響をしらべた。その結果，（1）毒物質は少なくとも3種類あり，その1種に  

ついて構造が解明され，シアノビリディンRRと命名された。（2）シアノビリディンRRをラッ  

トの腹腔内に投与すると約1～2時間で死亡し，肝臓が2倍近くに肥大充血していたが，他の臓  

器にはなんの影響もみられない。（3）ラット肝実質細胞ヘシアノビリディンRRを投与すると  

1．4／‘g／mJの濃度で粗面小胞体に傷害を及ぼした。（4）アオコの脂溶性画分にはアレ／レギ一反応  

をおこす物質や肺血栓をつくらせる物質があることが判明した。（5）イサザアミ，ツポワムシ，ミ  

ジンコ，メカエビ，モツゴ，キンギョに有毒アオコを投与した場合，ツボワムシのみが死亡した。  

〔発 表〕E－34，47，e－68  
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2．2．6 環境生理部   

（研究概要〕環境汚染の生体影響研究の最終日標の一つは人間活動によってもたらされる環境変  

化がと卜を含む生体に与える結果を予測することと，同時にその影響を予防することにある。環  

境生理部におiナる研究では，主として実験動物を用いて環境汚染の生体影響を解明し，ヒトに対  

する影響評価を行うための基礎資料を得ることを目標としている。部設立以来，大気汚染物質と  

重金属を対象として，これらの物質の生体影響について，生理学，病理学，生化学，毒性学，免  

疫学等の分野から基礎的研究を行い，構成人員の専門分野の多様性と用いる実験手法の適いを生  

かすため研究室の枠を越えた共同研究を積極的に推進してきた。その過程において，特に大気汚  

染物質，中でもNO2の生体影響に関するクライテリアの充実に一定の寅献を果してきた。   

本年度行われた経常研究は，大気汚染物質生体影響のクライテリア充実を目的とするより応用  

的な研究と，近い将来の応用を期待するより基礎的な研究に大別できる。前者の研究としては，  

NO2や03の呼吸循環生理学的及び行動生理学的影響，末梢血中のヘルパーT細胞や肺胞マクロ  

ファージ殺菌活性を指標としての免疫担当細胞への影響が観察された。また大気汚染と肺がんの  

関係に注目して，0。暴露の肺がん転移やNO2の発がんプロモーション作用が検討され，興味ある  

成果が得られている。後者の研究としては，肺のIgE抗体産生指標，脂溶性環境汚染物質の細胞  

内挙動，胎仔毒性評価法，細胞遺伝苺性の蓄積などが行われ，それぞれ所定の成果を上げている。  

本年度より特別経常研究「未規制化学物質の健康への影響評価法の開発に関する基礎的研究」が，  

最終的には実験申スクリーニング法の開発を目指して開始されたが，本年度はホルムアルデヒド  

を使用して鼻粘膜感覚神経に対する刺激作用とその検出法を中心として研究が進められた。  

研究課題1）呼吸循環機能に関する測定及び解析方法に関する研究  

〔担当者〕鈴木 明・局 博一・野原恵子・河田明治  

（期 由〕61～63年度  

〔内 容〕これまでの実験から，呼吸様式の変化及び呼気・吸気と動・静脈血中のガス分圧（酸  

素，炭酸ガス）の差，さらに呼吸代謝の変化は，環境汚染物質による呼吸機能の変化を検討する  

ために重要であることが判明した。そこで，より精密に体内における呼吸代謝を検索するために，  

前年度に引き続き，パソコンを使用した波形解析システムを試作した。これによって，ラット・  

マウス等の微少な呼気・吸気量を正確に測定できるようになった。一方，種々の生体反応に関係  

するカテコールアミン類等の生理活性物質については，現在各種臓器のサンプリングをしている  

ところである。  

研究課題 2）大気汚染物質の生体影凱二間する行動生理学的研究  

〔埴当者〕局 博一・鈴木 明・野原恵子・河田明治  

〔期 間〕60～64年度  

〔内 容〕これまでの研究で，0．2～0．8ppmのオゾン（0。）はラットの日常行動（飲水，摂食，運  

動）に影響を及ぼし，その作用は主に抑制的であることを明らかにしてきた。我々はこのような  

行動変化に関連する生体内生理学的諸因子の解明に着手しているが，昨年度は情動や感覚機能に  

深くかかわっている生体内生理活性物質（カテコールアミン，セロトニン，及びそれらの代謝産  

物）の正確な定量法を検討した。その結果，ラットの脳や粘膜組織及び血液を対象として，これ  
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らの物質の変動を把握することが可能になった。  

〔発 表）F－12～14  

研究課領 3）肺の嶋E抗体産生機構に関する研究  

【租当寺〕藤巻秀和  

〔期 間〕60～62年度  

〔内 容〕0．2mgのケイ酸アルミニウムを卵白アルブミン（OA）抗原と共に気管内投与すると  

2～3週後に血液中の抗OAIgE抗体価の上昇が認められたので，その抗体産生の場を探る目的  

で肺門部リンパ節と脾臓でのIgE抗体産生活性を調べた。ケイ酸アルミニウムと抗原の気管内投  

与1週間後で肺門部リンパ節では多くのIgE抗体産生細胞が見られたが，ひ臓ではほとんど見ら  

れなかった。抗原のみの気管内投与では肺門部リンパ節とひ臓の両方で産生細胞は認められな  

かった。2～3週間後でも同様な傾向が見られた。これらの結果は，ケイ酸アルミニウムのよう  

にアジエバント活性をもつ物質が抗原と共に肺に入るとまず肺門部リンパ節で抗体産生が誘導さ  

れる可能性を示唆する。  

（発 表）K73，F㌧17，18，f－20，21，27  

研究課題 4）環境化学物質の胎仔毒性に関する基礎的研究  

〔旭当者〕米元純三・河越昭子  

（期 間〕60～62年度・  

〔内 容〕フタル酸エステ）t／の一つであるDimethoxyethylPhthalate（DMEP）のproximal  

toxinと考えられるMethoxyaceticacid（MAA）の胎仔毒性をin vitroE＆仔培養系を用いて検  

討した。   

MAAの作用点としてYolkSac（卵黄のう）に注目し，組織化学的手法を用いて膜の透過性を  

検討した。その結果，MAA暴露群で透過性の冗進を示唆する知見を得た。   

関連研究として一塩化ジベンゾフラン，アオコトキシンのg乃び≠J和胎仔培養系における胎仔毒  

性の検討を行った。  

〔発 表）f－39，41  

研究課題 5）環境変異原物質の微量反復暴究によるラットヘの細胞遺伝毒性の蓄積性に関する  

研究  

〔担当者〕白石不二雄・彼谷邦光  

〔期 間〕61～62年度  

〔内 容〕代表的な環境変異原物質であるベンゾピレン（BaP）によるラット末梢血リンパ球で  

ゐ細胞遺伝毒性の蓄積性を姉妹染色分体交換（SCE）頻度を指標にして検討した。BaP4．Omg／kg  

以上の1回投与（腹腔内）では，末棉血リンパ球の基底SCE頻度は一過性に上昇し，投与後7日  

あるいは14日目には対照と同程度までに減少し，細胞遺伝毒性の蓄積は認められないことが明ら  

かになった。そキで，BaPO．4mg／kg，2．Omg／kg，及び10mg／kgの3段階の濃度について，4  

臥 あるいは8回（1回／週）の反復投与を行い，最終投与後14日日のSCE頻度を観察したとこ  

ろ，1回投与では無作用量の0．4mg／kgと2．Omg／kgの投与では8回投与群に，10mg／kgの投  

与では4回投与群から基底SCE頻度の有意な増加が見られ，細胞遺伝毒性の蓄積が認められた。  

環境汚染物質の低濃度長期暴露による細胞遺伝的影響は暴露されたラットの末梢血リンパ球の  
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SCEを分析することにより実験動物レベルで証明で挙ることが示唆された。  

〔発 表〕f－12  

研究課題 6）脂溶性環境汚染物質のテトラヒメナの脂質代昏削＝及ぼす影響に関する研究  

〔担当者〕彼谷邦光  

〔期 間〕62～64年度  

〔内 容〕脂溶性環境汚染物質のモデル化合物として飽和型炭化水素であるスクワランを用い  

た。また，スクワランの取り込み量を測定するためにスクワランに0．1％の蛍光色素（9－カルポ  

キシアントラセン）を添加することにより，取り込み量及び細胞内でのスクワランの挙動を追跡  

する系を確立した。また，前年度行ったフタル酸エルテル須のテトラヒメナの脂質代謝に及ぼす  

影響についての考察を行った。すなわち，フタル穀エステルによる脂質代謝の変化は，ステアリ  

ン酸をオレイン酸にする不飽和化酵素（△9－desaturase）の基質特異性の変化に基づくものと結論  

づけた。  

〔発 表〕F－2，3，f－1，2  

研究課題 7）大気汚染物質の免疫制御細胞に及ぼす影軌こ関する研究  

〔担当者〕持立克身・国本 学・三浦 卓  

〔期 間〕61～62年度  

〔内 容〕初年度は，オゾン暴露によってマウス末梢血中のTリンパ軌特にヘルパーT細胞が  

減少することを明らかにし，抗体産生能が低下する可能性を指摘した。本年度は，3H標識した核  

酸を取り込ませた微生物を用いて，マクロファージの殺菌活性を定量的かつ簡便に測定する方法  

を開発した。次に，0．2ppmオゾンを暴露したラットより調製した肺胞マクロファージに対して  

この方法を用いて，殺菌活性に対するオゾンの影響について検討した。その結果，大腸菌及びカ  

ンジグ菌に対する殺菌活性は，暴露3日目に共に著しく低下した。その後14日目には，大腸菌に  

対する殺菌活性は回復したが，カンジグ菌に対する活性は回復しなかった。このことは，用いる  

微生物の種類によって，殺菌活性に対するオゾンの影響が異なることを示唆する。初年度の結果  

も併せて考案すると，オゾン暴露による末相血中のヘルパーT細胞の減少及び肺胞マクロファー  

ジの殺菌活性の低下によって，生体の感染抵抗性は低下する可能性が考えられる。  

（発 表〕ト30～33  

研究課題 8）環境汚染物質に対す軋酵素レベルでの適応機構に関する研究  

〔過当者〕三浦 卓・高橋勇二  

〔期 間〕61～63年度  

〔内 容）環境中に人工化学物質が蓄積してくると，生物が正常な状態を維持するためには，そ  

の物質に対して適応することが必要である。塩素化炭化水素に対する適応能を生物種との関連で  

検討するために，広い生物種に存在する異物代謝系の誘導能を指標として，酵母等下等な真核生  

物では炭化水素の資化能と異物代謝系の誘導能とが密接に関連していることを明らかにした。高  

等動物の肝臓の株化細胞では，エタンの二及び三塩化物とエチレンの二，三及び四塩化物によっ  

て異物代謝活性が誘導された。これらの結果は，高等動物の培養細胞でも，異物代謝系の誘導と  

代謝能とが密綬に関連している可能性を示している。  
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研究課題 9）肺細胞の遺伝子傷専とプロモーション作用に及ばす環境汚染物望の影軌こ閲すも  

研究  

〔担当者）佐野友春・市瀬孝遷・嵯峨井勝  

（期 間）62～64年度  

〔内 容〕近年，肺がんによる死亡率が増加している。本課題は大気汚染物質が肺の発がん過程  

に関与しているかどうかを調べることを目的としている。すでに，NO2や0。のような大気汚染物  

質の変異原性についての研究は多く，それらの発がんイニシエーターとしての作用は極めて弱い  

ことが知られている。一方，NO2や03等はラジカル反応を誘起することから，それらが発がんプ  

ロモーション作用を有する可能性が示唆されている。本年度は，ラットにNO2を暴露し，発がん  

プt3モーションの指標の一つとされているODC（0mithinedecarboxylase）活性とポリアミンの  

肺での変化について調べた。10ppmNO2をラットに暴露した時に，肺のODCは暴露後3日日で  

約2倍に増加した。肺のポリアミンはODCの増加にともない3～4日日から増加し始め，  

1．3～1．9倍に増加した。0．04，0．4及び4ppmNO2を17か月暴露した慢性実験では，肺のODC及  

びポリアミンの変化は認められなかったが，尿中ポリアミン量はNO2濃度に依存して増加して  

いた。これらの結果から見るかぎり，NO2によるODCやポリアミン変化は極めて弱く，発がんプ  

ロモーション作用というよりも，むしろNO2暴露によって起こる初期の上皮細胞の増殖に対応  

しているものと思われる。さらに，NO2のDNA傷害能も極めて弱いことをNO2暴露ラットの肺  

のアルカリ溶出法によって検討しているが，なお詳細な検討を必要としている。  

研究課題10）大気汚染物質暴眉とがんの肺転移に関する研究  

〔過当者〕小林隆弘・山根一祐  

〔期 間】60～62年度  

〔内 容〕大気汚染物質暴露ががん細胞の肺転移に及ぼす影響をマウスを用い以下の点に関して  

検討した。（1）実験的肺転移モデルの作成，静脈注射がん細胞の数と肺への転移数及び静脈注射  

してからの日数と転移数の関係の検討（昭和60年度），（2）オゾン暴露日数と実験的肺転移数と  

の関係の検討（昭和61年度），（3）オゾン濃度，暴露日数と実験的肺転移数との関係及び転移能  

と関係あるナチュラルキラー（NK）細胞の腫瘍細胞傷害清性に及ぼすオゾン暴露の影響の検討  

（昭和62年度）。これらの結果，0．8ppmオゾン暴露により，肺転移数が顕著に増加すること，1  

日暴露群で最大の転移数の増加が見られること，0．1ppm～0．8ppmにおいてオゾン暴露濃度に依  

存して肺転移数が増加することが明らかになった。一方，肺転移数が最も増加する0．8ppmオゾ  

ン暴露1日目にNK細胞の腫瘍細胞傷害活性が低下しており，NK活性の低下と転移数の増加と  

関係がある可能性が示された。  

研究課題 7り未規制化学物質の億康への影響評価法の開発に関する基礎的研究  

〔規当者〕横山栄二・河田明治・鈴木 明・局 博一・野原恵子・彼谷邦光・白石不二雄・河越  

昭子・小林隆弘・山根一祐・三浦 卓・持立克身・国本 学・高橋勇二・森田昌敏♯・  

鈴木和夫＝・青木康展＝・高橋 弘●■●・高橋憤司…・清水 明■■事・山元昭二…・  

伊藤勇三…（■計測技術部，■●環境保健部，●■▲技術部）  

〔期 間〕62～67年度  

（内 容）（1）炭化水素類が生体の生理機能に及ぼす影響の評価手法を開発することを目的と  

して，炭化水素頬を動物暴露チャンバーに供給するガス発生装置を試作した。ディフュージョン  
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法文はパーミューション法により炭化水素類を気化し空気で希釈し，暴露チャンバーに導入した。  

チャンバー内の空気を一定時間ごとに自動的にサンプリングし，ガスクロマトグラフィーにより  

濃度をモニターする方法を検討した。ホルムアルデヒドの場合は，低濃度では直接分析すること  

が困難なので，メタナイザ一によりメタンに還元して高感度で測定する方法を開発した。  

（2）化学物質の暴露に対する固体及び臓器の主要な生理機能の恒常性の偏りを評価する第一  

歩として，試作した炭化水素系ガス発生装置を使用して以下の動物実験を行った。   

①炭化水素須の神経機能への影響評価手法を開発するために，ホルムアルデヒドの鼻粘膜感覚  

神経に対する刺激作用を検討した。   
②炭化水素頬の暴露が生理活性物質に及ぼす影響を検討する準備段階として，脳組織及び鼻粘   

膜組織の採取法並びに神経伝達物質とその代謝産物の測定法を検討した。  

（3）ヒトを含むほ乳動物の培養細胞を用いれば，多種類の化学物質の影響を短期間で簡便に検  

索できる可能性がある。この可能性を明らかにするために，ラット及びヒトの白血病紙胞，神経  

芽腰細胞及び肝がん細胞を収集した。これらの細胞の特性を調べた結果，各臓器に特有な生理機  

能のいくつかを発現することが明らかになり，臓器の生理機能への影響評価に使用できる可能性  

が示された。  

〔発 表〕f12，29，35，37  
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2．2．丁 環境保健部   

〔研究概要〕環境保健部は，医学，保健学を基盤とし疫学及び実験的手法を用いて，環境汚染と  

人間の健康とのかかわりを研究し，人類の生存と健康的生活の維持増進のための施策を行うため  

の科学的知見を提供することを目標としている。   

主要な環境要因としては，NO2などのガス状物質及び粉じん，重金属，農薬，有機化学物質な  

どの化学物質並びに苦情の多い騒音などの物理的要因があり，環境汚染による健康影響を疫学的  

に解明するに当たり，環境中におけるこれらのレベルの把握が必要である。－→方，これら環境要  

因に対応した健康影響の指標としては，生体試料中の汚染物質あるいは代謝産物，生体内での機  

能の変化を意味する生理・生化学的所見，自他覚症状，あるいは疾病，死亡等の健康指梗が用い  

られる。また，騒音の場合には，個人の感受性に係る性格，精神，神経機能などの所見も必要で  

ある。一方，両者の対応を明らかにするための疫学調査及び健康影響指標の開発研究を支える基  

礎的知見を深める意味で，人体及び動掛こよる実験研究が必要となる。   

本年度は，気道収縮の経時変化，火山噴出物の健康影響，農薬暴露量の推定法等の疫学的研究  

が行われた。健康影響指標に関する研究として，エネルギー代謝の指標化，環境中の発がん物質  

の生体内代謝と尿中発がん物質の相関，重金属による肝障害の指標，生体中の微量元素の指標化，  

尿中物質濃度の標準化が実施された。環境心理研究としては，騒音への心理・生理的感受性を規  

定する要因の検索，自律神経機能の検査法の開発，ストレスホルモンの血中レベルと閉経後乳が  

んの発症との関連性の検討，さらには，環境ストレス評価のための総合的チェックリストの開発  

などを行っている。さらに実験的研究として，塩素有機化合物による経胎盤移行の選択性，胎児  

移行に際しての血液胎盤関門機能，硫酸ミストの暴露実験法，骨代謝，金属タンパクの生理的意  

者に関する諸課題が行われ一定の成果を得た。   

特別研究「複合大気汚染が及ぼす呼吸器系健康影響に関する総合的研究」は，以上の経常研究  

各課題と連関を保ちつつ進められた。  

研究課題1）安定同位体による環境中有春物質の生体影響に関する研究  

〔旭当寺〕太田庸起子・松本 理  

〔期 間〕56～63年度  

〔内 容〕小動物用粉じん及びガス同時暴露ができる吸入実験装置を作成し，13C標識炭素粒子  

を鼻部暴露した。13C粉体のみの暴露と，13C粉体と15N標識15NO2の同時暴露とを行った。粉体  

暴犀濃度をインバクション方式の個人ダストサンプラ一にて粒径分布を実測した。本年度は，13C  

吸入後の組織中濃度について検討した。肺組織，気管，血液中の13Cを同位体質量分析計で測定を  

した。その結果，対象群の肺組織の613Cpdb（‰）が－20．4に対し，最も吸入したとみられる部  

位で－5．4であり，吸入の少なかった例では－19．8であった。粒子状物質吸入実験への安定同位体  

の利用に関する興味ある実験であった。  

〔発 表〕g－11  

研究課題 2）肺組織より得られた科学的知見と大気及び生活環境中の有事物質との関連に関す  

る研究  

〔租当者〕太田庸起子・松本 理・中野篤浩・相馬悠子蠣（●計測技術部）  
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〔期 間）56～63年度  

〔内 容〕昨年度に引き続き，肺組織に沈着している黒色沈着物（病理学的には炭粉症と称す）  

のみを，化学的かつ最適な方法で組織から分離する事を検討した。すなわち一生の間吸入してき  

た環境中の浮瀞粒子の肺への蓄積に関する知見を求めるために，基礎的実験の検討をしてきた。  

濃度の異なるアルカリ溶液にて肺組織を溶解し，遠沈後，黒色沈殿物を分離することを目的とし  

ているが，その時の上清液中への溶解物損失量を検討した。   

アルカリを加えての遠沈ごとの上清液をICPにて元素分析し元素濃度を比較した。溶液規定度  

と溶解しやすい元素を確認できた。   

また，上清液中に移行した軽いものは超遠心分離操作で30，000rpmにて16時間行い沈殿物と  

して回収された。その元素組成及び結晶物についての知見を明らかにした。  

（発 表〕G－6，g－13，17  

研究課題 3）農薬等環境中有機化合物の胎仔・新生仔への移行とその影響に関する研究  

〔担当者〕安藤 満・高橋 弘■・伊藤勇三●（－技術部）  

〔期 間〕61～64年度  

〔内 容）一般の妊婦について妊娠7か月と出産時に採取した母体血について，広範な人体汚染  

を引き起こし次世代影響指標の検討可能なPCBを分析した。母体血中PCB濃度は母親の負荷量  

を示すと考えられるため，胎児が未熟な7か月時と成熟・出産時の濃度差によって，次世代への  

経胎盤移行による母体の負荷量の減少を把握できる。分析の結果，妊娠7か月時点の母体血（Ⅹ）  

と出産時の母体血（y）中のPCB濃度の間には  

y＝0．381Ⅹ＋0．826 （r＝0．544二p＜0．0ユ）  

と有意な相関がみられた。   

以上の結果は，各種の食事成分を通じてPCBの微量摂取が続いている妊産婦において，経胎盤  

による胎児へのPCB移行が母体の体内負荷量の変動と密接な関連をもっていることを示してい  

る。この結果はまた人体汚染を引き起こしている多種類の環境中化学物質についても，今後この  

ような検討が必要なことを示唆している。  

〔発 表）g－6，8  

研究課題 り生体内における元素間の相互作用に閲する研究  

〔担当者）中野篤浩・太田庸起子  

（期 間）55～62年度  

（内 容〕環境因子とかかわりがある疾病文は健康障害と微量元素（栄養素）に関する研究を行っ  

た。頭髪中微量元素，特にセレン（Se）を対象に比較検討を行い，環境要因とのかかわりを検討し  

た。まず，中国の風土病として有名な克山病流行地及び非流行他の子供（1～13才，19名）の頭髪，  

同時に筑波地区の子供（4～13才，35名）の頭髪を採取して元素分析を行った。克山病はセレン欠  

乏によると言われているが，当方の結果もー致し，流行地区児童は対象群に比べて約1／7と低濃度  

であった。その他の元素についても，栄養に関するものは少なく，ある種の重金属は多かった。  

この疾病はセレン欠乏のほかに栄養不足も考えられる結果であった。さらに，日本及び数か国の  

住民の頭髪約350試料中のセレン濃度を分析した。日本人（移民を除く）は他国人に比べてセレン  

平均濃度はわずかに高く，食生活の差によると考えられた。  

〔発 表〕G－7，g－14  
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研究課題 5）生体のNMR測定法に関する研究  

〔担当者〕三森文行  

〔期 間〕59～64年度  

〔内 容）（1）生体より切りだした臓器のエネルギー代謝解析を行うために，NMR測定系に適  

合したかん流装置を作製した。この装置を用いて，ムラサキイガイの足糸駆動筋を好気条件下に  

保ちながらNMR測定を行い，筋収縮と同期した細胞内のpH変化，高エネ）t／ギーリン酸化合物  

の消長を観測した。この結果，この筋に特異的なcatch収縮と，細胞内pHの変化に相関がみられ  

た。  

（2）光照射下でのクロレラ細胞で，磁化移動法により測定されたATP生成速度と，細胞の酸  

素発生量より推定される光リン酸化速度の比較検討を行った。この結果，タロロプラストにおけ  

るATP生成速度は，酸素発生量より推定される光リン酸化速度とほぼ等しく，磁化移動法を用い  

た測定が細胞内のエネルギー代謝速度の解析に有効であることが示された。  

〔発 表）g67～69  

研究課題 6）環境中発がん物貫の生体内代謝に関する研究  

〔租当者〕松本 理・安藤 満・太田庸起子  

〔期 間〕58～63年度  

〔内 容〕環境中の発がん物質の生体内における代謝過程の観察や生体の発がん物質への暴霹状  

況の把握のための一つの方法として，排泄物中の変異原活性の測定を試みた。最も一般的な変異  

原性試験系であるAmesテストにより，発がん物質を投与した動物の尿中変異原性の分析及び活  

性物質の検索を行った。尿中変異原性は投与量を反映していたが，一方薬物代謝能の変動により  

大きく影響を受けることが確かめられた。また，ヒトより採取した尿試料中の変異原性の測定方  

法について種々の検討を行った。喫煙者尿の方が非喫煙者尿より強い変異原性を示す傾向が認め  

られた。  

〔発 表〕g64  

研究課題 丁）気道収縮の軽時変化に関する研究  

〔担当者〕小野雅司・平野靖史郎  

〔期 間）57～62年度  

〔内 容〕昭和59年度より3年間にわたって，茨城県高萩市内の小学校児童とその両親を対象と  

して質問票を用いた健康調査と呼吸機能検査を実施し，データの収集を行った。児童の呼吸器症  

状については，性別，学年別，家庭内喫煙の有無別，曖房方法別に有症率の比較を行ったが一定  

の傾向は認められなかった。呼吸機能検査については，高学年になるに従って呼吸機能の上昇が  

認められた。   

本調査地区（高萩地区）については，第一期の現地調査を終了した。当地区においては将来（時  

期未定）大規模な火力発電所の建設が予定されていることから，火力発電所の建設後に第二期の現  

地調査を実施し，環境の変化と呼吸器症状並びに呼吸機能等の変化について検討を予定している。  

研究課題 8）火山噴出物の健康影響に関する研究  

〔担当者）小野雅司・平野靖史郎  

〔期 間〕59～62年慶  
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〔内 容）過去3年間にわたって鹿児島県下桜島島内及び近接する地域で小学生とその両親を対  

象に実施した呼吸器症状に関する健康調査結果の解析を行った。児童の呼吸器症状有症率は降灰  

地区（桜島地区，垂水地区）が対照地区（大浦地区）と比較して高率であった。しかし，同時に調査  

を実施した都市地区（鹿児島地区）との比較では，降灰地区の有症率はむしろ低い値を示しており，  

火山噴出物の健康影響は必ずしも大きくはなかった。火山噴出物による健康影響を評価するため  

には，火山噴出物による汚染の季節変化を考慮して，年間を通した総暴露量の把握が必要である  

ことが示された。  

（発 表〕g20  

研究課領9）高暴露集団を対象とした疫学的調査方法論の開発に関する研究  

〔租当者〕田村憲治・安藤 満  

〔期 間〕60～62年度  

（内 容〕生活環境の異なる住民の継続的健康診断データと農薬等の暴露量の推定により，農業  

化学物質による慢性的健康影響の評価法を検討した。   

本年度は，大型農薬散布機による散布者の吸入と周辺への飛散の調査を行い，結果の解析を進  

めている。一方，農村地帯の農薬以外の浮薄粒子吸入による健康影響を把握するために，一農村  

地区で冬期のスパイクタイヤ使用による粉じん発生の実態と地区住民の自覚症状調査を行った。  

その結果，冬期に浮薄粉じん濃度が増加する沿道地区の住民からは眼やせきの異常の訴えが高く  

なっていた。   

また，慢性的な健康影響を全国的なレベルで評価するための指標として，国保レセプトデータ  

の活用の可能性を検討した。これまでのレセプトを用いた文献レビューと，各都道府県担当者へ  

のアンケート調査から，市町村レベルでの受療情報と農村，都市の特性を示す諸指標とのリンク  

による活用が示唆された。  

〔発 表〕g－6～8，46～49  

研究課題10）浮湯池子状物質が気道刺激に及ばす影凱こ関する研究  

〔捜当寺〕平野靖史郎・清水 明●・高橋 弘●（●技術部）  

〔期 間）58～62年度  

〔内 容〕吸湿性浮辞粒子状物質の気道刺激を調べる上での暴露方法を確立した。粒子の発生装  

置としては，アトマイザーより超音波ネブライザーの方が均一した粒径のエアロゾルを得ること  

ができるので優れていると結論した。   

また，エゼクターを用いることにより，任意のエアロゾル濃度を得ることが可能となった。さ  

らにエアロゾル粒径の測定法においても改良を加え，暴露実験で設定されるような高濃度のエア  

ロゾルの粒径を光散乱式パーティクルカウンターで測定し得ることを確認した。  

〔発 表）G－34，35，g－59  

研究課題11）大気汚染健康影響に関する研究  

〔担当者〕金子 勇  

〔期 間〕62～63年度  

〔内 容〕昭和61年3月に環境庁から出された「大気汚染健康影響調査報告書」に基づいて，大  

気汚染殊にNOズについてその健康影響を再検討する。昭和62年度は，データの入力並びに解析手  
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法の検討を行った。  

研究課題12）骨に蓄積した微量元素の溶出とその生体影響に関する研究  

〔担当者）杉平直子・鈴木和夫・中野篤浩  

〔期 間〕60～62年度  

〔内 容〕幼若ラットを低カ／レシウム食で飼育し，経時的に生体試料を採取してカルシウムとス  

トロンチウムを分析した。骨，血しょう及び尿中ストロンチウム／カルシウム比が，低カルシウ  

ム食で飼育したラットでは高くなることが観察された。さらに，骨形成に対する低カ／レシウム食  

の影響を小さくするために，成熟ラットセ同様の実験を行った。現在データの解析を進行中であ  

る。  

研究課題13）人間集団における尿中諸物質の濃度補正法の再検討  

〔租当者〕遠山千春・中野篤浩  

〔期 間〕62年度  

〔内 容〕20歳代の健康な男女各10人を対象とし，1日を5つの時間帯に分け24時間の尿を2日  

間採取した。尿中に排泄される物質のうち，金属類（Na，K，Zn，Cd，Pb）と総タンパク，クレアチ  

ニンを所定の方法で定量した。浸透圧及び比重も測定した。浸透圧と比重との間には極めて良い  

相関（男，γ＝0．964：女，γ＝0．976）が認められた。クレアチニン濃度と浸透圧あるいは尿比重  

との関係は，クレアチニン濃度が，約1g／ほでは男女共良い相関が観察された。この濃度以上の，  

尿が濃縮される条件においては，上記諸物質の排泄量の濃度補正値は，補正方法により大きな違  

いをもたらすことが示唆された。   

研究課題14）メタロチオネインの生理的意掛こ関する研究  

（担当者）遠山千春・鈴木和夫・村上正孝・河越昭子◆く－環境生理部）  

〔期 間〕62～64年度  

〔内 容〕ラットにカドミウム又は亜鉛を投与し，24時間にわたり肝臓と腎臓を摘出し，イソメ  

タロチオネインの量比の経時的変化，並びにメタロチオネインの免疫組織学的検索を行った。ラ  

ジオイムノアッセイによる定量の結果，イソメタロチオネインの量比には化合物による差異並び  

に経時的な変化は認められなかった。肝臓及び腎臓の特定の部位にメタロチオネインの局在が認  

められた。このほか，発育段階の異なるラットの肝臓，腎臓及び小腸におけるメタロチオネイン  

の局在性並びに，ビタミンD3によるメタロチオネインの誘執こついて新たな知見が得られた。  

〔発 表〕G－33，g－50，53，55～57   

研究課題15）カドミウムの肝毒性発現にかかわるタン′くク質の構造と機能に関する研究  

〔担当者〕青木康展・鈴木和夫  

〔期 間〕62～64年度  

〔内 容〕ラット肝臓中には分子量40，000，29，000及び24，000と算定される3種のカドミウム  

結合タンパク質（40K，29K，24KCd－BP）が存在することを明らかにした。このうち，40KCd  

－BPを，硫安分画，熱処理，CMセルロpスカラムクロマトグラフィー，逆相カラムクロマトグ  

ラフィーを経て精製した。精製の途上で，40KCdpBPは2種類のイソタンパク質より構成されて  

いることが明らかになり，卓のうちの1種類（40KCdLBP。）をSDSゲル電気泳動で単一のバンド  
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を示すまで精製した。   

この精製した40KCd－BP。のアミノ酸配列の決定を現在行っている。  

〔発 表〕G－1～3，18，24，25，37，38，g4  

研究課垣16）生体による元素の職別機構に関する研究  

（担当者〕杉平直子・鈴木和夫  

〔期 間）62～64年度  

〔内 容〕化学的性質のきわめて類似したカルシウム（Ca）とストロンチウム（Sr）の腎臓におけ  

る識別について調べた。特異的に尿細管障害を起こすことで知られるカドミウムメタロチオネ  

インをラットに投与し，腎Ca代謝の変化がCaとSrの識別に及ぼす影響を検討した。その結果，  

両元素の尿細管における再吸収速度定数の比（識別定数）はカドミウムーメタロチオネインにより  

変化せず，両元素間の識別が厳密に制御されていることが示唆された。  

〔発 表）g32，33，35，38，39，42，45  

研究課魔1丁）騒音暴露による多項目生体反応の解析  

〔過当者〕相本篤子・兜 真徳・田村正行●（■総合解析部）  

〔期 間〕62年度  

〔内 容〕騒音感受性の個人差に関する実験的研究として，若年者（男女各20名）及び老年者（男  

女各20名）の計80名を対象に，生活環境音評価実験，YG性格検査及び音刺激に対する指尖脈波収  

縮反応検査実験（AEPGR）を行った。まず，環境音のうるささ評価の構造を分析し，次に評価構  

造の規定因子と性，年齢及びYGの12性格因子（抑うつ性，神経質など）との関連性を分析した結  

果，環境音のもつ意味及び物理的特性（周波数特性，時間的レベル変動など）の違いによって，  

各々のうるささ評価には性，年齢，性格因子による有意な差異が示された。また，AEPGRによる  

自律神経系の反応性と性，年齢，性格及びうるささ評価との関連性を検討した結果，年齢による  

差異は認められたが，これについては眼底検査によると，老齢者は動脈硬化症状のみられたもの  

が多く，その影響が考えられた。なお，性，性格，うるささ評価との関連性は見いだせなかった。  

〔発 表〕g1～3   

研究課題18）心身のストレス度及び関連疾息症状を知るための総合的チェックリストの開発  

【過当者〕兜 真徳・相本篤子・小野雅司・村上正孝  

〔期 間〕62～64年度  

〔内 容〕（1）生活レベルでの環境ストレスの評価を総合的な観点から行うこと，また，（2）被  

検者に負担にならず，かつできるだけ客観的にその人のストレス度及びうつ病，ノイローゼ，各  

種心身症などのストレス関連疾患をスクリーニングすることを目的とした新たな問診調査表を開  

発する。   

62年度は，その予備的検討として，東京都下の高層団地居住者（494名の主婦）を対象として，  

家屋内外の唇音，大気汚染環境に対する意識（うるささ，汚染されているなど）と性胤現在のス  

トレス状態との関連性を調べた。結果，家屋内の騒音（上下階のピアノ，子供の走り回る音など）  

に対するうるささが，性格，ストレス状態（疲労を含む）と有意な関連性を示すことが示唆された0  

（発 表〕g－28  
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研究課題19）環境ストレスの評価法に関する内分泌学的基礎検討  

〔担当者）兜 真徳・相本篤子・中野篤浩・遠山千春  

〔期 間〕62年度  

〔内 容）（1）環境ストレスに対する生体反応の指棲としての尿中カテコー／レアミンの最適利  

用法の開発，及び（2）発がんリスク修飾因子としてのストレスの評価について検討した。  

（1）では，20才台の男女各20名（計40名）を対象として，特に交感神経トーンを反映すると考え  

られる早朝尿中ノルエビネフリンレベルと，ホワイトノイズ（90dB，3秒）に対する交感神経の反  

応（未栴血管の収縮反応を見るための指尖脈波の反応（AEPGR））との相関を調べた。結果，男  

子では，トーンレベルの高い程，反応性も高い傾向が知られたが，女子では，一定の傾向を認め  

なかった。  

（2）では，広島，長崎の被爆者コホート約20，000人のうち，1970～1972年にすでに閉経状態で  

あり，かつ同時期に採取された血清が保存されている者のうち，その後乳がんを発症したケース  

20名と，採血時年齢，居住地，被爆線量をマッチさせたコントロール42名（約1ニ2対応）を対象と  

して，以下の血清中ホルモンレベ）L／を比較検討した。TOTALE2．NON－SHBG－BOUNDE2，  

PROLACTJN，DHEASである。結果，一般にストレスにより上昇すると考えられるDHEArs  

レベルは，ケースの方が統計的に有意ではないが16．5％高い値を示した。  

（発 表〕g一軍，3  
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2．2．8 生物環境部   

〔研究概要〕生理生化学研究室及び陸生生物生態研究室が担当する特別研究「バイオテクノロ  

ジーによる大気環境指標植物の開発に関する研究」が2年目を迎え，研究も軌道に乗って進行し  

た。一方，水生生物生態研究室及び生物環境管理研究室が担当する特別研究「水界生態系に及ぼ  

す有害汚染物質の影響評価に関する研究」が3年目に入り，これまでに得られた成果を整理し，  

今後の研究の基盤とするために，中間報告が出版された。   

本年度の経常研究では，特別経常研究として「遺伝子資源としての環境生物の確保と実験生物  

化に関する研究」が2年日を迎え精力的に研究が遂行された。通常の研究課題では終了，新規の  

課題の入れ換えがあったが，合計21課題について研究が遂行された。   

生理生化学研究室では，緑葉の中性脂質の代謝，細胞エネルギー代謝，細胞壁代謝及び遺伝子  

発現機構に及ぼす環境要因の影響について引き続き研究を行うと共に，新たに異常環境適応酵素  

の誘導，気孔の環境要因変動の受容点，環境ストレス誘導性タンパク質に関して新たに研究を  

行った。   

水生生物生態研究室では，前年度4課題について引き続き研究を行ったが，底生動物の環境指  

標性に関する研究では，新たに日光観測所周辺の河川についても調査を行い，また水生生物によ  

る毒性試験法の検討に際して，HO5－M系ヒメダカを用いて好成果を得た。   

陸生生物生態研究室では，植生の都市環境改善機能の評価，光合成及びその産物の転流，分配  

に及ぼす環境要因の影響，辞苔類の増殖の制御要因，環境ストレスに対する各種植物の適応と生  

長パターンの変化について引き続き研究を行うと共に，新たに自然林における植物の種多様性の  

維持機構を生理生態学的に解析する研究に取り組んだ。   

生物環境管理研究室では，富栄養湖沼の環境管理に係る生物生産量の変動に関して，諏訪湖に  

設置したメソコスムを用心）て調査すると共に，河川の生物による浄化機能に関して奥日光環境観  

測所付近の源流部河川を対象に行い，落葉の分解速度等を調べた。また，環境変動に伴う植物及  

び小動物の大発生機構とその制御に関する研究を引き続き霞ヶ浦，尾瀬沼及び臨湖実験施設で  

行った。  

研究課題1）緑葉の中性脂質代謝に及ばす環境要図の影響に関する研究  

〔担当者〕榊 剛  

〔期 間）60～62年度  

〔内 容〕中性脂質（トリグリセリド）は通常緑葉にはわずかしか存在しないが，植物を03に暴  

露すると案内に多量に蓄績する。このトリグリセリド合成の生理的意味，0。の作用機構を明らか  
にするための実験を行い，以下の結果を得た。  

（1）0。暴露築から単離した葉緑体では，糖脂質の加水分解による遊離脂肪酸の生成が促進さ  

れていた。  

（2）遊離脂肪酸は微量で葉緑体のGalactosyltransferaseを活性化し，トリグリセリドの基質  

となるジグリセリドの生成を促進した。  

（3）遊離脂肪酸は葉緑体においてアシルーCoAに変換され，アシルーCoAとジグリセリドから  

トリグリセリドが合成された。   

以上の結果と，遊離脂肪酸は葉緑体にとって極めて毒性が高いことを考え合わせると，植物に  
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対する0。傷害の少なくとも一部は葉緑体の遊離脂肪酸の生成にあり，その解毒系として遊離脂  

肪酸が無害なトリグリセリドへ代謝されているものと推察された。  

〔発 表〕h－16，17   

研究課題 2）高等植物細胞のエネルギー代謝系に及ばす環境要因の影軌＝閲すも研究  

〔担当者）島崎研一郎  

〔期 間）60～63年度  

〔内 容〕気孔孔辺細胞葉緑体の役割を知るため，炭酸固定系酵素について詳しく解析した。   

その結果，RuBPC活性が初めて見いだされたが，PGAK，NADP－GAPD，TPisomeraseに  

比べて活性が低かった。これらの酵素系は葉緑体の光照射により生成するATP及び還元力を細  

胞質へ効率良く輸送する役割を持っていると考えられた。  

研究課題 3）細胞壁の生合成に対する環境要因の影響に関する研究  

〔担当者〕竹内裕一  

〔期 間〕61～62年度  

〔内 容〕孔辺細胞の細胞壁の力学的性質は気孔開度に影響を与えるとともに，植物ホルモンの  

アプシジン酸（ABA）により変化し，気孔開度を制御していることが示唆された。ソラマメ葉の  

表皮に14C一グルコースを与えた後，細胞壁をペクチン，ヘミセルロース及びセルロースに分画し，  

それぞれの分画中の14C量及びその構成楯を調べることによって孔辺細胞の細胞壁の代謝を調  

べ，さらに細胞壁代謝に対するABAの影響を検討した。その結果，ABAは孔辺細胞細胞壁の代  

謝を阻害し，特にペクチン及びセルロースの生合成を阻害することが明らかとなった。これらの  

結果はこれら細胞壁分画の代謝が孔辺細胞細胞壁の力学的性質及び阜の変化に関与していること  

を示唆しているが，今後更に検討する必要がある。  

研究課題 4）環境要因が植物の遺伝子発現に及ばす影響に関する研究  

（担当者〕佐治 光  

〔期 間〕61～65年度  

〔内 容〕植物細胞の表面には，環境要因の知覚又はその情報の伝達に関与する物質が存在する  

と考えられる。そのような物質の研究の手がかりを得るために，ヤエナリの根から調製した細胞  

の原形質膜に対する単クローン性抗体を作製した。得られた9個の抗体のうち6個は，ヤエナリ  

培養細胞から得たプロトプラストと結合するため，細胞の表面に存在する物質を抗原として認識  

している。ウェスタンブロツティングと過ヨウ素酸の影響を調べた結果，これらの抗体の認識部  

位はタンパク質の糖鎖であることが示唆された。さらに，4個の抗体の抗原は，根の原形質腰上  

に特に多く存在することが分かった。現在これらの抗原の生理的機能について調べている。  

〔発 表〕ト18  

研究課題5）植物の異常環境適応酵素の誘導生合成に関する研究  

〔担当者〕田中 浄  

（期 間〕62～66年度  

〔内 容〕植物が異常環境下に置かれた時の生化学的な適応の仕組みを解明する時に，植物の培  

養細胞は生育速度が早い，薬剤処理が容易であるなどの利点をもつ。今回は培養細胞を明条件下  
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に置いた時の活性酸素防御系物質の変動を調べた。この時アスコルビン酸，グルタチオン，グル  

タチオン避元酵素含量の増大が認められた。これは光照射時に増加した活性酵素の解毒に上記3  

物質が関与していることを示唆している。  

（発 表〕b－31，32  

研究課題 6）植物の気孔における環境要因変働の受容点に関する研究  

〔担当者〕近藤矩朗  

〔期 間）62～65年度  

〔内 容】植物の気孔は環境条件の変化に対して開閉運動を行い，環境ストレスに巧みに対処す  

ることにより，絶えず変動している自然環境中での生育を可能にしている。この開閉運動には植  

物ホルモンのアブシジン酸（ABA）が関与しており，植物の気孔の反応機構を解明するためには，  

孔辺細胞の原形質腰上にあると思われるABA受容体を明らかにすることが必要である。本年度  

はヤエナリの根から単離した原形質膜に対する単クローン性抗体を用いて，ソラマメの孔辺細胞  

プロトプラスト（GCP）の表面との反応性，孔辺細胞の光による膨潤のABAによる阻害に対する  

影響などについて検討した。単クローン性抗体のいくつかはGCPの表面（原形質膜）と結合する  

ことが明らかとなった。また，GCPの膨潤変化に対しても影響を示すものが見られたが，この点  

に関しては更に詳細な検討が必要である。  

〔発 表〕h18  

研究課魔 7）高等植物の環境ストレス誘導性タンパク貫に関する研究  

【捜当寺）久保明弘  

〔期 間〕62～64年度  

〔内 容）高等植物は様々な環境ストレスにさらされるが，その中でも水ストレスは，大気汚染  

ガスに暴露された植物の呈する症状との類似性もあり，興味が持たれる。そこで，本年度は特に  

水ストレス誘導性タンパク質について調べた。不かん水により萎れたアサガオ及びペチュニア菓  

から全タンパク質を抽出し，その組成をSDS－ポリアクリ）L／アミドゲ！t／電気泳動とCBB染色に  

よって分析した結果，アサガオでは分子量90K，46K，37K，ペチュニアでは88K，60K，33Kの  

タンパク質が水ストレスを与えると蓄積することが分かった。これらのタンパク質は，水ストレ  

スに対する防御機構の一端を担うタンパク質であると予想される。  

研究課題 り動物プランクトン群集と水の華形成藻類の関係  

〔租当者〕花里孝幸・高村典子・安野正之  

〔期 間〕60～64年度  

〔内 容）分解の進んだ〟払Ⅵ即座の中でバクテリアが動物プランクトンの重要な餌となって  

いることを示唆してきたが，本年度さらに確認のための詳細な実験を行った。霞ヶ浦から集めた  

〟7cγβ砂血を14Cでラベルしたのち暗条件下で分解を進め，その中のバクテリアをユHで選択的に  

ラベルした。それを霞ヶ浦に出現する2種のミジンコ，劫馴血れ如班と〟βf乃d僧わ相和に餌  

として与え，ミジンコの同化速度を測定した。どちらのミジンコもバクテリアを最もよく同化し  

ていた。ただし〟0オ乃αは浮遊バクテリアと付着バクテリアの両者をよく同化したが，風洞扉別の  

バクテリアに対する同化速度は付着バクテリアで高く浮遊バクテリアで低かった。したがって付  
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着バクテリアが餌として最も重要であることが示された。  

〔発 表〕H19，21，22，h－39  

研究課題 9）底性動物の環境指榛性の研究  

〔担当者）安野正之・畠山成久・高村典子・佐竹 潔・岩熊敏夫・菅谷芳雄＊（■技術部）  

〔期 間〕60～63年度  

【内 容）代表的な都市河川として下水処理水を流している東京の野火止用水，玉川上水，大阪  

の今川の付着藻類，底生動物の調査を行った。生物群集の多様性は低かったがそれは環境の単純  

さによっていた。汚染水域の生物指標種であるセスジュスリカは夏に大量に発生するが他の季節  

には必ずしも優占種にはなっていなかった。下水の流入する河川の付着藻の優占種である〃才ね5－  

cゐわ♪αJgαは上記の調査河川では優占せず，肋び加ゎco”々mαCgαe，あるいは釣喝混血川砂帽玩  

等が優占種となっていた。   

底生動物の調査法の標準化を目指して，人工基物を日光の河川に設置しそこに棲み着く底生動  

物を調べ，その有用性について検討した。人工基物としては金網カゴに礫を入れたものを用いた  

が，設置後1か月以降の底生動物は種類数・個体数共に多く，季節的な変化を反映していると考  

えられた。  

〔発 表）K45～50，157，169，H－1，23，h－1，4，6，27，29  

研究課領川）湖沼の生態系構造決尭における魚類の役割  

（担当者〕春日清一・高村典子・花里孝幸・安野正之  

〔期 間〕60～64年度  

（内 容）コンクリート池（30×1Dm深さ3m）2面の一方にイサザアミのみを，また他方にワ  

カサギとイサザアミを入れ，両池の生物相の変化を調べた。イサザアミのみを加えた池では従来  

通り動物プランクトンや底生動物が少なく，ワカサギを加えた池ではイサザアミは極めて少なく，  

小型の動物プランクトンが優占し，底生動物ではイトミミズの著しい増加がみられたが，ほかの  

底生動物は少なかった。植物プランクトン量の変動はワカサギを加えた池で大きく，イトミミズ  

の増加と関係しているものと思われた。  

研究課領11）水生生物による専性試験法の検討  

〔捜当者〕宮下 衛・畠山成久・安野正之  

〔期 間〕60～62年度  

（内 容〕放射線医学研究所において実験動物化された5系統の近交系メダカを譲り受けたのを  

機会に，環境汚染物質の影響評価に適した系統の選抜を日的として，これらのメダカの稚魚の農  

薬・重金属に対する感受性の相互比較を行った。どの薬剤に対しても高感受性を示す系統のメダ  

カはなかったが，HO5－M系のヒメダカのふ化後48～72時間の稚魚を用いると安定した試験結果  

が得られた。また，HO5－M系は，繁殖性，飼育管理面でもほかの近交系メダカより優れていた。  

これらの結果より，HO5－M系のヒメダカを急性毒性試験の標準魚として選定した。   

池沼に生息する生物で感受性の高い種とされる甲殻類のメカエビの場合は，生後2週間後の椎  

エビを用いることで安定した試験結果の得られることを確認した。  

〔発 表〕K－44  
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研究課題12）植生の都市環境改善機能の評価に関する基礎的研究  

〔旭当者）古川昭雄・岡野邦夫・名取俊樹・可知歯毅・清水美事・竹中明夫・藤沼康実＊  

（●技術部）  

〔期 間）61～62年度  

〔内 容〕一般に，緑地や街路樹並木は大気中の各種大気汚染物質を体内に吸収し，大気を浄化  

する能力を持ち，これらの機能が光合成・蒸散という植物の基本的生理機能に依存している。そ  

こで，都市緑地を構成している街路樹種の気孔コンダクタンスを横浜，新宿，筑波の3地点で季  

節ごとに測定し，緑地や街路樹並木の大気浄化機能を評価することを試みた。  

（1）夏期には，落葉樹の方が常緑樹よりも気孔コンダクタンスが高いことが判明した。  

（2）冬期の常緑樹の気孔コンダクタンスは夏期のそれの約1／10で，冬期に葉のある常緑樹で  

あっても冬期には大気浄化の機能が著しく低いことが判明した。  

（3）各地点間における同一樹種の気孔コンダクタンスの大小には顕著な差は見られなかった。  

〔発 表〕ト26，h－44  

研究諌恩13）植物の光合成に対する環境変動要因の解明  

〔過当者）古川昭雄・可知直毅・竹中明夫・藤沼康実－・町田 孝●・山口武則●く■技術部）  

〔期 間）61～65年度  

【内 容〕本年度は茨城県鹿島町の海岸において，C。（コウボウムギ，ハマヒルガオ）とC。（ケ  

カモノハシ）の海岸植物の光合成，蒸散速度，並びに海岸砂丘の環境要因の測定と植物の生長に  

対する高CO2濃度の影響を調べたが，ここでは高CO2濃度の生長影響について報告する。   

環境変動に対して気孔反応の鈍いポプラの一種であるピースと通常の気孔反応をする1－214  

の2種のポプラの光合成，生長に対する高CO2濃度の影響を調べた。通常のCO2濃度で生育した  

ポプラの光合成速度はCO2濃度が上昇するにつれて高まったが，高濃度CO2（2，000ppm）で生  

育したポプラの光合成速度は生育期間が長くなるにつれて減少し，350ppmCO2で生育した光合  

成速度と変りなくなった。この現象は，高濃度CO2で気孔閉鎖が起こる 卜214で顕著で，気孔閉  

鎖が起こらないピースでは2，000ppm3週間処理では光合成速度の減少はわずかであった。ま  

た，CO2濃度が2，000ppmになると，処理3週間目ではI－214の生長は350ppmの時と差がなく  

なったが，ピースでは700ppmCO2処理の時とでは善が見られなかったものの，350ppmCO2処理  

の時よりも顕著に生長の促進が見られた。以上の結果は，気孔が環境の変化に応じて開閉する通  

常の植物では，高CO2洩度による生長の促進はそれほど期待できないことを示唆している。   

さらに，現在CO2濃度が地球的規模で上昇し，地球の温暖化が問題となっているが，植物をCO2  

のシンクと考えた場合，木本植物の高COz濃度での生長変化を考慮しなければならないが，今回  

の実験結果から，木本植物が光合成作用によってCO2を吸収してCO2濃度の上昇を抑制すること  

はあまり期待できないものと思われる。  

〔発 表〕h－45  

研究課題14）光合成産物の転流，分配に対する環境ストレスの影響  

〔担当者〕岡野邦夫・清水 明■（●技術部）  

〔期 間）61～63年度  

〔内 容）低照度や大気汚染等の棄の機能低下をもたらす環境ストレスは，植物体各部位の重量  

比を変化させ，根に比べ葉の割合を増加させる。一方，水や栄養塩類の欠乏などの根の機能低下  
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を引き起こす環境ストレスは，茎葉に比較し根の割合を増大させることが知られている。このよ  

うなストレスに対する植物の適応現象を明らかにし，ストレス環境下における植物の生長変化を  

予測する目的で研究を行った。水耕栽培のイネに長期間の0。暴露を行い，植物体を構成する各器  

官の重量比の変化を測定し，生長解析を行うと共に，0。暴露下の植物の根の呼吸変化，イオン吸  

収能の変化を測定し，以下の成果を得た。  

（1）同化器官である葉身は，非同化器官である棄鞠や根に比べて，Oaによる生長抑制が少な  

かった。  

（2）根の中では下位根（古根）の呼吸及び窒素吸収活性の低下が著しかった。  

（3）0。暴露により光合成産物の分配パターンは，新築の展開を促進する方向へと変化した。   

研究課魔15）人為影響下における自然環境保全に関する生態学的研究  

〔捜当者〕可知直毅・山口武則■（＊技術部）  

【期 間〕59～62年度  

〔内 容〕人為的かく乱を受けている植生を保全するための基礎的知見を得るため，埋立地や放  

棄畑跡地などを主な生育場所とする3種の2年生草本（オオマツヨイグサ，コマツヨイグサ，及  

びアレチマツヨイグサ）の種子生産過程を調査した。調査は，千葉県波崎の海岸埋立地及び温室  

で行った。その結果，（1）3種とも自家和合性があること，（2）種間交雑が可能な場合もあるこ  

と，（3）野外での種子生産は，開花期の気象条件にも大きく影響されること，などが明らかとなっ  

た。これまでの成果を踏まえ，シミュレーションモデルを開発して植物の個体群動態を解析した  

結果，構成個体のサイズ変動が個体群の維持に重要な意味を持つことが示唆された。   

別団地ほ場植生回復観察地において，植生破壊後10年目の植生の状況を調査したところ，アズ  

マネザサの優占度が減少しており，かん木林の相観を示す植生にまで回復していた。  

研究課題16）蘇書類植物の増殖の制御要因に関する研究  

〔担当者）清水英幸・竹内裕一  

〔期 間〕61～65年度  

〔内 容〕辞苔類の細胞増殖に対する環境要因の影響を明らかにするために，辞苔須の茎葉体か  

らのカルス化について検討した。辞苔類は培地中の糖濃度を増加させることによって，カルスが  

誘導される。しかし，茎葉体からの誘導は容易ではなく，試行した辞苔顆では，チャツポミゴケ  

（ルプ解†Ⅶα刀刃由〝〝血刀加ゎ）のみでかレス化に成功した。また，すでにカ′レス化している辞苔類  

の培養条件について検討した。ジンガサゴケ（尺g占0〟J由ゐβ椚Z辞加gガc〃）のカルスを寒天培地から  

液体培地に移し，振とう培養した。顕花植物のカルスと異なり，増殖速度は200Cで大きかった。  

ジンガサゴケの緑色細胞は暗所でも明所でも増殖したが，明所のほうが増殖速度は大きく，明所  

から暗所に移すと，短期間に細胞は脱色死滅した。ジンガサゴケの細胞では明暗で異なる代謝活  

性が発現すると思われる。  

〔発 表〕h－22  

研究課題1丁）環境ストレスに対する各種植物の適応と生長′くターンの変化  

〔担当者）名取俊樹  

〔期 間〕61～65年度  

〔内 容〕Alストレスに対するイタドリの適応と生長パターンの変化を予測，評価するための生  
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長パターンモデル式を完成することを目的に，本年度は培養液の濃度を変えてイタドリを栽培  

し，主に築から吸収される炭素と根から吸収される窒素の各巻宮への分配について考察した。す  

なわち，吸収された炭素の各器官への分配は培養液の濃度にかかわらず，各器官において全植物  

体当たりの窒素／炭素比と直線関係が認められた。また，窒素の各器官へ分配は培養液の濃度にか  

かわらず，生長に伴う各器官へ炭素の分配の変化に対応して変化していることが示唆された。  

研究課題 川）自然林における植物の種多様性の維持機構の生理生態学的解析  

〔過当者）竹中明夫  

〔期 間）62～66年度  

〔内 容〕奥日光環境観測所付近の森林で，林内の微環境の測定を行った。調査対象としたもの  

は，ミズナラ，カツラ，ハリギリ，イタヤカエデなどが優占し，林床にはチマキザサが密生する  

典型的な冷温帯夏緑樹林である。天然林において多くの種類の植物が共存している仕組みを解明  

するための基礎として，林床に生育する若齢木の成長を制限するもっとも主要な環境要因である  

光環境を測定し，その詳細な解析を行った。その結果，均一であるかのように見える森林の林床  

にも，高木層の状態によって，比較的明るいところからきわめて暗いところまで，さまざまな光  

環境の場所が混在していることが明らかとなった。特に，高木の枯死・枯損によって生じる林冠  

のすきまの存在が森林の中の光環境の不均一性に大きく寄与していた。  

〔発 表】h30  

研究課題19）音楽蓑湖沼の環境管理に係る生物生産量の変動に関する研究  

〔租当寺）岩熊敏夫・高村健二・野原精一・多田 満・上野隆平・安野正之・高村典子・花里  

孝幸・菅谷芳雄－（●技術部）  

〔期 間〕59～62年度  

（内 容〕これまで調査された過栄養から貧栄養の21湖沼の底生動物について以下の解析結果  

を得た。湖のカールソン富栄養状態指標（TSI）が45～75の間ではTSI値が高いほどアカムシュ  

スリカの現存量が増加し最大現存屋を示す水深が浅くなる。オオユスリカの成長は水温にも依存  

するため湖の深部では水温が低く成長速度が低くなり，その現存量と湖のTSI値には定量的な関  

係が得られない。代わりに越冬世代と憂世代を羽化直前の幼虫個体数で比較した指数を用いる  

と，TSI傾が65から75に増加するとともに急激に変化し，夏世代の比率が低下することが示さ  

れた。   

諏訪湖に設置したメソコスム（5mX5mX4．5m）を用いて優占する2種の底生動物（オオユス  

リカ，エラミミズ）の種内及び種間関係について調べた。春期にメソコスム上部を寒冷紗で遮へ  

いした場合優占種であるオオユスリカのメソコスム内への産卵が制限され春世代の密度が低下し  

（～Om－2），次世代幼虫密度が高くなった（600m2）。一方遮へいを行いメソコスムでは春世代密  

度が羽化斯後半まで高く（100m2），次世代幼虫密度が低くなり（300m‾2），種内競争のあること  

が示された。また炭酸ガス投入によりオオユスリカ密度を低下させた場合などにはエラミミズの  

現存量が増加すること及びオオユスリカの成長に伴いエラミミズの現存量が低下することから，  

オオユスリカ幼虫がェラミミズ現存量を抑制していることが示された。  

〔発 表）ムー4，6  
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研究課題 20）河川の生物による浄化機能に関する研究  

〔過当者）岩熊敏夫・高村健二・野原精一・多田 満・上野隆平・佐竹 潔  

〔期 間）59～62年度  

〔内 容〕源流部河川における底生生物群集による浄化機能を評価する目的で，日光の外山沢で，  

底生動物現存量及び羽化量，付着藻類量，水質，落葉量，落葉に付着する生物群集を調査した。  

奥日光環境観測所付近の外山沢源流部では年間の水温が5～80Cの間にあり変動幅が小さく，ま  

た冬期の平均水温が6．50Cと比較的高かった。pHは6．4～8．7であった。河川周辺はウダイカン  

バ，イタヤカエデ等の落葉広葉樹林で，リタートラップにより年間の落葉量は310±70g乾重・m－2  

と推定された。河川内での落葉の分解速度はウダイカンバよりイタヤカエデが速く，12月から4  
月までの5か月間で前者が約48％，後者が約60％分解されていた。落葉には植食性のユスリカ及  

びオナシカワゲラ類が多く付着していた。水生昆虫の羽化量は夏季に高くなった。双通日，カワ  

ゲラ札カゲロウ科，トビケラ科の成虫が羽化トラップ（0．65mX4．Om）により回収されたが，  

双超眉，特にオドリバエ類とユスリカ類の個体数が多かった。  

研究課題 21）環境変動に伴う植物及び小動物の大発生機構とその制御に関する研究  

〔担当者〕野原精一・岩熊敏夫・多田 満・上野隆平  

〔期 間）61～64年度  

〔内 容〕昨年に引き続き，霞ヶ浦小野川河口域で野生ハスのマーキング調査を行った。葉面積  

指数は8月末に，最大で2．8m2・m‾2になり，岸側より20m地点で現存量が最も高かった。抽水薬  

の寿命は44，3日で浮葉の17．1日よりも長いことが明らかになった。   

臨湖実験施設のフリースペースで光の種間競争を想定したハス，ヒシ，コウホネの遮光実験を  

行い，3種の生産量及び葉の寿命を比較した。ハス，ヒシの混楯突験を行い分布の種間競争を生  

産量で評価した。   

尾瀬沼に近年急に広がった帰化植物コカナダモの定期調査を行った。現存量は370g乾重・m－2  

群落高は1．5mであった。湖の岸側の分布は水位低下と冬の結氷により制限され，湖の沖帯は光量  

子宝と種間競争が考えられた。コカナダモの分布可能な場所にはほとんど広がり尽くしたと考え  

られた。   

臨湖実験施設にライトトラップを設置し，ユスリカ成虫の日発生量変動を周年調べた。  

〔発 表）h1，7，8，34，36，37  

研究課題 22）遺伝子資源としての環境生物の確保と実験生物化に関する研究  

〔過当者〕菅原 淳・安野正之・畠山成久・春日清一・宮下 衛・高村典子・花里孝平・近藤矩  

朗・島崎研一郎・竹内裕一・清水英幸・矢木修身■・稲森悠平■・冨岡典子●・内山裕夫－・  

渡辺 信●・服部浩之●・広木幹也●・相崎守弘事・三浦 卓●書・彼谷邦光■書・須藤隆一－＝・  

藤沼康実…・菅谷芳雄…・笠井文絵…・高橋 弘■■■・高橋憤司…（－水質土壌環  

境部，＝環境生理部，事＝技術部）  

〔期 間〕61～65年度  

（内 容）排水処理に関与する光合成細菌則血紬k☆r馳抑動地撤は好気的条件下において  

も光エネルギーを利用することができる特殊な光合成紅色非硫黄細菌であることを明らかにし  

た。難分解性塩素化合物を分解する新種の細菌を分離し，そのPCB分解に関与するプラスミド  

pMC580の性質を調べた。また，鳥g〃ゐ椚0花心♪〃材0などの細菌類は塩素化合物によって脱ハロ  
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ゲンに関与するチトクロームP－450が増加することを明らかにした。   

赤潮，アオコ等，環境汚染及び環境科学に関連した藻類約400株の分類，増登，生活史，無菌  

化及び保存についての研究を行った。特に，緑色の渦ベン毛藻類の発見とその性質の解明を行っ  

た。また，凍結保存法の開発に関する検討を行い，アオコ等では90％以上の高し）生存率で凍結保  

存できることを明らかにした。   

生物膜に出現する原生動物，微小後生動物について，各々13種32株及び7種9株を分離，培養  

し，それらの分須学的検討及び保存培地食物源，保存温度等を明らかにした。その他，テトラ  

ヒメナの2種8株のタウロリピドを調べ，タウロリピドが分類の手段に利用できることを明らか  

にした。   

純系化したメダカ3系統の実験動物としての可能性を検討するために，卵生産性，受精率，ふ  

化日数，ふ化率等を調べ，系統によって異なることを明らかにした。また，実験動物としてよく  

用いられている種であるゼブラに二つの突然変異形質を発見し，それぞれ単独に保存すること，  

及びこの二つの形質を合わせもつ個体を作り出すことに成功した。   

実験ほ場に系統維持されているポプラの品種群の気孔に閲した形質を調査し，気孔密度，気孔  

コンダクタンスを明らかにした。また，クロロフィルα，ムを持つ渦ベン毛藻を見いだし，その光  

合成特性を明らかにした。   

ニホンウズラ，ボブホワイト，シリアンハムスターの実験生物としての開発，改良をすすめ，  

現在こホンウズラで32世代，ボブホワイトで25世代，シリアンハムスターで15世代まで遺伝的純  

化を進めている。また，ニホンウズラの染色体の計軌核型分析を正確，迅漸こ行う手法を開発  

した。  

〔発 表〕E46，H10，19，h－13，21，27，e－4，7，ト払20，21  
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2．2．9 技  術  部  

【研究概要〕技術部は，生物系・理工系の各種大型研究施設，エネルギーセンター，廃棄物処理  

施設，霞ヶ浦臨湖実験施設及びその他共通施設にかかわる運転管理，設備保守等を行うほか，工  

作室の管理と特殊実験機器の製作等を行っている。同時に，それらの技術業務の合理化を進める  

はか，省エネルギー対策，各種施設の経年変化に伴う老朽化対策を講じるなどの技術的検討を  

行っている。特に省エネルギーについては詳細な検討を行い，エネルギーセンターに自動化シス  

テムを導入するなど，効率的な対策を芙施した。また，新たな研究施設や大型装置の計測・制御  

システム等の改良・開発のために必要な計画立案，技術調査及び装置工学的研究を行うと共に，  

生物系各施設で供試される実験植物の栽培，実験動物・水生生物の飼育，環境微生物の系統保存，  

新しい系統等の開発及び各種実験生物に関する基礎的研究を行っている。さらに，各種の特別研  

究の実施に当たっては，関連する大型研究施設に対応した研究に参画している。   

経常研究として，動物施設管理室では，実験動物の異常検索手法について検討すると共に，環  

境汚染物質の生体影響研究用実験動物としてウズラ及びハムスターの育種・改良を進めている。  

生物施設管理室では，プラスチック材料から放出される微量揮発性可塑剤が植物生育に及ぼす影  

響，畑地ほ場の土壌生成過程，系統保存微細藻類の形態変異，ユスリカ科昆虫の検索システムな  

どについての基礎研究を行った。理工施設管理室では，マイクロコンピューターによる風洞デー  

タ収録処理装置を試作すると共に，大型実験装置内の光化学反応生成物質の分析法，簡易型レー  

ザーレーダー装置における測定技術などについて検討を加えた。  

研究課題1）マイクロコズムにおける藍藻類の培養に関する基礎的研究  

〔担当者〕須藤隆一・松垂一夫・竹下俊二・矢木修身■（●水質土壌環境部）  

〔期 間〕62～67年度  

（内 容〕フラスコ実験において高照度に弱い藍藻類の傭加嘩油＝前ゐをマイクロコズムで  

培養を行ったところフラスコ実験のような低照度では増殖速度が遅くほとんど増殖しなかった。  

そこで高照度での培養に切り換えたところ増殖させることができた。水深のある培養槽では照度  

が藻類の増殖に伴い急速に減衰するため，フラスコ実験と異なり表面照度がかなり必要なことが  

分かった。また，光源として使用しているキセノンランプは現在のところフラスコ実験に使用し  

ている白色蛍光灯と比べ，藻類の増殖に対して問題はないようである。  

〔発 表）ト27，i27  

研究課題 2）プラスチック可塑剤の植物影響評価法に関する研究  

〔担当者〕藤沼康実・山口武則・町田孝・大政謙次   

〔期 間〕61～63年度  

（内 容）園芸施設や生物用環境調節装置などの人為的な閉鎖環境では植物に対する毒性が未知  

の化学物質が多量に使用されている。本研究ではプラスチック可塑剤として用いられることの多  

いフター／レ酸エステルの植物に対する毒性を調査し，植物毒性の評価方法を検討した。   

フタール酸エステルの中でDBP（din－butylphthalate）が最も高い植物毒性を示し，その症  

徴・関与する機作がオゾンなどの主要な大気汚染物質とは全く異なっていることが分った。また，  

植物のDBPに対する感受性はハッカダイコンが最も高く，指標植物として十分機能することが  
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分った。併せて，加湿蒸気に含まれる防錆剤や空調機冷媒液に含まれる殺菌剤などが，閉鎖環境  

中で植物に対して毒作用を持つ化学物質であることが分かった。  

〔発 表〕i－24，25  

研究課題 3）畑地は頓における土壌形成過程に関する研究  

〔担当者）山口武則・藤沼康実・大政謙次  

〔期 間〕60～65年度  

【内 容）開墾地土壌が植物の栽培及び環境要因によって，経時的にどのように土壌形成される  

のか長期的展望に立って調査している。   

本年度は土壌形成に関与する環境要因として降水の質的変化を取り上げ，土壌生態系への物質  

負荷及び植物影響を調査した。pHが5．6以下の降水が年間降水回数の約25％もあり，初期降水で  

はさらに低いpHを示す場合が多かった。また，イオン負荷量はNO3で1年間で約20kg・ha1  

に達し，降水の質が土壌形成に関与していることが分かった。  

〔発 表〕ト28  

研究課魔 4）微細藻類の増殖と形態に及ぼす培養保存条件の影響に関する研究  

臼旦当者〕笠井文絵・大政謙次・渡辺 信●（■水質土壌環境部）  

〔期 間〕62～64年度  

【内 容〕形態的には同一種とされているが，生息場所の異なった接合藻Cわ∫ねわ〟椚 gゐ柁叩∂gγ一  

gfオの温度特性を調べた。  

（1）水田に生息した株は，日本各地の何れの場所から分離されたものでも同様の増殖最適温度  

を示し，それは20～300Cであった。  

（2）北海道や高地などの冷涼地の河川，及び湧水起源の水系から分離された株は（1）とは異  

なった温度特性を示し，その最適温度は5～150Cであった。  

〔発 表〕ト6  

研究課題 5）環境科学研究用に開発した実験動物の有用性に関する研究  

〔旭当者〕高橋慎司・高橋 弘  

〔期 間〕61～65年度  

〔内 容〕動物実験施設では，環境汚染物質の生体影響研究用実験動物としてウズラ及びハムス  

ターを用いて開発してきたが，本年度はそれらの有用性について検討し，以下の成果を得ること  

ができた。  

（1）ニューカッスル病ウイスル不活化ワクチンに対する抗体産生能（NDV・HI抗体産生能と  

略）の高及び低系ウズラの選抜を32世代から35世代へと進め，両系ウズラを遺伝的に純化すると  

ともに，NDV・HI抗体産生能の系統間蓋をより明確にすることができた。   

また，ハムスターでは兄妹交配による近交化を行い，これまでに5家系を最大19世代まで継代  

することができ，近交系の作出が有望となった。  

（2）NO2・03の単一又は複合ガスを，ウズラ及びハムスターに急性暴露した結果，ウズラは  

NO2単一暴露のほうがNO2＋03複合暴露より感受性が高いことが確認できた。また，ハムスター  

のNO2の感受性には性差・家系間差のあることが示唆された。  

（3）（1）の低系ウズラに羽装の突然変異個体（黄色化）が出現し，遺伝様式を検討した結果，  
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常染色体上の劣性遺伝子に支配されていることが分かった。  

〔発 表）ト20～22  

研究課題 6）実験動物の異常検索手法に関する研究  

〔担当者〕伊藤勇三・高橋 弘  

〔期 間〕60～64年度  

〔内 容〕本年度は，本課題として，以下の研究を行い成果を得た。  

（1）老齢ラットの病理学的検索を引き続き行った。その結果，光学顕微鏡検索では，肺にはは  

とんど変化は認められなかったが，肝臓に脂肪変性，腎臓に変性及び壊死がほとんどの個体に観  

察された。このように，当施設バリアー飼育動物の肺は老齢になっても変化が見られないことか  

らも現在行われている飼育方法を継続することで実験を行う上で満足できると考えられた。しか  

し，肝臓及び腎臓には顕著な変化が見られ，また，Ht・Hb値の減少といった老化現象と考えられ  

る所見も見られたことから，老化に伴って出現するこれらの異常に関して更に検索を継続する予  

定である。また，前年度に行った制限給餌のような特殊な飼育方法についても再考したい。  

（2）一般に行われていない鳥類（ウズラ）を用いた二酸化窒素とオゾンの暴露実験を行い，特に  

肺の病理形態学的検索を試みた。その結果として二酸化窒素とオゾンの肺に及ぼす影響はそれぞ  

れのガスによって生存率，病理学的所見に差が認められた。すなわち，オゾン暴露（生存率：  

85，4％）では主として努気管支上皮の変性，壊死，脱落が認められた。二酸化窒素暴露（生存率：  

28．0％）では，主として勇気管支周囲の呼吸管（ほ乳類の肺胞に相当）に帯状の壊死が認められた。  

また，オゾン＋二酸化窒素暴露（生存率：25．0％）では，それぞれの所見が併せて認められた。引  

き続き現在行っている電子顕微鏡所見の検索及び新たに実験を行うことによって，より詳細な資  

料を得る。  

〔発 表）i1  

研究課題 7）大気拡散風洞の最適運転並びに温度差のある流れにおける風洞乗験技術に関する  

研究  

〔旭当者）上原 清・竹下俊二・植田洋匡◆（■大気環境部）  

（期 間〕55～62年度  

〔内 容〕加熱・冷却床パネルや気流温度の制御装置を備え，測定部における気流の安定度をコ  

ントロールするような風洞実験施設は世界的にも例が少ない。本研究では当該施設の安定かつ効  

率的な運転方法，並びに温度成層化した流れの性状を明らかにするための計測技術や可視化技術  

について検討した。   

本年度はマイクロコンピュータによる汎用のデータ収録処理装置を改良し，応用範囲を広げた。  

〔発 表〕ト23  

研究課壌 8）大型実験装眉内における光化学反応生成物の分析に関する研究  

〔担当者〕高木博夫・水落元之・土井妙子・竹下俊二・秋元 肇事・福山 力■（－大気環境部）  

〔期 間〕58～62年度  

〔内 容）（1）サーマルカーボンアナライザー（TCA）と熟天秤を組み合わせる有機エアロゾル  

の分析手法の検討を行い，有機エアロゾルの熱特性が明らかとなった。  

（2）チャンバー内に生成するPAN分析のためのスタンダードの安定発生に関する検討を行  
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い，20ppb程度の低濃度での発生が可能になった。  

（3）蛍光Ⅹ線分析法によるエアロゾル中の金属成分の測定手法について検討し，多元素同時分  

析が可能になった。  

（発 表〕125，i－19  

研究課題 9）混合層高虐モニター用レーザーレーダーの特性に関する研究  

〔担当者〕松井一郎・竹下俊二・清水 浩●・笹野泰弘＝・竹内延夫◆＊（＊総合解析郡，＝大気環  

境部）  

〔期 間）58～62年度  

〔内 容〕大型レーザーレーダーによる広域の大気汚染現象及び風系に関する測定に際して，混  

合層高度の時間変化を同時に把握することが重要である。本研究は，混合層高度連続測定用簡易  

型レーザーレーダーを用いて大型レーザーレーダーのサポートデータを得ることを目的としてい  

る。58年度より，東京大手町に装置を移動し，都市域における混合層高度の日変化の観測を行っ  

た。  

研究課題10）ユスリカ科昆虫の分類学的・形態学的研究  

〔担当者〕菅谷芳雄・大政謙次・安野正之■（■生物環境部）  

〔期 間〕62～66年度  

（内 容）北海道の3つの湖，支筋湖・洞爺湖・ウトナイ湖で採取したユスリカ幼虫と成虫標本  
をもとに種ごと・採取地点ごとの生息密度を推定し，貧栄養湖の特徴として〃0刀Od由研e∫αSp．の  

出現と幼虫の分布が水深50m以浅に遍在していること，しかも種レベルではこのごく限られた水  

深幅の中でもさらに生息域を細分化させており底質，植生有無及び沿岸からの距離，水深などわ  

ずかな環境の遠いが種の分布に関与していることが示唆された。3湖に出現した種類は北海道東  

部の湖との共通種は多いものの本州のそれとは明らかな差があり，生物地理学的にも興味ある結  

果が得られた。この研究を通して成虫形態でしか記載のなかった5種の幼虫形態が明らかにされ  

た。  

（発 表〕K－124，卜7  
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2．3 環境保全総合調査研究促進調整費による研究  

2．3．1高密度市街地域における沿道整備対策とその環境評価手法の  

開発に関する調査研究  

〔担当者）総合解析部：内藤正明・西岡芳三・清水 浩・原沢英夫・森口祐一  

大気環境部：金谷 健  

〔期 間〕62年度  

（概 要）大都市圏の高密度市街化地域においては，自動車排ガスによる大気汚染が大きな問題  

となっており，沿道大気汚染の激甚地区における道路状況を改善するための諸施策を，環境面か  

ら評価する手法を開発し，これを用いて沿道対策を検討することが緊急課題となっている。本研  

究は，過密都市空間において道路とその周辺の建物状況を考慮した三次元拡散シミュレーション  

手法を開発し，自動車排ガス汚染の評価手法の確立を図ると共に，諸沿道対策の評価を行い，併  

せてこれを支援する情報システムの開発を行うことを目的としている。   

本研究で得られた主な成果は，次のとおりである。  

（1）三次元拡散シミュレーション手法の開発：道路沿道及び周辺地域における汚染物質の拡  

散を精密シミュレーションするための拡散方程式に基づいた三次元数値シミュレーションモデル  

（三次元モデル）を作成した。  

（2）風洞模型実験による三次元モデルの検証：道路及び沿道の建物状況を再現した道路・建物  

模型を作成し，大型大気拡散風洞を用いた拡散実験を行った。模型実験と三次元シミュレーショ  

ン結果は良い相関を示し，三次元モデルの妥当性を確認した。なお，拡散実験については，大気  

環境部大気環境計画研究室，技術部の全面的協力を得た。  

（3）三次元モデル支援プログラムの作成：三次元モデ／レの適用時に，複雑な境界条件を効率良  

く入力できる方法を作成すると共に，計算結果の比較・解釈が容易となるような表示技法を開発  

した。  

（4）沿道対策の有効性の検討：三次元モデルを用いて，道路構造と沿道建物の組み合わせが，  

排ガス拡散にどのように影響するかの葦異を比較検討した。一部の結果については，拡散実験に  

よっても確認した。  

（5）広域交通公害対策の評価システムの作成二広域交通の状況を把捉し，大気汚染激甚地区の  

抽札 広域レベルの対策評価を行う画像表示システム（ワークステーション用）を開発した。  

一63－   



2．4 国立機関原子力試験研究費（科学技術庁）による研究  

2．4．1水界生態系における環境汚染物質の動態に関する研究   

（担当者〕生物環境部：菅原 淳・花里孝幸・高村典子・安野正之  

環境保健部：青木康展・遠山千春・鈴木和夫・平野靖史郎  

〔期 間）58～62年度  

〔内 容〕ラン藻ミクロキスティスが分解されると，動物プランクトンの餌として利用される可  

能性がこれまでの研究で示唆されたが，分解に際して増殖するバクテリアが良い餌となることも  

明らかになったので，両者の効率について調べた。霞ヶ涌から集めたミクロキスティスを14Cでラ  

ベルした後，暗条件で分解を進め，その中に増殖しているバクテリアを選択的に3Hでラベルし  

た。これを霞ヶ浦から採取した2種のミジンコに餌として与えたところ，藻類に付着したバクテ  

リアを，浮遊しているバクテリアよりもよく同化することが確認された。   

一方，重金属に対する耐性の程度の異なるモデル水生生物として，耐性程度の異なる3種のコ  

カゲロウを用い，主として，カドミウム結合タンパク質の種類と量的変化の面から耐性機構を検  

討した。カドミウム結合タンパク質は，109Cdをトレーサーとして用いることにより，ウェスタン  

プロツティング法並びにオートラジオグラフイ一によって分析した。その結果，耐性種のみが，  

カドミウム暴露により，カドミウム結合タンパク質を誘導していることが判明した。  

2．4．2 環境汚染物貿の生物影響の作用機瀾に関する研究   

（1）植物影響瀾係  

〔担当者〕生物環境部：菅原 淳・近藤矩朗・田中 浄・島崎研一郎・竹内裕一・榊 剛・  

久保明弘  

〔期 間〕59～63年度  

〔内 容〕植物の0。暴露の早期に，葉緑体の糖脂質代謝の変化，種々の酵素活性の変化が認めら  

れるので，0。影響の初期過程を解明するために以下の実験を行った。  

（1）03暴軌こよって葉緑体に蓄積する遊離脂肪酸が葉緑体糖脂質代謝系酵素に及ぼす影響  

を，UDP－［3H］ガラクトース，［14C］モノガラクト脂質をトレーサーとして調べた。その結果，  

遊離脂肪酸は，糖脂質の新規合成をになう酵素（UDGT）を阻害し，糖脂質の分解を引き起こす酵  

素（GGGT）を活性化することが明らかとなり，03は遊離脂肪酸の生成を介して葉緑体の糖脂質  

分解を引き起こしていることが示された。  

（2）0。抵抗性と関係するグルタチオン還元酵素（GR）のmRNAの変動を解明することを目  

的ヒして，ホウレンソウ葉から抽出したmRNA，a5S一メチオニンを含むアミノ酸混液，小麦胚芽  

抽出液を用いて玩転地凝訳を行わせ，GRの抗体を用いてGRの翻訳活性について検討した。  

〔発 表〕h－16，17  
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（2）動物影響関係  

〔担当者）環境生理部：三浦 卓・持立克身・国本 学・高橋勇二・彼谷邦光・小林隆弘・山根  

一祐・佐野友春  

環境保健部：青木康展  

〔期 間〕59～63年度  

〔内 容〕代表的な大気汚染ガスである二酸化窒素（NO2）を動物に吸入暴露すると肺のマクロ  

ファージの分裂が促進されることをこれまでに明らかにして来た。これは硬化性ガスに対する適  

応反応と考えられた。3H標識した微生物を用いてマクロファージの殺菌活性を定量的かつ簡便に  

測定できる方法を開発し，NO2と同様に酸化作用を示すオゾン（0。）暴露ではマクロファージの殺  

菌活性が低下することを見いだした。また，オゾン暴露により肺胞マクロファージ及び腹腔マク  

ロファージの腫瘍細胞傷害活性に及ぼす影響を検討し，肺胞マクロファージでは腫瘍細胞傷害活  

性が元進すること，腹腔マクロファージでは低下することが判明した。   

ラット赤血球をCd処理すると，また，ラットにCdを投与すると，赤血球の寿命が短縮される  

ことを見いだしたが，赤血球に対するCdの作用点は赤血球膜であることが明らかになり，赤血球  

内に入ったCdは，細胞質から膜に移行，蓄積されることが明らかになった。   

タンパク分泌への重金属と03の影響を検討するために，ラット肝臓の実質細胞の培養系を確立  

した。また，ラットの肝臓よりmRNAを抽出し酵素タンパク質の転写活性を測定する系を確立  

した。  

〔発 表〕F－4，f－14，28  

2．4．3 湖沼・河ノーl生態系の酸性化に伴う物質代謝の変化機構に関する研究   

（担当者〕計測技術部：佐竹研一・植弘崇嗣・田中 敦・柴田恵子  

水質土壌環境部：高松武次郎  

環境保健部：三森文行  

生物環境部：清水英幸  

技  術  部：土井妙子  

（期 間〕60～64年度  

〔内 宰】酸性湖沼及び酸性河川の水質と分布する水生植物を明らかにすると共に，これらの水  

生植物の元素組成を測定して物質代謝系における役割を検討した。  

（1）強酸性湖恐山湖（宇曽利湖）（pIi3，4～3．8）には辞苔頬のDrepanocladus fluitans，  

Jungermamia vulcanicola，Scapania und ulata，水生維管束植物のPotamogeton pusillus，  

Potamogetonfryeri，Sparganiumhyperboreurn，Nupharjaponicum等が分布し，これらの水  

生植物にはケイ藻のEunortialunarisvar．intermedia，Eunitialunarisvar．subarcuata等の  

ケイ藻がおびただしく付着し光合成を行っている。  

（2）恐山湖の水生植物の中では辞類のDrepanocladusfluitansが圧倒的に多く，湖底の数  

十％を覆っているが，注目すべき点はこの辞類の厚いマットの下は嫌気的に成っている点で，硫  

酸還元菌やメタン細菌等が硫化水素やメタンの生成を行っている。硫酸還元は湖水に多量に含ま  

れる硫酸を減少させるため，嫌気層のpHは5前後の値を示している。  

（3）恐山湖では火山性の硫酸や塩酸と共に多量のヒ素が湖に供給され，水生植物や湖底堆積  

柳こ集積している。ヒ素を多量に含む水生植物を用いた室内実験の結果は微生物活動に伴うア／レ  
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シンの生成を示唆していた。  

（4）火山性強酸性水によって酸性化された水域として，渋川（長野県），西の河原（群馬県），  

穴地獄（群馬県），赤川（大分鼎）等に注目し，水と水生植物の化学組成についての検討を行った。  

〔発 表〕C23，24，C16～18  
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2．5 科学技術振興調整費（科学技術庁）による研究  

2．5．1 総 合 研 究  

くり アセアン諸国とのリモートセンシング技術の高度化とその応用に関する共同研究  

リモートセンシング技術の高度化に関する研究一共通基盤的情報抽出・処理手法に関する研  

究－：植生環境調査  

〔姐当寺〕総合解析部：内藤正明・安岡善文・飯倉善和  

環境情報部：宮崎忠国  

〔期 間〕61～63年度  

〔内 容）本研究はタイ科学技術エネルギー省国家研究評議会（NRCT）及びタイ環境庁  

（ONEB）との共同で，人工衛星ランドサット等を利用したリモーセンシングにより植生環境を調  

査する手法を開発することを目的としたむのである。特に，リモートセンシングデータを用いた  

植生分類手法，植生変化の抽出手法，さらにリモートセンシングに及ぼす大気効果の評価手法に  

ついて検討を行うことを目的とする。本年度は，昨年のフィールド実験に引き続き，タイ北部  

ChiangMai（チェンマイ）及び南部Phuketlsland（プケ島）において，人工衛星（ランドサット）  

の上空通過に同期して，植生，土壌，池，人工物等の分光反射スペクトルの測定などグランドト  

ルースデータの収集を行った。以下に本年度の成果の概要を示す。  

（1）スペクトルデータの解析   

収集された各種対象物の分光反射スペクトルデータを解析するための対話型スペクトルデータ  

処理システムを開発した。特に，スペクトル波形の類似度に基づいて，対照の分須を行うスペク  

トル特性分類手法の開発を行った。また，リモートセンシングに及ぼす大気効果の影響を評価す  

ることを日的として，地上で測定されたスペクトルデータから，透過率等大気のパラメータを推  

定する手法を開発した。  

（2）ランドサットデータの解析   

ランドサット画像を用いて，熱帯植生の分布を調査する手法として，最良線形判別関数に基づ  

く土地被覆分類手法を開発した。また，植生等土地被覆の変化状況を把握するために，（1）で開  

発したスペクトル波形類似度を用いて，多時期のランドサット画像から土地被覆変化領域を抽出  

する手法の開発を行った。さらに熱帯植生の貴重な種の1つであるマングローブの生息環境を調  

べるために，ランドサット画像と水上で測定した水質データ及び水面スペクトルデータから，透  

明度などの水質分布図を作成する手法を開発した。  

（3）大気パラメータの評価   

熱帯（タイ）及び温帯（日本）における大気状況の違いを評価することを目的として，  

LOWTRANプログラム（モデ／レ）を用いて，大気の透過率及び光路輝度を推定し，（1）におけ  

る推定値との比較検討を行った。  

〔発 表〕B10，11，b11，43，44  

（2）南太平洋における海洋プレート形成域（リフト系）の解明に関する研究  

リフト系のプレート形成過程及び周辺環境の解明一海水の物理・化学的調査・研究－  

〔担当者〕計測技術部：大槻 晃・河合崇欣・野尻幸宏  
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〔期 間〕62～64年度  

〔内 容〕地球上の多くの地学的現象の原因は，現在プレートテクトニクスの枠組みの中で理解  

され説明されている。海洋プレートの形成域であるリフトには太平洋，太西洋等の主要な海洋プ  

レートを造る中央海嶺型と南太平洋等に見られる小規模なプレートを造る背孤海盆型があるが，  

後者の調査・研究は最近始まったばかりである。   

本研究は，南太平洋に多く存在する掃海におけるリフト系及びその周辺の地形，地質・地殻構  

造構成物質の起源，熱水活動，周辺海水の物理・化学的性質，生物活動の実態・特性などを明ら  

かにし，プレート形成域の総合的な解明を行う。本研究は，仏国，南太平洋諸国との国際共同研  

究として実施される。   

本年度は，海洋科学技術センター所有の調査船「かいよう」を利用した太平洋北フィジー海盆  

の調査（11月28日より翌年1月2日迄）に参加した。深層水の水温・塩分調査及び試料採取を分  

担し，海底の熱水活動地帯の存在の可能性を明らかにした。  

（3）太平洋における大気・海洋変動と気候変動に関する国際協同研究  

大気・海洋変動関連要素の新観測技術の開発に関する研究－ライダーによる気候変勒関連要素の  

広域立体分布計測技術に関する研究：大気微量分子の多点同時・高感度計測技術の開発一二酸  

化炭素の多点同時計測技術の開発－  

（担当者〕大気環境部：杉本伸夫・笹野泰弘  

計測技術部：工刀刀正行  

〔期 間〕62～64年度  

（内 容）本研究は大気・海洋変動ヒ気候変動に関する研究のサブテーマ大気・海洋変動関連要  

素の新観測技術の開発に関する研究のうち，ライダーによる大気微量分子の遠隔計測手法の開発  

に関するもので，レーザー長光路吸収法により二酸化炭素の空間分布を測定する手法の開発を目  

的とする。レーザー長光路吸収法は微量分子の遠隔計測手法ヒして最も高感度が期待される手法  

であるが，測定が光路内に限定されるため空間的な濃度分布の測定への応用が難しい欠点を持っ  

ていた。本研究のねらいはアダマール変換光学の手法を応用してレーザー長光路吸収測定を多重  

化し，多数の光路で同時に測定することで微量分子の濃度を高感度かつ空間分解能を持って測定  

する手法を開発することである。   

本研究では二酸化炭素を測定対象として3年計画で実験システムの製作と評価実験を行う。初  

年度である本年度は実験システムのうち光源部及び検出部の開発・整備と測定の基礎となる二酸  

化炭素のスペクト／レに関する研究を行った。光源部の開発ではYAGレーザー励起色素レーザー  

の出力をラマンシフタ一により波長変換する方法により測定に用いる4〟m帯の波長可変パル  

スレーザー光を発生する装置とアダマール変換のための変調装置の開発を行った。検出部はAu  

ドープのGeの検出器を用い，パルスレーザー光を精度点く検出してディジル信号に変換できる  

ように積分器を製作した。これらの装置及び半導体レーザー分光計を用いて二酸化炭素のスペク  

トルの測定を行い，測定に用いる最適波長の設定を行った。この結果，4．3J‘mの強い吸収帯の短  

波長例のすそを用い，複数の吸収線の強度を波長掃引法により測定して，濃度と気温を同時に求  

める方法が適当であることが結論された。  

〔発 表〕d－52，54  
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2．5．2 重点基礎研究   

（1）環境中微粒子に含まれる汚染物実のトレースキャラクタリゼーションの手法に関する研究  

（担当者〕計測技術部：安部喜也・向井人史・大槻 晃・古田直紀・相馬光之・瀬山春彦・田中  

敦・森田昌敏・柴田康行・溝口次夫・柴田恵子  

〔期 間〕62年度  

（内 容）（1）粒子中汚染物質の化学形態別分析法   

①ヒ素は化学形態によってその毒性が著しく異る。大気粉じん中に含まれるヒ素を形態別に分  

析する方法を開発し応用を試みた。石英フィルター上に採取した大気粉じんから抽出したヒ素化  

合物を還元したものをコールドトラップに集めガスクロマトグラフィーに導入して，原子吸光法  

を用いて測定することにより，無機ヒ素，モノメチル，ジメチル，トリメチルヒ素を高感度，高  

精度で分析する方法を確立した。本法を環境大気に応用し，季節的組成変化粒経別組成などを  

明らかにした。   

②海洋粒子の起源ともなる海藻中にもヒ素が多いことが知られている。これらに含まれるヒ素  

化合物の形態別測定をより高精度で行うため，すでに開発したHPLC－ICPAES法をHPLC  

ICPMS法に発展させるためのカラム，溶媒等の条件を検討し，応用の可能性を明らかにした。   

③また∴酸性雨生成と関連する，大気中ミスト粒子の化学組成の差を，形態上の差異によって  

区別することを目的として硫酸，硫酸アンモニウム等のミストを人工的に発生させ，いろいろな  

サンプリング及び測定条件で，電子顕微鏡による画像を測定した。形態により硫酸ミストを半定  

量できることを確めた。  

（2）粒子表面における元素の分布及び存在状態   

土壌や底泥粒子表面での元素組成を測定する方法としてⅩ線光電子分光法の応用を検討し，モ  

ンモリロナイトその他鉱物試料について粒子表面のNa，Ca，Cdそのほかの元素を約20％の誤差  

で測定出来ることを確認した。また表面元素の光電子結合エネルギーとオージュ電子運動エネル  

ギーとから化学結合状態を知ることができることを確め，種々の化合物の元素について，基礎的  

データを蓄積した。この方法をフライアッシュ及び湖底泥の分析に応用し，それぞれ，表面にお  

いて平均的元素組成と比べて重金属やFe，Mnが濃縮している状態を明らかにした。  

（3）トレースキャラクタリゼーションによる汚染物質の発生源の推定   

①隠岐島で毎月単位で採取した大気粉じんについて，成分のトレースキャラクタリゼーション  

を行いその季節変化の状態を解析することにより，粒子や汚染物質の起源に関する情報を得た。  

すなわち，春季には粒子中のAl，Ti，Sc等の濃度が高く，黄砂による影響が認められ，また夏季  

にはⅤ濃度が高く，石油起源による汚染と関連していることが示された。   

②湖底泥中のPAHの分析に用いるHPLC一蛍光法を改良して感度を著しく向上させることに  

成功した。摩周湖底泥のコアサンプルに応用し，B（a）pが表層近くで急激に高くなっていること  

から，これが最近の大気降下粒子に由来する汚染によるものであることを確めた。  

〔発 表〕K17，C－49，C1，23，25   

（2）高齢者の物理・化学的環頓に対する“感受性”に関する基礎的研究  

〔担当者）環境保健部：兜 兵衛  

〔期 間）62年慶  
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（内 容〕本研究は，（1）疫学的研究と（2）実験的研究に分けられる。  

（1）では，まず，都内江東区の高層団地の主婦を対象とした調査を行い，家屋内外の騒音，大  

気汚染に対する住民の意識と自覚的性格，一般的ストレス度（あるし）は疲労度）との関連性を検  

討した結果，特に家屋内の騒音に対する“うるささ’’が，“怒りっぽい”，あるいは“毎日ぐった  

り疲れる”などの項目と有意に相関することが示された。年齢あるいは示唆されている更年期症  

状などによる影響などについては更に検討中である。また，臨床疫学的研究として，水俣地域の  

過去メチル水銀高度汚染を経験した住民検診の中高年の対象者，及び施設収容の高齢水俣病患者  

について，甲状腺機能痍査を行い，患者群で臨床症状は顕在化していないが，いわゆる“SUB－  

CLINICAL HYPOTHYROIDISM”と考えられる者の多い事を明らかとした。抗サイログロブ  

リン抗体，抗マイクロゾーム抗体などの自己免疫によるものではないことが示され，したがって，  

加令による感受性の変化を介するものではないと思われる。そのほか（1）に関連して，現在問題  

とされている家屋内のラドン濃度を簡易型パッシブモニター（ラドトラック）を用いて，東京都  

下，仙台，奈良などの75世帯を対象として測定した。濃度範囲は0．3pCi／J（検出限界値）から  

5．7pCi／Jにあり，諸外国のデータより低値であった。  

（2）では，まず，若年及び高齢のヒト各40，計80名を対象に，生理実験用遮音室内で，再生時  

の被検者の位置でのレベルを等しくした（Leq＝90dBA）30種類の生活環境音に対する“うるささ”  

が，性，年齢あるいは性格（Y－Gtest）などによりどの程度変動するかを調べた。また，一定の  

ホワイトノイズに対する交感神経の反応（AEPGR）が，うつ的状態あるいは早朝尿中カテコール  

アミンレベルから知られる交感神経トーンなどとどのように関連しているかなども調べた。興味  

ある，また“苦情”発生メカニズムを考えるための意味のある結果が得られた。一方，動物実験  

では，加令（4～50週令）に伴って各臓器や体液中の構成元素が量的及び質的にどの様に変化す  

るか，また，Sr／Ca比を求め，生体の有する元素識別機構の加令変化も検討した。結果，Sr／Ca比  

は約25過令まで低下を続け，その後一定となるが，この変化にはCaの選択的吸収，また腎におけ  

る選択的再吸収，さらに，Srの選択的排せつの各メカニズムの変化が関与していることが明らか  

とされた。  

2，5，3個別重要国際協同研究  

（1）野外大気中における光化学スモッグ・酸性雨生成機構の研究  

（担当者）大気環境部：秋元 肇・植田洋匡・鷲田仲明・井上 元・坂東 博  

技 術 部：上原 清・高木博夫  

〔期 間）62年度  

〔内 容〕（1）中国環境科学研究院と国立公害研究所との間で，光化学大気汚染・酸性雨等複合  

大気汚染の観測・解析を協力して行うため，国立公宅研究所より一名の研究鼻を中国に派遣した。  

中国では環境科学研究院において，光化学チャンバーを用いた実験に関する研究打ち合わせを  

行った後，同院が酸性雨に関する野外調査を行っている桂林及び広州の現地を視察し，データの  

検討を行った。  

（2）中国環境科学研究所より1名の研究員を当研究所大気環境部大気化学研究室へ，他の1名  

を大気環境計画室へ受け入れ，それぞれフーリエ変換赤外分光器を用いた大気光化学反応の実験，  

及び大型拡散風洞を用いた大気汚染物質の拡散実験を共同で行った。  
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3．情 報 業 務＊   

環境情報部は，公害環境関連情報に対する広範な需要に応じるため，研究所の設立以来，数値  

情報（大気質・水質等），文献情報，情報源情報等の収集に努め，それらの情報に基づく環境デー  

タベースの構築とその効果的運用を図ってきた。また，昭和50年に指定された国連環境計画  

（UNEP）の国際環境情報源照会システム（INFOTERRA）の代表機関（ナショナ）t／フォーカル  

ポイント）としての業務を整備してきた。   

本年度は，各種文献情報等に係る商用データベースの進展に合わせて，国内，国外の多数のデー  

タベースに含まれる多種類のファイルを総合的に利用するネットワーク型処理体制の整備を図る  

と共に，引き続き国及び地方公共団体等の環境調査報告書などの資料に関する検索システムの検  

討を行った。   

また，新聞情報を含む社会情報の外部システムの利用の一環として，NEEDSIR（日本経済新  

聞）及びHINET（平和情報センター）に加えて，ASSIST（日外アソシエーツ）の利用による主  

要新聞雑誌等の記事検索体制を強化した。   

さらに，図書業務に関しては，図書事務室の新設，棚数の増設等の整備の拡充を図るほか，雑  

誌等逐次刊行物及び単行本等の電算機入力を進め，漢字データベースを利用した照会業務と管理  

体制の強化を推進すると共に，筑波研究学園都市内各研究機関等の所蔵図魯の相互利用の手続き  

等に係る体制の確立を図った。   

数億倍報に関しては，大気環境，水質環境に閲し，61年度の測定結果をもとにデータファイ／レ  

を作成すると共に，これらのデータファイルの利用を図るため，貸出規定に基づく貸出業務を行っ  

た。大気環境データのうち大気常時監視測定の集計結果については，61年度より自治体からの報  

告を電算処理する新システムを環境庁と協同で運用しており，61年度の月間値・年間値データ  

ファイルをこのシステムの運用過程で作成した。大気常時監視測定の一次データを対象とする時  

間値データファイルについては，我が国の全測定局の約半数に当たる1，009局分の61年度測定  

結果を収録した。水質環境データについては，全国公共用水域水質測定結果について，収集一デー  

タベースへの収録一解析・集計の一貫したシステムを環境庁水質保全局との協力で，より充実し運  

用し，その過程で61年度の測定結果を水質環境のデータファイルとして収録した。この解析・集  

計結果は，水質保全局の発表した『昭和61年度全国公共用水域水質測定結果についてjの基礎資  

料として用いられた。数値情報データファイルの利用促進の観点から，昭和52年度から現在まで  

に蓄積された環境データベース数値情報の利用マニュアルを作成した。また，過去に作成された  

大気時間値データファイルのうち，51～53年度分について，最近の電算機環境にあわせるための  

再編集業務を行った。また，環境データに特有な情報処理手法の開発と環境データの適切な有効  

利用を図ることを目的として前年度開催した「第2回環境データ処理研究会」の報告書を刊行した。   

現在，環境情報部が整備中の環境データベースの構成は図3．1に示した。   

環境データベースを効果的に運用するためにも，また増大する研究に必要な科学技術計算需要  

に対応するためにも，電子計算機システムの機能充実は不可欠である。本年度は主としてソフト  

ウエアの機能向上を図り，より大きなジョブの実行を可能にし，また所内各所で発生するデータ  

を大型電算機で処理するための検討を進め，システムの効率的運用を一層促進した。  

＊〔発表〕に記載された記号は5章 成果発表一覧の記号に対応する。  
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なお，プログラムやデータの蓄積が進んだことにより，システムの機密保護並びにより適性な  

管理運営を行うために，従来の町電子計算機の利用に関する規程j を改正して『国立公害研究所  

電子計算機処理管理規程』を作成し，施行した。  

INFOTERRA活動については，国内利用の普及を図るために，日本科学技術情報センター  

（JICST）との協力により，JOISを通して当該データベースのオンライン利用を可能にするなど  

のシステム開発を行った。また，国内情報源として地方公共団体及び大学の環境関連部門を登録  

し，我が国の情報源の拡充を図った。  

測定局属性情報ファイル  
時間個データファイル  
月間侶い年間僧データファイル  
水質マスタファイル  
水質データファイル  
洗1マスタファイル  

流量データファイル  
オキシダント緊急時発令状況ファイル  
光化学スモッグ被害ファイル  
緊急時のための低層気象ファイル  

人口統計  
工業統計（通産省との情報交換）  

CDA（環境データ解析用対話型プログラム）  

バッチ型データ桟索プログラム  
対話型公共用水域水質測定点地図作成プログラム  

NIES－EPA  

NJES－MF  

NIES－SC  

NIES－β00K  

JICSTファイル等〔外部システムJOJS利用〕  

ENVIROLINE等〔外部システムDIALOG利用〕  

NIES－NEWS  

NJKKEI等〔外部システムNEEDS－1R利用〕  

TECNO5RC等〔外部システムHINET利用）  

WHO等〔外部システムASSIST利用〕  

INFOTERRA（UNEP）  

CLEARING（国内）〔外部システムJOIS利用〕  

SSIE（米国）〔外部システムJOIS及びDIALOG利用〕  
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図3．1環境データベースの構成  
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3．1 環境数値データファイルの作成と利用  

3．1．1 データファイルの作成  

環境行政及び環境科学研究において必要とされる環境数値情報を広く収集し，これを利用に便  

利な形で電子計算機に蓄積することほ，環境情報部の主要な任務の一つである。昭和62年度にお  

いては，前年度に引き続き大気環境データ及び水質環境データを収集して磁気テープに収録する  

と共に，蓄積されたデータの検索，解析手法の開発を進めた。  

（り大気環境データファイル   

大気環境データファイルは，①大気環境時間値データファイル，②大気環境月間値・年間値  

データファイル，③大気測定局属性情報ファイルの三つで構成されている。これらのファイルに，  

61年度測定データを入力した。   

①大気環境時間値データファイル   

大気環境時間値データファイルは，自治体がテレメータにより収集した各測定局の1時間ごと  

の測定値を記録した磁気テープを，各自治体から提供を受け，作成しているものであり，昭和52  

年度より事業は継続されている。磁気テープの仕様や測定項目の配列順序は自治体ごとに異なる  

ので，これらのデータを統一的に利用するために，当所で定めた「標準磁気テープフォーマット」  

に変換・編集して蓄積している。昭和62年慶事業として収録した対象測定局数は，表3．1に示す  

とおりで全部で1，009局である（移動測定車による測定局は除外）。収集対象項目は前年度と同様，  

各自治体で測定，記録の対■象としている項目としたが，気象項目のうち特殊なものは除外した。  

（勤大気環境月間値・年間値データファイル   

大気環境月間値・年間値データファイルは，環境庁大気保全局が1年に1回発表する「一般環  

境大気測定局測定結果報告」及び「自動車排出ガス測定局測定結果報告」に記載きれても）るデー  

タに対応するもので，昭和45年虔測定結果から収録されており，現在，全国的，かつ経年的に我  

が国の大気汚染状況を評価することができる唯一のデータファイルである。このデータファイル  

は，従来，自治体からの測定結果報告（調票）をまとめた上述の二つの報告書をもとに作成され  

ていたが，61年度より，磁気ファイ／レを報告書に先行させるシステムに変更した。本年度は，61  

年度に作成したシステムに基づいて磁気テープ以外による報告データ（電算入力用シート，従来  

の調票）の入力，データチェック，編集を行った。これを環境庁において，磁気テープによる報  

告データと合わせて再編集し，昭和61年度測定結果に対応する月間情・年間値データファイル及  

び上記報告書を作成した。また，経年変化データ（降下ばいじんを含む）も61年度よりファイ／レ  

化を開始した。本年度収録した項目別の測定局数は表3．2のとおりで，前年度とほぼ同様である。   

③大気測定局属性情報ファイ／レ   

大気測定局属性情報ファイルには，一般環境大気測定局，自動車排出ガス測定局の名称，住所，  

測定局コード，地図情報，周辺状況，測定項目，測定機の型式，及び保守管理状況等が記録して  

ある。61年度から測定結果データの自治体よりの報告様式が変更になったのに伴い，属性情報の  

調査システムを変更する必要が生じたので，本年度は，調査の方法，■調査項目に関して検討した。  
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表3．1大気環境時間値収録対象局数（昭和61年度データ）  

一般局  自排局  その他   備  考   

茨城県  2  0  

栃木県  6（2）－  

群馬県  0  0  

埼玉県  13（2）●  

戸田市を含む〕  
千葉県   19  ロ   
東 京 都  35   32   3  その他の中の1局は立体局（10測定点），1局は気象局   

神奈川県  27（1）－  

〔横浜市，川崎市，横須暫札相模原市を含む〕  

愛知県   5   ロ   
名古屋市  10  ロ  
三重県  2  0  

京都府  0  

京都市   2   

大阪府  30  ロ  
〔大阪市，堺市，豊中市，吹田市，高槻市，枚方市，高石市，  

東大阪市，岬町を含む〕  

兵庫県   21  0   

神戸市  6  2  

奈良県  0  0  

和歌山県   0  ロ   
岡 山 県  57   10   4  その他の中の1局は立体局   

広島県  10  0  

山口県  0  

福岡県  0  

北九州市   5  ロ   

計   777  209（5）●  23   総   計  1，009局  

●（）内は，一般局で自排局を兼ねたもの。  

第2回環境データ処理研究会報告書   

大気水質，騒音等のいろいろな環境データの処理手法の開発と環境データの有効利用の促進  

のため，従来の「大気環境データ処理システム研究会」を発展させた「環境データ処理研究会」  

を61年度より開始した。62年度は，昭和62年3月25，26日に大気経由の環境汚染現象をテーマと  

して開催した第2回研究会の内容を報告書として公表した。  

（2）水質環境データファイル  

水質汚濁防止法に基づき，全国公共用水域水質調査が，昭和46年度から実施されている。この調  

査結果をデータファイルに収嫁する作業は昭和51年度より開始し，収録項目を逐次増加してきた。  

昭和62年度は，前年度と同様，水質環境データファイル作成事業と「水質測定結果資料解析費」  

による事業とを統一的に実行した。  
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表3．2 大気環境月間値・年間値データファイルに  
収録した項目別局数（昭和61年度データ）  

測 定 項 日   一般環境大気測定局   自動車排出ガス測定局   

二酸化硫黄   i，625   52   

窒素酸化物   1．331   292   

一酸化窒素   1，331   292   

二酸化窒素   1，331   292   

一酸化炭素   198   314   

オキシダント   1．027   46   

浮遊粉じん   627   47   

浮遊粒子状物質   906   72   

全炭化水素   332   149   

非メタン炭化水素   331   141   

メタン   331   139  

水質環境データファイルは，①水質マスタファイル，②水質データファイル，③流量マスタ  

ファイル及び④流量データファイルの4ファイルにより構成されており，その内容及び62年産業  

務は以下のとおりである。   

①水質マスタファイル   

水質マスタファイルは公共用水域の水質測定点にかかわる情報を収録したファイルであり，  

データの検索や基準適否の判定などのための基礎となる情報を持っている。62年度は，前年度に  

引き続き，変更地点等の調査結果に基づいて，測定点を5万分の1地形図に記入すると共に，地  

点統一番号，地点名称，指定類型，達成期間のほか，緯度，経度を測定して，マスタファイルに  

収録した。また，本マスタファイル更新の基礎となる測定点情報調査表は電算機による出力を用  

いた。   

③水質データファイ／レ   

本年度は昭和61年度測定に係る全国公共用水域の全測定点（8，460地点，延べ118，312測定）に  

ついて，水質測定結果資料解析に必要な生活環境項目のpH，BOD（河川），COD（湖沼，海域），  

SS，大腸菌群数，nヘキサン抽出物質，及び健康項日のカドミウム，シアン，有機リン，鉛，  

クロム（6価），ヒ素，給水銀，アルキル水銀，PCBを収録した。窒素，リン関係項目についても，  

技術的検討のため試験的収録を行った。なお，本ファイルの原資料となる都道府県からの測定結  

果の報告形態は，34都道府県が磁気テープによっている。   

③流量マスタファイル   

建設省作成の流量年表に記載されている流量測定点について，属性情報（位置，名称，流域面積，  

河口からの距離等）と年集計値（最大流量，平均流量，年総流量等）を収録している。   

④流量データファイル   

上記流量年表（昭和50年～58年）の測定点ごとに，日平均流量，月合計，月平均流量，年合計，  

年平均流量等を収録している。   

以上のファイルのうち，①，②については，環境庁水質保全局の行う公共用水域水質測定結果  

調査と密接な関係にあり，同調査によって得られた内容に閲し収録・集計等の作業を環境庁水質  
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保全局と協力して行う過程で作成されたものである。環境庁水質保全局が昭和62年12月に発表し  

た「昭和61年度公共用水域水質測定結果について」及び同局監修の「水質年鑑」の内容は，この  

作業結果を基礎としている。  

3，1．2 利用プログラムの整備  

数値データファイ／レを有効に利用するためには，データの検索機能，作表，作図等の出力機能  

と，検索したデータの解析機能が優れた利用プログラムの整備が必要である。環境データベース  

利用ソフトウェアとして現在，次のソフトウェアを維持している。  

（り環境データ解析用対話型プログラム   

既に，環境データのバッチ処理用の多変量解析プログラムの整備を終了した。しかし，環境デー  

タは，工場における品質管理や実験計画の場合のような，統計的に管理された条件下で得られる  

ことはまれであるため，データの吟味から始まり，分布のモデ／レを探索しながら，適当な変換等  

を試行錯誤的に試みるというような処理が必要である。このような処理を対話的にTSSで遂行  

するために対話型プログラム（CDA，ConversationalProgramforEnvironmentalDataAnalyr  

Sis）を開発し，研究所内での利用を可能とした。また，61年度にCDAの利用マニュアルを出版し，  

利用の促進を図ってきている。  

（2）公共用水域水質測定点地図出力プログラム   

水質環境データファイル（マスタファイル）の作成において、水質測定点の位置をはじめとする  

各種情報を整備しているが，とくに地点の位置については毎年，調査・更新した情報をもとに，  

基本となる地図に手作業で記入するなど多大の労力を費やしていた。これら作業の効率化と水質  

測定点地図の基礎資料の作成のため，昭和61年度に当該プログラムを作成・整備し．研究・行政  

分野での利用を可能とした。62年度は，利用マニュアルの検討を行った。  

（3）公共用水域水質測定結果収飴ソフトウェア   

当所で開発した公共用水域の水質測定結果を収録・解析するためのソフトウェア（3．1．1（2）  

参照）は，従来より自治体からの要請があれば，提供してきたところであるが，62年度は，そのマ  

ニュアルの整備に着手した。  

3．1．3 数値データファイルの利用  

（り利用体制の整備   

①環境データベース磁気テープ貸出規程   

環境数値データベースのもつ環境質の測定結果を，広く環境研究や環境行政の利用に供する体  

制を検討している。数値データファイルを利用者に提供するに当たって，1件当たりのデータが  

膨大であるため必然的に磁気テープによらざるを得ない現状にかんがみ，「環境データベース磁気  

テープ貸出規程」による貸し出し方式が昭和55年2月に確立され，この規程に従って，62年度も  

環境データベースの利用が進められた。  
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（∋他機関との情報交換   

当所所長と通商産業大臣官房長との覚書交換（昭和56年3月30日）に基づいて，昭和55年度より，  

当所の作成した大気環境月間値・年間値データファイルと，通商産業省の作成した工業統計とが  

磁気テープにより交換されている。62年度も，これに基づき情報交換を行った。   

③ 外部データベースヘの提供   

前出の「環境データベース磁気テープ貸出規程」による提供は，特定されたテーマについて，  

特定された利用者が一定期間内に利用することを前提としており，外部データベースに提供して  

永続的かつ不特定利用者への利用に供することを想定していない。このため，外部データベース  

ヘの提供は個別に対応しており，本年度は3件あった。  

（2）大気環境時間侶データファイルの再編集   

過去に収録されたデータファイルは，当時の電算機環境に対応したものであり，時と共に，最  

新の電算機環境に対応させる処理が必要となる。   

既に収録されている測定データのうち，大気時間値データファイルの昭和51～53年度測定分の  

ファイ／レについては，現在の磁気テープフォーマットと若干の相違点が生じていたため，これら  

に対して最新のフォーマットへの再変換・編集作業を行い，フオ√マットの統一化をすすめ利用  

者の便宜を図った。  

（3）環境データベース数値情報利用マニュアル   

環境データベース事業が昭和52年度に開始されて以来62年産までに蓄積された数値博幸酎こつい  

て，総合的な利用マニュアルを作成した。  

〔発 表〕K－128，131～138  

3．2 研究情報の整備  

主として，文献情報の収集とそのデータベース化及び国外国内の外部作成ファイルの活用につ  

いて改善を進めて，環境データベースの一環としての機能の充実を図った。昭和62年度の特色は，  

外部システムの利用について，通信回線の高速化（300う1200bps），呼出しの自動化，プリンタの  

高速化等を進めるなど，端末機能の強化を行うほか，1）内部作成ファイルの充実に合わせた原  

典即時利用体制の強化，2）逐次刊行物用のファイルNIES－SCの整備に加えて，単行本ファイル  

NIES－BOOKの収録件数の増加，及び3）内部システムと外部システムの体系的利用体制の拡充  

を行ったことである。   

表3．3にシステムの概要を示すが，各ファイル等の内容は次のようになっている。   

NIES－EPA 米国政府関連技術報告書をデータベース化したNTIS Bibliographic Data File  

の中から，米国環境保護庁EPA関係を抽出したものであったが，1980年のものから他の省庁の環  

境公害分野も含めた拡張型に改善した。制限された若干のものを除いて，大部分の対応原典がマ  

イクロフィッシュ版うリーダプリンタの方式によって即時利用できる。所蔵文献の検索データを  

全部取り入れて，原ファイルの1／10以下の容量に圧縮し，電算機の利用効率を高めたのが特色で  

ある。   

NIES－MF 上記ファイルに対応しない原典マイクロフィッシュについて，当所で書誌事項を入  

力して原テープを作成しているものである。  
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表3．3 国立公害研究所のオンライン検索システム  

システム又はファイル名（内容）  利用対象者  端末操作者   脂  考   

収録件数（62年度兼）  

NIES－EPA （環境公害文献）  国立公害研究所職貞  64．041（6，161増）  

内部  利用者  11，026  
環境庁職員  1．753（毎年更新）  

システム  8，868（58年度購入分より）  

NIES－NEWS （新聞記事）  6．593   

JOIS  （文 献 等）  国公立公害研究所職員  郡内担当者  

外部  
NEEDS－1R（新聞・雑誌記事等）  

HINET （同上）  同   上   同 上  
ASSlST （同上）  

システム  
DIALOG  （文 献 等）   同   上   同 上  

州ES－SC 収集した逐次刊行物の管理を目的としたもので，入手形態・所蔵場所・所蔵年次を  

どの管理記録の省力化と，利用者全員が座右で常時利用できる逐次刊行物リストの年度当初にお  

ける更新を，正確かつ容易にするなどの図書室サービスを強化する手段になっている。   

MIES－BOOK 収集した単行本を対象としたもので，58年度から入力を開始したものである。  

このファイルの利用によって，各研究部等に分散所蔵された単行本の集中管理と有効利用が進め  

られる。  

JOIS 日本科学技術情報センター（JICST）のオンライン文献検索システムであり，漢字出力  

と原報コピー提供が特色である。JICST理工学ファイルには国内環境公害関連研究報告を含めて  

毎年数万件が入力されている。   

DIALOG 米国ロッキード・ミサイルズ・アンド・スペース社の検索システムであるが，利用で  

きるファイルの数の多いのが特色であり，このシステムに含まれるデータベースは約250種，収録  

件数は1億を超す世界最大級のものである。   

以上のオンライン検索に加えて，SDI（SelectiveDisserninationofInformation：選択的情報  

提供）を利用した，オフラインの専門分野情報の定期的入手等も昨年同様に実施し，総合的な文  

献情報の利用体制を整備した。また，所外文献の原典コピー入手については，JICST，国会図書  

館の利用に加えて，DIALOG代理店による海外情報サービスの利用等を取り入れた。   

前述のように，多数のデータベースを利用する方法に並行して，日独科学技術協力協定に基づ  

く情報交換等，国際協力による研究情報の整備を進めた。   

なお，地方公共団体において作成された研究報告等のデータベース化の一つとして，JOISに登  

録する作業を側面から支援したが，全国公害研協議会加盟の63機関69誌については昭和56～62年  

虔の6年間で，5，498件が登録された。これら研究報告については，JOISに登録された国立公害  

研究所の出版物と同じように日本全国どこからでも原報利用が可能である。  
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3．3 社会情報の整備  

新聞記事データベース等の社会情報に関するデータベースは，ユーザの利用の拡大に伴って近  

年，目覚ましい発展を遂げており，これらの外部システムの効率的利用に努めている。なお，外  

部システムが未整備である昭和52年9月までは，記事データベースとして，NIESNEWSを内部  

システムとして作成するなど，全体的な補完を図ることとしている。   

NIES－NEWS 環境公害に関する新聞の記事について，昭和57年度より開発に着手し，62年度  

までに6，593件を入力した。収録の対象は，朝日，毎日，読売，日経，サンケイ，日本工業，い  

はらき及び，常陽の8紙であり，48年1月～52年9月までである。   

NEEDS－1R（株）日本経済新聞社のオンライン検索システムであり，日経及び日経産業などの新  

聞並びに雑誌等1，000種以上の記事の検索に利用している。   

HINET（株）平和情報センターのオンライン検索システムであり，日刊工業などからの産業技  

術情報に含まれた環境公害事項の検索に利用している。   

ASSIST（株）日外アソシエーツのオンライン検索システムであり，人物・人材情報，企業・新  

製品・新技術情報，マスコミ記事情報，図書内容情報等の検索に利用している。  

3．4 情報源情報の整備と提供   

（1）lNFOTERRA業務   

当部は，国連環境計画（UNEP）の運営する国際環境情報源照会システム（INFOTERRA）に  

おける我が国の代表機関（ナショナル・フォーカルポイント）として，以下に述べるような業務  

を行った。なお，工NFOTERRAは，1988年1月現在，参加国数133，登録情報源数約5，800である。   

①情報源の登録と更新   

本年度は，地方自治体及び大学を中心に，環境に関連のある部門計56を情報源として新しく登  

録した。また，組織の改廃などにより，3情報源の登録が取り消されたほかに，43情報源の登録  

内容に変更があった。この結果，国内の登録情報源数は，合計414ヒなった。   

②情報源の検索照会   

国内外からの文書による依頼に対して，情報源照会回答業務を行った。昭和62年度は，46件（国  

内から26件，国外から20件）の照会があった。なお，この中の10件に対して，我が国における環  

境基準などに関する一次情報の提供を行った。   

③検索システムの開発   

国内での利用を容易にするために，漢字プリンタを用いて検索結果の一部を日本語で表示する  

システムを開発し，このシステムにより新たに国内利用向けのデータベースを作成した。   

④国内普及のためのJICSTとの協力   

国内利用の普及を図るために，日本科学技術情報センター（JICST）に対する情報源データベー  

スの提供及び検索システム開発への協力を行った。この結果，昭和62年7月から，JOISを通して  

当該データベースのオンライン利用が可能となった。利用件数は，本年度は18件であった。   

⑤UNEPとの協力   

昭和62年11月にアテネ（ギリシア）で開催されたヨーロッパ地域等INFOTERRA参加国会議  

に招請されて代表が参加し，報告及び衛星通信による検索デモンストレーションを行った。  
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⑥出版及び広報活動   

情報源及び利用者への広報資料として，「INFOTERRA国内情報源台帳（第8版）」を作成し，  

関係機関に配布した。   

さらに，利用の拡大を図るため，⑤項で述べたほか，つぎの学会・シンポジウム等において，  

INFOTERRAに関する発表あるいはパネル展示及びTSS端末を用いた検索を実施して，利用者  

に対する広報活動を行った。   

総合都市情報システム国際会議（国際連合地域開発センター，62年7月，川崎）   

第3回全国公害研究所交流シンポジウム（国立公害研究所，63年1月，つくば）   

第22回水質汚濁学会（日本水質汚濁研究協会，63年3月，東京）   

第3回環境工学連合講演会（日本学術会議環境工学研究連絡委員会，63年3月，東京）  

〔発 表〕K－129，A－14，15，a12，14   

（2）研究課題等情報廟検率業務   

文献検索の外部システムであるJOIS及びDIALOGの利用によって，10数種類の研究情報源情  

報が得られる。主なデータベースとして，日本国内公共試験研究機関約600機関の研究テーマを内  

容とする「JICST科学技術研究情報ファイル：CLEARING」と，米国内約1，300機関の研究テー  

マを内容とする「SSIE研究情報ファイル」などがある。  

3．5 電子計算機蕪務  

環境情報（大型電子計算機）システムは，各実験施設や野外測定のデータ解析，環境問題のシ  

ミュレーション及びそれらの画像・図形処理に利用されると共に，各種データベースや図書業務，  

賃金職員の給与計算，共済貸し付け業務，及び重要物品検索業務等の漢字利用システムで使用さ  

れた。   

これらの利用形態のうちで，本年度の著しい傾向として，大きなメモリ空間を必要とする数値  

計算ジョブの増加と，主に数値情報を扱う本格的なデータベースの構築と利用が挙げられる。  

年々，高速化とプログラムサイズの拡張の要求が強まる数値計算ジョブについては，これまで実  

行できるプログラムサイズに8メガバイトの上限があったが，FORTRANコンパイラの機能向  

上により，通常16メガバイトの大きさのプログラムが実行可能となった。しかしながら，これ以  

上のメモリ空間を必要とする大型の数値シミュレーションジョブの利用申請も多く，現システム  

ではこのような大型ジョブは同時に複数実行することはできない。また，他の利用者のジョブの  

ターンアラウンドタイムに与える影響が大きいため，システムの繁忙度を検討しながらジョブの  

スケジューリングを行うと共に，翌朝までのシステムの延長運転等により対処してきた。しかし，  

今後は大型の数値計算プログラムが不可欠の時代となり，大型ジョブを持ち込む利用者が増えて  

いくので，これらの要求を満たしたシステムの円滑な運営が課題である。これまでデータベース  

に関しては，本システムは文字情報を主体としたものに多く利用されてきたが，最近のリレー  

ショナルデータペ「ス理論の普及に伴い，大型計算機によるリレーショナルデータベースシステ  

ムRDBlの利用が活発になっている。電算機管理室では，データベースによるシステムの有効利  

用のため，RDBlシステムの管理と技術的指導を行ってきたが，これまでのデータベースシス  

テムに比べ，数値データに特に有効であるため，現在，国立公害研究所及び環境庁で多様なデー  

タベースが，構築運用されつつある。  
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電算機管理室では，以上のように利用されている大型電子計算機システムの適切な運営を図る  

と共に，利用者の各々の質問要請に対応している。そのひとつとして霞ヶ浦臨湖実験施設で測定  

されている各種デー′夕の変換・着帯及び利用者への抽出・提供があるが，加えて本年度，奥日光  

環境観測所が完成したことにより，そこから送られてくるデータの利用にも対応できるように，  

現在検討中である。   

なお，上記のようにプログラムやデータの蓄積が進み，データベースの検索などによるシステ  

ム利用者の範囲も広がることが必至の状況にあることから，システムの機密保護と適正な管理運  

営を行うために，従来のF電子計算機の利用に関する規程jを改正して『国立公害研究所電子計  

算機処理管理規程』を作成し，昭和63年2月8日より施行した。   

また，かねてより利用者の関心も高く，電子計算機委員会で提案されたコンピュータネットワー  

クについても，講師を招いた勉強会を2回開催し，多数の参加者を得た。図3．2は本年度のシス  

テム利用状況の月別の日平均値である。  
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3．6」図書及び編集業務  

所内の図書関係業務については，環境情報部情報管理室が環境情報の収集，整理及び提供に関  

連する業務の一部として図書館業務を行っている。昭和62年度においては，玄関口ピー等の一部  

を利用するなど，図書室［総面積791m2］の整備拡充を図り，図書閲覧室［棚数468棚，194m2］，  

地図・マイクロ資料室［101m2］，雑誌閲覧室［50m2］及び，新着雑誌室［雑誌展示書架1，120誌  

分，80m2］に閲覧座席34席を用意するほか，バックナンバー書庫［棚数1，542棚，204m2］，電動  

書架［棚数918棚，74m2］及び複写室［17m2］を整備した（図3．3）。また，別棟に情報機器・資  

料室［暗室を含む。76m2］及び複写室［33m2］を配し，利用者の便を図っている。表3．4に63年  

3月現在の蔵書数等を示す。   

なお，図書等の整理検索等に電算処理を導入する体制については，特にデータ入力にパーソナ  

ルコンピュータの利用を進めるなど，さらに改善して漢字入出力装置の整備に合わせて，環項デー  

タベースの一環とした実用化を進めた。   

単行本ファイルNIESBOOKは，58年4月以降収集の図書を入力し62年度末で8，868件を入力  

した。また，本年度は，単行本所蔵リストNo．3（国立公害研究所環境情報部資料第16号）を発行  

した。   

昭和62年度における研究報告書等の編集業務については，国公研年報（1件），国公研研究報告  

（12件），国公研研究資料（2件），国公研こユース（6件），環境情報部資料（4件）及びその他  

の刊行物（3件）を刊行した（成果発表一覧参照）。また，刊行物は，刊行物の種類によって，そ  

れぞれ国立国会図書館，公害関係研究機関及び各省庁・地方公共団体公害担当部局等に寄贈交換  

託として配布した。  

〔発 表〕K127  
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図3．3 図書室内配置図  
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表3．4 蔵書数等  

資料形態   内  ノ 容   61年度末   62年度末  増加数等  

単行本   22．467冊   24，263冊  1，796冊  

外国資料類   1，522冊   1，552冊   30冊  

国内資料類（継続資料）   327種   332種   5種  

〟  （単発資料）   9．345冊   9，924冊   579冊  

洋雑誌   833種   852種   19種  

和雑誌   792程   gOl毯   10g種  

（寄贈交換）   （490種）   （490種）   

航空写真（モノクロ㌧－ム・リアルカラー・   1，498枚  1，498枚  

写  真  赤外カラー）  

衛星写真（LANDSAT）  （整理中）  （整理中）  

地勢屈（国土地理院，20万分の1）   129枚   129枚  

地形図（国土地理院，5万分の1）   1，242枚   l，345枚  

地形図（国土地理院，2万5千分の1）   4，343枚   5，064枚  ■721枚  
地形図（国土地理院，1万分の1）   日4枚   123枚   39枚  

湖沼図（国土地理院，1万分の1）   105枚   106枚   1枚  

土地利用図（国土地理院，2万5子分の1）   1，269枚   1，269枚  

その他の図案（地質図等）   751枚   876枚  125枚  

JICST環境公害編（日本科学技術情報センター）  1975一  

7S年度  

EnvironmentalAbstracts（EIC，USA）  1974－78年  

NIES－MF （国立公害研究所環境情報部）  1976年度版  

磁気テープ         NIES－EPA（  ノノ  ）  1977－87年  

NIESrSC （  J）  ）  1987年虔版  

NIES－NEWS（  〃  ）  1987年度版  

NIES－BOOK（  19即年度版   

マイクロ  El）A及びその他のNTISフィッシュ   54，3朗件   57，404件  3，015件   
フィッシュ  EICフィッシュ   5，507件   5，507件   

そ の 他  新聞切り抜き   23，371件   25．986件  2．615件   

＊差替え枚数  
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4．研究施設・設備  

4．1 大型研究施設  

4．1，1大気化学実験棟（光化学チャンバー）  

本施設は都市における光化学スモッグ，対流圏バックグラウンド・成層圏等の大気の光化学反  

応を解明するために，人為的又は自然的一次汚染物質が太陽により光化学的に二次汚染物質に変  

質するメカニズムを実験室的に研究することを主目的とした施設である。  

（1）利用試験研究   

大気環境部における研究計画に従って表4．1に示すように、主として特別研究「地球温暖化に  

係わる炭素系大気微量成分のグローバル変動に関する先導的研究」の研究課題が，大気化学研究  

室を中心に行われた。特に本年度は，対流圏大気中でのメタン酸化反応を中心とした対流圏バッ  

クグラウンド大気の反応の研究が重点的に行われた。  

表4．1昭和62年度 光化学チャンバー利用研究  
（大気環境部：大気化学研究室）  

研 究 課 題   研  究  項  目   

〔特別研究〕  
地球温暖化に係わる炭素系大気微量成分  ・メタンの酸化反応に伴う，メチルパーオキシラジカルの大気中で   

のグローバル変動に関する先導的研究  の反応機構の解明   
先端技術における化学環鹿の解明に関す  ・タロロメタンの大気中での光化学反応   
る研究   ・有機金属化合物の大気中での寿命測定  

4．1，2 大気拡散実験棟（風洞）  

大型拡散風洞は，工場や自動車から排出される大気汚染の移流，拡散現象をできるだけ現実に  

即してシミュレートするための施設である。   

本施設は従来の流体力学用風洞の仕様条件に加えて，温度，速度成層装置，加熱冷却床パネル  

を備えている点に特徴がある。これら三者の組み合わせにより種々の気象条件が再現でき，移流，  

拡散に最も重要なパラメータである大気の安定度を調節して自然大気と相似の条件で大気汚染を  

シミュレートすることができる。  

（1）利用試験研究   

特別研究「雲物理過程を伴う列島規模大気汚染に関する研究」，大気環境部・技術部における経  

常研究及び総合解析部における促進研究の計画に従って，表4．2に示すような研究が行われた。  
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表4．2′ 昭和62年慶 大気拡散風洞利用研究  
（大気環境部二大気環境計画研究室）  

（技 術 部：理工施設管理室）  

（総合解析部：情報管理研究室）  

（ ／／ ：地域計画研究室）  

研  究  項  目  研 究 課 題  

〔特別研究〕  
雲物理過程を伴う列島規模大気汚染に関   
する研究  
〔経常研究〕  
温度成層化した乱流の構造と拡散機構に   
関する研究  
大気拡散風洞の最適運転並びに温度差の   
ある流れにおける風洞実験技術に関す   
る研究  
〔環境保全総合調査研究促進調整費〕  
高密度市街地における沿道整備対策とそ   
の環境評価手法の開発に関する調査研   
究  

・複雑地形上の大気現象に関する研究  
・風洞予測手法の開発  

・安定・不安定成層中の横方向拡散・璧近傍での挙動  

・温度成層化した流れの可視化法・流れ場の測定技術の開発  

・自動車排ガスの濃度分布に関する市街地模型を用いた拡散実験  

4．1．3 大気汚染質実験棟（エアロドーム）  

エアロドームは，環境大気の遠隔測定並びに粒子状大気汚染質の大気中の挙動を研究する施設  

である。最上部（7・8階）に設置されているレーザーレーダーは大気汚染質の空間分布を短時  

間に広範囲にわたって観測するための装置で，コンピュータによって操作，データ処理を行う。  

3，4階には，エアロゾルチャンバーをはじめ粒子状汚染質の生成，拡散，消滅の諸過程を研究  

する装置と，エアロゾ／レ粒子の関与する大気汚染現象（粉じん飛散，酸性雨，雨洗など）を解明す  

るエアロゾル風洞が設置されている。  

（1）利用試験研究   

レーザーレーダー   

特別研究「遠隔計測による環境動態の評価手法の開発に関する研究」，及び大気環境部における  

経常研究の計画に従って表4．3に示すような研究が行われた。  

エアロゾルチャンバー   

特別研究「地球温暖化に係わる炭素系大気微量成分のグローバル変動に関する先導的研究」の  

計画に従って表4．4に示すような研究が行われた。  

エアロゾル風洞   

特別研究「雲物理過程を伴う列島規模大気汚染に関する研究」及び，大気環境部・技術部にお  

ける経常研究の計画に従って表4．5に示すような研究が行われた。  
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表4．3 昭和62年度．大型レーザーレーダー利用研究  

（大気環境部：大気物理研究室）  

（技 術 部：理工施設管理室）  

研 究  項  目  研 究 課 題  

（特別研究〕  

遠隔計測による環境動態の評価手法の開   
発に関する研究  

・エアロゾ／レの光学的性質とその時間・空間変動特性に関する研究  

エアロゾル濃度の測定  
データ解析手法の開発  
エアロゾル濃度の時間・空間変動特性の測定  

・成層圏・対流圏間の物質輸送現象の解明に関する研究  
レーザーレーダーによるエアロゾル鉛直分布の継続した観測  
・成層圏に存在するエアロゾルの動態に関する研究  
レーザーレーダーを用いて成層圏エアロゾルの分布状態と光  
学的性質の継続した観測  

〔経常研究〕  
成層圏・対流圏間の物質変換に関する研   
究  
成層圏エアロゾル層の動態に関する研究  

表4，4 昭和62年度 エアロゾルチャンバー利用研究  

（大気環境部：エアロゾル研究室）  

（技 術 部：理工施設管理室）  

研 究 課 題   研  究  研  究  項  目   

〔特別研究〕  
地球温暖化に係わる炭素系大気微量成分  
のグローバル変動に関する先導的研究   

表4．5 昭和62年度 エアロゾル風洞利用研究  

（大気環境部：エアロゾル研究室）  

（ ノノ ：大気環境計画研究室）  
（技 術 部：理工施設管理室）  

研 究 課 題   研  究  研  究  項  目   

〔特別研究〕  
書物理過程を伴う列島規模大気汚染に関  
する研究  
〔経常研究〕  
粉じん飛散現象に関する基礎的研究   ・粉じん飛散現象の解明  

4．1．4 大気共同実験棟（大気フリースペース）  

本施設は，室内実験，フィー／レド調査などに使用される各種計測器の校正試験及び大気化学実  

験棟，大気拡散実験棟，大気汚染質実験棟など既設の各施設では対応できない大気関係の特別研  

究，経常研究その他のため，その必要性に応じ一定期間の使用に供することを目的とした施設で  

ある。  
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（1）利用試験研究  

本年度は，表4．6に示すような特別研究及び経常研究が行われた。  

表4．6 昭和62年度 大気共同実験棟利用研究  

（大気環境部：大気物理研究室）  

（ ／／ ：大気化学研究室）  

（ ／／ ：大気環境計画研究室）  

（ ／／ ：エアロゾル研究室）  

（技 術 部：理工施設管理室）  

研 究 課 題  研  究  項  目  

〔特別研究〕  
地球温暖化に係わる大気微量成分のグ   
ローバル変動に関する先導的研究  

零物理過程を伴う列島規模大気汚染に関   
する研究  

遠隔計測による環境動態の評価手法の開   
発に関する研究  

〔経常研究〕  
分光学的方法による気相反応の研究  
費砂上へのSO2の吸着及びSO2の酸化   

反応  
非球形粒子の発生とその動力学的及び光   
学的性質の研究  

・YAGレーザー，励起色素レーザー，エキシマーレーザー等による   

分光学的研究  
・ブラックカーボンの物理・化学的差異の検討  
・シミュレーション実験による地形性気流（斜面風等）の力学的構   

造の解明  
・フィールド観測用測定機器の開発  
・高分解能レーザーレーダーの実用化  
・計測車搭載用レーザー光の多波長化  
・差分吸収レーザーレーダー装置の性能の拡大強化   

・レーザー蛍光法による微宜成分検出の手法開発  
・触媒活性の大きさと湿度，NH。，NO2濃度等の相関  

・エアロゾル発生装置及び計測装置のシステム及び測定手法の開発  

（2）研究施設の増設   

本年度未に，本実験棟内レーザーレーダー校正・観測室にオゾンレーザーレーダーが設置され  

た。地球規模の大気環境保全，とりわけ成層圏オゾン層の保護に関する研究を推進するため，地  

上付近から高度50kmまでのオゾン濃度分布の測定を行い，オゾン濃度の変動現象を解明する目的  

をもっている。  

4．l．5 大気モニター棟  

本施設は環境大気中の汚染物質及び地上気象要素を測定する施設で∴亜硫酸ガス・窒素酸化物・  

オキシダント等の大気汚染物質と風向・風速・気温・湿度等の気象要素を測定している。また，  

これら大気汚染物質自動測定器の糖度，安定性仁妨害物質等の実験研究及び各測定器からの出力  

データの処理方法の研究にも利用されている。  

（1）利用試験研究   

本年度は表4．7に示すような経常研究が行われた。  
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表4．7 昭和62年慶 大気モニター棟利用研究注）  
（計測技術部：分析室）  

研 究 課 題   研  究  項  目   

〔経常研究〕  
大気中のガス状汚染物質の測定法に閲す  ・オキシダント自動測定器の誤差要因及び出力データの処理方法の   
る研究   検討   
大気中の浮遊粉じんの測定法に関する研  
究   
注）この他に，環境情報乱計測技術部，大気環境乱環境生理部，生物環境部の研究に測定データが利用されている。  

4．1．6 ラジオアイソトープ実験棟（Rl棟）  

本施設は放射性同位元素を利用することにより，汚染物質の挙動を解明するためのものであり，  

登録されている核種はα放射体を除き36核種である。  

（1）利用試験研究   

表4．8に示すように，原子力利用研究，特別研究及び経常研究が行われた。  

4．1．1水生生物実験棟（アクアトロン）  

本施設は水界において生物が関与するあらゆる環境問題について研究することを冒的としてお  

り，2種類のマイクロコズム装直，毒性試験装置などの大型実験装置のほか，微生物・藻類・水  

生生物の飼育，培養，及び保存のための設備が設置されている。   

昭和62年度に本施設を利用して実施された試験研究は，4部8研究室によって特別研究4課題，  

経常研究15課題が行われた（表4，9）。特に水質土壌環境部・技術部による特別研究「環境容重か  

らみた水域の機能評価と新管理手法に関する研究」が本年度より開始された。研究内容は水質汚  

濁機構の解明と防止対策の検≡机及び環境汚染物質の水界生態系への影響の解明に関するもので  

あった。本年度に供試された実験水生生物は，グッピー，メダカ，タマミジンコ，オオミジンコ，  

ヌカエビ等を中心に42穐・系統に及んだ。  

生物生態園実験池   

本施設は，自然条件下における池生態系の遷移現象や水質変化に伴う生態系としての反応を，  

主として生物群集の面からとらえ解析するための野外実験施設であり，生物環境部による経常研  

究「動物プランクトン群集と水の華形成藻類の関係」及び，特別研究「水界生態系に及ぼす有害  

汚染物質の影響評価に関する研究」中の1テーマが実施された。  
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表4．8 昭和62年度 RI棟利用研究  

研 究 課 題  研  究  部  室  

〔原子力利用研究特別研究〕  
環境汚染物質の生物影響の作用機構に関する研究  
1）植物影響関係   

2）動物影響関係  

生物環境部生理生化学研究室  
囁墳生理部環境生化学研究室，環境生理研究室，   

慢性毒性研究室  
環境保健部人類生態研究室  
計測技術部生体化学計測研究室，   

底質土壌計測研究室，分析室  

水質土壌環境部土壌環境研究室  
環境保健部環境保健研究室  
生物環境部陸生生物生態研究室  
技術部理工施設管理室  
生物環境部水生生物生態研究室  
環境保健部人類生態研究室  

環境保健部人類生態研究室  

生物環境部生理生化学研究室  

水質土壌環境部陸水環境研究室  

湖沼，河川生態系の酸性化に伴う物質代謝の変化機構に   

関する研究  

水界生態系における環境汚染物質の動態に関する研究  

〔特別研究〕  
水界生態系に及ぼす有害汚染物質の影響評価に関する研   
究  
バイオテクノロジーによる大気環境指標植物の開発に関   
する研究  
土壌及び地下水圏における有害化芋物質の挙動に関する   
研究  
〔経常研究〕  
生体中に含まれる元素の化学形態に関する研究  
底質からみた堆積甥境の変動に関する研究  
肺細胞の遺伝子傷害とプロモーション作用に及ぽす環境  
汚染物質の影響に関する研究  
環境化学物質の胎仔毒性に関する基礎的研究  
大気汚染物質の免疫制御細胞に及ぼす影響に関する研究  
緑葉の中性脂質代執こ及ぼす環境要因の影響に関する研   
究  
高等植物細胞のエネルギー代謝系に及ぼす環境要因の影   
響に関する研究  
細胞壁の生合性に対する環境要因の影響に関する研究  
環境要因が植物の過伝子発現に及ぼす影響に関する研究  
高等植物の環境ストレス誘導性タンパク質に関する研究  
植物の気孔における環境要因変動の受容点に関する研究  
動物プランクトン群集と水の華形成藻類の関係  
遺伝子資源としての環境生物の確保と実験生物化に関す   
る研究  

生体化学計測研究室  
底質土壌計測研究室  
慢性苛性研究室  

環境病理研究室  
環境生化学研究室  
生理生化学研究室  

計測技術部  
計測技術部  
環境生理部  

環境生理郡  
環境生理部  
生物環境部  

■  

〃  
〃  
〃   
〃  

生物環境部水生生物生態研究室  
生物環境部陸生生物生態研究室  
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表4．9 昭和62年産 水生生物実験棟利用研究  

研  究  課  題   利 用 部 室   主な使用施設   供試生物等   

〔特別研究〕  
環境容長からみた水域の機能評価と新管理  水質土壌環境部   マイクロコズム装置   
手法に関する研究   陸水環境研究室   海水マイクロコズ  

ム  
恒温室  土壌及び地下水圏における有害化学物質の  水質環境計画研究室   
挙動に関する研究   海洋環境研究室   培養室   
富栄華化による内湾生態系への影響評価に  生物環境部   無菌室   
関する研究   水生生物生態研究室  低温実験室   
水界生態系に及ぼす有害汚染物質の影響評  生物環境管理研究室  水質分析室   オオミジンコー  
価に関する研究   環境保健部   毒性試験装置   タマミジンコ  

人類生態研究室   人工環境室   グッピー  
技術部   自然光室   メダカ  
理工施設管理室  屋外水槽   ヌカエビ   
生物施設管理室  

〔経常研究〕  
湖沼の水質管理に関する基礎的研究   水質土壌環境部   恒温重   
バイオテクノロジー活用した汚水及び汚泥  陸水環境研究室  培養室   
処理に関する研究  水質分析室  
陸水域に及ぼす合成洗剤の影響に関する研  
究  
陸水域における難分解性化合物の生分解に  
関する研究  
陸水域に及ぼす埋立て処分地浸出液の影響  
に関する研究  
培養微生物の陸水環境における挙動に閲す  
る研究  
毒性物質を生産する藻類の発生と制御に関  
する研究  
生物環境部               動物プランクトン群集と水の華形成藻類の  イトミミズ                        急性毒性試験室  
関係   水生生物生態研究室  オオミジンコ   
底生動物の環境指標性の研究   人工環境室           生物環境管理研究室  タマミジンコ   
水生生物による毒性試験法の検討  屋外水槽  ツポワムシ   
河川の生物による浄化機能に関する研究  ヌカエビ   
環境変動に伴う植物及び小動物の大発生機  グッピー   
構とその制軌こ関する研究  ヘイケボタル   
遺伝子資源としての環境生物の確保と実験  ゼブラ   
生物化に関する研究  クロレラ   

技術部  マイクロコズム装置  
する研究   理工施設管理室   人工環境室   
ユスリカ科昆虫の分類学的・形態学的研究  生物施設管理室   
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4．1．8 水理実験棟  

本節は湖沼・河川・沿岸海域の水理現象と水質に関与する物質の輸送と混合・拡散現象を実験  

的に解明することを目的とした施設であり，種々の大型水理モデルのほか，地下水汚染研究のた  

めの諸モデル測定装置が設置されている。   

昭和62年鹿本施設を利用して衰4．10に示した通り，水質土壌環境部水質環境計画研究室よる特  
別研究2課題，経常研究1課題が行われた。特に，本年度より同研究室による特別研究「環境容  

量からみた水域の機能評価と新管理手法に関する研究」が開始された。  

表4．10 昭和62年度 水理実験棟利用研究  
（水質土壌環境部：水質環境計画研究室）  

研  究  課  題   利 用 部 室   主な使用施設   備   考   

〔特別研究〕  
環境容量からみた水域の機能評価と新管理  水質土壌環境部   円筒カラム   クロロフォル   
手法に関する研究   水質環境計画研究室  模型井  ム・トリクロ   
土壌及び地下水圏における有害化学物質の  ロエチレン   
挙動に関する研究  
〔経常研究）  

水域の水質特性に及ぼす水理学的挙動に関  モデル湖  
する研究  吹送流水理模型他  

4．1．9 土壌環境実験棟（ペドトロン）  

本施設は，土壌・底質環境の保全並びに汚染土墳の浄化に関する研究を行うことを目的として  

いる。有害化学物質による土壌・底質環境の汚染のメカニズム，及び各種の無機・有機廃棄物の  

土壌生態系に及ぼす影響を動的に解析する研究が行われている。  

（1）利用試験研究   

昭和62年度に本施設で実施された試験研究は，表4．11に示すように4部7研究室によって，特  

別研究2課題及び経常研究7課題が行われた。  

4．1．川 動物実験棟（ズートロン）  

本施設は環境汚染物質が生体に及ぼす影響について，BiomedicalScienceの立場から試験研究  

することを目的とした施設である。   

（1）利用試験研究   

昭和62年度内に本施設を使用して実施された試験研究は表4・12に示した5郡9研究室で合計  

228課題（62年度分：174と継続分：54）が実施された。また，ガス暴露チャンパーを利用した実  

験は計21課題であった。なお，本年度は特別研究による「複合大気汚染が及ぼす呼吸器系健康影  

響に関する総合的研究」がガス暴露チャンバー等を使用して実施され，無事に終了した0  
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表4．11昭和62年度 土壌環境実験棟利用研究  

研  究  課  題   利 用 部 室   主な使用設備   

〔特別研究〕   
水質土壌環境部   大型ライシメータ   

する研究  土壌環境研究室  小型ライシメータ  
陸水環境研究室  グロースキャビネット  
水質環境計画研究室  降雨発生装置  
技術部  堵糞重  
生物施設管理室  

環境零曳から見た水域の機能評価と新管理手法に閲       水質土壌環境部  地温制御チャンバー   
する研究   陸水環境研究室   

〔経常研究〕   
水質土壌環境部  実験室   
土壌環境研究室  
総合解析部  土壌環境制御室   
資源循環研究室  

土壌の物質代謝機能に関する研究  地温制御チャンバー   
土壌養分の物質循環に関する研究  グロ≠スキヤビネット   
土壌特性の空間的・時間的変動に関する研究  大型ラインメート   

環境情報部  土壌環境制御室  
研究   情報調査室   
毒性物質を生産する藻類の発生と制御に関する研究  水質土壌環境部  材料提供温室  

海洋環境研究室  

昭和62年在中に本施設に導入された動物（施設内で自家生産された動物及び卵を含む）を表4，13  

に示した。本年度も近交系マウス（肥満細胞欠損W／WV，C3H／He，C57BL／6，DBA／2，CF＃l，  

BALB／c）及び近交系ラット（NAR，Wistar）など特殊動物を含めた自家生産動物には前年度を  

上回る高い需要があり，計4，362個体を各研究に供試した。  

（2）施設の安全管理・開発研究等   

本施設では第1棟内にバリアーシステム（以下BSと略す）を設け，SPF動物の飼育管理を行っ  

ている。SPF飼育環境の適正な維持管理は，実験精度向上のために不可欠な業務であり，施設で  

はBS区域内の微生物学的清浄度を定期的に検査している。毎月の落下細菌検査の結果等より，本  

施設のBS区域は前年度に引き続き清浄な状態で維持されていることが確認できた。   

なお，本年度中に本施設内には以下の研究機器設置工事が行われた。  

①実験動物を無侵異性下で生体情報が得られる［生体用核磁気共鳴分光計（NMR）］の設置。  

②AS・AC系暴露チャンバーに，従来のガス状物質に加え［粒子状物質（硫酸ミスト等）暴露機能］  

の付加。③生体呼吸機能測定用［気道過敏性測定装置］の設置。これら研究機器は昭和63年度よ  

り使用される。  
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表4．12 昭和62年度 動物実験棟利用研究  

研  究  課  題   課題数   利用部室   使用動物   

・NO2，0。がラットの生理機能に及ぼす影響（他）   5  環境生理部   ラット   
・NO2，03暴露ラットでの血液生理学的検討（他）   5  環境生理研究室  

・ラットでの鼻粘膜刺激実験（他）   6  ウサギ  
・NO2，0。のラット各臓器生体成分への影響（他）   

・脂溶性環境汚染物質のマウス急性毒性試験   環境病理研究室  
・塩化ジベンゾフランのラット胎仔毒性試験（他）   13  ラット   
・粘膜形肥満細胞に及ぼすフライアッシュの影響（他）   15  モルモット   
・ラット末梢血リンパ球のSCEの検索（他）   2  ウサギ  
・0ユ暴露による操縦芽細胞活性化の検出（他）   5   

・硫酸エアロゾル暴詔ラットの肺リン脂質組成の変化（他）   慢性毒性研究室  
・03暴露がモルモットの気道過敏性に及ぼす影響（他）   23  ラット   
・モルモット気道平滑筋の各穐薬剤に対する反応性の検討（他）  2  モルモット   
・ラット肺DNA傷害修復能の検討（他）   4  ハムスター   
・ラットでの感染抵抗性の加齢による影響（他）   環境生化学研究室  
・ラット肺胞マクロファージ活性の加齢による変化（他）   4  ラット   
・ウサギでのスベタトリンに対する抗体の作成（他）   2  ウサギ  
・ラット肺からのチトクロームP－450精製（他）   12   

・ラットでの粉塵春霞実験（他）   環境保健部   ラット  
・モルモットでの農薬投与による影響（他）   4  環境保健研究室  

・変異原性試験に使用するラット肝上清の調整（他）   3   

・ラット臓器中の金属結合蛋白質の同定（他）   人類生態研究室  
・ラットでのCd毒性発現機構の検討（他）   4  ラット   
・ウサギでのCd結合蛋白質抗体の作成（他）   ウサギ  
・金属酸化物のラット肺への影響（他）   12   

・ラットでのCd－MT投与後のSr，Ca代謝への影響（他）   9   

・ラットでのCd投与後の蛋白質分泌機能への影響（他）   4   

・植物孔辺細胞膜蛋白質の免疫化学的研究（他）   生物環境部   マウス  
・植物アスコルビン醸パーオキシターゼの抗体作成   ロ  生理生化学研究室  ウサギ   
・マウスでの（CH，）．AsClの毒性試験   ロ  計測技術部  マウス   

生体化学計測研究室  
・毒性藻類の急性毒性試験（他）   技術部      9  マウス，ラット，ハ   

・環境科学研究に適した実験動物の開発く他）   2  動物施設管理室  ムスター，ウズラ，   

・導入時動物検査（他）   18  イヌ，サル  

228  計  5部9室   8種   
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表4．13 昭和62年度における実験動物の導入数及び自家生産数（供給卵を含む）  

61年   合 計   
4月 5月 6月 7月 8月 9月10月11月12月 1月 2月 3月   

マウス   導入   52   0  41 25 10  91 10  86  39  60 113 120  647   
自家生産  13 19 162 15  29 105  94  37 106  80  9  8  677   

ラット  導入   99 201 295 350 185 333 1飢 209 10 123 121190  2．297   
自家生産  10  41 82 119  61 233  34 440 556 247  45  0  1．868   

ハムスター 導入   0   0   0   0  26   0   0   0   0   0   0   0  26   
自家生産  0   0   0   0   0  21 61 〔1  0   0  47   0  129   

モルモット 導入   0   0  56   0  71  25  36   0  34 101  0   0  323   

ウサギ   導入   0   0   0   0   2   0   0   0   0   0   0   0   2   

ウズラ  自家生産  183 19   0 319 418   0   0 363 296  90   0   0  1，688   
供給卵  450 465 450 465  465  450  465  450  465  465  435 465  （5，490）   

導入   151 201 392 377  292  449  227 295  83 284  234 310  3，295   
自家生産  206  79  244  453 508  359 189 840  958 417 101  8  4，362   

総合計  357 280  636 830  800  808  416 1135 1041 701 335  318  7．657  

（13，147）  

4．1．11植物実験棟（ファイトトロン）  

本施設では，植物及び陸上生態系に及ぼす大気汚染などの影響や植物を利用した環境改善法に  

関して，制御された環境下で試験研究することを目的としている。このために，植物群落を対象  

とした自然環境シミュレータを始めとして，種々の型式・性能の環境調節装置が植物実験棟Ⅰ，  

及びⅠⅠに設置されている。また，クリーン実験室・培養室等からなるバイオテクノロジー施設が，  

植物実験棟Ⅰに本年度設置された。   

昭和62年鹿本施設では，4部5室によって，特別研究1課題，経常研究16課題の試験研究が実  

施された（表4．14）。特に，昨年度より開始された特別研究「バイオテクノロジーによる大気環境  

指標植物の開発に関する研究」では，従来から行われてきた大気汚染物質の植物影響や植物の大  

気浄化機能に関する研究に加えて，最新のバイオテクノロジーを用いた大気汚染環境に対して指  

標性や大気浄化機能の高い植物の開発に関する研究が行われている。本年度に供試さされた実験  

植物は，ソラマメ，ホウレンソウ，ハッカダイコン等を中心に40種に及び，年間供給個体数は約  

1万3千個体に達した。  
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衰4．14 昭和62年度 植物実験棟利用研究  

・娼■■臨  ．＝濾■■農   利 用 部 室   主な使用設備   供試植物等   
〔特別研究〕  
バイオテクノロジーによる大気環境指標楕  
物の開発に関する研究  
1）光化学二次汚染物質に対する植物反  生物環境部   人工光キャビネット  ソラマメ，ホウ   
応の指標性に関する研究（5課題）  生理生化学研究室  無菌室   レンソウ，タバ   
2）バイオテクノロジーによる指標植物  陸生生物生態研究室  人工光キャビネット  コ，イ ネ，ペ   
の作出法に関する研究 （10課題）  技術部   無菌室   チュニア，ソラ   
3）指標植物の探索と選抜に関する研究  生物施設管理室   自然光室   マ メ，   

（4課題）  理工施設管理室   植物材料栽培室  
4）指標植物の系統保存と増殖に関する  ポプラ，ヒマワ   
研究  （4課額）  リ  
5）植物診断法の開発に関する研究  

（3課題）  

6）環境調節装置制御法に関する研究  自然環境シミュ   
（2課題）  レ一夕   リ   

7）桔梗植物による大気環境評価装置に  人工光キャビネット  ハッカタ●ィコ   
関する研究  （3課題）  ン，ペチュニア   

〔経常研究〕  
退伝子資源としての環境生物の確保と実験  生物環境部   人工光室   辞首類，ソラマ   
生物化に関する研究  生理生化学研究室  無菌室  メ，ポプラ  

陸生生物生態研究室  
技術部  
生物施設管理室  

緑葉の中性脂質代謝に及ぼす環境要因の影      生物項墳部  ノし工光キャビネット   ホウレン∵ノウ   
響に関する研究   生理生化学研究室  
高等植物細胞のエネルギー代謝系に及ぼす  同  上   ソラマメ   
環境要因の影響に関する研究  
細胞壁の生合成に対する環境要困の影響に  人工光室   カボチャ   
関する研究  
環境要因が植物の遺伝子発現に及ぼす影響  無菌室   タバコ   
に関する研究  
植物の異常環境適応酵素の誘導生合成に関  同  上   ホウレンソウ   
する研究  
植物の気孔における環境要因変動の受容点  同  上   ソラマメ   
に関する研究  
高等植物の環境ストレス誘導性タンパク質  同  上   タバコ   
に関する研究  
生物環境部                                                          植生の都市環境改善機能の評価に関する基  人工光キャビネット  樹木額   
礎的研究   陸生生物生態研究室  
植物の光合成に対する環境変動要因の解明  人工光室   シラカシ  

CAAケ檀物  
光合成産物の転流，分配に対する環境ストレ  インゲンマメ  
スの影響  
人為的影響下における自然環境保全に閲す  材料提供温室  オオマツヨイ   
る生態学的研究  グサ   
辞苔規格物の増殖の制御要因に関する研究  無菌室  辞苔類   
環境ストレスに対する各種植物の適応と生  自然光キャビネット  イタドリ   
長パターンの変化  

水質土壌環境部  材料授供温室   アオコ   
する研究   海洋環境研究室   
プラスチック可塑剤の櫓物影響評価法に関  技術部   人工光重   ハッカダイコン   
する研究   生物施設管理室   
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4．1．12 微生物系統保存棟  

本施設は微生物が関与する環境汚染・環境浄化の研究を推進させるために必要な環境微生物培  

贅株を収免確保して系統的に保存すること，及び研究者の要請に応じて保存株データと共に提  

供することを目的とした施設である。   

昭和62年度の保存株の分譲は，赤潮・水の華形成藻類，汚染指標藻類，AGP供試藻類を始めと  

して多種にわたった。本施設関連の試験研究を表4．15に示した。   

なお保存株の種名，履歴（産地，採集者，分離者，採集月日等），株の状態（無菌，単藻等），  

培地，培養条件等をパーソナルコンピュータで整理し，保存株リスト及び追補版として発行した。  

〔発 表〕K－130  

表4．15 昭和62年度 微生物系統保存棟利用研究  

研 究 課 題   利  用  部  室   

（特別研究〕  

水界生態系に及ぽす有害汚染物質の影響  生物環境部   
評価に関する研究  水生生物生態研究室，生物環境管理研究室，生理生化学研究室  

水質土壌環境部  
海洋環境研究室  
技術部  
生物施設管理室  

富栄糞化による内湾生態系への影響評価                 水質土壌環境部   
に関する研究   海洋環境研究室，陸水環境研究室   

環境容曳からみた水域の機能評価と新管  水質土壌環境部   
理手法に関する研究   陸水現堵研究室   

〔経常研究〕  
遺伝子資源としての環境生物の実験生物  水質土壌環境部   
化に関する研究  海洋環境研究室，陸水環境研究室  

技術部  
生物施設管理室  

毒性物質を生産する藻類の発生と制御に           水質土壌環境部   
関する研究  海洋環境研究室，陸水環境研究室  

生物環境部  
水生生物生態研究室  
技術部  
動物施設管理室，生物施設管理室  

海域の汚染と楷物プランクトン群集の種                  水質土壌環境部   
の多様性に関する研究   海洋環境研究室   
湖沼の水質管理に関する基礎的研究  

陸水環境研究室  
バイオテクノロジーを活用した汚水及び   
汚泥処理に関する研究   陸水項填研究室   
微細粛清の培養と形倭に及ぼす培養保存  技術部   
条件の影響に関する研究   生物施設管理室  

水質土壌環境部  
海洋環境研究室   
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4．1．13 騒音・保健研究棟  

本施設は，環境中有害物等の人体への影響に関して，人を直接の対象として研究することを目  

的とした施設である。   

昭和62年度に本施設を使用して実施された試験研究を表4．16に示した。環境保健弧総合解析  

部の2部4睾で特別研究3課題，原子力利用研究2課題，経常研究10課題が実施された。  

表4．16 昭和62年度 騒音・保健研究棟利用研究  

研  究  課  題  

〔特別研究〕   
複合大気汚染が及ぼす呼吸系健康影響に関する総合的研究   
水界生態系に及ぼす有害汚染物質の影響評価に関する研究   
先端技術における化学環境の解明に関する研究  
〔原子力利用研究〕   
環境汚染物質の生物影響の作用機構に関する研究   
水界生態系における環境汚染物賀の動態に関する研究  
〔経常研究〕   
気道収縮の経時変化に関する研究   
浮遊磯子状物質が気道刺激に及ぼす影響に関する研究   
骨に蓄積した微量元素の溶出とその生体影響に関する研究   
人間集団における尿中諸物質の濃度補正法の再検討   
メタロチオネインの生理的意義に閲する研究   
力ドミウムの肝苛性発現に係るタンパク質の構造と機能に関する研究   
生体による元素の識別機構に関する研究   
騒音暴露による多項目生体反応の解析   
心身のストレス度及び関連疾患症状を知るための総合的チェックリストの開発   
環境ストレスの評価法に関する内分泌学的基礎検討  

4．1，川 実 験 は 場  

本施設では，植物及び土壌生態系の環境保全機能に関する野外実験や所内の各生物環境調節施  

設で得られた研究成果の野外条件下での応用試験並びに環境指標植物・環境浄化植物などの系統  

保存，供給を行うことを目的とした生物系実験施設である。   

昭和62年度に本施設で実施された研究課題は表4．17のとおりであり，6部9研究室によって特  

別研究3課題及び経常研究12課題がそれぞれ利用施設の特色を生かして実施された。また，環境  

指標植物・環境浄化槽物の系統保存のために，種子保存に加えて，新たに組織培養保存の体制を  

整えた。  
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表4．17 昭和62年度 実験ほ場利用研究  

研 究 ′ 課 題   利 用 部 室   主な使用設備   供試植物等   

〔特別研究〕  
土壌及び地下水圏における有害物質の挙  水質土壌環境部   本構内畑地ほ場  裸地   
動に関する研究  土壌塀境研究室  有底枠試験地  裸地  

技術部  
生物施設管理室  

バイオテクノロジーによる大気環境指標     生物環境部  温室  霹苔類，ユリ  

植物の開発に関する研究  陸生生物生態研究  
生理生化学研究室  本構内畑地ほ場  ポプラ  
技術部  
生物施設管理室  

環境指標を用いた都市及び自然環境等の      総合解析部   有底ほ場（水田）   イネ  
変動予測手法開発に関する総合解析研  
究   

〔経常研究〕  
人為影響下における自然環境保全に閲す  生物環堵部   本構内畑地ほ場  雑木類   
る生態学的影響  陸生生物生態研究室  シバ  

技術部  
生物施設管理室  

植生の都市環境改善機能の評価に関する  本構内畑地ほ場  
基礎的研究  
辞首類植物の増殖の制限要因関する研究  発芽育苗チェンバー  

陸生生物生態研究室  同上  
生理生化学研究室  

環境ストレスに対する各種植物の適応と  温室  イタドリ  
生長パターンの変化  陸生生物生態研究室  
植物の光合成に対する環境変動要因の解明  本構内畑地ほ場  クズ  
土壌嚢分物質循環に関する研究  水質土壌環境部  別団地ほ場  ソルガム（夏期）  

土壌環境研究室  コムギ（冬期）  

総合解析部  
資源循環研究室  

土壌の物質代謝機能に関する研究  水質土壌環境部  本構内畑地ほ場    裸地   
土壌環境研究室  

環境情報部             地理情熱こよる環境の広域解析・評価手  別団地露場  裸地  
法に関する研究  情報蘭査室  

技術部  
生物施設管理室  
大気環境部  本構内水田  イネ  
エアロゾル研究室  

閉鎖性水域の環境保全対策策定手法に関       総合解析部   有底ほ場（水田）  

する研究  資源循環研究室  
環境管理研究室  
地域計画研究室  

廃棄物処理に係わる物質循環とその管理     総合解析部   温室  
に関する研究   資源循環研究室   
プラスチック可塑剤の植物影響評価に関  技術部   発芽青首チェンバー  
する研究  生物施設管理室   
畑地ほ場における土壌形成課程に関する  別団地畑地ほ場  ソルガム（夏期）  
研究  コムギ（冬期）   
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4．1．15 霞ヶ浦臨湖実験施設  

本施設は陸水域の富栄養化機構の解明とその防止策にかかわる基礎的，応用的研究を行うこと  

を目的として裔ヶ浦（西浦）湖岸の7haの敷地に昭和59年2月未完成した。   

（1）利用試験研究   

本施設においては，我が国における代表的な富栄養湖である裔ヶ浦の水質，水現生物あるい  

は底泥などを連続的に観測する調査研究及び霞ケ浦湖水地下水を連続取水し，これを用いて富  

栄養化に及ぼす汚濁物質の影響，水草や魚類等の水生生物を用いた水質回復あるいは各種処理法  

による湖水や排水の浄化等の実験研究が行われている。表4．18に昭和62年度に実施した施設利用  

研究テーマを示した。  

4、1．川 奥日光環境観測所  

本施設は森林生態系に及ぼす環境汚染の影響，及び環境汚染に対する非汚染地でのバックグラ  

ウンド値を長期にわたって観測することを目的として，昭和63年3月に竣工した。施設は栃木県  

日光市奥日光に所在し，観測所と管理施設の2施設からなる。本施設の問要及び環境計測項目を  

表4，19に示す。   

観測所は奥日光の小田代ヶ原西方の標高1，460mの人為的影響の少ない冷温帯林地に位置し，  

大気成分，気象因子，及び水質などの環境因子を自動的に連続計測するための計測機器，データ  

集録処理・伝送システムが設置されている。大気成分は窒素酸化軌 二酸化硫乱 オゾン，炭化  

水素，及び浮遊粉じんの大気汚染質5成分と二酸化炭素が非汚染地でのバックグラウンド値とし  

て計測される。気象因子は屠場で通常の気象詞測項目が計測されるほか，林地内に設置されてしゝ  

る観測塔（高さ30m）を用いて林地内での各因子の垂直分布などが計測でき，森林生態系内の気象  

特性が解析できる。雨水・河川水は水素イオン濃度と電気伝導度，及び水温が計測されるほか，  

分析用試料水が自動サンプリング装置により降水量あるいは時間別に採取・保存できる。特に，  

雨水は0．1mmの降水量から採水でき，降水初期の水質が詳細に分析できる。また，地下水は電気  

伝導度，水位，及び水温が計測され，採取することもできる。ほかに，林地の地表面の土壌流亡  

を観察する地表面流去水観潮施設などがある。．これらの設備・機器で計瀕はれたデータは通信回  

線により筑波研究学園都市にある研究所に自動的に伝送され，収録・集計され，本施設で行われ  

る研究や項墳汚染に対するバックグラウンドデータとして活用される。   

管理施設は観測所から約4km離れた中禅寺湖千手ヶ浜の西方に位置し，観測・調査の準備や  

宿泊に供される。  
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表4，18 昭和62年度 霞ヶ浦臨湖実験施設利用研究  

研  究  課  題   利 用 施 設  研究期間   

多日的実験地  
・浅い湖沼の生態系管理による水質改善に関する研究（水特研）  （大型池〉  62／4－65ノ3   

・生態系構造の違いによる物質環境の変化に関する研究（水持研）   （小型池）  

・気液界面を通るガス交換等によるDO，DIC濃度変動速度への影響に関  62／363／3   

する研究（計測経常）  

・水草帯の分布とその変動に関する研究   （成層池）   

・汚濁物質削減処理技術の開発（水特研）   土壌浸透実験装置  62／4－64／3   

・沿岸地下水の長期モニター（水特研）   観測井  62／4永続   
・地下水汚染機構の解明（地特研）  62／4－65／3   

フリースペース  
（水持研）  62／463／3   

・水生植物による湖沼水質改善に関する研究（水特研）  62／4－65／3   

・DO，DIC変化を用いる明暗ビンにおけるポトリング効果の検討（計測経  62／464／3  

常）   

・植物プランクトンの炭素代謝への影響に関する研究（科研）   62／463／3  

・水草の有害汚染物質に対する指標性の研究（水界持研）  62／4－64／3   

・水草帯の機能評価に関する研究（水特研）  62／464／3   

・霞ヶ浦産魚類，甲殻類，貝類の成長解析（生物経常）  62／4－65／3   

・限外ろ過法及び逆浸透膜法による窒素，リンの除去（水持研）  パイロットプラント  
・藻類及び水生植物のメタン発更動こよる資源回収（水特研）  62／465／3   

・水質自動連続測定法に関する基礎的研究（計測経常）  取水塔  62／4－63／3   
・気象丑の水乱水質特性に及ぼす影響（水質経常）  62／3－63／3   

・生物反応過程の熱力学的解析に関する研究（水質経常）  62／466／3   

実験管理棟  
・気象水質等データの整理・表示方法の検討（計測経常）  （モニター室）  

・水域における微生物の存在状態と機能に関する研究（水質経常）   （実験室）  

・光合成細菌の色素合成及び菌体効率に関する研究（水質経常）  62／4－64／3   

・霞ヶ浦の長期モニタリング  62／4永続   

・霞ヶ浦の魚類および甲殻類の現存量調査  62／4－永続   

・霞ヶ浦湖岸堰の魚類相の変動に関する研究（水特研）  62／4－63／3   

・炭素・窒素安定同位体比同時測定法の改良ヒその応用に関する研究（計  62／464伯   

測経常）  

・生物反応過程の熱力学的解析に関する研究（水質経常）   62／4－66／3  

・湖沼環境保全のためのエコテクノロジーに関する基礎的研究（水質経常）  62／464／3   

・閻ヶ浦の貴重勤・植物の保存  62／4一永続   

・沈水植物（ササバモ）の成長試験（水持研）  素掘池   62／463／3   
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表4．19 奥日光環境観測所の施設概要及び環境計測項目  

観  測  所   敷地両横26，398Ⅰガ   
RCl階建187．2nf，  

雨水・河川水観測室，大気・気象観測室．データ伝送制御室，電気室  

構造用鋼管製30mn，5層に観測ステージを設置   

露場（1．5mH），林床（1．5mH），観測塔（31mH）   

／／   ノ／  〟   ノ／   

／／ ／／   観測塔（30mH）   

降雨水質  
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4．1．1丁 研究本館Ⅱ（共同利用棟及び共同研究棟）   

（1）人間環境評価実験施設（ELMES：Evaluation Laboratory of Man－Environment Sys－  

tems）及び環境総合評価のための情報システム（SAPIENS：SystemsAnaJysisandPlanningin  

lntelligentEnvironmentaFlnformationSystem）   
ELMESは環境評価にかかわる人間集団の反応測定や，意思決定プロセスにおける情報伝達効  

果の有効性の確認等，環境と人間行動に関する実験を行うための施設であり，中会議室と兼用の  

一集団実験室，ゲーミングシミュレーションのための多集団実験室及び情報伝達のためのオー  

ディオ・ビジュアル機器と実験制御装置（ミニコンビュータ）等から構成されている。   

SAPIENSは，ELMESでの環境情報提示や，地域環境情報システムの開発研究を進めるた■めの  

ミニコンピュータ及び画像表示システムと環境データベースからなる（表4．20）。  

表4．20 昭和62年度の主な利用研究  

研 究 課 題   利  用  状  況   

〔特別研究〕  
環境指標を用いた都市及び自然環境等の変  ・専門家対話型環境予測モデルの構築（構造同定モデル・シナリ   

動予測手法開発に関する総合解析研究  オタイプ・システムダイナミックス）  

・世界及び国内環境データベースの構築  
・都市景観予測シミュレーション結果の表示等  
・知識ペース及びエキスパートシステムの開発   

〔環境保全総合調査研究促進調整費〕  
高密度市衝地域における沿道整備対策とそ  ・沿道大気汚染拡散モデルの対話型実行と結果の表示   
の環境評価手法の開発に関する調査研究  ・広域交通公害評価システムの作成   

（2）試料庫（S8S：SpecimenBankingSystem）   

試料庫，環境試料の長期保存及び試料の保存性に関する研究のために設置されたものであり，  

低温室，ディープフリーザー室，恒温室，試料準備室，記録室から成り立っている。低温室は－  

200Cの3低温室からなり，大量の試料の保存が可能である。ディープフリーザー室には，2基の  

超低温槽と3台の液体窒素ジャーを設置し，超低温保存（－800C，－1100c，－1960C）の必要な少  

量の試料の保存が可能である。十50C，十200cの2つの恒温重は，それぞれ凍結しない方法による  

保存に用いる。保存する試料の前処理は試料準備室において行う。記録室内には各室の温度が表  

示記録されると共に，保存試料に関する情報が記録されている。  

（1）利用試験研究   

試料庫は，環境試料の長期保存にかかわる研究（表4．21）及びパイロットバンキング（表4．22）  

に用いられている。  
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表4．21昭和62年度 試料庫利用試験研究  

研  究  題  目   利 用 部 室   保 存 温 度（qC）   
大気粉じん中の汚染物質の保存性に関する研究   計測技術部  ＋20，20   

大気計御研究室  
水試料の保存  計測技術部  20   

水質計測研究室  
生体中の汚染物質の保存性に関する研究  計測技術部  －20，－80，一110，   

環境標準試料の作成と評価に関する研究   生体化学計測研究室   －196，＋20   

底質．土壌試料の保存   計測技術部  20，80，－110   

底質土壌計軌研究室  
底質試料の保存  水質土壌環境部  20   

土壌環境研究室  
梗芋関係試料の保存  環境保健部  －20   

人類生態研究室  

表4，22 昭和62年度 保存試料  

試料の種類   試  料  名   試料数   

大気試料   大気粉じん，雨水，雪   約150   

水質試料   湖水   約15   

底質試料   湖底質   約100   

生物試料   借物，魚，烏，月，毛  約800   

髪  

（3）内湾密度流実験装置   

本施設は内湾における密度流現象を解析する目的で設置され，内湾及び外洋を模擬した水路部  

と，その上部に位置する風洞部からなる。  

（1）利用試験研究   

昭和62年度には，次に示すような特別研究，経常研究の計画に従って実験が行われた。   

〔特別研究〕富栄葦化による内湾生態系への影響評価に関する研究  

エスチャリー型鉛直潤滑の実験的研究   

〔経常研究〕海域における小規模流動輸送の研究  

塩分・熱の移動による二重拡散の実験  

密度不安定による対流の実験  

（2）施設の管理   

水質土壌環境部海洋環境研究室の研究員，業務委託員が研究計画に沿って各実験装置の管理・  

運転に当たった。  
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4．2 昭和82年度に整備した主要研究機器   

（1）オゾンレーザーレーダー   

高度1．5kmから50kmのオゾン濃度鉛直分布を測定するための装置である。本装置は，大気中  

のオゾンによって吸収される波長と吸収されない波長の2つの波長のレーザー光パルスを大気中  

に発射して空気分子やエアロゾルによる散乱光を受信し，2波長の受信信号の強度の違いからオ  

ゾン濃度分布を求める（差分吸収方式）。   

本装置ではさらに，異なった1波長のレーザー光を付加し，3波長を用いることによって測定  

精度を高めている。  

〔性能〕（SpectraTechnologyInc，（USA））   

①方式：差分吸収レーザーレーダー   

②構成：低高度領域（1．5～15knl）用送受光システム（277，292，313nm）  

高高度領域（15～50km）用送受光システム（308，339，351nm）  

信号処理装置   

③光源：277，292．313nm（KrFレーザー十波長変換装置）  

308nm（XeClレーザー）  

339nm（ⅩeClレーザー＋波長変換装置）  

351nm（XeFレーザー）   

④受光望遠鏡：直径200cm（高高度用），直径56cm（低高度用）   

⑤信号処理装置：フォトンカウンティング（12チャンネル）  

アナログ（6チャンネル）  

コンピューター（PDPll／53）  

（2）小型電子計算機システム環境評価実験施設実験制御装置   

本装置は，従来利用してきたDigitalEquipmentCo．VAXll／780にかえて導入したものであ  

り，人間環境評価実験施設（ELMES）や環境総合解析情報システム（SAPIENS）の中核をなす  

ものである。  

〔性能〕（DigitalEquipmentCo．（USA），VAX8550）   

①処理能力：VAXll／780の約6倍   

②基本ソフトウェア：VAX／VMS   

③ネットワーク機能：イーサネット  

（3）顕微分光光度計システム   

本装置は，顕微鏡試料を分光学的に計測するシステムであり，主として生物試料における，種々  

の物質の分布，定量などを，組織～細胞レベルで検討することができる。  

〔性能〕（CarlZeiss（WestGarmany），UMSP80）   

①顕微鏡本体：UEM，透過光，反射光，落射蛍光各検鏡装置，UV光学系を有する。   

②高速スキャニングステージ：最小走査ステップ幅0．25J‘m，最高走査スピード10，000ステッ  

プ／秒   

③光源部：ハロゲン，キセノン，水銀各ランプ，瞬間励起機構を有する。  
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④格子モノクロメーター：分光波長域230～1050nm，最小半値幅0，5nm   

⑤光度計アタッチメントニ馴、測定スポット0、5〟mさ   

⑥受光部：光電子増倍管   

⑦コントロールユニット：MPC65   

⑧コンピューター：HP310   

⑨ソフトウェア：スポット測定，波長スキャン測定，エリアスキャン測定   

（4）透過型電子顕微鏡   

光学顧徴垂削こおける光のように，浮済粉じんや生体試料などに電子線を通過させて，主として  

試料の内部構造を観察しようとするもので，分解能が高い。また，試料から発生する特性Ⅹ繰等  

を利用して，微小領域の元素分析（分析元素：B5～U92）を行うことができる。  

〔性能）（日本電子株式会社，JEM、2000FX型）   

①分解能：0．14nm（格子像），0，31nm（粒子像）   

②加速電圧：20～200KV   

③倍率：×50～×800，000（透過電子像）   

④附属晶：エネルギー分散型X線分析装置（uNKANALYTICALL仁d．（UK），ANlO／85S），  

クライオトランスファーホルダー，自動つなぎ写真撮影装置  

（5）蛍光Ⅹ線分析装置   

土壌，生体，浮薄粒子状物質，水質中の多種元素の定性，定量を同時に行うことができる装置  

である。付属画像マッピング装置により元素の分布状態を測定することができる。  

〔性能〕（株式会社 島津製作所，VF320A）   

①分析範囲二B～U，S～U（マッピング時）   

琴試料室：水平上面照射方式   

③試料寸法：最大50mm≠以上，最大100×150mm以上（マッピング時）   

④位置分解台旨：1mm以下（マッピング時）   

⑤データ処理装置：自動定性，定量分帆 自動分析（ファンダメンタルパラメータ法）   

⑥附属晶：画像マッピング装置，試料自動交換装置，試料加圧成形装置   

（6）誘導結合プラズマ質量分析装置   

極微童（pptレベル）の金属及び半金属元素を分析する装置である。元素分析と同時に同位体比  

の測定も行えるため，試料の履歴・起源に関するより詳細な情報も得られる。   

通常，試料としては水溶液を用い，大気粉じん・底質・生体試料等の固定試料の場合は酸分解  

により容液化して測定する。本研究所のシステムには，固体試料の直接分析を行うレーザーアプ  

レーション装置，微量試料分析を行う黒鉛炉エバポレーション装置が付属している。  

〔性能〕（VGElementalLtd．（UK），PlasmaQuad）   

①質量範囲：m／zl～300   

②分解能：0．5amu（10％谷）  

③アバンダンス感度ニュppm以下  

④イオン検出系：イオンカウンティング  

⑤検出限界：ほとんどの金属元素に対し5～50ppt  
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⑥分析時間：1～2分（全元素定性分析）   

⑦付属装置：上記以外にオートサンプラー  

（7）二次イオン質量分析計   

細く絞った一次イオンビームを固体試料（土壌，鉱物，粉じん等）に照射し，試料表面から放  

出される二次イオンを検出することにより，試料に含まれる元素の表面分布，深さ方向分布等を  

調べる表面分析，局所分析装置。  

〔性能〕（CAMECA（France），IMS4F）  

（D一次イオン：02＋，0，Ar＋，Cs＋   

②測定質量範囲：1～250amu   

③最高質量分解能：M／△M≧10000   

④分析領域：0．2～500／ノm   

⑤二次イオン像分解能：0．2ノJm（走査法），0．5甘m（投影法）  

（8）液体クロマトグラフ質量分析計   

液体クロマトグラフ及びキャピラリーガスクロマトグラフにより分離された成分を二重収束型  

質量分析計により分析するシステムである。環境中に存在する微量有機物質の高感度検出及び分  

子構造解析を行うことができる。  

〔性能〕（FinniganMATInstrumentInc．（USA），MAT90塾）  

（D質量範囲：m／z～17，500   

②感度：GC／MSモードの場合，ステアリン酸メチ）L／100pgをS／N≧100で検出  

LC／MSモードの場合，PTHメチオニン100pgをS／N≧100で検出（但し，SIM）   

③最大分解能：50，000   

④イオン源：EI，CI，FAB，LC－MSイオン源（サーモスプレイ方式，放電イオン化可能）   

⑤イオン検出系：正イオン，負イオン   

⑥データ処理：低分解能測定，高分解能測定，SIM（低・高分解能），リンクドスキャン，ライ  

ブラリーサーチ  

（9）高精度安定同位体比質量分析装置   

水素，炭素，窒素，酸素，硫黄の安定同位体比を高精度で測定する装置である。  

〔性能〕（VGIsogasLtd．（UK），Prism）   

①分解能：200以上   

②検出器：トリプルコレクター   

③インターナル再現性（イオン強度4×10‾9A時）  

N2，CO2：0，006‰，SO，：0，008‰，H2，0，1‰   

④液体窒素トラップ使用時のインターナル再現性  

CO2：5barJ（J，0．006‰   

⑤附属装置：自動試料導入装置，炭素・窒素安定同位体比同時測定用元素分析計及びソフト  

ウェア  
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（10）高分解能ガスクロマトグラフ質量分析計   

微量の有機化合物を高分解能で分析できる装置である。大気，水質，底質土壌，生体試料の微  

量の有機化合物の定性，定量を行うことができる。  

〔性能〕（日本電子株式会社，JMS－HXllO型）   

①測定質量範囲：m／zl～120，000，6段切換   

②感度：ステアリン酸メチル（m／z：298）で，3×10‾8クーロン／〃g（EIモード，R＝1000），  

あるいは，0．1ng，S／N≧10（GC／MSモード，R＝500）   

③分解能：R≧125，000   

④イオン化法：EI塾，CI塾，FD型，FAB塾   

⑤イオン検系：正イオン，負イオン   

⑥試料導入方法：直接導入法，GC導入   

⑦データ処理：低分解能測定，マスクロマトグラフ，多重イオン検出，高分解能測定（定性，  

定量），データ検索  

（11）生体用核磁気共鳴分光計   

人間や実験動物・植物を生きたままで，NMR測定を行う装置である。これにより，生体内の構  

造の映像化，物質・エネルギー代謝の分子レベルでの動態解析を行うことができる。  

〔性能〕（BrukerMedizintechnikGMBH（WestGermany），BlOSPEC24／30）   

①超伝導磁石：水平方向に被験体を格納できる30cm径のポアを有する。   

②主磁場強度：2，4Tesla（1H共鳴周波数100MHz）   

③傾斜磁場強度：max．30mTasla／m   

④NMR分光計：測定核種lIi，31P，13C，23Na   

⑤ラジオ波パルス発生装置：2チャンネルFl，10～100MHz，maX・1kW，F2，100～101MHz，  

max．100w，Shapedpulseunit内蔵   

⑥画面再構成装置：イメージ構成時間3秒（256×256語）   

⑦データ処理系：24bitCPU，アレイプロセッサ，170Mバイト国定ディスク，磁気テープスト  

リーマー，フロッピーディスク  
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4．3 共 通 施 設  

4．3．1 エネルギー供給施設  

エネルギーに対する，生物系の安定した供給要請と，理工系の間欠的な変動の大きい供給要請  

に応じるために，各研究室との密接な連絡と運転保守とにより，これを対処し，新たに設備機器  

の運転監視自動化システムの採用，各種機器冷却水の回収（クローズド）システム，実験系冷却  

方式の改修，等を行い省エネルギーに努めた。   

62年度末におけるエネルギーセンター施設の概要は次のとおりである。  

（1）規 模   

特高受変電施設 66，000V受電，容量9，000kW，共通施設棟（エネルギーセンター），（ポンプ  

棟）  

（2）主な設備  

1）受変電設備   1次変電所（特高）1か所，2次変電所18か所  
ム  【コ  
台  

2）常用自家発電設備  1，000 kVA 3  

3）温熱源設備（ボイラー）  10，000 kg／h 3  

4）冷熱源設備   ターボ冷凍機   400USRT 2 台，1，000USRT l台  

吸収式冷凍機 1，000USRT l  

4．3．2 廃棄物処理施設  

廃棄物処理施設は，各処理施設と共に順調に稼働した。   

62年度における廃棄物処理施設の概要は次のとおりである。  

（1）処理能力  

1）一般実験排水処理能力  500t／d   
2）特殊実験排水処理能力  100t／d   
3）一般個体廃棄物処理能力   100kg／h   

4）特殊個体廃棄物処理能力   100kg／d  

（2）排水処理   

昭和62年度における処理水について，表4．23に本構内の汚水排除基準と霞ヶ浦臨湖実験施設の  

排水基準，及び各々の最高値を示す。  

4，3．3 エ  作  宝  

研究活動の活発化に伴い，ガラス工作室，金工重，材料工作室，木工室，溶接室，エレクトロ  

ニクス室の利用が増し，これに伴い各種機器を導入して工作室の充実を図り，研究部門の要請に  
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対処している。   

62年度における各工作室での機器製作依頼件数は次のとおりである。  

（1）機器製作依頼件数  

1）ガラスエ作重  59件   

2）金工室（材料工作室，溶接室含む） 96件   

3）木工室  99件   

4）エレクトロニクス室（利用件数） 168件  

表4．23 汚水排除基準  

生物化学的酸素要求量  
化学的酸素要求量  
浮遊物質量  （1以下）  

ノルマルヘキサン抽出物含有宜  
ア）鉱油類含有量  

イ）動植物油脂類含有量  

よう素消費丑  
カドミウム含有量  
シアン含有史  
有機リン含有量  
鉛含有量  
クロム（六価）含有量  

ひ素含有量  
給水銀含有量  
アルキル水銀含有量  
PCB含有量  

フェノール頬含有量  
銅含有量  
亜鉛含有量  
鉄（溶解性）含有量  

マンガン（溶解性）含有宜  

クロム含有量  
フッ素含有量   
窒素  

（注）＊（xx以下） 印は定量限界を示す  
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5．成果発表一覧  

5．1研究所出版物   

国立公害研究所研究朝儀・孝110号，（†987）海域lこおける赤潮発生のモデル化に関する研究  
昭和59／60年度 特別研究総合報告  

吉己号   発  表  者   題  目   ページ   

l－l  濱辺正孝   研究の概要と意義   卜28   

E－2  汽水性水域のAGPの測定法  2g－11  

東禎三●2．須藤隆一  
（●l東邦大．●2日本大〉  

l－1   43－55   
（■1島根大）  

E－l  制御実験生態系（マイクロコズム）を用いた赤潮発生機横  5T－66  
の解析．（Ⅴ）一赤潮鞭毛藻ueterosigtaakashiTOの増殖  
と細胞体積変化－  

1－さ  8トTT  
の解析（Ⅵ）一赤潮鞭毛藻Chattonellaantiquaの増殖  
細胞に見られる C／Ⅳ比と、光合成色素の構成比の日周  
変化－  

l－6  T9－88  
の解析（Ⅶ）－赤潮鞭毛藻ⅥeteTO写i印aakashi▼0の光制  
限同調堵雲下の増殖とそのモデル化一  

l－7   ■■p一別用を用いた】托terosigⅦaakashi■0（nada〉”ada  8g－102  
の体内リン蓄積過程の解析   

l－l  渡辺正孝．木幡邦男．巧刀正行   増分．リン酸塩による成層条件下でのEet¢rOSig■a   103－114  
且kasbi■0の日周鉛直移動と体内リン蓄積過程   

l－ 9  中村泰男   赤潮鞭毛藻Chatto爪ellaantiquaの硝酸塩，アンモニ  115－12も  
ウム塩．リン酸塩摂取に及ぼす増殖条件の影響   

ll10  中村泰男．沢井一浩●1．渡辺正孝  Cbattonellaantiquaの増殖抑制に及ぼす嗣イオンの効  12ト138  
（●l東京】翌科大）   果   

t－11  原島 省．濱辺正孝   大船渡動こおける熱塩循環流の数値シミュレーション   139－161   

lll：  藤田真一●1．渡辺正孝   鞭毛藻による生物対流の数理モデルを用いた周斯一非周  163－174  
（●l大阪府生活環境部）   期振動への遷移現象の解析   

E－13  原島省．渡辺正孝．藤代一成●1  175－195   

（●1東京大）   

l－1l  
渡辺正孝   （家島諸島）における現場海水を用いた Chatt8mella  
（●1東京理科大）   aれtiquaの半連続増黍実験－  

E－15  
中村泰男，原島省，河原長美●l  
（●1東京大〉   

ll川   Chattonellaj‖＝i叩aの生態モデル   217－281  

国立公害研究所研究報告 第111号，（1988）  

！己号   発  表  者   題  目   ページ   

t－17  瀕山春彦．相馬光之   AppllcationofX－8ayPhotoelectronSpectro写eOpy   121p．  
totheStudyofSilicateMinerals  
（ケイ酸堪鉱物研究へのX操光電子分光法の応用）   
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国立公賓研究所研究報告 第112号，（1988）光化学汚染大気中における有機エアロゾルに関する  
研究】有機エアロゾルの生成と挙動に関する研究 昭和58－61年度 特別研究報告  

記号   発  表  者   題  目   ページ   

打－1る   Abstract   

福山 力  研究成果の概要と意義   3－g   

鷺一門  泉 克幸，村野健太取水落克之．  シクロ7ルケン及び芳香族炭化水素からの有機エ7ロゾ  ＝∴＝  
福山 力   ル生成   

E－21  水落元之、福山 力   大気エアロゾル中の炭素成分の挙動（1g83年7月28日－   43－‘2  

30日の高崎市における悦郎例）   

【－22  霧水中のアルデヒド及びカルポン酸の測定  ∬－86  
松本光弘■貿．ソニ丁サラサール●コ．  

泉克幸，福山力 （■1群馬県衛公研 
，●2奈良県衝公研．  

雷コメキシコ国立大）  

【－23   8T－105   
（●1北海道大）  

l－24  尾崎裕，福山 力   気体分子との衝突による分子会合体の解離過程   10T－12Z   

国立公害研究所研究報告 第113凰（1988）光化学汚染大気中における有機エアロゾルに関する  
研究 昭和58－61年度 特別研究総合報告  

訂己号   発  表  者   題  目   ページ   

llヱゝ  

【一26   研究の目的と成果の意義   3－22   

l一三T  泉 克幸   炭化水素の有機エアロソル生成俄に関する研究   23一日   

【－28  畠山史郎   光化学有機エフ■ロゾルの生成機構に関する研究   15－58   

ll：9  井上 元   エアロゾル生成にかかわる反応中間体の分光学的研究   5T－71   

K－30  福山 力．賀田伸明   分子会合体の生成と反応に関する研究   T3－99   

K－31  村野健太郎   霧水中のアルデヒド及びカルポン酸の研究   10ト122   

l－1：  酒巻史郎   光化学大気汚染予測のための化学反応モデルに関する   12，－＝柑  

研究   

国立公害研究所研究報告 窮114号，（1988）水界生態系に及ぼす有害汚染物質の影響評価に関す  
る研究 昭和60－61年度 特別研究報告  

ぎ己号   発  表  者   ＝J≧  至   ページ   

【－33  安野正之   研究の目的と成果の概要   1－10   

l－！l  安野正之．花屋孝幸．高村典子   小型隔離水界の植物及び動物プランクトン群集に対する  11－23  
炭酸ガスlこよるかく乱実験   

l－！与  安野正之．花里孝幸．宮下衛．  小型隔離水界による除草鱒二種の生態影響の研究   ：Sllヰ   

高村典子  
tlI8  屋外水和に形成された動物プランクトン群集に対する   3g－18  

カー′りイト系殺虫剤．カルバリル．の影響 1．夏期  
における実験  

【－87  屋外水凱こ形成された動物プランクトン群集に対する  49－57  
カーバメイト系戦虫≠軌 カルパリル．の影響 2．冬期  
における実験  

llちさ  ワムシ（6rachiomusureeolari8）．ミジンコ（Moina  59－71  
■aCTOCQp8）及びユスリカ（Polypedilutnubifer）の  
増殖に及ぼす水中及び食物中の除草剤の影響  

l159   73－83                                       恋瀬川水系における殺虫剤，除草剤及び殺菌剤の残留量   

高村倒二  
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記号   発  表  者   題  目   ページ   

トlO  岩熊敏夫．高村健二．野原精一   恋瀬川支流における底生生物群集の変動と残留農薬の  85－100   
影響  

l14l  高村健二．安野正之   農薬散布水田のユスリカ羽化に影響する要因   101－109  

E－12  野原翔一．土谷岳令●1．岩熊敏夫．  
白石文明（●1筑波大）   

I－1】  符谷貞二●1．大内絹子雷2   125－135  
（■l麻生兼北短期大●2東北大〉   の毒性評価   

t－」‖  宮下 衡，江上信雄   標準試験生物としてのメダカ   137－145   

tlli  佐竹 潔．畠山成久．安野正之   歪金屑汚染河川（秋由県′卜坂川及び米代川）における底  117－158  
生動物群集   

ll＝  
佐竹譲，安野正之  

15g－17  
何者藻類群集  

（●l横浜市公害研）  

lll†   

（●1山形大）   コカゲロウ（Baeti写tber■i…＄）個体群の周年変動   

E－48  畠山成久．福嶋 悟●1．佐竹 潔  重金属汚染河川（掛11水系）における底生生物相の回復  193－206   ●1 
（横浜市公有研）   過程に関して   

l－1I  菅谷芳雄．畠山成久．安野正之   銅鉱山廃水の流入する梯川のユスリカ群集   20ト212   

llSO  菅谷芳雄．畠山成久．宮下乱  銅鉱山廃水の流入する南近畿3河川のユスリカ群集   21き－222   

安野正之  

ト‖  高村典子．笠井文絵，渡辺 信   河川性付着藻類の豆金属耐性の違いについて一光合成   223－232  
活性に及ほすさ臥 カドミウム．亜鉛の影響   

E－52  渡辺 信．竹内裕一，高村典子   付着ケイ藻Acbnantheslinutlssl■aの飼耐性機構   233－213  
について   

ltS】  鈴木杜夫．畠山成久   環境中に存在する低濃度のカドミウムに対する魚類の   215－256  
耐性機構   

国立公害研究所研究報告 第115号，（1988）複合ガス状大気汚染物質の生体影響に関する実験的  
研究 昭和57－61年度 特別研究総合報告  

発  表  者  題  目  

Abstract   

研究の概要と展望   
二酸化窒素とオゾンの複合長期暴露がラ・yトに及ぼす  
影響Ⅰ．第2回目実験の暴露チ十ンバーの環境制御  

二酸化窒素とオゾンの複合長期暴露がラ・yトに及ぼす  
影響Ⅱ．第2回日実験の供試動物の飼育援過  

二酸化窒素とオゾンの複合長期暴露がラットに及ぼす  
影響Ⅲ，病理的形態学所見   

二酸化窒素とオゾンの複合長期暴露がラットに及ぼす  
影響Ⅳ．電願形態計測所見   

二酸化窒素とオゾンの複合長期暴露がラットに及ばす  
影響Ⅴ，呼吸機能に及ぼす影響  

二酸化窒素とオゾンの複合長期暴露がラットに及ほす  
影響Ⅵ．脂質過酸化的障害と抗酸化性防御系因子の変化  

二酸化窒素とオゾンの複合長期暴笛がラットに及ぼす  
影響Ⅶ．肺．血清及び尿中のコラーゲン代謝関連因子の  
変化  
二酸化窒素とオゾンの複合長期暴雷がラットに及ぼす  
影響Ⅷ．臓器の生体膜成分に及ぼす影響  

村上正孝  

清水 明．松本 茂．伊藤勇三．  
山元昭二，高橋慎司．高橋 弘  

伊藤勇三，高橋慎司．山元昭二．  
清水 明，高橋 弘  

村上正孝．河越昭子．米元絶三  

米元絶三．河越昭子．村上正孝  

玲未 明．清水 明  

嵯峨井勝．市瀧草道  

市瀬草道．嵯峨井勝  

61一丁4  

Tト81  

8ト90  

gl－101  

103－115  

高橋勇二．三浦 卓▲持立克身，  
国本 学  

－113－   



記号   発  表  者   題  目   ベー・ジ   

【一‖  持立克身．三浦 卓   二酸化窒素とオゾンの複合長期長径がラットに及ぼす   12T－13Z  
影響Ⅸ．肺胞マクロファージに及ぼす影響   

ト65  藤巻秀和   二酸化窒素とオゾンの複合暴露が免疫機能に及ぼす  1閃－＝柑   

最…響  

ll帥  高橋勇二．三浦 卓   ラ・′ト肺の異物代謝系に及ばす二酸化窒素とオゾンの   139－119  
複合亜急性毎度の影響   

l16T  二酸化窒素とオゾンの単独及び複合暴露によるラットと  15卜川1  
モルモ・ソトの肺の過酸化脂質生成と抗酸化牲防御系の変  
化  

l一日   163－168            二酸イヒ窒素とオゾンの校合暴電によるラット肺のグルタ  
チオン合成系酵素活性及びグルタチオン含量の変化   

【－8g  老齢ラットに及ぼす二酸化窒素とオゾンの影響Ⅰ．   1日－1T8  
持立克身．河田明治．披谷邦光．  nt値と臓器重量の変化  
野原恵子．伊藤弟三．高楕弘  

正一TO   老齢ラ・yトに及ぼす二酸化窒素とオノンの影響Ⅱ．  1Tト186  
肺異物代謝系の変化   

ト‖  三浦 卓，高橋勇二   老齢ラ・yトに及ぼす二酸化窒素とオゾンの影響山．‘   18T－195  
肝臆と腎腐の生体膜成分の変化   

llT：  山根一祐ノj、林隆弘   オゾン暴電がモルモット気管平滑筋の自発性収術並びに  187－203  
ヒスタミンに対する反応性に及ばす影響   

tl†j  205－210  
村上正孝  
（■Ⅰ東京慈恵医科大）  

【一丁l   

（●1筑波大．●2東邦大）   促進   

E一丁5  ．I－ ≡   ＝＝  ＝   オゾン星霜による肺胞マクロファージの代謝の活性化と  21！卜22g  
細胞敷の増加   

E一丁6  持立克身．三浦 卓   肺胞マクロファージの殺菌活性に及ぼすオゾンの影響Ⅰ．  231－213   

E－77  持立克身．三浦 卓   肺胞マクロファージの殺由活性に及ばすオゾンの影響Ⅱ．  2り－2S2  
老化に伴う傷害の増大   

E－78  清水 明．鈴木明   実験小動物の呼吸機能測定用高速デジタルリニ7ライ   253－258  
‘サーの開発   

r一門  野原庶子．河田明治．彼谷邦光   ラ・yト肺遊離ドリ⊃－ル定量法の改良   259－285   

国立公専研究所研究報告 第116号，（1988）自然浄化機能による水質改善に関する総合研究（Ⅴ）  
汚濁負荷の発生と流出，流達 昭和58－61句三度 特別研究報告  

記号   発  表  者   ≡J主  ≒   ページ   

l－80   Ab6traet   

海老瀬潜｝  研究の概要   3－11   

R－8Z  安部革也   大気からの栄華壌降下量とその変動一陣水とドライ   18－2l  
フォール7ウトによるものの特性－   

l－81  稲葉一乳須藤隆一   生活難排水に含まれる合成洗剤の負荷原単位   2S－38   

ト84  細見正明．稲葉一檻．原沢英夫．  生活推排水の汚漁色荷原単位   39－52   
須藤隆一  

【－さ5  平田餞正．村田浩爾   渓流水質からみた森林の浄化機能に関する研究（第3報〉   53－7l  
溶存物質の流出機構   

g－86  村田浩爾．平田健正   渓流水質からみた森林の浄化機能に関する研究（第l報）   丁トg7  

水収支と物質収支   

‡－87  海老激職－   流下過程の水質変化の物質収支法による評価   9ト110   

－114－   



雷己号   発  表  者   題  目   ページ   

t－8も  海老瀬潜一   流域からの無機イオンの流出負荷土原単位と流出特性   111－131   

【－89  海老瀬潜一   小河川流域の流出負荷立とその流出特性   133－147   

国立公害研究所研究潮告 第117号，（1988）自然化機能による水質改善に関する総合研究（Ⅵ）  
湖沼の生闇系構造と自然浄化 昭和60／61咋度 特別研究報告  

吉己号   発  表  者   題  目   ページ   

l190   Ab写traCt   l－2   

春日潤一．野原精一      t－，1  研究の概要   3－11   

ト9：  大坪国順．村岡浩爾   底泥の再浮上現象の現地観測及びそのシミュレーション  13－37   

ト‖  福島武彦．相崎守弘．海老和治一，  3g－55   
大横晃   

E－9l  天野桝二．福島武彦   湖沼底質中の栄養塩．東金鳳化学物質の分布特性   5T－68   

E－95  細見正明．須藤隆一   手賀沼における栄養塩収支   6g－88   

l19l  細見正明．須藤隆一   韻ノ湖の生態系モデル   87－111   

l19了  柏崎守弘．野原精一．河合崇欣   霞ヶ絹江戸時人水革帯における水質変動特性   113－123   

ト98  125－139  
高村典子．柏崎守弘．大槻晃  
（●l筑波大）  

lt99   環ヶ涌江戸崎入水革帯の庭生及び付着動物  111－150   
土谷岳令●1（＝筑波大）   

l－100  花里孝幸．安野正之   霞ヶ浦高浜人における枝角類の個体群動態と生産．及び  151－1‖  
アオコとの関係   

E－101  漫頸増殖過程の水質連続測雇  16ト178  
青山莞爾●1．西川雅高．菊池京子●2  
（●l東邦大．●才筑波大）  

E－102   屋外実験地における池沼の自然浄化機能  17g－221   
花里孝幸．菅山莞爾●l（●1東邦大）  

t－103  春日精一   脛ヶ滴における大雨後のイサザ7ミの減少とそれによる  223－229  
動物プランクトン及び水質の変化   

11 

水．  

記号   発  表  者   眉  目   ページ   

E－10l   Abstract   

稲森悠平  研究の概要   3－さ   

E－108  相姦悠平．林 紀男．須藤隆一 水路浄化法に及ぼす温度の影響   9－38   

E－10T  稲森悠平．林 紀男，須藤隆一   水路浄化法におけるアオコの分解に果たす微小動物の   39－65  
役割   

E－108  冨岡典子．松竜一夫．矢木修身．   土壌による水質浄化（Ⅳ）一土壌処理による水質の長期  6T－る8  
≡‡＝   変動－  

ト109  8g－103  
須藤隆一  影響－  
（◆l信州大）  

E－110  105－11g  
矢木修身．須藤隆一  
（●1信州大）  

t－111   121－140  

ー115－   



雷己号   発  表  者   題  目   ページ   

稲森悠平．須藤隆一  
（●1日本大）  

r－112    細見正明．稲森悠平．須藤隆一   土壌処理過掛こおけるリンの形態変化   14卜119   

E－113  乙間末広   土壌水分分布及び浸透水量に対する土壌水分特性曲操   1Sl－1日  
の影響一無次元式による数値解析－   

l－114  1即ト18g  

岩佐克彦■1．須藤隆一  
（●1東邦大）  

E－115   小規模排水処理システムの建設費及び管理費について  191－202   

国立公害研究所研究報告 第11g号（1988）自然浄化機能による水質改善に関する総合研究（Ⅶ）  
自然浄化システムの評価方法 昭和60／61年度 特別研究報告  

ぎ己号   発  表  者   題  目   ページ   

l－116   Ab写traCt   

青木陽二  研究の概要   8－8   

E－118  細見正明，相葉一穏．稲森悠平．  7シ原の自然浄化能を活用した生活維排水処理   7－1T   
原沢英夫．須藤隆一  

【－119  稲葉一橙．娘藤隆一   湿地における合成洗剤の自然浄化髄の季節変動   1g－30   

Ⅸ一120  青柳みどり．原沢英夫．細見正明  雑排水対策に対する住民の意識と行動   81一日   

Ⅸ－121  青木陽二   現場実験による水辺快適性評価の試み   lトT2  

味沢英夫．甲斐沼美紀子   エキスパートシステムによる地域特性を考慮した処理シ  7！－91  
ステムの選定   

国立公害研究所研究報告 第120号．（1988）  

記号   発  表  者   題 日   ページ   

【－123  国立公害研究所   自然浄化機能による水質改善に関する総合研究   8帥．  

昭和58－61年定時別研究総合報告   

国立公啓研究所研究報告 第121号，（1988）  

記号   発  表  者   題  目   ページ   

E－124  佐々 学●l．菅野芳雄．安野正之  ●  ■  l     ■      l ●  ●   l：■   ■    ′’   90p．  
（●1竜山医科薬科大）   Southern］okkaldo（北海道南部の湖におけるユスリカ  

相の研究）   

国立公害研究所研究資料 第32号，（1987）  

吉己号   発  表  者   題  目   ページ   

E－125  山口武則．藤沼康実   国立公害研究所実験ほ場の土壌及び気象に関する珂査   111p．  
資料集（Ⅳ〉   

国立公賓研究所研究資料 第33号，（1g88）  

記号   発  表  者   題  目   ページ   

E－126  国立公害研究所   自然浄化機能による水質改善に関する総合研究   105p．  
霞ヶ浦全域調査資料付．霞ヶ浦江戸崎人調査資料   

一116－   



1その他の刊行物  

雷己号   発  表  者   題  目   ページ   

E－12T  国立公害研究所環境情報部   国立公害研究所単行本所蔵リスト 川0．3）1986年1月－  ユ07p．  
19る7年12月   

【－128  松本幸雄，宇都宮臨二臥新藤純子，  99p、   

横田達也   

E－129  国立公害研究所環境情報部   Ⅰ肝OTEmA国内情報源台帳（第8版）   401p，   

【－130  国立公害研究所   ”lES－Colleetio爪 いST OF STRA川S   118p．  
Second Edltion1988 Mieroalgae and Protozoa  
（国立公害研究所微生物系統保存施設保存株リスト  
第2版 微細布類と原生動物）   

第2回 環境データ処理研究会報告書「大軍経由の環境汚染現象とデータ解析－  

大喜多敬一   

安部喜也  

和H秀徳●1（●1東京大）   

寺部木次引（●1川崎市公害研）  

大気経由の環境汚染現象の主眼点   

大気経由の水質汚染l（世界の状況〉   

大気経由の土壌汚染  
一酸性雨と土壌一  

金属腐食からみた大気環境因子の顎形化と Da下age Fu爪C－  
tion について   

大気汚染が植生に与える影響（Ⅰ）  
大気経由の水質汚染Ⅱ（日本の状況〉   

関東地方におけるオヰシタントによる植物影響調査   

大気汚染が植生に与える影響（Ⅱ〉  
一樹木及び着生生物一   

酸性化が水生生物に及ぼす影響  

E－131   

1－1う2  

r－1‖   

【－13l  

ト18   

17－う3  

3王卜52   

5（卜6l  

小倉紀堆●1（＝文京貞工大）   

田崎淳●1（●1千葉腺公害研）  

横堀 誠●1（●1茨城県林業試）   

細見正明  

E－185   

E－13‘  

l111†   

E－138  

65－72   

73－84  

85－92   

93－104  

霞ヶ浦臨湖実験施設研究発表会 講演報告集－2－  

田中秀之●l．相崎守弘（●1日本大）   

柑崎守弘   

菊地京子●1．河合莞欣（●l策波大）  

土谷岳令●1（H筑波大）   

野原精一．土谷岳令●l（●1筑波大）   

田井慎吾   

河合崇欣   

矢木修身  

柏崎守弘．河合崇欣．花里孝幸．  
大槻 晃一青山莞爾‖（＝東邦大）   

春日清一   

田井且召   

河合莞欣   

河合崇欣  

田井慣召  資料  

光合成細菌の低級脂肪酸からの菌体生産物率   

霞ヶ涌における細菌現存量の季節変化   

酸の添加による植物プランクトンの炭酸ガス．酸素代謝  
への影響   

浮葉植物の抽水葉と浮華の生理．生態学的特徴   

野生化したハスの分布と現存且の季節変化   

霞ヶ浦湖水の限外ろ過法による浄化   

DO．DIC連続測定と結果の特徴について   

霞ヶ浦におけるカビ具の発生について   

屋外実験地における池沼の自然浄化機能  

霞ヶ浦のイサザ7ミと水質   

実験用湖水の水質と植物プランクトン   

臨胡実験施設気象．水質等モニター年報   

組合討論（1〉曙場容量特別研究一第2グループ（湖沼の  
物質循環選定と生態系管理に関する研究）の目標一   

緒台村絵（2）エコテクノロジーについて  

1T－18   

19－20   

21一之g   

31－89   

11－SZ   

53－5T  

59－61   

6ユー64   

65一丁5   

77－80  

81－8：l   

るl－るる  

ー117－   



発  表  者  

水域における生物指標の問題点と将来  

福嶋 倍■1（●1横浜市公害研）   

渡辺 信．竹内裕一．高村典子   

渡辺亡治●l▲浅井一視●2．  
伯 毒手●l  
（◆1奈良女子大．◆2大阪医科大）   

安野正之  

小林拒雄＝（●l旭技研）  

小田泰史‖（㌧熊本県衛公研）  

岩熊敏夫．白石克明．高村健二．  
野原相一．上野隆平  

相崎守弘   

佐藤正光暮1（●1熊本県衡公研）  

森田軌凱岡価研作．穂弘崇軋  
柴田康行．尾崎邦雄＝．酒井 浄＝  
（●l新潟県公音研）   

畠山成久   

佐竹研一  

日高秀夫霊1（●1愛媛大〉  

荒井真一事l（●1環境庁〉  

梶原成元●l（●l環境庁）  

安野正之  

歪金属汚染河川に形成される付着藻類群落  

付着珪葦Aebnamtbe＄■ineutissi■aの重金属耐性   

環境指嶺生物としての珪藻群集  

E－154   

E－155   

E－15も  

環境汚染指標昆虫としてのユスリカ   

環境指棲息虫としてのコカゲロウ   

環境指標生物としての水生昆虫群集  

生物指標修正因子としての殺虫削除草剤  

環境指標としての微生物   
80D法の問題点  

二枚貞における環境汚染物質の蓄積  

【－157   

E－158   

E－159   

l－160  

l－161   

E－162   

E－163  

ユ3－‖   

l卜川   

6ト67   

89－75  

7ト81   

83－86   

8ト90  

水生昆虫コカゲbウにおける重金属の蓄積  

水生苔好における重金属の蓄積一水銀の蓄穣一   

環境汚染物質の魚類行動への影響   

生物の畜楓性による環境監視（生物モニタリング調査の  
概要）   

水生生物による簡易水質調査法について   

河川の水質を評価する生物指標の最近の動向  

gト99   

101－1（I‘   

10ト11（1   

11卜11T  

ll卜122   

12ト1‖  

一118一   



5．2 国立公害研究所研究発表会  

発表年月 昭和62年6月10日  

き己号   発  表  者   題  目   ページ   

ト1  須藤隆一（技術部）   土壌や水路を利用した排水処理技術   卜丁   

k－ 2  渡辺 信（水質土壌環項部）   毒性物質を生産する藻類について   9－15   

k一‡  岩熊敏夫（生物環境部）   殺虫剤，除草剤の水系への流入と生物影響   1T－22   

トl  相馬光之（計削技術部）   微量の環境汚染物質を正し．く計糾する一選択的，   23－28  
高感度分析技術の開発   

k－ 5  高橋 弘（技術部）   環境研究施設の安全対策－バイオハザードとケミカル   28－36  
ハサートー   

k－ 6  竹内裕一（生物現場部）   紫外線の生物影響一植物への影響を中心として－   3T－‖   

k－ 7  太田庸起子（環境保健部）   浮遊粒子状物質と健康一足内浮遊粒子に関する調査知見  lト51  
を中心として－   

k－ 8  三浦 卓（環境生理郡）   大気汚染物質に対する生体の適応過程   53－60   
k－ 9  安岡酋文（総合解析部）   新しい街並みづくりのシステム一画像処理による景観の  6卜68  

予測と評価「   
k－10  松本幸雄（環境情報部）   大慶のデータから大気汚染の特徴を調べる一常時監視   67－74  

データを中心にみた統計的性質－   

k－1l  若松伸司（大気環境部〉   東京首都圏地域の光化学大気汚染一三次元モデルによる  75－80  
数値シミュレーションー   

k－12  秋元 寧（大気環境部）   光化学スモッグ中の有機エアロゾル一生成機構を   81－8T  
中心に－   

一119－   



5．3 誌 上 発 表  

記号   発 表 者   題  目   掲 載 誌  葛（号〉  ページ  刊年   

A  

A－1  合成関口レーダ（SAE一別川）データによる土  M一班0航空機実験成   19一‘2  

山口武脚㌣  壌水分の酎定に関する研究   果報営業（宇宙開発事  

（れ技術部）  業団地球級別  
センター）  

A－2   アメニティタウンハンドブックの紹介   地理   32（10）  

A－8  1古r㌍ざぐ丘Jeぶ∫S【8tざニ  81jづ20  

0．At杷♯1．A．Xatswa把．  a爪aty占issysteldesipldfo†5urYeyed  Tb（治ryandAppli¢a－  
【．Ⅳakay沌a事1  由taofassociatio】lteStS   tions LP88 
（暮1uniY．T5ukuba．  （Perga叫nPTeSS．〉  

紹【yotoSam訂OUniv．）  
（iさ9）  

阿部治凛1．勝宍月明ド  

（★1筑波大．  

A－5   ［巻頭言］廃棄物と環境問題   環境情報科学  16（1〉  1g87  
A－6  リサイクリング事業の採算性について  10T－114  

報告書「リサイタリン  
グの経済性について  
（Ⅱ）」（（財）クリーン・  
ジャパン・センター，  

11Zp．〉  

A一丁  第3手技術評価の方法  昭和61年匿サンシ十イ  20－34  
ン計画蚕棚杢研究成  
果報告沓「新エネルギ  
一枝術導入に必要な討  
査研究報告書」  
（（財）日本産美技術振  

興協会．1悶p．）  

A－8  2－∂適正処理困難性の総合評価の手法  ！lll二  

物の処理基経盾基礎  
調査報告さ．（厚生省生  

清衡生見旭境訊  
192p．）  

A－9  資料1階層型重みづけスコ7法について  15g－16g  
物の  
洞査報告書（厚生省生  
活衛  
1g2【l．〉  

A－18  クロスメディTアプローチ  昭和61年度環境庁委託  62一丁l  

業務緒果報告書「有者   

謁妻」（1ggp．）  
Å－11   EnYir（〉n■enttedmoloⅣ   5（3〉  1987   

Ⅳe■＄  

A－1Z  大気汚染学会誌  
廣崎昭太♯l．伊藤政志頂．  一間易削定による網棚査結果の程†  
青木一幸椚．  解析－・  

朝来野国彦ゼ  
（れ農林水産技術情報  

協会．  

紹東京鞠墳科学研）  
A－13  17（1）  

宮本定明▼1．阿部冶♯l．  

内藤正明把．原沢英夫椚  

（刈筑波大  

増給台秤折部）  

A－1l   30  】1ト）ll   

（11日棚セ）   
l－15  A．HarwaJa   Environlentaldatab写e＄：川FOTER払  SJStel写＆馳ntrol  150，－1508  1987   

Enc】化10弼ilVol．2  
（Per卿nPJeSS）  

A－16  松本幸雄   水質環墳モニタリングデータの処理．蓄積と  10（5）   

利用の現状一公共増水域の場合－  

一120－   



雷己号   発 表 者   題  目   掲 載 誌  巷（号〉  ページ   刊年   

A－17  松本幸雄   環境統計・世界の動向   職十の整備に閲す   ユト1l  1981   
る詞書報告書  

A－18  松本幸雄   環境統計・公専等  棚十の整備に閲す   3ト55  19＄T   
告舎  

A－1g  245－27Z  

（♯1総合解析帯）  開発  術の利用実証に関する  
研究（第Ⅶ期〉成果報  

告書  
A－20  1igh－S匹d写匹CtrOradloqeterforr鴇Ote   26  

月．Shi●izuれ．  SenSiれg  

Y．Yasu0la★1  
（れSyst．A几al，Plam．  

Div．）  
Å－21  22くヱ）  

時監視データの特せ抽出   

B   

Ⅰト1  誌  
8－Z   現実験による都市の水辺評価の試み   16（2）   
8－ 3  青利払二   身近な水辺の快適性評価   下水道協会誌  24（2Tg）  13－19  1987   
8－ l  甘木阻二  視野の広がりと樺量感の関連  造l戴雑誌  51（l）  1－18  1987   
青木吼二  自然明とアメニティ2   造園雑誌  51（1）  

‾‾ げ定の方法  
Y．loki  Systetsl馳ntr01  15別卜150T  1g87   

Ency亡10【戚1a  

（Per脚PnPress）  
8－ 7  青木陥二   植栽空間測定のための心理的評価指榛の選定   森林文化研究  8（1〉  

B－ 8  Y．Åoki   †aterfront且ppr且i去al   Sy畠Ie■S＆払ntrol  5161－5川2  19＄る   

Eneyelopdia  
（Perga脚nPres5）  

B－ 9  Y．IikuTa．Ⅳ．Sugi⊃OtO■1．  ItproYetentO几1idardatapr∝e6Si几gfor   Appl．Opし  26   
Y．Sas抑○霊1．E．Shi■izu  strato8phericae∫OS0111eaSVrelentS   
（れAt■）S，EmYiron．Div，）  

8一川   軸答粗安岡善文  多重分光画像分類のための最良線形判別関数  
の導出   粟   

B－11  
率的な自動詔別  集  

B－12   地鵬管理をめぎして   地理  32（5）   

Ⅰト13  内藤正明   豊かな現場づくりへの新たな挑戦  とうきょう広報   
8－1l  内藤正明   環境容量論   砺惰郷学   16（3）  19一～l  19もー   
8－15  内藤正明   環境問題の展開に伴う聯究の方向  季刊環境研究   113－120  198T   
B－16  内藤正明   微生物生態に関する数理モデルのあり方につ  微生物の生態15  1－12  1987   

いて  セ、  
8－1T  83－188  
松岡脚  研究  興全株肋事業「環境教  
（11ダイナックス郡市環  育惰軌こ関する研究」  
墳研．将北九州市〉  （日本槻金．15恥）  

B－18  地下水汚染の実態とその対策  J要覧  59－68  
（橋本道夫ら者．サイ  
エンスフォーラム，  

83gp．〉  

B－19  ト83  

（■l筑波大）  究貸株肋金報告書中  
杉修身．北畠脚著，  

朋p．）  

8－20   地下水への汚醐侵入の機序  公専と対策   23  94ト948   

B－21  松藤虔司1l．申杉修身  プラスチックごみの適正処理に向けて  月刊廃棄物   13（117）  

（刈福岡大〉  

ⅠトZ2  イ珊のためのリスクアセスメントに  化学物質の環境汚染に  33－50  
おける馴馴晰手法   関する総合的研究  

（白木公衆衛生協会．  

20p．）  

8－23  環場長霞評価手法  3ト61  

（日本水質汚濁協会．  

199p．）  

8－Z4  化学物質の環墳lこおける安全性  環境の安全性－その評  97－123   
価をめぐって－   

（恒星社厚生膵L141p，）  

8－25  中杉修身   」脚処理の潤と解決の方向  月刊廃棄物  14（1）   

－121－   



雷己号   発 表 者   眉  目   抱 t賢 誌  巷（号）  ページ   刊年   

8－26  中杉修身   トリクロロエチレン等による地下水汚染桟積   かんき▲う   1a（2）  13－16  1g88   
Ⅱ  

B－2T  中杉修身   一般廃棄物の収集・輸送システムの現状と将  産業と環境   17（1）  39－1き  1988   
来展望  

B－28  西岡秀三  環境問題からみたエネルギー選択に向けての  エネルギーフォーラム  （189）  1トl†  198T   
視点  

B－29  西岡秀三  生活の質に責任をもつのは稚か7   かんさょう   12（小  
8－30  環境情報システムの利用  環境情報の有効な利用  28－15  

を目指して」剥離剤  
システムの活かし万一  
（西岡秀三ら著．環境詞  

査センター．109p．）  

B－き1   リスク管理手法と経済合理性  GOO4   
昭和62年度研究掴  
善書  

B－32  仁科克己   地域環項管理計画と脚  環堵情報科学   16（2）  37一仙  1g8T   
B－33  廉沢英夫内藤正明．  
右横良信”   
（♯1東北学院大）  

B－3l   森田恒幸．野田清敏▲1  環境アセスメントの手続き   現場アセスメントハン  29－Sl  198T  
（1リけL州市）   一比較分析一   ドプ・yク（上巻）   

（環境技術研究協会）  

甘－35  59－もー  

笹野泰弘紹．   ック性能評価に関する研究  成果報告集  
中根英昭紹．清水浩  （共同研究）  

（蠣1現境情報部  

増大気環境部）  
6－36  昭和81年度科学技術振  28－3Z  

飯倉善和  興調整費研究成果葉  
（刈環境情報部〉  

C  

C－1   「酸性雨」とは何か   地理  82（5）   

At■08Enviro】1．  21   1山g－11Tl  1987   

insolubleparticulate舶tterimrain  
Y且ter  

C－3  193  

rormsofironandalulin川inr且in  
Yater】】eaSurdbyinductiYelycoupld  
pl亀S臨も且t（氾ic切iちちions阿tT湘tTy  

C－4  57  
K．Pu■a”   OrtyPicalgroup13－15ele¶ent＄for  
（”鮎p山yDir．）   inductivelycoupldargoIIP】as¶a  

e¶issionspe亡trO勺etry  
C－5  

C．D．IkÅ11i6ter杷．  ■llll‘．′ l：  
C．D．Leving6鰯  PerlphytomIabeledsilⅢ1tam∝〉uSly■it  
（れUniY．T＄血uba．  13ca几d16日  
頂恥p．Pi油．Oee劇S  

P且e【lIol．Stn．．  

叫如．Pish．Oceans  
lest†肌COuYe∫）  

C－6  8ull．me■．Soc．Jpn．  
X．Ⅰ■aSe頂，   】ake■ater町．Q）rrelat10nb¢t■eeれ  
S．Ihshi■OtOづ．   dlssoIYedalkalinephosphatas8且nd  
H．Uda糾．l．Fojl▼ara燃．  
A．Ot＄uki．E，Fリ■a糀．  

・：．．．．こl←  
（‡】仙iv．肋ryland，  

昭Sci，Teくb．Agency．  

頂Ⅳatl．Re＄．】爪8t．≠et‥  
★lsu■ito■0恥t．〟in．  

Ltd‥糀Umlv．Tokyo．  

嬬恥putyDir．）  
C－7   J．P叶COl．  23   488－11l   

軋札Iatanaわ刈．   f∫○■tenaX即ic（皿Itllrdd】at（湘＝血  
E．Sug血ara紹   ： ．：． 11■‖■ lふl ■  
（＃11aterSoilEnYiron・  rever＄ephaseHPLC■itbfluoro凸¢tric   

ー122一   



雷己号   発 表 者   jJ…  ≡   掲 載 誌  巷（号〉  ページ   刊年   

DiY．．   detection   
把EnviJOm，Bio．DIv．）  

C－8  
Y．打ara♯1．   仁胡pbellriYereStuaryattbetl■eOf  
E．Y．Stepbens蛇．  thespri叩bl∞■Ofphytoplankton  
C．D．LeYing写紹  

C，D．1kAlllst（汀昭  

（11umiY．T石ukuba．  

噌恥p．FIsb．Oe飽n＄  

Cam如a）  

C－9  
Y．Ea柑刑．   写al■Onldll且bitatsofthec（神pbell  
C．D．IkAllister把  rlverestuaTylnautul爪  
（事11】niY．Tsukuba，  

噌鮎p，Fisb．Oe組nS  

Can血a）  
C－10  81（10）  

冗．qu且n撫1．T．Vehir0．  

E．Fu▼a杷  

（暮Ipeki叩Hunleipal  
Ce爪teTforEnYiron．  
Protectioれand  
敗）nitorim＆  

職鮎putyplr．）  

C－11  環境標準試料  分析化学実験ハンドプ  21ト250   

ック（日本分析化学金   

錮．丸善．888p．）  

C－12  E，Okatoto   Ane■eertiridre†ereneetaterial．   A爪al．Sel．  3  1gl－192  1聞7   
vehlCleexhaustpartleulaい∋S  

326   
（恥PutyDlr．〉  1eavesreferenct！■aterlal  Chel，  

C－1l   岡本研作  国立公害研究所の現場榛準試料  接準物質協議会会報  1g87   
C－15  田本研作   環境捺準翻NIESⅣ0．8「自動車排出粒子」  季刊環境研究   （68〉  124－133  1g87   

について  
C－18  田本研作  環境標準試料の把と保証値について  日本分析センター広報  14  29－52  1987   
C－17  岡本研作   環増分折と標準試料   産業公害   24   10卜10も  1988   
C－18  エ丁ロゾル粒子の原子吸光法およぴ1CP尭  エアロゾル研究  

功刀正行．原口綻器P  

（★l気象大学校．   

相克京大）  
C－1g  21  91T－92T  

】．一肌且Z且■a♯l．   匹rtle18S‡川dtheirc叩押nt，mtSa＄  
E．Eiro5e★1．   te且Surdonatet∝〉ml（〉gie81  
Y，tbkiya▼1   observatlonto■er  
（11鮎teorol．Res．l爪写t．〉  

C－20  36  362－366  
中書千秋霊l．山口典蛙♯l  おける励起光量の補償  
（■l脚作所）  

C－21  原子吸光法  「空知電浄のための浮  g4さ－95Z  

Ⅵ刀正行  遊拉子の計測・制御隠  
（椚気象大学校）  合技術」湖山プラン  

ニング．1065p．）  

C－Z2  148  
【．Sibata   1iYer町rlp¢111a飢dlYiifolia（Dleks．〉  

Dul．inre18tiontoheaYy■etal  
∝〉mta■ination  

C－23   町dr◇blologia   150   
tacrophytes  

C－2l  髄元薗の計数法および槻元活性の軸  水質汚河研究  11（1）  

田口幸夫暮t．佐竹研一．  

森息洋紹   
（■1東京敵将島根大）  

C－25  
J．S．Ed■Onds暮1   ar＄enle－COntainimgrib）furanosides  
（■l†est．Aust．肋【．Res．  froptbediblebromsea■ed．  
Lab．）   1aqlnarl且jaI氾nica（仙tOⅣBU〉  

C－Z6   21   813－817   
4－（cblor（■eth∫1＄ulfonyl）   

（このレコードは次ページに続きます。〉  
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bromt杷nZene．AneYberbici（】e  
addttive．i11lakeTater＄  

C－2T  軋So札a．H．Sey姻a．    ．●l●●‘■l●■●ll   Talanta   35  68－70  1g87  
K．Satake   抑alysisofleadaecul山atdin   

aquatiebryoplytes  
C－28  Effect（】r且Pplidcurrentoncopp∋r  Anal．Chi■．Act．  200  

K．To【h暮1．E．P山鳥Or↑1．  

札S（加．Y．U■eZa▼a噌  

（れTeeh．Univ．Buda匹St．  

紹‖okk且idoVniY．）  

C－29   Chep．Lett．  105－108   
（TTF）into■Omt■Orillomitebyre且C－   
tionYitbtheinterlayer⊂at10nS  

C－30  Reactionsoftlliopheneand   a5（1）  

Y．Furuka■㌔1．   nethylthiophenesintheinterlayerof  
】．narada♯1   t∫a爪Sitionlletalion－elebamgd  
（♯けobokuUniv．）   卦〕n抽）rillonitt∋StUdiedbrresona几Ce  

rala爪S卿trO＄亡Opy  
C－31   36（11）   

金森暢子1】，溝口次夫  鈍物量   
（れ名古屋大水圏研）  

C－〇2   西川雅高．溝口次夫．  大気エアロゾル中の水溶性成分と不溶性成分  エ7tコゾル研究  2り）  2gl－303  198T  
金森悟♯1．金稚㌣1  の粒径別凛度分布とその化学組成   
（♯l名古屋大水圏研）  

C－3さ   松本光弘♯1．西川雅高，  田園】野市地域および清浄地軌こおける金属元  大気汚染学会誌  22（5）  
濱口次夫   素の降下量   
（刈奈良県衛生研）  

C－34  ロ  13Z－13g  
M．【ana鮒riれ．E．Os血atl  controlforch倒i亡alanalysesof  Palavlkt∝〉rOl．  
E．1sa♯1．札Ⅳiさhika▼a，  Gl且Ciol．  

0．Wata爪abe紹．  

F．Ⅳisllio紹  

（★甑goya．UniY‥  

蛾ぬ11．】mst．Polarl．  

Res，）  
C－35  3Zl－32l  

札Misbika▼a   anaモrObic－OXica亡tiYatdslud‡e   Re■OVal†r（刀  

（■1RyotoUniv．）   prO亡eSS   －asle■ater8  

（由．臥払1adori．  

Per8胴Pre6S）  
C－36  水質分析の進歩（2）  28   1T3－176   
C－37  野尻幸宏   水質分析の進歩（∂）   日本地下水学会誌  29（2）  1耶ト111  1g87   
C－38  野尻幸宏   摩周湖底層水の朗構造と湖水の鉛直混合に  Tt・eh．Rep．1SEt．Ser，C  （l）   152－158  1987   

ついて  
C－39  T．Fujii．臥Aritoto♯1   Sur†aceiomization：正帥devetopれentS  A■，Lab．   August  5l一日  1g87  

（■1shi■adzuCorp，）  relatdtothecbe璃istryoro「gani亡   
co¶叩Unds  

C－40  Anal．Che■．  5・9（2〉  

（tl鮎i8eiUniY．）   trillethylal【neinairbygas  
l．：・■ ・一■l・l  
or8a几i亡naSSS匹CtrO几etry  

C－41   J．Cbe鳳Ph∫S．  87（l）   

tetal＄fro■a川且1ialu■i几u■写ilie且teS   

inthepreselleeOfF20rCl2  
C－12  軋Ya舶ki♯1．T．Xohno頂．   mt∋＄tAltさOftb（，artOnthecbe■ical  臨rcinogenicamd  1T－40  1986  

S，lshi■ata紹．   d柑ー且eterizationofdiesel   仙tag飢icEffectsof  
軋肋tsusbita喝．  p且rticulatesi几Japan   Die6el Ensine 
l．Yosbihara刈．Y．Iida鳩  Elbaust  

T．Mizoguehi．  （∝L札16himishi．  

S．Okuzata噌．  EIseYier）   

【．5ak且船tOれ．軋【achiⅦ  

S．鮎to将．T．Sakatoto糾．  
S．Daishi■a痛  

（♯】Sait且1aUniv．．  

紹Jpn，Aut（乃Ob．Res．  

Ⅰれ＄t．】ne‥将Natl．  

1mst．PublicHealth．  
糾Trafri亡SaI．  
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燭Nuiさ00eeEes．tmst‖  
SeIleilJniv‥  
増加鴻ur且Ees．ln石t．）  

C－13  176－181  
光本茂ぎ己れ．三宅千秋粁  研究会第9回来演論文  
（霊1大気現場瓢  t  
Ⅵ東洋情報システム）  

C一山  lト12（〉  

坂本和彦昭．片柳闇トぷ  葉柄告啓一エアロソ  
（”総合解析部  ル中の炭素成分のj馳分  

頂埼玉大  陛法に関する巧査」  
府環境管理セ）  （澤口次夫ら諷大気  

汚染研究協会．＝舟．）  
C－45  化糊検索のためのチーターペース  産業公有   23（8）    16－21   
C一代  

A，Ut畠unO■iya将．  UYlldaIandche■ic且1（〉ZOneSOn（】e  
T．1iヱOgUChi  

（★Ⅰ【yusbuUniv．．  

噌n血氾b上加止ml．  

Ee＄，Ceれt．）  

C－1T   Syst例S＆Control  18卜183   

Encyclopdia   
（Per8a耶れPress）  

C－18  T，Mizoguchi   Alr【の11utio爪■）nitorl几gSyStel  Sy＄te■S色CorltrOl  1＄4－186  198T   

Encyclope11ia  
（Perga舶nPress）  

C－4g  193  
im且irtのrneparti川1at81atterbygas  
chTO札at08rapb∫■ithat（和icabsorptio】1   
叩eCtr（力etry  

C－50   発光分析法による生体試料の微量金属測定漣  医学のあゆみ   13さ（1）   1g85  
C－51  札Ibrit礼Y，Sblbata  DeterlinatlomoftTitethyl写elenonlu■  】CPinror■a1lo】lne▼＄  皿   1Z8   1g88  

im◇れI11h皿肌urinebybplc■it血【CP  1etter   
ae8d（∋teCtlOn  

C－52  Elen飢tal¢庚P＄ltiono†∽¢ient   neSぐit・neeOf the  52  93－10T  
l．Ea爪Ih且ー且噌．  Japa爪eS8hmes  TotalEnviroれ1enl  
T．Suzuki将  

S．打ilenOゼ，T．ra▼abe腰．  

T．Eongo把．札肋rita  

（★1Ferr18lo■en■scol  

e8e．昭UniY．Tokyo）  

C－53  94（3）  

E．山川ibaTa戒．   japane8e抑亡1ent（jommandy町Oi  
T．如郡血ザ．  erきS）h皿a爪k椚eざ  

T．la▼at杷紹．s，El■餌0紹．  

T，恥爪印紹，比舶Tlta  

（11Ferri石†c■飢■毛伽l  

eg邑紹仙1Y．Tokyo）  

C－54  95－10S  
丑Ibrj！8   trali仇D†1aJPe＄ju■talciu■′肌d  TotalEnviroれtemt  
（＊1Tolu8hita仙iY．）  StrOれtlutinthl∋hairo†Japanes8  

8ChooIchlldrem  
C－55   

札Ibrita   sourcei】110■1抽dpapua   
（事lvniv．Toけ0）  

C－58  16  1T19－1T52  
乱Seki霊l．G．Obi紹  plg∝〉n  

（▼1Tokyo鵬trop．Res．  

Lab‥  

椚TeikyoUniv．）  
C－5T  Cb日■〉SpIlere  16  190T－1910  

臥舶t＄uShit且把．   且ndthlordibnz【〉†uran＄  

帆船rita．Y．鮎”庇声  dischar且由一fro■SeVeraltutlicipal  
（事りap弧ぬcb，色鵬l．  

【n印．In＄t．．  

紹Hatl．Imst．Public  
Eealtb．  
喝EnYiron．Agency）  

C－58  Che■：〉Sphere  16  1959一路朗   
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Ⅱ．Ito   匹1ychlorinatddibenzo－pl】ioxlnsand  

dibenzofuranslnin亡ineratorrelated   
Sa叩1esinJap且れ  

C－59  トキシコロジーフォー  10（6）  618－828  1987  
7ム  

C－60  3  5TS－5TT  
・l■Jニl■■一ll  
ChT（期atOgraPb亡欄bi几dtltbi雨uctive  
1yeoupldargoれPl乱引山IatOlie  
e■i毎会ions阿tr（■et汀  

C－61   タイオヰシンの汚染と毒性  保健の科学  29化）  
C－62  ！50】8ti伽慮爪djden【〃止れ血＝げ打紐砧一  J．Che■．S∝．  5丁ト588  

嵐鰍）Tita，Y．Shibata  COntainimgribfurano紬抽＝血   PerkinTram6，Ⅰ  
（♯1†est．Aust．Har、Res．  inoIganicarsenicfro■Japa爪eSe由ible  
Lab．）   Sea▼edIizikl且fusiforle   

828  
l一㌧■1巾   Of2gl厄Iqg即a亡dorganicco由叩und5   
（事ID印UtyDir．）   ▼itlll－bropl）al一旦nes且Srefere几CeS   

C－64  19‡3－1936  
はHizu∝hi頂  emvirol】■entalaれalyきi畠   E－1CyClo両1a  
（れEnYiro几Inf．Div‥  ■：・◆ll・  
紹Emg．DiY，）  

C－65  16  
Y．血k  atⅣ）5pherie且erOSOIs  
（★lHihonU几iv．）  

D  

D－1  19  
F．Sakal且ki   fortationinsurね亡ere且Ctionof  
（■1Eng．DiY，）  nit10g即diolide揖d■aterVaPr：  

Extrar如ical閑urCein謂OgCh加ゎr  
expモーitent5  

トさ  成層圏におけるフロンの反応   環境技術  16（11〉  
D－3  成層圏オゾン層保護とフロンガス紗1  41（1）  即」耶  1987   
．        トl  ロンガとゾ、’／   生活と環境  33（1）  
【ゝ ！  秋元邑橋本訓   低温マトリックス中の光化学  分光研究  37り）   
D－ 8  E，Iz山‖．札Miz00thi▲1．  HⅧidityef一班tSOnphot∝hⅧical   Atポ〉S．EnviTOn．   2l   1541－155き  198T  

E．Mur且nO．T．Fukwaコa  aero∽1for■ationinthe SOクーⅣ0－   
（♯l餌g．DiY．）   CユH8－air6ySt爛   

Ⅰト T  光化学エアロゾルの生成朋  化学と工業   41（3）  
大醐にみるガス・粒子変換逸程   
の特徴－  

Ⅰト8  5722－5727  
H．Sato霊l．T．【ikucbi昭  An飢1ardlstributiomsinonヶ・andt■0－  
S．Eoba∫aSbi糀  photoIldi＄S∝iations  
丁．血豆b■丘紹  

（★lMieUniv．．  

紹†okyoU几iv．Agric．  

Tethnol．）  

【ト9   具空  31（3）  
鷲田仲明  
（■1分子科学研）  

Ⅰト川   植田洋匡   成層流   流れの可視化ハンドプ  2g－32  1g86   
ック（桝店）  

ト1t  高橋啓二★1，沖津進♯l．  関東・甲信地方におけるスギの衰退と大気二   98回目林拍1g8T  1T7－180  198T  
植田洋匡   次汚染物質の分布   
（♯l千葉大）  

天気  き5（1）  
光本茂記   象学的構造  
（♯1長野県衛公研）  

10  
票田秀★♯】．植田洋匡  一成化水素頸の光化学反応性とアルデヒド  研究報告  
（長野県衝公研）  撒の生成－  

24   
若松伸司．中村尭▲1  の検討  
●i  

D－15   188－189  1g8T   
（事l貼1coltPirmie  Enerelopedia 
Ine．）   （Per脚mPre等S）  
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Ⅰト16  尾崎裕．福山力   C01Iisionalrel（∋aSeOfthe∝職印れ飢t  ÅtoRic（bllision  四  135－137  1987   
ポ〉1eculesfro■Ar弧d002ClロSterS  Ees．Japaれ   

ト】†  F．Sak姻aki．軋Aki■◇t◇      20  111－116  1g88  
1npl10tOChemca18■OgClla■t光r  

2  1Z8－133  
松井一貯l．清水浩．  ガスの拡散の観測  
竹内廷夫．巧刀正行彪，  

溝口次夫噌  
（れ技術弧  

蛤計測技術部）  
D－19   53－54   

杉本伸夫松井一郎tl  造   究報告8－さ07’R－1卜2   

（書l技術部）  

19  
（★1Ⅳatl．恥f．血扇．）  tioncoefficientsa写det（一口■1【ldfr（乃  

肌糾1ar8eatterlng■組SuretentSfor  
useinattosphericlidaTapplicatio爪写  

ト：†  SystⅧS＆馳nl∫01  29Tl－2973   
Encyclopdia  
（Per㌍恥mPress）  

p－！ヱ  杉本伸夫   大気中微量分子測定用アダマール変換能動型  3（；（2）  

長光路吸収分う留十；室内実験と測定感度の  

評価  
D－2さ  杉本伸夫  大気中組成分の拙を目的とする地上衛星  日本リモートセンシン  7（2）  

間丁ダマール変換長光格吸収分光十システ  グ学会誌   
ムの提案  

D－Z4  鮎t8nlnatlonofbnzD〔a〕pyremeln  Arl且1．Scl．  115－116  
E．ⅣisbituTa■1．   airb）rnepaTticulatesbyaut（tat∝l  
札Suzuki．Ⅱ．肋閃融i把  

（♯l鵬脚yaUmlv‥  

紹Ea■は止‖山血．且es．  

Inst．EnviTOn．Prot．）  
ト25   15   2g6－3D6   

（気象庁八丈島測候所〉  
ト：8   竹内延夫   レーザーレーダーとモの応用   光学  16   Z7もー281  1g87   

分光研究        D－2T  竹内延夫．大島徹也▼1  36（1）  

暮1   魔の検討 光ビーム利用計測   最新光システム総合技  682－696  198†   

術（馳Dプランニング）  

Ⅰト2g  竹内延夫   大気化学“FAS∽DE■－透過率計算と放射輝度  分光研究  36（5）  

か－30  竹内廷夫   ライダーによる遠耳鮎十測   「環境科学」研究報告  45－63  1987   
果  

D－Sl  竹内延夫   中国におけるレーザーリモートセンシングの   高度リモートセンシソ  T－18  1g87  
現状と減   グ技術に関する諏査研   

究報告書  
D－32  竹内延夫．閥浩司▼1．  半導体レーザーを光源とする馳ランダム変   応用物理  56（12）  

桜井捷海★l．上野敏行昭  訳＝コライダー   
（★】東欧痛手葉大）  

ひ－33  Laserspectro＄eOpylれat■0さpherl¢独aly－  Systers＆Co几tr01  2T19－2728  
Ⅳ．T且keu止i．  sis  Encrelopeaia 
S，Eit胡uTa戒  （Perga恥nPress）  

（■10saka伽1Y‥  

噌Eout光U爪iY，〉  

D－34  Re勺OteSenSing：1aserre且■an且1ysisof    Syste■5＆（bmlrol  4033－4037  
Ⅳ．Takeuclli．  at■○＄pttericcondition8  Encyclopdia  
Y，Yural細lポl  （Perga附mPress）  

（事l払ub8伽iv‥  

噌0別血l仇iY．）  

43A  
（■1伽iv．Tokyo）   CI，P研drelさt朗P）1γatO■ielOleeules  

excit由bylr一息diati【）n■ittltea001  
1a6er  

ト†与  7  141－176  
（叫軋れTolyo）   rlo■inⅦ3Fex亡itdbyirrさdiation  

▼1tb椚lれtenSe∝〉2Lasel：Aれ0】l－  
1iれearVlbratlonalrelaxatlon  

D－37  91   131T－1さ54   
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transferb肌d8andphot∝h用ieal  
reaclionsofsl■plealke♪eSintbe  
ery◇ge】litoIygen■atrix  

卜 5J  S．陶㌍写e▼l，  汀OS82揖dItOS8●r且dieal＄＄tudi由byab  J．Pbys．Cbel．   92（5）  

S．nasbitoto．乱Ali■OtO  i几Ilioc且Iculationandlatrlxiさ01a－   
（■1YokobⅦaⅣat．Umiv．）  tiontechれique   

【ト39  大気圏における硫黄化合物の循環   環境中の物脚  1鵡一167  198T  
（農林水産省展観墳  
技術研究所軋288p．）  

卜・小  ■   l一    ●     l‘●  ′   ．  ■－  ．  ■   lkteDTOl．S眈．Jpn．  駅ふぅ耶  
S．Iayasbida．Y．lta写aka．  1eaSure鶴eIlt＄bylidar－i爪relationto  
札Ya■atO＊1．Å，Ono♯1  ⊂helicalco剛匹帽itionofaeros81  
（★lHa卯yaUmiY．）   PArttCIeち  

Ⅰト11   フロンガスと虜堵毅執こついて   11（1）  

フム  
トlニ  酸性雨・相生成の化学モデル  「空気清浄のための浮  225－244  

道教粒子の計測・柵  
組合技術」（E抑プラ  

ンニング．川βjp．）  

D－13  g  25－28  
内田英夫ヤ．光本諷粗  研究報告  
植田洋匡．溝口次夫将  

（♯1長野県衛公研．  

昭計測技術部）  

卜Il   2   25－31   
印Uation  

トlう  松本光弘ヽl．西川蟄孝1l．   高速液体クロマトグラフィーによる雨水中の  分析化学   36（3）  1Tg－183  198T  
村野健太郎．福山力   アルデヒドの定量   
（‡1奈良県衛生研）  

D一山   村野健太郎   大気中の過軌ヒ水素の測定   ぷんせき   銅－90  198T   
トlT  村野健太郎   硝酸・硝酸塩   気象研究ノート  （158）  75－84  198T   
D－18  村野健太郎   大気汚染の現状と問題点－－一散性雨－   SVT肌LLETⅧ  9月号  も’卜も1  1勺も1   

（東京理科大学出版）  
D－19  村野健太郎   Ⅵ 液相化学   文部省「環境科学」  

研究報告集  
P一 再  【．仙1ranO   Sy石t爛＆Control   1Tl－1TT  1g8T  

＄i＄   Emcyclopdia   
（Pe∫g見附nPres写）  

D－51  Fra伊entationofby（】rogen－bndd  島2  359－370  
肌馳拍血訂㌔1．  」′′‘■l●■l．◆  
r，Ya¶a⊃OtOtl．  

V．Nag且Shi血a薫1．  

軋書ashida  

（♯】】nst．鵬l．Sci．）  

l∂6  

V，Itoh紹．Y．Toyoshlb8紹  
E．Onuki昭  

（♯l【yotoVniv．．  

職El比trOteCh．LAb．）  

Ⅰト53   60   
Rea亡tion【）fpropaneandlめprOPyl   
radiea18■ithat（九1亡0Ⅹygen  

D－54  
R色紙ti閥0†くⅧ3）2CⅥCla爪d  
（CD3）2CClradleal＄■ithatoqie  
◇Xygen  

Ⅰト55  01idationof（CDI）2Cエradica16Ⅲ  
Reaetio】lOf2－p∫Opan01むId  
（CD｝）2C（OH）radical弓■ithato■ie  
OXγge爪  

D－56  Synehr◇lT011radiationteasur¢tent50†   
Ⅵ．Shinobar㌔1．   ap【杷ar狛Ce匹tential専一or（恥0）℡．  
札鮎shida．E．一S．Y∝－■1．  （鮎0）3．（H20）2‡姐d（R20）JHi几  
‡．Eilur且簑l  Super抑nicjets  
（♯111応）  

ロ  
E－1   奥日光の水質保全一韻の湖   日本の湖沼と渓谷5   78－81   

r128一   
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関東（今西・井上監隠  
ぎょうせい．175p．）  

E－2  T∫OphiestalusorTilit的．abi由  Ⅱydrobiologia  153  
んTerasblta暮1．  altltudeⅡ1】lalay肌lさke  
臥Ⅳal濾ara♯1．  

T．Hisbio事1．Y．1slda↑1  

（れEyotoUniY．）  

E－8   3   11T－120   
（”sci．Univ．Tokyo）  犯1v（）れteXtraCt10れOIiron（Ⅲ）▼ittl   

trifluoroacetylaceto爪e  
E－ l  l．【れ且ba  Deter■in且ti◇nOrtraeelt∋V（・l亭Of   lntermJ．Enviro】1．  31   63－78  198T  

plyoxyethyl帥㌻・tγpenOnioni亡   Amal，Che■．   

Surfactantslm飢Vlr01】nental■ater石  
E－ 5  井上隆†言  l柾戸内海データベースシステム   朋情報科学   16（2）  tト47  198T   
E－8  
村井博昭  一柳態に替目して一   文報告集  
（刑北海道大  

紹北海道衛生部）  

E－7  24  ト11  

井上経信木村直人頂．  

大量敏糾  
（暮1］日毎遭大将水産尻  
咽荏原インフィルコ．  

糾安田信託銀行）  
E－8  51  101ト川21  
E．En山1★1．冗．Uebiy且つ且．  caほblis■O一山inoacidsby  
T．Tabuehl♯】  Saccbar叩COpSisllFOlytica  
（↑1vmiYTsukuba〉  

E－9  J．8acteri01，  169  
札ra■ata義l．Y．陶即鵬ヤ．  Ba亡illu写石ubtilisextraceIll」1ar  
E．Uehir洞a  protea＄e＄  

（★】”itsubisbi－一之ちei  

1月8t．LifeStl‥  

将】it引止i写hiCh鴇．  

lnd．）  

E－10  51  2381－238T  
m仇止hⅦ帽．T，Sol町a昭．  独dβ1血datlonpath▼町forpmplか  

T．Sato血判．T．Tabuモhi♯l  

（れV爪Iv，Tsukuぬ．  

噌UniY．OfOccup．弧d  
E】lYiron．Eealtb〉  

E－u   24   
E－12  海老掛一   水質汚濁防止のための排水処理技術   JET】   a6（3）  42－4l  1gさ7   
E－13  大坪馳書洞浩爾  

ミレ～   

大坪国順  大型ライシメータにおける不］朗屯土壌中の水  

分の鉛直移動特性   集   
T．rubi．A．Ⅳoguebl鷺1  

（刈utul）   
E－18  95  gT－111  1987  

（刑Sy＄t．Anal．Pl肌   SOi卜＄ixye且r80bservation   
DIY，）  

トt†  1（〉4  
J．Y且ZさIi杷   accutulationcharaett汀isticsofe且d一  
（刑Ut8un（九iyaUmiY．．  

痛打ih珊Univ）   

E－18  24  58－66  
pltoto雪印tht∋tiepig－emt6訓d亡ellular  
Cart氾n独dnitrogeni爪Chatto几ella  
肌tiqu且（Rapbidopb∫e規e）  

E－19  283－292  
はO一旦da職．R，5udo  爪aturala几dartificiallakes  
（爪TohokuUniY，．  

絶70boⅦmlY．▲gric．  

Teth01．）  

E－20  昭和61年政文郡省科学  1987  
定に関する研究   研究費補助金伯然災  

害特別研究（1））研究  

成果報告書．240p．  
E－21  消雪用揚水による地盤沈下  地質と調査   （31〉   

－129－   
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E－22  袴田共之   人と自然－ドイツの印象－   甘木土壌肥科学推誌  58  
E－Z8  Amenerg∫－fl（〉tⅨdelforlocalar（，aS  Research◇れ  173－186  

g．Sねi辻げraれ．  rAぐaざeざ亡Udγ810kiIざ】甜d㌻  馳jo－eeOn8℡ic  

T．Yoshiヱa■a事1．  AspectsofEnergy  
T．Udaga▼a紹．  SystelS（me】inis  
Y．Obashi頂．T．Okuno♯●，  tryo！Education．  
T．Eaga媚．T，Shohoji稀  ScienceandCulture．  
T．Eaka力ata  222p，）  

（刈Y胡anaShi．UniY，．  

杷Ⅳatl．Grassl．Re占．  

ⅠれSt．．旧Univ．Toky0．  

鵬Sc＝加V．Tokyo，  

嬬Hirosbi■aVniY．）  
a2   

について（3〉  葉   
E－25  広木幹也久保井徹   汚泥連用土壌におけるpF水分曲線の往時変  日本土脚  58  23ト239  1如7   

化  
ご1ニi  隠見正明  3化学物質と底質等コロイド物質との威連  土・水研究会資料，  田   い11鳥  198T  

（1）モデル水系における底質土の物質浄化  （脚填技術研究所   
機能   発行．117p．）   

E－2T  100  
須藤隆一昭  価  
（※1東京農工大．  

昭技術部）  
E－28  Proくeedingofthe  21ト253  

（tlEn丘，Div．）  eutrophication11Si】lg且■∝klor   S阿ializd馳nfer－  
pho＄pb◇ruSrele且Se【ro■bttoⅦ   enceoれCoastala爪d  
SdlヨentS   EstulrineP01111tloll  

（由．Y．血町a＆  

T．Eusu血．439p．）  

E－2g  
須藤隆一将  評価  
（＃】東京農工太  

拙技術部）  
E－30   

E－31  ．   塩素イ即旨肪族イヒ合物の土脚と分解  生態化学  9（1）  1ト25  198T   
E－さ2  村岡浩爾   国碍両川の水質汚濁・水質管理  地理  32（5）  2ト3さ  198T   

一フィン川の汚染から何を学か－  
E一門  村岡治乱平田像正   有機塩素化合物の地下水汚染に関する実験的  ハイドロロゾー  16（2）  5（卜郎  1g87   

研究  
ト）l  村田浩爾．渡辺信  有毒アオコーその研究の必要性－   月刊「水」   9月号  
E－35  第7辛コメント「森林と河川の役割－  113－118  

流域をめぐる諸問題－  

（善良竜夫軋人文さ  
院231p．）  

E－，6   地下水－その現状を探る   公者と対策  L28   
E－37  

丘．Sudotフ   prductionor■u専ty（血rby  
（事】】barakiPTe！，．   strepto町Ce＄＄pp．1如1且tdfroILake  
幻加g，Div，）   肋粗相脚m  

E－38   A8Tic．8i01．meq．   
Y．Takalu∫a■1ルYagi  Slilefrolさey且几Ob且Cleril札   
（書1Ihraki．Univ．）   Hicr（Xy＄tisaerugino引l‡－3A   
E－3g      文部省「碍埴科学」 研究報告集  1引卜1弼  198T  

（技術部）  ヲも  ブもロ8さ11－R，○  

E－〟）   矢木怯＝臥須陽一♯l．  水質汚濁研究  10（2）   
荻原宮司昭．高村義視紹  

（tl技術瓢杷茨蚊大）  
E－11  95－103  

R．Su血紹   ◇nthetluSty〔dorprく血ctionby  
（霊1Ibaraki．Univ‥   actin（■yCt∋te＄  

将En8DiY．）  

E－」g  微生物抹の共有について   8u‖．JPCC（日本徴生  
物株保存連盟会誌   

E－13  渡辺侶   微細荘頸の凍結保存の現状と今後の課題  凍結保存一動物・植物・  254－258  198T   
微生物（酒井昭楓  

粥倉呑庇308p．）  

E一山  渡辺信   藻類の凍結保存法（クロレラ そのl，   凍結保存一動物・植物・  258－2日  1987   

－130－   
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その2．その3．ブロトテカ．他のタロロコ  微生物（酒井昭軋   
ックム日．ミドリムシ．クラミドモナス）  桝店．300p，〉  

E－45  28  
札札Iat且nak．   6ion肌dchloroplastreplitationin  
T，Fujii霊1  汀eterosiglaaka6hi▼0  
（■lT8血uhUniY）  

E－48  J．Phycol．  23  382－389  
Y．Taldaれ．   amdb：は）rpbol08y．finestru亡tu∫e  
T，Sasaれ．】．Inouyeボ．  Oft血echlor【〉Plast8ndcblorophyll  
S．Sudaり．T．Sa■aguCbi頂  

札miharl噌  
（■1TohokuU両V．．  

戒丁机h血上甑h．．  

頂ね匹n肌S馳．）  

E－17  28  
札札Iata爪ak．   くyanObacteriull（bllle一名reenal」；a）  

H．Takahashi昭  ■1erocystisviTidis  
‖．【aklsa■aれ  

（11T6ukubaUniY‥  
『如．DiY．）  

E－48  23  54－62  
■lulUli◆1   lntracellularphospbate叩Is抑d  
（事】m印，Phys、DIv．）  匹1yphosphate■et8btis■lれ“eterOSi伊  

akash川◇相加a）冗adさ（RaphldophγCeae）  
E－19   内湾における赤潮発生機積   水  30   1t卜Z2   

E－50  24  22－28  
削仙明i＊1   Eetero写ig■aakasbi■0（払phidophyceae）  
（鸞1cb餞．Pby＄．Div．〉  

写tratiri（dticrotosl  

F  

F－1   
び尿中の－   

F－ 2  しlvl．十I仏書旦i●1  

（書1umi▼．T8ukuba）   exog即eOu＄laur01ipidAbyTt江ー血川ena   
lher齢phila  

F－ 3  t．【aγ且．E．用obara  Ef†∝tOfdl¶1Xtylpbthalaleonralty  Cbe■．一別01，   64   gき－1（】1  1g87  

aeidcol印Sitiomofpho占Pbatidylcho－  lmteraetion＄   
1inelntetr加れa  

F－ l  帆一肌i■Ot0．T．MIura   Tr加Sl∝ation◇†cad⊃iutfrc嘱CytOSOlto  
■etbramef柑亡ti◇几incadliu■－loadd   
r∝1bl∝d亡ellsofral＄  

P－ 5  札Eumi■）tO．T．Hiura   p－Chlor（疇erCurlbem氾ate－i】1dl】Cd  J、Pbamcobio－Dym  10   8－t22  1g8T   
di＄S∝iation◇fcytoskelel且Iproteins  
Orredcellte■b∫ame＄  

F－‘  8iochi■．Biop吋s，Acta  

T．Miur▲   di＄∝妃iationofcytoskeletalprDlein＄  
（11chel．Pb∫＄．DIY．）  1nrdbl∝山Cel】80Irat＄  

F一丁  15T－169  
S．T且Ienaka．l．肋■al暮1  ex匹〉SⅥreOnratlulg；■Orph0logi亡al  Per＄阿t．  
Y．Eyomo事1  Ob8erVatiollS  
（＋lⅣatl．ln＄t．lnd．  

打切1tIl）  

F－8  さ21－324  

且ndperoxidlzきbilityinde■inr且t  机止r‖10】lalAspects  
1um8＄duringlgimg   orVita■inE  

（EIseYier．408p．）  

F－9  46  251－265  
nitrogendioェide抑dozon已l．止叫弼  

Orlipldperoxide＄訓dphospholipl由  
inlunggofYariousa爪ita18．  

P－1t〉  1†9－189  

prote亡tion■eebanis】lmratlumg＄U叩n  
acute加dcbronieeypsuretonitr（〉g飢   
dioxide．  

F－11   42（2）   

tetablizings∫Ste耶Ofratlu叩Sby   
Pmlongde一匹ちurdtoozo几e  

ト12  冗．Tsubne．  Respira10ryaCtlvllyIm沌e＄u匹rl（】r  RespiT．Pbyさ1◇1．  69  1g5－207  1987   

ー131一   
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0．P．I血the▼半l．  larymgeal】1eTVl∋Ofthe柑bbit   
G．Sant●Albrogio暮1  

（11vmiv．Texas）  

F－13  医学のあゆみ   142  89T一朗柑  1987  
容器の存在  

F－14  引ほ－354  

G．Sant’Albrogio♯1．  

0．P．1bthe▼♯1．  

mTsubne  
（♯lvniY．Texas）  

ダーユ5   J．8i（Xhe■．   102   9Z3－g32   
kObashi■】   ga几gliosides一丁mrrogliYer   
（＋10eha几用izuU爪iv）  

F－16  30  181－187  
H．Fuji■aki．   thionei几a爪dincreaseillti＄＄ue  
【．T．Suzuki霊2   calciu■bybacterialendotoxillln  
（‡Ⅷatl，lnst．“yg．Sci．  飢dotoxl】l－SenSitive（C3Ⅱ川eM）and  
頂E爪Viron．HealthSci．  

掛り   
ト1T  Ⅰ爪t．Areh，Alle柑y   82  258－258   

‖．Fuji■aki．T．Leeれ  beterogeneity   Appl．Ⅰ匂肌肌   

（霊1uniY．Calgary）  

F－18  mamgesindel且ydhyperse爪春1tivity  Envlroれ．Re＄．  43  188－1，0  

F，Shiraishi，  reactionl】1titeetp）SdtoO3  
T．Ashik且■a♯l．  

kMurakaⅦi頂  
（れJikei．仙iv‥  

紹EmYiron．飢渇1th  

Sei．DiY．）  

F－19  J，E爪Viron，pattlOl．．   7（4）   那卜如   

Ollly■Ph∝yte＄Ofyoung抑dadult  To！1col．On∝〉1．   
■ice  

F－20  H且St¢ellpl餓Orpbis■：prOPertiesof  AdYanCセSinExp¢ri－  216A  
T．D．G．Le㌔1．  imtl∋StiIほ1■aStCells  tental仙Ieineand  
R．軋Stead粗．  8i◇1◇gy．  

H．FujilIaki．  

A．D，8efus暮l  

（事t鋸Y．払1gary．  

紹船舶sterVniv．）  

F－21  216A  
T，D．G．Lee書1．  isolatelRⅣArro鶴■aStCe11s  ■ent且1仙i（：ine且nd  

札G．SYi（，ter★】  8iolo町．  

T．Iゎーimaga事l．  

T．TalaOkitl  
A．D，8efus事】  

（嘉1uniY，CalEary）  

F－Z2  lnY01YeれentOf8elenitモーetablistin    Se■imir80！Toxicity  97－10T  
t◇ri亡l】lter且Ctionof■eth∫111eTtury8爪d  lkchamists－1  
Seleniuliltpre帥mtllice  （d．R．HashilOtO．  

嵐〟i乃a山）  

G  

G－1   ITlTl   
PrOt（Lhsdet（∋Ctdinratliverbythe  
■eSter11blottlngteth爪ique  

G－2  Toxicolo訂Of  301－802  
Y．Sbibata紹．x．T．Suzuki  proteinsusing■eSter】1blottln8   Ibtals：Climical  
（∫18asic舶．Scf．Div．．  卸‖如即加鮒血  
昭Chel，Phys．DiY．）  Re各組r¢h（S．S．Bm■n  

色Y．Eql姐ad．．E11is  
Ⅵor■∝d．仙8p．）  

G－3  33（8）  

Y．Ya血弧e雷1．l．T．Su皿ki  asthepTimrytdliu■－blれdin8prOtein  
（♯】mibaUniY，）   k†oIeinduction【〉†」eta110tbionein  

1nratllVer  
G－4   42（5）   

状物質（SP”〉の研究一可搬型SPMサンプ   
ラーによる調査成績一  

G－ 5  太田庸桂子  蕉炭製造時に発生する有醐   日本医嗣   （3314）  129－130  1g87   

一132一   
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G－8  389－370  
‡．Sbけai写bi把   Mtals釘Id◇tbersub弓taれteSl】lhu■a爪  は∋tals：Clinical  
（霊け01yolbtrop．旭，  1ungs▼itbs匹亡1alre■ardtothetoxie  机‖軸矧1■飢tal  
Ex』i爪er■soff‥  e汀eくt80rhexaYalentchro■iulina  Resl∋arCb（S．S．8ro▼n  
細伽iY，Tobo）   faetory■Orl¢r   ＆YJb由■aed．Elli8  

肋r■（椒】448p）  

G－7  
札Ibts11■OtO，kEoshi事l  hairfrqdifferentin（】ividual＄in  Chet．Artie．  
（＋lEpviroれ．Amal．   differentco仙trlesbySe（n．γ）  
馳ntr、）   Sere且Cti（】n   

G－8  
金子勇．脇阪一郎㌧  について  
新田硲史紹．前田紅「蔚紹  

（＊1鹿児島大．昭文京大）  

G－9   体力研究  5ト62   

内分泌好学的研究：血中インスリン・レペ   

ルからみた新しい肥満評価法関摩の可能性  
G－1【l  兜真律  保健活動の目標と実際   現代人の栄養学5：公  105－122  1987   

衆衛生学（柏崎浩編  

朝倉昏店）  

G－1l  】爪te「p）pUl且t10nC（澹pari60nSOr  14（1）  LOlll 
G．A．臼ユーrison■l．  catecholalin‘∋eleretio】】  8iolo伊  

Ⅰ．l．札Prio一喝．  

D，L，L矧elti将  

▼．J．FujhゆtO頂．  

軋払buto  

（”v口iv．Oxford．  

絶恥11ln8tOれⅡ◇8P‥  

将VniY．†a8bington）  

8－12   中毒及び棚子による疾患：化学物質   内科学（疾患縛）．（珍  1510－1526   1987  
断と治療杜）   

トII  Eelatiom＄hip玩t▼eemt▼enty－f◇urbouT  J．仙tr．Sei．  33  185－193  
乱Sai10書1．   urinaTy亡rt∋atimineercretion且nd  11talinol．  
はE且buto   ▼ei血t．or■eiめl狐dbei由tor  
（”Ⅳ粥aSakiUIliv．）  Japanesecllildren   

G－14   精神衛生   2（1）  

（継杜サイエンテイ  
フィク）  

G－15  兜Å徳   特集・酬と免疫  免臓理   6（1）  52－57  1988   
ーお  イ■の  

G－16  N．Su‘ibira．■Sagai■l   Toxic010t汀   44   卜11  198T  
【．T．Suzuki   1etallotbiom（！1れ：6flect60nbi∝he■i－   
（t18asic搬d．S亡i．DIv．〉  calindicators   

G－1T  トキシコロジーフォー  10  838－847  198T  
7ム  

トIl  小林悦子．玲木和夫  ラットに気管内投与した重金属の影響  33  さ58－359  19もー   
（第l報）塩化カドミウムの投与量に依存  
した肺への取り込みと肝への移行  

G－19  l．A■抑い岨．t，T．Suzul【i   Ef†e¢tOfintrさtratbe且11mさtillatiomof  44   321－828  1g87   
Ca血iu■Cb】orideonphospholipi（】＄iれ   
alY8：〉1ar▼a8bfluid  

＆一肌  tktection（）！餌Ifll－－COntainin8∝叩uれ血  Anal．8i∝he■、  160  
E．Eot）ayaShi．   1れ∞ntrOla爪dcadlliul一七X匹〉Sd∫at  
Ⅳ．Sbitojo”，   OrganSbybiih一匹rfor一肌C（）1iquid  
【．T．Suzuli   Chmatog一旦Pb∫－Va仙【廿－UltraYiolet  

（★lリーliY．Tsukuba）  illductiYt，1y（0叩1（dpla謂a－atO■i亡  

櫨i8＄ion6p∝tTC■8try（肝LC－Ⅰα）  
♭－21  8TC  

E，E◇baya8bl．   Sequ8Ster由byt■0■ajoTl写OrOrlSOf  P町＄lol．  
S．ぬtal町』a紹   ぬsale◇pPer．Zine・1elallothioneinin  
（♯lurliY．T8ukubむ   gibel（血相畠山写auratu81紬鮮血r†ii）  
把E再Yiron．Biol．DIv，）  1iYer  

G－22   8a   
鈴木和夫   （第2報〉塩化カドミウム投与後の肺の元   

（暮l筑波大）   乗濃度¢変化   8－23      衛生化学   3a（6）  109－414  198T  
韻良宏行♯）．鈴木和夫  （弟3報）鴇化カドミウム投与後の肺上清   
（靂l筑波大〉   申のカドミウムの存在形態の変化   トミl      Toxic0108rOf  128－12l  198T  
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E．Kobayashi，Y．Hit8月e  SulfurandproteihSinrats▼ith  Hetals：Cli：】ic且1   
（■1Tsuk血aUniY，）  injectio】l◇fcadlliu■  andEx卵rillental  

Researeh（S．S，8ro■れ  

＆Y．肋山肌＝丸．Ellis  

”or■（Xd．山8p．）  
G－25  400  

E．Eobayashi．N．Sugillira  imduclivelycoupldpla和aPrOfile5  
（★】TsukubaUlliY．）   ofeadtliu九Zinc．写ulplluTamdoth8T  

ele■entSinr且tliYerSUpernat弧tS  
arteTCadliulinjectiom  

G－28  52   
tetallotllio】lei】l左intissuesoflo▼er   
Yertebrate＄andilⅣertebrates  

G－Z7  RistlXbe■i8上ry  

l．T．Suzuti   cadlliutlnOtt旧undtotetall◇thionei几  
（＊1st．帆aTiam且UniY．）  usi爪gllc－1a鵬l由thiazolylaz㌻  

naplltI101．  
ト：与  Areb．Toxi∝〉1，  59  

C．Tohy且≠a．C．V．Ⅳ01an昭  Efrectonlletallothionei几a几dotber  
（暮1u爪iv．R血deJgl慮血．  l ■ ■ニ ．      ‘ ●  ■ ■●    ′l■  

把】爪t．Lab．1br．   re】l且1fl」nCtion  

Radioatt．）  
G－29  2g‡－29l  

N．Sugihira．   indic且tOrpTOteinofren且1dysfuncti011  Metals：Climieal  
E．【obayashi．A．Hakano．  tausdby（，nVironlentale且dniu■   andEtperilental  
H．Saito末l  eXP⊃6ure   Re5earCb（S．S．8rom  
（書1日agasakiUniv．）  ＆Y．Kdala桝l‥E11is  

nor■鵬．仙8p．）  

G－30  295－296  
N．Sugihir盆．K．T．Suzuti  鵬etals：Clinleal  

andEtperitlental  
Researcb（S．S．Bro▼n  

＆Y．lcd且1a由‥Ellis  
Ⅱor¶血，l18p．）  

G－31   
汀，Salto霊1   Tenaltoricityl几ratS   冗ealtll   

（暮lⅣagasakiUnlv．）  

G－32  l▲：・ ■ ● ・ ● ■ ●■▲ ：・   PTOe．H且tl．Aead，Scl．  さ4  
J，Ho＄Oi霊1．H．Ⅵa5bib且雷】．  pressionbyl（‡，25－dihydrox押It姐im  USA  
‡．Ho5e♯1，C．Tohya岨  

E．仙押．T．Suda讃．  
T．Eu∫Okiれ  

（撫1lnst，掴．Sci．UniY．  

Totyo．  
将Sl10■aUniv．）  

G－33  287－288  
C，Tob∫a■a．Y．Mitane，  lubulardysfunction：fifteenyear  lktal畠；Clinital  
軋Sugihira   follo▼upStudyonrt！Sidentsin  慮れdExp∋rillental  
（★1NagasakiUniY．）   ca血iu几－p）11utdareasinJapan  Researcll（S．S．BroYn  

lY．bぬ鵬○血Elli写  
Ⅱor▼∝山．418p．）  

G－31  48（12）   fbn■  11  
G－35  S．Hirano   Autく刀aticcomtr010faerosol   Al．】nd．町g，A＄S∝．」．  48（12）  97之－976  1987   

ton（・entra110nSlneXp〕5ureebamkrs  
G－38  札I血t＄U∬）tO．はAmdo，   Huta‡enleityofton∝b10r（頑ibenzofur且nS  40  21－28  1988   
Y．011ta  dtt（d‘thvlronllent   

ト，†  

【．T．SuヱUki   s∝retionfr（趨1iver：pretrelttent  
ef†∝tands匹Cificity恥れ8亡adlll礼  
COpper且ndzine  

G－38  261T－2¢52   

r，T．Suzuki   ！ro■tultur群1ratliYerPare爪Cbtil   
ce11写  

ト，9  村上正孝  大気汚染による生体彫響について   公衆衛生   51   39Z－396  1g87   
一動物実験の意幾  

G－10  札Hurきk四i．E．Sano♯l．   nel∋fr∝tO†L－CyStelneoれtbe印rttO】1－  Areh．Tolitol，   60   38ト36g  1987  
はIebb紹   selective岬takeoft虎口iu■i爪th（・   

ー134－   



記号   発 表 者   ガ 耶   柏 触 法  巷（号〉  ページ   刊年   
く嘉一qれiY，T与ulⅥba．  Tenall〉TOlilaltllbule   
噌膿CLab）  

ト11  Differe几Ceb8tteemhutユnCbro爪ic  S閥imarsofToよici【γ   2g－3T  
J．Yom哺OtO♯1   broれehiti6弧dw）rph010gical   lbeh卿is■S－1（d．K．  

i．．：●   alteTatioJ】8inlu几gOrrat5   Hashi■OtO．札Hinali）  

（霊1ぬs．1b】．馳i．DiY．）  

NO2紬d／orOユduringlirespa爪  

ロ  且－1         28   515－521   
eutrophiclak8   Ergebn．Li■爪01，   

サー 三  佐藤敦子れ，大関鮮1．      （粥）  19－88  川87    茨城県謝招におけるマハゼA亡抑tho即bius  茨城大教育学部紀要  
春日清一．山根爽Jl  
◆l   周期と卵巣の組織学的変化  

甘－ 5   湖沼の動物相管理による水質保全   公害と対策   23（g）  
且一 4  可知直毅   照葉樹林の動態解析に対する生蜘学的7  4   1987   

プ   
‡－ 5  【．Ⅳ．Satake．嵐Y島台U】0  Jp】l．J．Sanit．Z001，  38（4）  303－316  1987   

1nVertebrateslndfl軸閃1narlYer  
］－ 6  島崎研一郎  気孔開閉と孔辺細胞の生理   化学と生物   24   645－851  19さ丁   

≠lT  Rdli吐t－de匹mdemt∝〉t叩tak¢肌d  PlantPhy8iく〉l、  A4（1）  1q8T  
E，Zeiger＋1   OyygeneYOlutioml爪guardcell  
（加StamfordUniv．）  PrOtOPlさSt50fYiei且fabaL．：EYidence  

forphotoふy¶仙etlCCO2fixatlOれ  
仁一8   

亡eIlprotopaslきfro■VlelafabaL．  
‡－9  ZO9－227  

l．Shlt誠ali．T．0関■a幻  （St且n！oTdlhiY．Pr．）  
（■Isl肌rOrdV几iY‥  

戒Toky01ktrop．鋸Y．  
幻Ell鮒〉  

打一川   ラン藻による水の畢．特にHicrocysli＄属  36   
の生態学的研究の現状  

R－11  Ⅳ，Takalura．1Ya写unO  Sdillentatlo爪OfphytoplむIktoJl  J，Pla油tomRモ写，  

P）PV】atiol】Sdo■1爪atdbyticrocystis  
in且Shallo■1ak8  

Ⅰ－12  A．Takenak且  Aれalysi80fli血ttranstls＄iYityof  Agric．Forest   40   359－36g  198T  
fore写tC諷OPie＄■ithatelephoto  〟eteoro】．   
1eth（d  

H－18  Gapdet∝tlmg■∝h飢istinth¢Se由  E∝〉1，Res．  2  191－ZOl  
A．Tさkenaka   geninatio11（〉f■allotu＄ja印nlCuS  
（雷IT8ukubaUniY．）   （nu几b・）仙dl▲力恩・aCq伽爪neer  

treeor＄e¢Ondary8ueeeS6ionln  
te■perateJ叩aれ  

E－14  J．Pe＄tl（・ideSci．  ‘ト69  

C．Ⅳobusi■且薫】．   brllSh一山∫der■elbrameYe写iell∋SOf  
E．Tokuda★l．札丁且血   ▲ldgutepilhell且1cellsoftheぐabbage  
（刈【nst．P如も．ChⅦ．  

Re＄〉   

廿－15  J．PestieideSti．  189－1g5  
T．Mits山頂   1－（さ．5－dl¢hIoro－2．111fluoropbewlト  

C，Ⅳobusa■aわ．」．Fuk8■1  3－（2．ト山Iluoro由nzoyl〉urea（（：肥－1糾）  

（幕1vniv．Tokyo．   1ntlleCabt〉agearlrmn．■8■8Strabra＄S  
戒1n邑t．Ph∫S．馳閥，  ieael．  
Res）  

H－16  
【．Tokuda★l．R．鮎ngel事2  Orl－（3．5－Jichloro－2．小d‖1uoropbenyト  
二＝1日‖．．■ ‘   ‡－（2．ト剖†luorobenz◇yl）ureさ（【：肥－131）  

（れInst．Pb∫8．Ch帥．   imthel且rVaeOfthecabbag8arly叩n．  
Re8，．  ■且⊃e＄trabra＄＄icae  

腫飴1且1erk．  

紹Milsub18hiCh璃．  
Ind．Ltd．〉  

Ⅱ－1T   EnYlron．Po11ut．  
O一匹1y画jlu■nublfer（chiroれ傭1dae）   
throu由l▼aterandr血  

月－18  S．Eさtak町at且．kYa8unO   Chroniceff恍t＄OrCdomlhereprodue－  Ecotoxieolo騨   14   191－ZO7  1987  
●l－   ▲，． 一  一－・ ．    ．．．・．  EnYi一肌Sa†¢tY   
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throu由以－aeeu■山atd■idgelarva8  
（Chironoqusyo＄hi■atSUi）  

H－1g  T．Hanazato，札Y且SunO    EYaluitionorMicr∝ySti＄a＄f∝山for     Ⅱydrobi0logi且   144  2Sト259  1g87   
ZOOplamltonl几aeutrOPi亡1ake  

H－20  T．ⅥaれaZatO．M．Yasuno   E†feetsofacarba■ateinsecticlde．  
earbユーyl．0nthesumerphytひ一肌d   
●■●′ll●l●●  

冊1：1  T．”an且ZatO．札Yasu10   Elperitentalstudiesonc（職印tition  154  189－19g  1987   
bet▼eentゆ＄1inalongior◇顎Iri＄and   
b5れi爪arat且1is  

月→2ヱ  T．鮎のaZatO．はya5W刀0   As5i扇】且tjoJ】Ofdjapba爪OSObabrachyuru■  49   37－11  1988   
d   

」一23  

（★1Yokob姐aCity  recelvlmgeffluentfro■COPper■i爪eS  
lnst．E爪Yir◇n．Res．）  

ロ  
卜1   生体摘報の画像処理   施設塾長業生産におけ  10－52   

る技術革新の現状と今   
後の展開  

l－2  84  
【．Alga，l．Larcher昭，  ceneetr帥SiemtsroTdia印OSingtbe  
はOnoe将   ptl（〉tOS叩theticsystelOfattacbd  
（事1EnYiro爪，Blol．DiY．．  

昭Vniv．】mnsbrllCk．  

幻Inst．】nd，Sci．UniY．  

T〔〉kyo）  

卜3  ■■′■■■■■■■■．：  Syste⊃6＆Comtrol  1516－15Z2  
inslrullentationforevaluating   Eneyelddia  
ロ）11utioneffeetsonpla爪tS  （由．軋G，Slngh．  

Perga舶nPres写〉  

卜l  農業気象の測器と削定  115－126  
松本茂義1  法（日本農業気象学会  

（‡りIl村粗化学研究所）  関東支湖．農業技術  
協会J3ね）  

ト5   23   
（れ伽iv．Tokyo）   SI氾re80felosteril川ebrenkrgii   

■enegb（conju騨tOphγeeae）  
卜6  23  523－534  

（♯luniv．Tokyo）   btteent■OClo＄elyrelat朗▼aling  
groupsoftbeclosteriutebTent杷rgii  
S搾Ciescolpleよ（ehlorophJta）  

卜T   用水と廃水  29  1987  
1－ 8  ：㌻、こ■   陸水喝における栄養塩類の循環   環境中の物質徳環  1も8－188  1馳1   

（農林水産省農業環境  

技術研究所鼠288p，）  

卜9  29  
須藤緯十．高木兵治月．  

藤井固博将．寺西靖治斗●  

（れ（財）日本環亜倍数  

育セ．  

出廷投首土木研．  

幻農現技研．糾広島大）  
ト10   バイオテクノロジーと現場保全  月刊浄化槽  （13T）  
ト11  剥離卜   鹿妻物埋め立て地浸出水中の有事汚染物質の  噺□61年眞島寿関連基  28もー292  1g87  

バイオテクノロジーを活用した除去技術の  礎科学研究．官民共同   
閑敷こ関する研究   プロジェクト研究報告  

卜1Z  2g  
須継卜一．高木兵治将．  

合田健叫  
（れ（財）日本現場整備教  

育セ．肥広島大  

月農環技研．  

劃折南大）  
ト13  10  
須藤搾ト  空気リンの同時除去に関する実験的研究  
（隼筑波大  

紹東京農工大）  
卜1l   バイオテクノロジーと環境保全   聖マリア医学  14  21－15   
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ト15  酸性雨：環境への畑  「空気清浄のための浮  159－166  
選微拉子の訂†凱制御  
総合技術」（他Dプラ  
ソニング）  

1－16  10（12）  

寺薗克博紹．須藤隆一－・  

（■l東弧将（財）九   
珊墨染衛生協会）  

ト1T   月刊浄化槽  （140）  
処理へのバイオテクノロジーの活用ト  

バイオテクノロジーと環境保全（3〉  l－18  須藤隆一．稲森悠平■l  月刊浄化槽  18－25  1g87  
（♯l水質土壌職場帯）  一微生物固定化法およぴバイオ   

テクノロジーの環境影響－  

ト19  l－10  
（♯1水質土壌環境部）  省科学研究員補助金  

（総合研究（A）〕  

研究成果報告書  
ト20  水生植物による生活雑排水処理  Ⅳ一1小領域人為起源物  170－171  

質の環境中の循環と制  
軌昭和62年度研究成  
果報告  

ト21  147－15l  
A．Hurakalill   accululatingbacteriain＄明uenCing  Re曹OV且1fro■  
（♯tToky（〉UnlY．Agrlc．  b且tChreactoractivatdsuludge   甘aste■ater＄  

T∝hnol．）   Pr∝eSSeSforsi■ultan（沿】8r（澹OY且10f  
ptlOSptlOruS．nitrogenandorganic   
Sub6taれCeさ  

トー2Z  9  216－219  
高橋弘  菌検査について  
（れ日本自動車研．  

埠国公研委託）  

l－23   温度頓準と校正法   農業気象  43（Z〉  
卜 2l  竹下俊二   泥焚および底泥の流動特性  化学工学  52（2）  168－169  1987   
ト25  竹下俊二高木博夫  光化学反応チャンパーの装置および反応特性  季刊現場研究   68   91－103  1988   
トZ8  UptakeofO3byvariousstreettree＄  

A．Fur血a■且■1．  Biol．  
T．TotsuhXZ．T．Taz3kit3  
（11Envlr◇几，8101，Div，．  

喝TokyoUniY．Agrit．  
Tetb爪01，．  

泊TohoUniv．）  

ト27   11ト1Z8   

l－28  山口武別大枚謙次．  鹿児島市街地に降った火山性酸性雨と植物被  間男の農業気象（日本    9－13  19る7  
重来政一雷1．  曹   農業気象学全開東支部  
抑Il民夫♯1．内山裕撫1  会誌〉   
（事l鹿児島県朋セ）  
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5．4 口 頭 発 表  

雷己号   発 表 者   頃  日   学会等名称   開催前市名  年月   
a  

且一1   リモートセンシングによる土壌水分の測定につい  82．4   
て   

a－ 2  宇弥富M．  
研究発表会  

東京  62．10   
田雲研口博＃1   術講済会  
（環境庁）  

a－ 3   宇都宮阻二朗．  航空雛赤外データによる土壌水分測定   東京  8Z、10   
山口武則♯1  シンポジウム  
（技術部）  

a－ 4   宇都宮隕二朗   東京  62．12   
調査システムー  

a－ 5  宇都宮陽二朗．  リモートセンシソグによる小気候謁査一局地的霜  日本リモートセンシソグ学  東京   62．12  
田醐専11  蕃及び冷気湖の発達予削－   金茶7国学補講演会   
暮†  

a－6  62、T  
勝矢淳撞－1．宮本定明椚，  よる多面的噺   金男9回シンポジウム  
阿部冶頂  一山間地と都市住宅地の比較－  
（￥1京都産業大．  

将筑波大）  

a－7  京都  62、7  
勝矢淳雄♯1．宮本定明把．  想法による解析   金第g同シンポジウム  
阿部i告絨  山間池と軒市住宅地の比較  
（￥】扇種皮莫大，  

昭筑波大〉  
a－8  62．9  

勝矢淳雄事】，宮本定明Ⅶ，  演会  
阿部治将．中山和彦将  

（事1京都産業大，  

昭筑波大〉  
a－9  βg∴‖  

宮研1．阿部治♯1▲  
勝夫淳雄頂  
（れ筑波大．  

戦京都産業大）  

a一川   Bangkok      6Z、6  
resourcesutlllZatlO爪  Utll．  （ma11and〉  

8－】1  後藤典弘  照堵保全と廃業物の処理・処分  男山回月本水質汚濁研究協   東京   82．7   
会セミナー  

■11：  S、Gotoh   AglobalemvironlenlaIinfortationnetTOrk   紺市づくり川崎国際  川崎  62．T  
“1肝OTEREA’’   セミナーⅡ総合都市情報   

システム国家会議  
■11】  後藤典弘   廃棄物計画の間温点  ＝＝ 62．11   
且一14  Ex匹riencesinon－1inesearcbingof   ；．  

肌榔●   ． ′〕■－■h   ●   舶na印刷一触［i爪gfor  （Gre∝e）  
Euro【杷且ndOtllerS  

a－15  6Z．10  
鹿崎昭太■1．伊東政志れ．  

匂木一幸頂．  

朝来野国彦将  
（事1農林水産技術情報  

協会，  

や東京都曙嘆科学研）  
a－16   62，6  

れる連立1次方程式に対する反復解法   ム  
東京  62．11  

内藤正明嘉1．原沢英夫刈  2元クラスタリングによる解析   
（暮1総合解析部）  

つくば  
宮本定明れ．阿部冶凛l  の解折   
（半l筑波大）  

a－19   A、打aruya舶．   （加＄truetl◇れandevaluationof抑   Trier  
Ⅰ、Eriguchiれ  e几Yiron■emtal■icrothesauru＄   Eno■1．EnE，   什est  
（霊1J】防T）  Genany）   
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記号   発 表 者   題  目   学会等名称   開催瓢市名  年月   
書1：¢  6Z．10  

の評価（Ⅱ）  

伊藤政志峨．  

明菜野国彦椚  
（♯1農林水産技術情報  

協会．  

昭文京都環境科学研）  
a－21   

乱丁oyot且霊1   orradi且tiomabsorbersand＄eaSurface  SemsimgSynp．   （USA〉   

（♯1uniY．Tokyo）   tet匹ralurefr（廿inrrard3－bamdipa8eS   Jlユ：      男28同大気汚染学会  東京  6Z．10  
風速・時刻による特徴の把捉  

llヱ†  横田達也  東京  82．10  
めの演算と1 曾   シンポジウム   

Tokyo  
叩11ution卿〕nitoringdata  CeOfAirpllution  

studiesinAsiamArea＄  

ロ  
b－1   アメニティ郎定の方法  川崎  62．5  

金自然環境とアメニティ分   
料金  

b－ 2  青木阻二   榛東較の評価方法をめぐって  母機情報科学つくばシンポ  つくば  62．12   
ゾウム  

b－ 3  青柳みどり   水環境総合評価指躁の開発とその森林環鴇への応   第110同塵業経首足桝研究  筑波   62．5   
用  会  

b－l  青柳みどり．原沢英夫．  6Z．8   
細見正明♯1  ンポジウム   
（棄1水質土壌環境部）  

ト う   青柳みどり．原沢英夫  住民による利用面からみた水辺評価   第22回水質汚好学会  東京   63．3   
内藤正明  

b－8  62．10  
（11水質土壌環境部）   ン酸塩（LÅS）の残留特性  
ト丁  

（■1late∫弘il   ＄di「飢tate写tu且ry   onα通さl且1andEstuarine   
EnYlrOn．DIV．）  Pollu110爪  

tr 8   天野執二福島栂霊l  湖沼鯉申のLASの季節変動および全問分布に   第t2回水質汚萄学会  象託   悶．3   

（水質土壌環境部）  

b－ 9   飯倉菩和．   スラントバス縫を用いた成層圏大気の光学的厚さ  第11匝】レーザ・レーダ（ラ  八戸   61．9  
林田佐智子雷1．清水浩★1  の計測   イブー）シンポジウム   

（事1大気環境部）  
ゎー川   y．Jjよ8r」さ．y．y点きUOI靂  E〃】Cje爪C】a5S汀jc∂t50I】O一刀ultiさ㌍亡tr且1  gthSyⅦp．Re■OteSellSin8  ′  62．8   

lll且gerybybestllneaTdlSerlllnatlOn  （手）  

b－11  飯倉善机安田善文   最良脚拐Ⅶ閑散を用いた多血分光画像の自動隷   62．10   
別の計算効率  シンポジウム  

ト1：  乙関東広久保井徹”  62．7   
●†  

シン万㌧一ム   
lr13  62′7  

大井紋紹．其柄泰墓相  コスト最′」可ヒのための最適設計   会第9回シンポジウム  
く★I日本水道協会  一中・長期渇水の場合－  
昭曙墳情報部  
将国立公衆衛生院）  

b－1l   62．5  
み  発表講演石  

tr15  甲斐戸召英霊己子  対話型システム・ダイナミックスによる地朋墳   第30回自動制御連合講演会  仙台   62．10   
の予測  

ト・川  田村正行  音波の平面波要素分解による音圧反射率の郎定  第28回SICE学術講演会  62．7   
b－17  田村正行   空間フーリエ変換を利府した斜め入射苦庄反射率  日本音響学全  6Z．川   

の測定  
b－18  内藤正明  曝堤問題の展開と朋研究の方向   土木学会・環墳問題′J、委月  東京   62．8   

一社会システム的餌面かb－  金  
b－1g  内藤正明  環境行政の変苓と現場研究の方向  第1聯研究発表会  つくば  62．12   
b－20  
大垣真一郎紹  の関連分折  
（★1度京農工大′  

紹東京大）  
b－21   第3回目環廃棄物再資源化  62・．5  

て  流 プ   
ト：：  0．Ⅳ且kasu‡i  StatⅥSqUOOrgm仙dtaterく0爪talinationby  

OrganOChlorime一朗l船uれdsimJapan   
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雷己号   発 表 者   題  目   学会等名称   開催都市名  年月   

［「ニ1  中杉修身   化瑚による環境汚染防止のためのリスクアセ  6Z．8   
スメント   ワーク～・プ   

b－24  中杉修身   ごみ処瑚削腺に関する経済的蜘  弟4垣】廃棄物計画フォーラ  東京  62．10   
A  

b－25  大阪  SZ．10  
enYiromlent∂1conta■in8tio爪bycheⅦical  ヨッブ  
SUbstan亡eSinJapa爪  

b－26   閥性水域の環境保全対策策定手法   環境科芋シンポジウム198T   82．11  
b－2T  中杉修身，北畠願書1  第9回全国謬市清掃研究発  63，2   

（事l筑波大）   

b－28  北畠嘩♯1．中杉修身  
泰会  

琶エ・  63．2   
（隼筑波大）   東金  

東京  63．8  
佐伯明毛ヤ．田醐l】雄ヤ．  

中杉修身．浦野拡平幻  

（‡1神奈川県公害セ，  

噌筑波大．  

将横浜国立大）  

京都  62．5  
甲斐沼美紀子   み   細涙金   
（甲南大）  

トJ†   西岡秀三安岡者文  景鮫合成システムを用いた住民参加の街づくり  日本システム工学金策208  乗京   62．6   
回研究会  

b－32  西岡秀三   生活環境空間のインチグレーシュンの観点からみ  82．8   
た蜘～ス‾ム  ム   

b－3さ  ⊂科克己  A亡叶0匹ratiYeapprOaCbroraseque几CeOr   82．7   
tt   アレニ′ス  

b－ 3l  仁科克己   環境保全・農地保全と自己j罠択  環境科学】繁雄報告会  東京   63．1   
b－∬  仁科克己松原望■1  人為起源物質基礎逓研究成  東京   63．2   

（椚東京大）   果報告会  
b－36  原沢英夫．甲斐沼美紀子．  82．7   
中杉修身内藤正明   －エキスパ ‾ム  

b－37  
会  

伽prehen5iYedevelop■entOflake  UⅣCRⅣ【LEC／UⅣEP．Expert  Otsu．   83．2  
E．Hur且Oka蠣1．   一旦suligauraandit＄enViron下ental   ● － ．l  ＝l ■ ▲  Hagoya  
T．Fukusbi■a♯i．札Aoyagi  れanag鵠ent．PartⅡ：Ⅴ且riou畠ehanges   Lak8BasinApproaebto  
（撫1laterSoilEnYiro爪．  沌roughthetransferfrく■b∫aCkisIl▼aLer  E几Viron上ent且11y弘und  
DiY．）   to一丁eSh■ater   ・t・：・・  ●  ・・  

Resources  
b－38   東京  63．3  
内藤正明   
（事1東北学院大〉  

b一さ9   石精良信♯1．原沢英夫．  カビ臭発生予測を利用日的とした水質総合指標の  第2Z匝‡水質汚濁学会  東京  S3．3  
内藤正明   作成   
（11東北学院大）  

ト4¢   森保文   鹿児島  
水質及び土壌の前歴のむ響   

b－41  森田恒幸  
会議演会  

つくば  
の  

b－42  森田恒幸  東京  63．2  
制度の効果について   研究「都市階の環境制度の   

体系イuシンポジウム  
広島  62．7  

（♯1凍堵情報部）   水面反射光の評価   術漬済会   
b一日  62．10  

（‡】環境情報部）  シンポジウム  

C  

c－1   

Ⅱ．Hl」kai   P且∫ticulate■atterbysれ研一且11duri几g  GlobalAt■OS．Chel．  由一ough   
■inlermns00nS飽弧niれ」叩an  （C釦ada）  

t一 丁  安部善軋向井人史   脚バンクのための大気寧遡粒子試料の長期  62．川   

保存性の   
c－ 3  安部皇也   大気降下物による流域への栄養塩の供給とその変  62．11   

動   
熊本  62．18  

田昌敏濱口次夫   と 定立について   
c－ 5  大敗汝辺信書1   札幌  
菅原淳昭   

62，10  
出物中のクロロフィル色素   

ー140一   



吉己号   発 表 者   題  目   学会等名称   開催都市名  年月   

（蠣1水質土壌環境風  

紹生鯛墳部）  

亡－ 6    岡本研作   環境標準試料ⅣほE帖．10「玄米粉兼」の漕と  日本分析化学全篇那年会  熊本  62．10   
分析岱  

c－ 7  呵刀正行村田守暮1   蛍光X鰍こよるエアロゾルの元素分析   東京            日本化学会第51春季年会  62．4   

（刈な学   への応用（Ⅷ）－   
c－8  第5回エアロゾル科学t技  82，8  

土井妙子★t．溝口次夫． 池上三和子紹 術研究船  
．  

土釜屋由紀子頂  
（判技術部．鯉気象研  

沼気象大学校）  
e－9  6Z．10  
若狭秀一郎紹  発（∂）  
（刈柴田科学機械工業㈱  

把㈱日本製鋼所）  

c－10  第28回大気汚染学会  62．10  
土井炒子暮1．溝口次兎  

池上三和子紹．  

土器屋由起子幻  
（‡】技術瓢ガ気象研．  

頂気象大学校）  
c－11  分析化学金第86年会   62．10  

（理学電機㈱）  】の応   
亡－12  日本各地の化学成分の降下丑（2）   東京  62．10  

菅山道夫頂．呵刀正行．  

西川雅高．溝口次夫  

（事1気象大学校  

噌気象研）  
c－1さ  東京  6Z．11  

別所進一将． 池上三和子頂 分布に関する研究  
．  

功刀正行溝口次夫  
（書】気象大学校．  

根気象研）  
c－14  エアロゾル中の水銀の鉛直分布  東京  62．11  

別所進一増，原口鉱泉紹．  

呵刀正行．溝口次夫  

（■1気象大学校．  

把気象研．将東京大）  
c－15  朋情報交換の場としてのパソコン通信  所沢  63．2  

－パソコン逓信の現状と環境情報の交換ネット   

ワークの可能性一  
山形  62．8   

暮l  定  （山形大金）  

c－17   62．8  
柴田憲子   割   （山形大金）   

（t】水質土壌環塙部）  
e－18   佐竹研一．柴田恵子  水生苔顎lこよる水銀蓄積   領墳科学シンポジウム198T  東京   62．8   
c－19  K．Satake   AccⅦUlationo一九飽Vyl18talsbybryoph∫teS  】V防tnしSy■P．Bio■0nitor  

ingoftheStateofthe   
E爪Viromle几t  

亡－Z（】  柴田康行森田昌敏  ワカメから抽出された水溶性ヒ素化合物の模造   日本農芸化学会昭和62年度  東京   82．4   
大会  

C－Zl  瀬山春彦．相馬光之  ケイ酸塩鉱物のFe2p光電子スペクトル  日本化学会第51春季年会  62．4   
c－Z2  相馬光之．相馬悠子  テトラチアフルバレンーモンモリUナイト眉間化  62．4   

合物  
c－23  東京  63．1  

墳科学部会．光源部会合同  
シンポジウム「環境科学に  
おけるキ★ラクタリゼーシ  
ヨン」  

東京  6ま．3   
の検   リー  討論会  

c－25  田中敗相馬光之  飯岡朝潮底における熱水徽候（a）  東京  62．11  
一朝底堆積物中の活動言説－  会  

筑波  62．8  
金森暢子■1牒□次夫  ゾルの元来別拉径分布   術研究打給会   

－141－   



ぎ己号   発 表 者   題  目   学会等名称   開催都市名  年月   

白井忠昭  
（撫1名古屋大水圏研．  

城東京タイレック）  
c－Z7     金森悟れ．金森暢子11．  名古屋における黄砂現象時の大気エアロゾルの特  第5回工丁ロゾル科学・技  筑波  6Z．8  

西川雅高．溝口次夫   徴について   術研究討論会   
（■1名古屋大水函研）  

東京  82．10  
溝口次夫   降下曳  
（暮1奈良県衛生研）  

c－29  東京  62．11  
伊佐恵理子♯l．西川雅高   

（雷1名古屋大水駆研）  
亡－30   西川雅高．安部喜也  徴敷金属元素からみた雨水と大気浮遊粉塵の関係  環境科学シンポジウム198T  62．11   
ぐ－31  金森倍♯1．金森陽≡Pl．  62．11   

伊佐恵理子刈．西川雅高   会  
（‡l名古屋大水路研）  

東京  62．12  
金森倍★1．金梯子＊l．  ウム  
青木周司将  
（霊l名古屋大7k膠研．  

把極地研〉  
キし幌  62．川  

大槻晃  
c－さ4   野尻幸宏   陸水科学の展望」ヒ学的手法をめぐって－  日本陸水学会第52回大会  82．1（〉   

e一き5  沖縄トラフの海底熱水活動（1）溶存化学成分の  1g8丁年床日本地坪化学会年  Iニ＋11  

蒲生俊敬11．酒井均■1．  会  
中井俊介▲1．  
五十嵐丈二紹．小鴨稔溜．  

野尻幸宏．坪田博行旧  

（刈東京大海洋研．  

瓜東京大．鳴広島大）  
東京  62，11  

大槻晃  の供給  全  
東京  82．11  

石橋純一郎頂．  の濃度・同位体比異常  会  
蒲生俊敬糀．酒井均糀，  

野尻幸宏．河合崇欣  

（”東京大，  

紹東京大海洋研）  
c－38  東京  62．4  

酸埴仏20A120】SiO2）からの丁ルカリ   
金属イオンAのStil川1atedSurf且CeIonization  

藤井敏博．神馬仁志蠣1  日本質量分析学仝  京都  82．5   
◆ll  をむ 株化合物  

亡－40   

●1   【Ⅰ．Nltr08en－COntalningeyell亡Or郡山1C＄  （USA）   

¢－41   Stirulatd8Urfaeeionizationoralb＝  
1etelsrrolalb】ialu■inu■8ili亡且teSln   （USA）  

tllepreSenCe◇fF20rC12  
c－42  古田直紀  鳥羽  62．6   
c一滑  肌Furuta   SanDlego   

印is写io爪＄1帥alさfro■肌inductively  onPla印a   （USA）  

eoupledpl且S■a   S匹CtrOChe■istrγ   

亡－4l  も2．5  

新谷光三椚ノト川和紘将  
（‡l桟浜市公専研，  

黒目本気農協会，  

頂東京大）  

c－15  82．10  
事前宮彬昭．溝口次夫  会  
（事1九州大，   

埠福岡県公害セ  
c－16  62．10  

溝口次夫ノ川l利紘喝  会  
（山日本気象協会．  

点線浜市公害研  
幻東京大）  

c－4丁   札幌  82，l（】  
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記号   発 表 者   ヨ 耶   学会等名称   開催都市名  年月   

光本茂狩■1．笹野泰弘霊1，  会  
三宅千秋ヤ  
（＃l大気環境部，  
械東洋情報システム）  

C一朗  62．10  
新谷光三頂ノJ＼川利紘旧  

（＋1楓浜市公害研，  

噌日本気象協会．  

旧来京大）  
C－19  鶏糞中に含まれる揮発生成分の分析   日本農芸化学会昭和62年皮  62．4  

大会   
c－50  Y．Yokouchi．Y．A■t杷  DiurnalYariation8inatⅨ〉Spheri亡1eYelsof  6ttllnt．Sy■P．m∝P  P（，ter－  82．8  

isopre几e加dつOnOterpe几eSinsmerti力e  Gレ〉balAtt10S．Che▲．  brou8h   
（臨nada）  

c－51  
且．Eurit㌔1．Y．Yokouchi．  
札Hi訓∝hl紹．‡，Vda幻  （Ca爪ada）  

（♯lⅣa‘am◇Re＄．】れSt，  

‡ealth＆Pollul‥  
昭Eng．DiY．．  
滑Atm写．EnYiro几DiY．）  

e－52   62，10  
の8変化酎定  

東京  62．11  
票田秀斉＃】．機内陽子．  

水落元之杷．植田洋匡将  

（霊1長野県衛公研．  

Ⅶ技術乱  
再大気礫堤部）  

東京   62．11  

d  

d－1   地球環境情報と化学反応   日本化学会貫目春季年会  東京   62．4   
d－ 2  秋元乱高木博夫♯l．  62．10   
酒巻史郎   （1）  による東研酸の生成   
（▲1技術部）  

d一 さ   泉克幸．福山力   炭化水素からの有機エアロゾル生成  日本化学会第51春季年会  東京   62，4   
（8）トルエンからの光化学エアロゾル生成に  
対する温度の影響  

d－ 4  泉克毛福山力  炭化水素からの有機エアロゾル生成   第5国王アロゾル科学・技  筑波   62．8  
（9〉C8←C9の芳香族炭化水素からの光化学  術研究検討会   
エ丁ロゾル生成  

d－ 5  束克象亨i山力  炭化水素からの有機エアロゾル生成  第28回大気汚染学会  東京  62．10   
（1¢）ppb濃度域における0ユとシクロアルケ  
ン矯との反応からのエ丁ロゾル収率  

d－ も  束克幸  東京   62．10   
d一 丁  泉克章．福l山力   東京  62．11   

ル交換率  
d－ 8  井上元．鈴木陸  SIP2ラジカルのAIBl状態の蛍光寿命   東京  62．4   
d－g  62．4  

井上元菊池俊之紹．  

小林秀一肝．  

蟻Jll盛男頂  

（▼1三雲太  

や東京農工大）  
d－10   6Z．4  

拓本興亜♯1．井上元   生成したⅣ0の振動回転分布   
（＊l東京大）  

d－11   井上元   E002のレーザー蛍光   第28国分子構造総合討論会  62．10   
d－12  井上元給木睦．  SiO．G劇の蛍光寿命   化学会第58春季年会  63．4   

川崎昌博11  

（暮1北海道大応用電気研）  
d－13  queke  

G．E．臨ni亡hael霊I  duringl（】n8rangetranSI氾rt  Oxidant6  （USA）  

H．【urita椚，乱Uda  

（れ伽iv．10▼a，  

『晦卿ORes．In＄t．  

且8alttll，011ut．）  

d－‖  
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記号   発 表 者   題  目   学会等名称   開催獅名  年月   
福井啓介紹  
（＋1九州九  

把姫路工大）  

d－15     植田洋監禁田秀責＋1   沿岸から山岳地域内部への大気汚染長距離輸送の  化学工学協会第52年会  名古屋  
甘島野県衡公研  己  

筑波  62．与   
（11長野県衛公研〉  送  田  

筑波  62．5  
光本茂記  規模な局地風系の形成過程   

ノ＼  
会  

d一柑  筑波  
植田洋匡  

62．5  
【2次元数値実験－  

（れ気象協会，  
会  

噌筑波大）  

東京  
植田洋匡  

62．川  

の挙動   
◆†  

東京   62．10   
（れ長野県衡公研   ヘット付近における挙動  

d－21  62．川  
票田秀打♯1．有沢姓≡将．  

河村武13  

（暮1長野県衝公研．  

把気象協会．  

将筑波大）  

d－Z2  62．1（）  

栗田秀斉昭  長距陳輸送  
（tl豊橋技術科学大  

城島野県衡公研）  

d－23  
村上孝弘れ．植田洋匡  積の理詣的・実験的評価法について   
（九州大）  

d－24   植田洋匡．有沢雄三＋】  鹿児島  
（雷1気安協会〉   

東京  62．11  
光本茂ぎ己   杜絶送の気象学的構造  
（長野隔衡公研） ■1 

東京  
植田洋邑栗田秀♯噌  

62，11  

（霊1豊橋枝村大，  

昭島野窮衡公研）  

d－27   東京  62．4   
酸イ肪こ応  

d－28  82．10  
福山九天野勝俊喝．  

太田幸雄紹  
会  

（事1技術瓢増山駄  
紹北海道大）  

d－2g   ゼオライト上でのSO2の酸イ蛎こ応   第3回ゼオライト研究発表   6Z．11   
会  

d－30  鵜野伊津志．植田洋匡．  l－f乱流Clo6ure肌elによる大気境界層の内   日本気象学会198丁年春季大  筑波  6Z．5   
若松伸司  部構遥の検討中立及び安班ト  会  

d－31   粗野伊津志．植田洋匡．  東京  62．8   
若松仲司，大原利好l  ム  
（★1（財）計量計画研〉  

札幌  62．9   植田洋匡   ル   演会  
東京  

田洋匡   
62，10  

東京  書こ＋†I   洋匡   （2）  

東京  
若松伸司  

62．10   

（れ（帥計量計画研）  

東京  62．11   若松仲司   
d－37  尾崎裕，泉克幸．   Arおよぴ002クラスターの交換反応   
村野    山   一生成物強度の澱み庄依存性一   

日本化学会第51春季年会  東京   62．4  

d－38  尾崎裕．福山力   Arクラスターと印2の反応  第3回化学反鍋会  東京   62．6   
一助起Ar花002からのArの解職  
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才己号   発 表 者   蓑  ≡   学会等名称   開催瓢市名  年月   

d－3g  尾崎裕   気体分子と交換反応によるクラスターの分解  日本物理学金1g87年秋の分  仙台   62．g   
科  

d－40  尾崎裕，福山力   気体分子との衝突およぴイオン化による  分子構造総合討論会  金沢   62．10   
クラスターの分解  

d－41  尾崎裕．福山力   Pra卵entationoftlustersimeleetromi■Pa亡t  第31回国埼コンプ7レンス  岡埼  83．2   
10爪IZatlOn  

d－4Z  尾崎裕．福山力  東京  悶．4   
イオン化   

d－13  酒巻丸弧秋元肇   東京  62．4   
によるスモッグチャンパー内未知ラジカル   
源の検討－  

d一山  酒巻史郎．秋元肇  光化学チャンノヾ一美験における未知ラジカル顔  62．10   
（2）hブタンー”Oトニ空気系計算機シミュレー   

シpンによる検討－  
熱海  62．3  

杉本伸夫．松井一郎♯1  域から内陸執こいたる広域  
（♯1技術部）  大気汚染に関する研究」研  

究会  
筑波  62．5  

中根英昭   の変化   会  
筑波  62．a  

と’ 的   皿   
d－48  笹野泰弘   二波長レーザーレーダーによるエアロゾル重畳濃  62．10   

魔の評価   全   
d－4g  陀．18  

星LL盛雄蠣1．酉辻昭tl．  

笹野泰弘   
（♯1北海道大応用電気研）  

d－50  62．11  
白井馳♯l．星山満雄11．  

西辻昭‡l   

（撫1北海道大応用電気研）  
d－51   62．12  

日下超れ，笹野泰弘   ロゾルモデルの考察   会   
（金沢工業大）  

写〔波  6Z．5  
会      笹野泰弘林田佐智子  分光計を用いた対流戚・成層圏の徴丑成分監視   
（■1総合解析部〉   システムの捉裏   

東京  82．11  
林田佐智子．中根英昭．  の測定を目的とする差分吸収レーザ⊥レータ」  
松井一郎㍗．清水浩頂，  

竹内延兎秋元肇  
（暮1技術瓢  

絶縁台解析部）  

d－5l  東京  63．5  
的実験   講演会  

d一∫占  鈴木睦．井上元   5川2＋かっ系における水素一意水煮交換反応  男3回化閤袷会  6g，6   
d－56  竹内延夫．佐藤勲♯l．  半導体レーザー携帯型ライターによる道路・トン  日本気象学会1987年春季大  82．5  

馬場浩司tl．桜井捷海♯l  ネル内の排ガス観測とそのFFT解析   
（東京大）  

d－5T   竹内延夫 ′   レーザーレーダーによる大気エアロゾルの朋風  第5回エアロゾル科学・技  筑波   62．8   
術研究討論会  

d－ 58  竹内延夫   最近の波長可変レーザー  第2匝】光広耶佃11部会  東京   62．g   
d－ 59  竹内延夫   擬似ランダム変調コヒーレントライダーの検討  第18回応絹物理学会  屋  62．10   
d－ 60  竹内延夫   可聞望＝裾一併ライダーによる道路粉塵拡散の賊  62．10   

刺   
d－61  l叩rOVddi（戒e－1a＄e一丁and伽111d山且IioれCT  Lasera几d（】ptical且eⅨ〉te  ⅣorthFaltl  82．10  

1idar   Sensing：【nstrlltlentation  
andTechniquesTopical   
は∋eting  

d－62  
阿保其霊l．竹内延夫   布のね11定  

（11都立大）  

d一閃  62．11  
礪司11．上野敏行把  
（判東京大．   

網干m  
d一朗   62．1Z  

の検討   ング」第g回研究会   
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記号   発 表 者   対 駅   学会等名称   開催郡市名  年月   

d－65  竹内延夫．上野敏行－1．  α半導体レーザーを光源とする擬似ランダム変  昭和83年レーザー学会学術  東京  6i．2  
馬場浩司暮1．桜井捷海田  講演会第8回年次大会   

事2   

d－86   擬似ランダム変調コヒーレントライター   東京  悶，2   
d－67  竹内延夫   

講演会第さ回年次大会  
東京  悶．2   

ング」第2回シンポジウム  
d一閃  竹内廷夫   東京  63，3   

ト‾イデーの考察  
d－る9  橋本訓．秋元肇   

講演会  
東京  62．8   

移動吸収と光反応  
d－70  畠山史郎．乱丁．Leuれ  首本化学全軍仙春季年会  東京  6Z．l   

（★1JetPropulLab）   
d－71  畠山史郎．札T．Leu♯1  東京  62．6   

（★1JetProulLab）   
d－7Z  慧一；・■  62．8  

井手馳昭．高木博夫喝．  術研究討論会  
秋元肇  
（刈日本公害防止技術セ．  

糀中開墳科学院．  
紹技術部）  

d－73  Peterh）rOu  
β－plneme▼1tbozonelnalr  GlobalAt■】6，Cbq．  血（C卿鯛a）  

d一丁l  畠山史郎  大気中の有職性物質とその生成機構  東京   62．9  
大気化学部会議満会   

d一丁5  5，1atakeya¶且   〟∝hanlslrOrthereactiono＝乱バTlthⅣ0  A■mel．S∝．194tbNat．  鮎▼Orle－  62．g   
胞t  a爪S（閃AJ  

d一丁6  畠山史郎   オゾンホール問題に関連した化学反応  第28回大気汚染学会   東京  62．10   
d一丁7  畠山史郎．札T，Leu書1  東京  62．10   

（♯りetpr【〉pulL且b）   

東京  62．川  
永田正安↑1．高木博夫把  

秋元肇  
（■1日本公害防止技術セ．  

昭技術部）  

東京  62．11   
（∫りPIL）   

d－80  東京  悶．4   
ゾー   

d－81  花輪秀史   筑波  82．5   
値解析  

d－82  花埼秀史  
金  

郡山  63．3   
1nflu8mCt！  

d－8‡  東京  61，5  
飯倉酋和♯1．清水浩．  
笹野泰弘杉本伸夫．  

会  
中根英昭．松井一郎噌．  桜井二三男月  
（♯1総合解析部，  

把技術弧  
伯東京電機特等）  

Toro】ltO  

H．Shilizu．Y，Sasa爪0．  Conf．  
H．nakane．肌Sugitoto．  

（C訓虎a〉  

l．馳t8Ui椚，打．Takeuehi  

（11syst．A旭】．ア1a几れ．  

DiY‥頂Eng，Div．）  

d一拍  61．9  
笹野泰弘清水浩．   幽エアロゾル層の最近の撹乱と火山噴火との対  イダー）シンポジウム  
松井一郎椚．杉本伸晃  

中根英昭．竹内延夫  

（＃1組合解析部．  

瑠脚  
d一郎   62．5  
笹野泰弘  のl賊q（Ⅱ）季節変動に着目して   
事l  

会  

d－8T   東京  82．11   
の   

東京  6Z．l   
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妃号   発 表 者   題  目   学会等名称   開催都市名  年月   

秋元肇  
（♯l技術部）  

d－89    坂東博，井上元   CE300u＋OH（OD）反応の速度定数およぴ0  も2．8   

ラジカル再生反応の機構  
大気中におけるメタン酸化反応卜ⅣOx非存在   62．10  

秋元肇   下でのC耳302反応の生成物とモの収率の温度   
依存  

東京  ちZ．川  
秋元肇   反応の    と   

d－gZ  坂東博．井上元．  対袖におけるメタン謝肪乙応の機構   環境科学シンポジウム198T  東京   6Z．11   
鷲田仲明  

坂東博．高木博夫＃l．          d－93   埴東原子によるC恥Cllからのヨウ素引さ抜き  化学金男56春季年会  東京   悶．l  

鷲田仲明．秋元肇   反応   
l♯l技術部〉  

d－9l  ノンリフト・バルーンによる雲底高度付近での  日本気象学会   札幌  6Z．10  
植田洋邑勝本精機★l．  1987年秋季大会  

原孝夫Il．日限克美■】   

（＊1日本気象協会）  

d－95  東京  62．1【）  
光本茂記稲田洋匡．  

薄口次夫ガ  
（”長野県衝公研  

紹計漁l版術部）  

d－96  62．11  
栗田秀★将．光本茂氾  

植田洋崖  
（♯】日本娘協会，  

弟筑披大  
月銅衛公研）  

d－gT  日本物理学会  仙台  62，9  
（事1東京大）   19る丁年秋の分科会  

d－98  Y．Fukutoto♯l．   mre8－di■en＄10maldiちtOTtionsoごaYOrteX  IUTAMSy叩．Fl】nda■e几tal  T01yo  
T，Miyaヱakl   filarent：etaCt秋〉lut10nSOftbel∝aliz∝1  Aspect50rVortex賊ation   
（”u刀jY，Toよyo）   j刀du亡Ij【爪印uatjoJ】   

d－g9  郡山  63，3  
（暮1兼房二大）   

東京  62．l  
S．Sal且Zユー喝．尾崎裕．  

福山九氏家淳椎＃1．  

大老多敏一泊  
（∫よ群馬県衛公研．  
黒メヰシ⊃匡l立大，  

泊桜美林大）  
d一川1  Peter－   

l．Sekiguehl▼1  aeidsi爪aCid†08mHしAka8iinJapan  
S．S且1azar噌．E．tzⅧi．  （Ca爪扇a）  

Y．Ozakl．T．Fuk町且1a．  
A．Uj11（，霊l．T．Okita将  

（”Gu叫a．】n＄t．Public  

伽姐1ttt，  

将Ⅳat．vniY．鮎xico．  

将OubirinUniY，）  
d－102  62．10  

ざ，58】a2打紹尾崎裕．  

泉克幸．福山九  

氏家淳瞳薫1  

（蠣1群馬県衛公研  
帽メキシコ国立大）  

d－103  62．10  
S．Sala加r拾．土屋哲♯l．  

原善房★l．福山九  

氏家軸雷1  

（事1群馬県衛公研  
噌メキシコ国立大）  

d－10l   6Z．10  
フィーフォ、－ラム   

d一ユD5  若松仲司  フィールドにおける大気汚与矩†郎の現状と課題  環境科学特別研究研究発表  80．11  
会レーザーセンサー班研  
究会   
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雷己号   発 表 者   題  目   学会等名称   開催都市名  年月   
d－106  S．lakalatSu．Ⅰ．1ho．  Applic且ti【）几Ofatllre㌻ditle口琴i【〉nal   〃ATO／CCMS16th【nter．  Liれdauu  62．4  

【．L．Scllere＋1  photoch印童calsnogforlatiom鰍1el   Tetb．Meet．AirP011ut，  （Geけ祁y）   
霊1  totheTokyo耶trOpOlltanarea  Meetln名人ppl．  

d－10T   
R．A．†addem♯1   Ofanbienthydrocarb〕nS  （USA）   

（UnlV．IlllnO】S）  

d－108   若松伸司．鵜野伊澤志  三次元モデルを用いた東京首都凰地域における光  土木学会第4Z回年次学術講  札幌   82．g   
化学    の   演会   

d－109  東京  62，1（）  
稽田洋邑上原清雷】，  

立石ヒロ子噌  
（■1技術訊  

牲島崎県衡公研  
d－110  東京  6Z．川  

植田洋匡，村野健太敗  

酒巻史郎，水落元之★l   

（＋l技術部）  

d－111   日本における大気汚染濃度の最近の傾向   兼房  62．11  
d112  鷲田仲明．梶本興亜＋l  アミン酸クラスターの分子内イオン反応   日本化学会第51春季年会  東京   62．4   

（れ栗東大）  

d－113  62，4  
永田敬撹．木村克美旧  

（刈都立大．杷東京大．   

滑分子科学研）  
d－114  第3回化学反応討論会   82．8  

るクラスター分子内イオン反応   
d－115  レーザースパ・yタ一法による金屑クラスターピー  第8回化学反応討論会  62．6  

鷲吋中晩永田敏昭．  ム装置の試作  
木村克美旧  
（れ都立大紹東京大．  

昭分子科学研）  
d－116  金屑クラスターの標題と反応  第Z8回分子構造総合討論会  62．1（】  

城九春夫＋1，  Ⅰレーザー蒸発型装置の製作  
依田千秋♯1．鷲田仲明  

（‡l都立大）  

d－117  第28回分子構造総合討論会  62．10  
篠原久典杷．鷲田仲呪  
H．S．Yoo紹．木村克美旧  

（■1都立大．  

増分子科学研．  
幻Chunbuk．UniY．）  

d－118  63．4  
松為宏幸事1  原子の反応  
（サ東京大）  

e  

e－1  62．10  
河合崇欣把．大槻晃昭．  

青山莞頂門  
（暮1生物環境凱   

や汁軋技術部  
紹東邦大）  

e－2  82．12  
JL＝吋■1   脂肪軌こおける種々培養条件での菌体生産効率  大会  
（日本犬）  

e－3   62．10  
（事l技術部）   鮎の  の季節変動   

東京  ‘2．11   
須藤隆一♯l   ジウム  
（れ技術部）  

東京  62．6  
池田佐幸男♯l．  る基礎研究（その2）   に関するシンポジウム  
中村俊治11  

（♯1東京理科大）  

e－8  新潟  62．6  
桑尻文夫11．杜本康広♯2  

（刑日本工大  

戒清水建設）  
e一丁  菜扁  62．11  
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！己号   発 表 者   』 齢   学会等名称   開催都市名  年月   

矢木修身田淵武士れ  
（暮1筑波大）  

e－ 8    海老淑赴一   無機イオンから見た河川の水質汚濁の評価  土木学会票12匝】年次学術請  62．9   
活全   

e－ 9  海老赦潜－   札l晃  62．10   
e－10  大坪国頓   札幌  6Z．10   

病舎  
Fu山Dla  

resuspemsionina＄hallo▼1ake   onCoastala几dEstuarine  
Pollut10【】  

e－12   東京  62．11  
ケ・13  大坪瓢村岡浩爾  青潮発生の物理的メカニズムに関する一考案  第22回水質汚両学会  東京  63．3   
8－1l  植物のカドミウム吸収と耐性（第6報〉   札幌  62．8  

地上ロ   の種田   日毎道大  
e－15   藤沢  62．9  

会関東支部大玉  
e－16  も2．4  

ノイドの日周変化  大会  
コ   日本地質学会苛加年学術大   6Zl   
白石建雄把．杜本康広幻．  会  
中村一節召糾．千葉連朗♯I  

（★1日本大．紹秋田大．  

泊清水建設．  

劇中央開発）  
8－18       千葉達朗れ．遠藤邦彦霊1．  新潟  62．6  
陶野郁雄   一喝砂孔の調査手法－   

（刈白木大）  

e－19   陶野有田数社本康広♯1  堆積学的特性を考慮した液状化予測法   第22匝】土質工学研究発表会  ■三ナ裏  82．6   
（清水建設）  （適応事例）  

e－2D   杜本康広書1，陶野郁雄   堆積学的特性を考慮した液状化予漁帳   新潟  62．6   
（清水建設〉  郡   

e－21  新潟  62．8  
中村裕昭利  
加藤祐之霊l．仙田嘩生れ  

（れ中央開発）  
合一22  新潟  6Z．6   
岩田敏   
（tl日本工大）  

神戸  62．8  
白石建娃昭．杜本康広頂．  干魚垂朗れ  
（♯】日本大．噌秋田大．  

旧譜水建設）  
神戸  62．も   

（清水建設）  レーン′ヨノ′  
東京  6Z．川  

白石建雄把．上杉腸滑．  術講演会  
社本皮広糾．干瓢妻朋＋】  

（＊1日本大．噌秋田大．  

紹¢留文科大．  

射精水建設）  
神戸  62．10  

（清水建設〉  円   
ケ・2T  82．10  
中村裕昭昭  ミュレーション  会  
（♯l清水建設，  

把中央開発）  
6Z．4  

e－28  
（暮1技術部）  

e－2g  82．4  
渡辺正孝   大会   
（♯l東邦大）  

東京  6Z．4  
渡辺正孝   大会   
（撫1東邦大）  

松戸  82，4  
松本幸雄♯1  分頸   会  
（■1脚報郡）  
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記号   発 表 者   』 胆   学会等名称   開催都市名  年月   
e－32  隠岐島子年生直農家と弟子屈酪農家におけるエネ  昭和62年蜜日本学地学会大   62．4  

松井鼠二項．橋本和子墳．  ルギー収支について  
袴田共之   一息村生態系におけるエナジーフロー解析の  

会  
（れ東京大．旧名古屋大）  試み  

e－J3   日本  82年   62．8  
土壌の空間的・時間的変動に媚する研究    （第2報）元素淑等土壌特性値の分散パター  鹿北海道大会   

ンの評価ついて  
呼和浩特  

Y．H816u耶lo   Veget且tionbyr印Otelys飢Sd  
（EmvlrOn．Inf．DIV，）  

（中国）   

e－35   袴田共之．大槻次撫1   

（♯1技術部）   

昭和悶年度日本土壌肥料学  藤沢   82．9  
（第3報）土壌表層の触分布パターンの   全開東支部大会   
評価について  

e一那  持田共．乙鵠田達也■1．   リモートセンシングによる植生相観の探索的分類  第1囲曙頃研究発表会  つくば  6Z．12   れ  
松本章雄 一   一博報科学と植生学のインターフェイスをめざ   
（11環穣情報部）   して－   

e－37  土壌の空間的・時間的変動に関する研究  日本土耽料学会昭和63年  神戸  83．3  
（第4報）水田における重金属等の平面分布  魔神戸大金  
バターンについて  

e－38  札幌  62．8  
鹿北海道大会  

e－J9  原島省．痩辺正孝   東京  6Z．l   
ン（Ⅲ）  大会  

e－40  平田健正村阿漕頑  筑波山とその周辺の渓流水質  札幌  62，9   
涙金  

東京  62．11   
溶出について  

札幌  
山本広基米1   

62．△  

土壌中重金属含量と微生物相の関係   
（島根大）  

鹿北海道大会   
e－13  札幌  62．8  

広木幹也．藤井閲博鱒  （第2報）地温差が行混成分の地下浸透と徴生  鹿北海道大会   ♯1 
（日本大． 雷℡   物性に及ぼす影響  
農業環境技術研）  

東京  
考察   

62．11  
天野桝二♯l   

（刈組合解析部）  

東京  
天野鱒二才】．穏和夫紹．  

悶．さ  

茂盛付生鳴  
（＋1総合解析訊  

把千隻工業大  
紹東海大）  

e一代  酸性化が水生生軌こ及ぼす影響   筑波  62．3   
田  

e－1T  細見正眼須恥－－・  水一底泥間における窒素隠田モデル   第21回水獅学会  井  
e－48  細見正呪恥一  手賀沼における栄難攻支   第4回白静†とシンポジク  ‘2．3   

ムー白餅イ臓による水  
質改善－  

筑波  
紹森悠平．原沢英夫♯1．  

62．3  
ムー自然浄化機能による水  

須農隆一  
（れ総合解析部）  

質改善－  

e－50   
（■l技術部）   

札幌  82，9   
e－5l  

演会  
8altilOre   

E，鮎Isushige♯l．   CO勺p）Ulldgimtlunieipallandfilll8aehate  etingManage．鮎tt（九  （USA）  
Y，Ⅰれa船ri，R．Sudo＋1．  by亭印ueneimgbatcbreactoractivatd  Sdi■emt8  
札O一之da舶，【．YaTada将．  

乙Yoshino昭  
（♯1Emg．DiY‥  

噌TokyoVniv．．  

旧T【〉ly◇S亡l．Vniv．）  

e－52  柑．2  
稲森悠平．山田一裕昭  

（れ技術弧   
表会  

将東京理科大）  

e－53   底泥間曙光のサンプリング   東京  633  
東京  63．3   
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記号   発 表 者   題  目   学会等名称   開催都市名  年月   

■癖尉蚤－Jl山田一裕喝．  

吉野昔弥昭  
（霊1技術部，  

把東京餅大）  

合一与5      村舵乳平服  土木学会剃2回年次学術講  6Z．g   
福島武彦   演会   

ケ・56  Grou爪血1terp）11uti（〉n－it写pb∫Sical   The2几dUS－Japan－ort－  Suita  62．川  
■  ・      ■ ■  ・    ●         ●    ・  ●  st10pOmIモis一敗mage⊃e】lt  りapan）  

合一5T   富栄養湖に発生する有毒7オコに関する研究  環境科学シンポジウム1g87  東京   62．11  
ケ・別  62．11  

安諮喜也戯．海老瀬潜u．  

浮田正夫幻．和田安彦叫．  

浜穏脚  
（事tぬ賀短大  

把≡十測技術部．  

増山口大．糾関西九  

葡琵琶湖研）  

e－59   土壌・地下水膠における有害化学物質の動態   つくば   62．12   
e－80  村岡浩爾   地下水汚染機構の解明   第12回田本水質汚濁研究協  悶．1   

セミ   
e－81  仰CtiD／lLEC／mP．E一匹rt  Otsu  63．2  

H．HユーaSa▼㌔1．   ′ ：′ ． ‖l‖     ■    ● ‘ ′   ＝■＝：‘  GroupT◇rkshoponEIver／  
嵐山yagi♯1   1ent．Partl：S（にi且1surroundin8SOfthe  LakeBasinlpproaclltO  
（蠣1sy6t，Anさ1．Pla仙  EnYiro爪1entallySoumd  
Div．）   ′ニ 一・  

Hesources  
e－62   

内山裕夫．須藤隆一＊1   
62．4  

大会   
（雷l技術部）  

8－6ぎ  β2．」  

矢木修身内山裕夫．  ミドについて   大会  
須組一昭  
（■1筑波大，紹脚  

e一別  
H．Suglura噌   eomditlonsonthe山StyO血rpr（dueti（〉mby  ポジウム  
（れEng．DiY‥   Strept叩eeS＄pP．isol且tdfro由1ake  
紹IbarakiPref．）   kasu月igaura   

e－S5  62．11  
内山裕夫   
（＋l技術部）  

東京  悶．3   
松竜一一夫”   
（判技術部）  

e－6T   渡辺信   藻類の系統保存について   東京  62．6   
する研究小集会  

ケ・88  樽見武徳暮1．大井高★1．  アオコ】ier∝y8tisvirldi8の生産する専売の  第29回天然有機化合物討論  6Z．8  
柿澤貯】．渡辺信   研究   金   
（れ筑波大）  

e一閃  6Z．10  
高明典子霊l   機㈲こついて  
（♯1生物脚  

e－70  62．10  
寺島彰‡t．左手芳彦★1，  

近田俊文噌，  
‘．Shre5tha喝，  

H．臥訓dary将．  

石田祐三郎▼1  

（■1京都大  

昭国立予防衛生軌  
旧トリゲファニ大）  

e－71  露株保存の現状と役割  シンポジウム：海訊こおけ  

るバイオサイエンスの発展  
一基礎と応用日本植物学  
金男5Z回大会  

e一丁2  増殖と棚子  パネルシンポジウム：赤潮  

構成凛Heter◇S佃a  
きkashi■0の特性日本植  
物学会第∽同大会  

ケー73  

（■1国公研委託）   について   
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ぎ己号   発 表 者   題  目   学会等名称   開催都市名  年月   
e－74  昭和62年度凍結及び乾燥研  6Z．11  

滴水明れ．澤口友宏把．  究全快のセミナー  
須田彰一郎頂．  

新山優子頂  
（▲1技術瓢  

峨国公研委託）  
e一丁5  Copperresistanc（∋Oftherres加aterdiato¶．    【U8S】爪t．S叩p，8iononi－   

Y．Take】亡hi霊】  Achnamthesれinutissilla   torlngOflheStateof  
Ⅳ．Takamura■1  tbeEnviron．  
（れEnYiron．Biol．Div，）  

e－76   62．4  
木幡邦男．井野光秋‡1  モデルの基本構造¶   大全   
（計訊肺斗研）  

東京  62．4  
木幡邦男．井野光玖↓1  哉楊適用上の問題点－   大会   
（♯1言十削科研）  

e－78  82．4  
中村泰男．原島省．  －メソコズムの基碩十－  大会  
山中和夫れ  
（‡1東京理科大）  

碍境生理部  
r－1  6Z．T  

（れ筑波大）  

r－ 2  彼谷邦光．楠見武徳11．  テトラヒメナのジ7シル型タウロリビド   金沢  も2．10  
小沢一旬ヤ   （Taurolipid）について   
（■1筑波大．将日本油脂）  

東京  62．10  
三浦卓   グルタチオン合成系酵素活性及びグルタチオン   

立に及ぼす良三響  
ト 4  国本学．三浦卓  金沢  62．1（】   

画分の調製とその特徴づけ   
f－5  （bp）1yleTOfdivinyletherandtlaleic   Jap且爪eSe－UnildStates  ⅥonoluIu  6Z．4  
T．Hira几0暮1．s．0血ashi♯l  anhydride即hancestheeytotoxicityor  CongressofPhan且eeu一  （Ⅱa■aii）  
（♯1Re5．】几St．Polyl．  

TeTt）   
ト6  62．9  

小林隆弘稲黎実紹．  ロンZ6結腸癌に対する制癌活性とその機構  
塚越茂昭  
（11織維高分子材料研．  

紹癌研究所癌化草原法  
セ）  

トT   る2．11  
大著信一刈   （D】VE仙）の抗陛瘍活性発現綴構の腑析   
（書し徽維高分子材料研）  

f－ 8   ／」胤山根一楓  二酸化窒素およぴオゾン暴露がモルモット気道の  環境科学シンポジウム1987  東京  82．11  
平野噌史郎れ   ヒスタミンに対する反応性におよばす影響   
（暮1朋保健部）  

f－ g   小林隆弓ム   大気汚染物質の呼吸器系におよばす影響   日本地坪化学会  62．11   
r－10  62．10  
平 靖史郎   組桟学的 化について  名古屋                       f－11   

とノン脂質生成の動物種差について  
f－12  白石不二雄  ラット末輸血リンパ球の微塵全血培養によるSCE  62．10   

分析法と系統比較   大玉  
ト13  高橋勇二三浦卓   モノクロロリペンノブランによるラット肝癌細胞  62．10   

の異物代謝系の誘導  
ト14  高橋勇二．三浦卓   老齢ラ・ソトに及ばすオゾンの影響‖り  第28回大気汚染学会  東京   62．10   

肺ミクロソーム成分の変化－  
ト1S  高橋勇二．三浦卓   モノクロロゾペンゾフランのラ・ソト肝癌細胞への  62．11   

寺性とチトクロームト158の誘導   
f－16  局博一．0．P．1btlle▼♯1．  62，4   

G．Samt’Ahbrogio♯1   

（事1テキサス大）  

r－17   F．臥Samt■A鵬rogio＃1．  Larynge且1affere】ltSinttleeXternalbranch  38tbAn爪UalF且11Heet．  Sa几Diego  62．1D  
J．Tsubne．   Orthesuperiorlar押geal（Ext．SL〃）加d  血．Physiol．S（忙．   （USA）  

0．P．舶thet霊l．  therecurremtlary鳩eal（乱川）nerves．   
G．Sユnt●Anbrogio蠣1．  
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F己号   発 表 者   題  目   学会等名称   開催竜野市名  年月   

G．】れSala∝〉れ  

（‡1uniY．Tela＄）  

f－18    野原恵子．河田明治．  62．10   
ノ谷邦光   の変動   

ト19   Enhane鴎entO一別A6ynthesiBandisolation  】nt．Congr．Hucosal   Niagよra  61．る  
of乃R！JAfr（澹1aStCe11ち   Ⅰ¶nuれ01．   Fa11s   

（USA）  

ト20  

T．【▲ai”．K．E山旧ta．  antitdyprqlu亡tiomiローicefo1lo■ing  （Camada）  

N．†at弧abe＋1  intratrachealln会ti11atiorl  
（暮1Jik自1V几iv．Sch．  

舶．）  
f－21  

T．111ai♯l．T．Asblka▼a♯1．  （Canada）  

Y．Homd㌔1．【．【ul泊ta．  

H．lataれa加工l  

（れJileiUniv．Scll，  

〃ed．）  
f－22  Gastroi】1eStinalSt∋ere一  

T．D．G．Leeれ，  rumctionalrepモrtOire  tiomSymp．  （Canada〉  

はG．S▼iete一事1．  

n．FujilIさki  

（♯1vnlv．blgary）  

ト23   

T．Lee♯t．Ⅱ．Fuji■aki．  heterogeneity   Allergol．   （SYden）   

（れUれiY．払1gary）  

f－24   ‡．Fujilaki．D．鮎rus♯l  肌A6J¶thesisininYiYOandinYitro   8th触れ．HeritageH∝1，  Ed■OmtOm  61．11   
（UnIγ．Ca】gary）  ●▲：冊■－¶■＝・■・′  ■  （ねnada）  

卜！～   藤巻秀和  活性化された肥満細胞における肌A合成の元進   82．10   
A．Dea爪Befu＄事1  
（♯1カルガリー大）  

ト26   納秀和   満細胞の活性化とそのRNAの解析   第1T回日本免疫学金縁会・ 学術票A  金沢   62．11   

f－27  悶．3  

米元絶三．村上正孝＋1  与による【成抗体産生の増強比較  
（＃l環堵保健部）  

卜28   老齢ラットに及ぼすオゾンの影響（Ⅲ）   第28回大気汚染学会   62．10  
一腎腐の、クロソーム成分の変化  

ト29  三浦卓  大気汚染物質に対する生体の適応反応   東京  陀．川   
東京  62．11   

持立見身．国本学  

f－31   持立見身．三浦卓   金沢  62．10   
影響（Ⅲ）一老化による傷害の増大  

ト†：  持立克身三浦卓  肺胞マクロフγ－ジに及ぼす低濃度オゾン及び二  6Z．10   
酸化窒素の良明複合暴霜の影響（Ⅲ）  

f－3ヨ  持立見身．三涌卓  肺胞マクロフγ－ジに及ぼすオゾンの影響（Ⅳ）  も2．10   

老化による殺菌活性への偽者の醜－  
モルモ・′ト気管平滑筋の自発性張力維持ならびに  62．8   
ヒスタミン収緒時における内因性7ラキドン酸   
代謝物の役割  

ト35  山根一緒ノ】＼休隆弘   モルモット気管平滑筋に対するホルムアルデヒド  62．10   
の欄作用とその株構  
モルモ・メト気管平滑筋におけるアラキドン酸代謝  63．3   
と自発性収縮およぴヒスタミン収縮との関係  
ホルムアルデヒドによるモルモット気管平滑筋の   も3．3   
収縮とその機爛  

f－38  6Z．4  
（霊1環境保腱部〉   ン専任の増強（弟8軌  

f－39   第27回日本先天異常学会学   6Z，T  
術集会  

ト山  J．Yon帥：〉tO   Stl■ulatior10fYOlatil（・8eleniu■eXhalatioll   1stAsia－PaellicSy勺p，  Sin8aP）re  6Z．1ロ  
卸dI旧tentiationoflheselenitetolieity  Environ．払0亡eup．Toxicol．   
bytethylllerCUryinth8rat  

ト11  米元絶三  メトキシ酢酸の増箸胎仔における分布と代謝  第3回哺乳類全胚培養研究  東京  83．1   
会  

東京    f－12  永倉仁史れ，遠藤兢彦11．  大気汚染物質（オゾン）の鼻粘偵上皮の透過性に   第6回耳鼻咽喉アレルギー  悶．3  

米元絶三村上正孝峨  免疫研究会   
（”慈恵医科大．  

濾取壊保健部）   
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記号   発 表 者   題  目   学会等名称   開催都市名  年月   
t  

g▲1  も2．11  

南正信頂．兜共徳   する研究（荊1報）膝音ストレス度の数量化  会  
（刈東京太   を目的として  
滑航空公害研究セ〉  

且－2   も3．3  

兜晃徳   【うるささ評価の性別年齢．性格による差異－   
（刈航空公害研究セ）  

文一 3   南正信蠣1．相木篤子．  皆音感受牲の規定要因に関する研究（第2報）  第58回日本衛生学会総会  岡山   ∬．3  

兜信徒   一交感神経トーンと反応性の関連について－   
（甘航空公害研究セ）  

g－ 4   青木康風鈴木和夫  4DEカドミウム結合蛋白質の蛋白化学的性質  日本薬学会第1椚年会  東都   82，4   
g－ 5  安編．田村憲治．  第5個日本衛生学会総会  東京   82．4   
松本理   

g－ 6  安蝋田村憲治．  浮遊粒子状農薬一スプラザイドFか長射に  第湘回月本農村医学会  山口   ‘g．川  
洩召信治♯1   ついて   
（■1日本農村医学研）  粉じん暴露チャンパーによる動物実験－   
g－ 7      第Z8回大気汚染学会  東京   82，10  

の   
g－8  スプラサイドFD（有機リン殺虫剤）の吸入星霜  第36回日本農村医学会  62．1（）  

沖召信治11．内藤対鮮1，  

鯛邦夫雷1．松島松翠＃1，  
川原一緒昭．佐倉京子昭．  

安藤温田村貢治  
（▼1日本農村医学汎  

将校本歯科大）  

g－9   6g．11  
掴  外濃度の開運についr－  

㌃10   安楓田村憲治  浮遊粒子状農薬吸入に伴う生体影響   第紬回日本衛生学会総会  阿山   63．8   
g－11  太田庸起子   肺黒色沈着物（炭粉）中の炭素成分の検討  第60回日本産美術生学会  東京   62．l   
g－12  第24回理工学における同位  6Z．6  
本多照幸紹  元素研究発表会  
（削環境分析セ  

ボ武蔵工大）  
■1†寸  †▲√」t   古g．9  

H，ミbi■iてu把．  dep）Sits  （Pra爪Ce）  

A，E．S且isho幻，  

札Shirai5hi鵬  
（暮1m朗．Phys．DiY．．  

彗わrin．Ⅴ几iv．．  

痴u爪iv，T＄ukuba，．  

糾Uれiv．Tokyo）  

tlll  Tbも4鴫Sy叩，QnTr弧e   
A．貼ka爪0．嵐〟atsuⅨ〉tO  froRChildr¢nliYdi】1kesh8ndisea＄e  Nutrieれt＄Ee＄eath  （Jap釘l）  

（刈Liaonin8Acade町  di8tJieti爪China  
舶．S亡i．）  

g－15  第28回大気汚染学会  82．10  
（＃1計測技術部）   SEかどMによる組成元素濃度及び拉子紋寮に  

ついて  
g－1も   昆内浮遊性子に関する潟査知見（2）  笥㍑回天気汚染学会  も2．1q  

放射化分析法による指標元素濃度の比較検討  
浮遊粒子状楯と健康（1）屋内浮；軌正子の組成  もZ，11   

とカルシウムの体内摂取について   会   
g－18  E．眈ada雷l．Ⅱ，¶itta★1．  Relationshipbel▼e瑠Ip〉11utamt＄1eYelof  80tbAn几ual鵬etiれgOf  鮎▼York  62．6  

S．Nakai書l．軋Ono  imd（船rS弧doutd00i8inh伽e写arO肌d  ApCA   伴SA）   

刈  l∫aIflCCOngeStedroadsldearealnTokyo  
g－19   掴萱lこおける菌根チェックの方法について  第描画日本公衆衛生学会総  鯛   も3．11   

（その2）  会  
㌻20  第4¢回日本公衆衛生学会総  8Z，11  

前日柑甫‡lノJ＼野雅司．  会  
平野増史郎   
（－1東京大）  

8－Zl  邦8回日本衛生学会総会  悶．3  

新田硲史1l．中井里史書l．  

前田和甫♯l  

（事1東京大）  

g－22   第58回日本衛生学会総会   郎L≡  
8－Z3  本野哲肝．鈴木経美↑1．  健康人男子における血野中微量元柑魔の日内変  男5個日本衡生学会  薫京   Iニ＋l   
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雷己号   発 表 者   題  目   学会等名称   開催拓市名  年月   
兜真磋．疎石和男紹  軌こついて  
（♯1東京大．職放影研）  

g－2l  第57回日本衛生学全  62．4  
田原靖昭11．  －スポーツ性貧血との関連について－  
竹之下秀樹戒  
（‡l長崎大．  

増長崎女子短斯大）  

ト三～  第31回放射化学討論会  62，11  
星三千男霊1．佐伯正克暮1．  

立川鮎㌢1，今井秀樹将．  

兜真徳．衿木継美堀  

（事1日木原子力研．  

昭文京大）  
g－26  62．11  
大坪貯  学的研究（第3報）75ポ¶に対するインスリ  
（11長崎大．  ン反応  
増大坪クリニック）  

「ユ了  累加回日本公衆衛生学会   82．11  
兜真徳   
（雷1長崎大）  

llこき  東京  63．2  
価・（第1報）第1回アンケート調査の成績  の変化と制御：都市幽の環  

境計画の体系化」62年庶シ  
ンポジウム  

†－：9  岡山  63．3  
米沢仲四郎頂．兜真徳．  シ，ツブ徴立元東－その尭  

秋葉澄伯”  癌性と変異原性  
（撫1放影研．頂東京大．  

月日本原子力研）  

岡山  63．3  
上野達郎把．二塚信把  

（刑国立水俣病研究セ，   

噌熊本大）  
岡山  6き．3  

兜貞遠   互関連の分析の試み   
（■l長崎大）  

g－32  62．4  
韻長宏行★l．杉平直子．  

鈴木和美  
（霊1筑波大）  

g－33  閃．3   

の識別いカドミウムーメタロチオネインによる   
腎障害の影響  

g－3l  鈴木和夫頚長宏行◆1．   東金屑汚染河川に生息するコカゲロウ中の東金眉  第5T回甘本衛生学全権会  東京   6Z．4  
（♯1筑波大）   の  形態   

g－35  児玉弘れ．領長宏行★l．  第57回目本衛生学金線金  東京   62．4   
下條信弘撫l．鈴木和夫   

（11筑波大）  
g－36   小林悦子．須長宏行凛1．  気管内投与後の肺におけるカドミウムの化学形態  第57回目本衛生学会総会  東京   62．4  
給   の変化   
（★l筑波大）  

g－87   給木和夫三種裕子．  カドミウム投与による無アルブミンラット血清中  日本薬学会第107年会  京都   62．4  
碩長行↓1   の蛋白質分布の変化   
（事l筑波大）  

g－38  日本薬学会第107年会  6Z．4  
班長宏行♯I．下條侶弘■1．  

鈴木和夫  
（刑筑波大）  

g－39  日本薬学会第107年会  62．4  
児玉弘霊l，山中啓11．  

鈴木和夫  
（”筑波大）  

㌢10  82．4  
玲轡  ムによる血清蛋白質および金属の分離   
●†  

（「41   Eonoll」1u  62．12  
l．T．Suzuki   iniectionofcadtliulinttlreeChelical  （Ha■aii〉   

（Ⅳat，tnちt，恥＆Scし）  

g－12   E．【d姐a嘉1．   Bindingoflronandtaれ8訓eSetOSe川t  JtJC．Pll且r■．Sei．－87   Ⅵ0爪01ulu  62．12   
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F己号   発 表 者   題  目   学会等名称   開催都市名  年月   
Ⅳ．Shi抑jotl．【．T．Suzuli  pr（】tein8▼ithsp由ialrefereneeto   （貼■aii）   

（れUniY．T宅ukuba）   tr且mSferrin  

g－43      JUC．Pham．Sei．●8T  62．12  
K．T．Suzuki   SelectiYeCa血iu和一bindingpr〔〉leinbefore  伽▼aji）   

（れCbibaUniv．）   inductionoflet81lotlliomeiれ   
g一山  JllC．Pllan．Sci．t8T  62．1Z  

（Ha■aii）  

g－45  給木和夫．唐沢朗れ  S3．1   
（tl筑波大）   流と   究会  

8－48  田村憲治．安藤萌．  82，4   
田谷利光‡l  

（‡l土浦協同病院）  

且一47  農村部国道沿いのスパイクタイヤ使称こよる浮遊  弟36回日本農村医学会  62．10  
佐々木善一郎★1．  扮じん発生状況詔査  
内藤英輔★l．横山孝子九l．  

松島松翠♯l．田村憲治．  

安藤満  
（刈日本農村医学研）  

g－48  62，10  
浅沼信治♯l．  粉じん中金属濃度  
佐々木善一郎＊1．  

内藤英輔米l．樋山孝子11．  

松島松撃♯l  

（削日本農村医学研〉  

g－4g  第拍回日本衛生学会総会   悶．8  
浮遊扮しん濃度変化   

東京  62．l  
西村典子‡1  インの組織局在性   
◆l  

東京  8Z．l  
遠山千春  ン投与の影響   
◆l  

東京  62．4  
鈴木和夫   内挙動   

g－53  西村典子＋1．西村久雄★1． れ 
大島秀彦．連山千春   

（灯愛知医科大）  
（堂知県）  

g－5d  3rdIれt．Sy叩．  Gqildford   
【．T．SuヱUki．”．Mu∫akalli．  COnぐentratiomof亡且血iulforre】1al   Ⅳephr（〉10Ⅹl亡11y   （Emgland）  
H．Saito♯1   toTicitylnratS  
（れ〃a8且SakiUniv．）  

長一55  

大島秀彦■1．遠山千春  学的研究   会東海地方大会   
（愛知医科大）  

東京  62．11  
虐山千春   性の変化   
（＋1勃］医科大）  

岡山  63．3  
大島秀彦書l，遠山千春  的研究   
（事1愛知医科大）  

r5且   千葉百子♯1．菊池正一♯1．  マウスの臓器内必須元素に及ぼすスズ・セレンの  第58回目本衛生学会粗金  岡山  悶．8  

遠山千春   用（第2幸戻）一回投与実験   
（偲天堂大）  

g－59  筑波  も2．8  
嵯峨井勝昭  （Ⅰ）吸入装置の開発   術討論会  
（＋1技術部．  

昭環境生理部）  

㌻60  弟28回大気汚染学会   82．1（）  
g－61  62．11  

肥後幸呼‡lノJ、林悦子．  

鈴木和夫   
（刈共立典大）  

岡山  83．3  
肥後幸呼ノJ、林悦子．   の必須元素に及ぼす影響   
鈴木和夫  

g－63   塚本直美．平野靖史郎，  気管内投与した酸化力ドミウムの肺に対する急性  罪58回日本衛生学会稔会  岡山   68．き  
肥後幸呼 木和夫  

g－64  松本理．安癖．   変異原投与動物における肝薬物十切能の誘導と尿  日本薬学会第1D7年会  京都   62．l  
太田庸逗子   中変 原任   

rl～  松本理．安藤満   一塩化ジペンゾフランの代謝活性化と変異原牲  第餌回目本衛生学金蛇会  岡山   6‡．8   
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記号   発 表 者   題  目   学会等名称   開催都市名  年月   

g－68  娩折1，三種裕子．  6Z．A   
下條信弘れ．鈴木和夫   

（♯1筑波大）  

g－ち7   三森文行   岨による生体内代謝の研究   筑波  82．6   
破壊法の原状と今後の展  
望」シンポジウム  

東京  6Z．10  
古川行夫★l．三森文行  

竹内英夫■l．原多一誠れ   

（れ東北大〉  

g－6g   豊中  62．11  
高橋景－J】   横の検討   
（‡l東京大〉  

g－70  6Z．4  
原谷隆史弟．川上数人将，  

荒川春雷●．黒沢栄子糾，  

小泉明霊●  

（霊1杏林大，  
岨産業医学級告研，  

裾日立健康管理セ，  

山東帥  
㌻Tl  第4ら回目本公衆衛生学会   62．11  

西岡秀三＃l   

（刈総合解析部〉  
「了：  岡山  63．3  
田村憲治  

ロ  
h－l  沖縄  62．4   

動と温度依存性  
沖縄  62．4  

花璽孝幸．安田郁子わ  

（＋1信州大   

頂盲山県技術短大）  
札幌  6Z．10  

高村健二野原精一   皮変動と庇生生榊への影響   
（事1計測技術部）  

札幌  62．10  
菅谷芳雄♯1   オオユスリカ   
く★l技術部）  

札幌  62．11  
花空事象林秀肝  一種物プランクトンの現存立と組成の変化  
（♯1富山帆  
頂信州大）  

Tokyo  
Y．SugⅣa撫1．札Sasa昭  asbio10giealindi（：atOr60rlake   ingoftbeStateofthe  
（＊1En‘．DiY‥  eulropbieatioれ   EnYiron．  
紹To∫a■alblieal＆  
Ptほ汀t．Univ．）  

b－7  清水  6t、1q  
野原精一  

h－ 8   上野陳平．岩館敏夫．  StiekytTaPによる霞ヶ涌からのユスリカ発生塑  昭和61年度月本生態学全開  筑波   62．2   
野原精一  ：碍査  東地区金  

h－ 9   岡野邦夫  植物による一酸化窒素（NO）の吸収とモの生長   罪188回日本作物学会  筑波   6Z．4   
影響  

h－10  田野邦夫  野外における植物のNOx吸収量の測定   第184回日本作物学会  岡山   62．10   
h－11  岡野邦夫   植物のNOよ吸収量を指棟とした大気ⅣOr汚染匿  第28同大気汚染学会  東京   62．10   

の評価め試み  
b－12  岡野邦夫  植物によるNO（一酸イヒ窒素）の吸収とその生長  第28回大気汚染学会  東京   62．10   

濫三  
h－13  春日清一  イサザアミの動物プランクトン相及び水質に与え  昭和62年皮日本水産学会春  東京  62．4   

る影響  事大金  
沖縄  62．4  

戸肝1   1不均一な光環境とシラカシ葉の可塑的変化   
（暮1東京農工大）  

沖縄  62．4  
戸塚績♯l   2物質生産のシミュレーシFンと最適な光一   

（事】東京農工大）   光合成曲椴   
tr16  大阪  与3＋ S  

一157一   



ぎ己号   発 表 者   薫  ≡   学会等名称   開催都市名  年月   

近藤矩朗   リセロール生成と葉緑体における脂肪酸の遡牲  年会   
（♯l東京大）  

h－1T  大阪  83，3  
山田晃弘‡1   年会     トランス7エラーゼ活性の副旨肪酪こよる詞   

（♯1東京大）   節   
大阪  63．3  

近藤矩朗   する単クローン性抗体の作製   年会   
（書1農業生物資耐）  

■●●：j  82．l  
若月幸之助暮l．戸肝  慶大気汚冊の影響  
（薫l広島大   】∽ク暴惑の影響  
将東京農工大）  沖縄  62．l  
岩月者之肋‡1．戸塚績把  慶大気汚染物質の影響  
（刈広島大．   ⅡOIとNO2の単独および混合暴露の影響  
頂東京農工大）  山形  62．8  
岩月孝之助♯】．戸塚績将  （山形大会）  

（れ広島大   

県東京点工大）  山形  62．8  
若月巷之助れ   良と湿度環境   （Lll形大会）   

（れ広島大）  

h－2さ   清水英幸   東京  62．10   
■  

b－24  高村健二  沖縄  62．4   
者藻の一次生産  札幌  62．1（】   

の測定  
沖縄  62，l   

／クトンの生産．沈降と分解  
札幌  82．1（〉  

渡辺信噌  
（暮1技術瓢  

増水質土壌曙境部）  
h－28   筑波  62．11   

2アオコの嘲ロ  ウム  
津  63，3  

渡辺信把  の違いについて  
（別技術瓢  

糀水質土壌環境部）  
b－き0   林冠ギャップの光透過   沖縄  62．l  
h－31  田中諷久保井徹♯】．  大阪  6J．】   
近藤炬朗   
（事1水質土鵬部）  

大阪  63．3   
佐治光．近藤矩朗  免疫学的性質  

b一門   名取俊樹  沖縄  ¢Z，4   
よび栄養条件の影響  

h－34  野原精一  ヒシ群落内外の水質の違いについて   第餌回目本生態学会大金  61．l   
h－35  野原精一．岩館敏夫  甜Jll支流における瑚の水質．生物現存量変動  61．1【l   

高村健＿  ‾い   
沖縄  る2．l   

（れ筑波大）  札幌  62．10   
上野陳平  岡山  62．11  
肌l．恥ra撫1．T．Suzuki‡1  （ぬelisspp．）thatl几habitdinariveT  給金  
S．Hatakey且1a．  Pllut臼ユ▼ithbeaYytetals  
X，T．Suzuti紹  

（雷Ist．舶ri肌naUniY．．  

頂EnYlrDn．Health  
Sci．DiY．〉  

沖縄  62．4  
渡辺秦徳れ   分解アオコ中のバクテリ7の重要性   
（嘉1東京都立大）  札幌  62．10   

対するⅣAC（か－ノりイト系殺虫剤）とフサカ  
の影響   
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把号   発 表 者   題  目   学会等名称   開催前市名  年月   
b－4l  82．10  

沐秀騨l．安田郁子紹  

（”信州大．   

紹富山県技術短大）  

b－4Z   第34回日本生態学会大会   6Z．l  
合成反応   

b－13  古川昭雄．劉康英霊1  ■■■ミ≦≒  62．4   
（♯1技術部）   

ト・引  沖縄  62．4  
戸肝．田崎忠良将．  
（”技術郡，  

頂東京農工大．  
頂東邦大）  

h－45  沖縄  62．l  
及川武久★l  

（事l筑波大）  

ロ  
i－l  東京  62．10  
高橋弘   一臓器重量，Ⅱt債等の変化及び死亡ラットの  
j＝・・モご＝：‘  解剖所見  

ト2   気孔反応の直接税寮の必要性について   藤沢  62．4  
会全国大全  

i－ 5  大凱尾上守夫”  画像計漁巾こよる植物の生理機能の診断  第4回センシンダフオーラ  東京   62．4  
（■1リコー中央研）  一堂光動画像計測（光合成）と和一m（椒系）  ム   

を中心、にして－  

大赦謙次  植物の大気汚掛イヒ能力の画像診断   首本生物環境祖師学会第25  京都   62．8   
回大金  

今斎刑．山田博耳れ．  63．3  
大政謙次   の自動制御システム   春季全国大全  
（日本大）  

i－6  63．3  
渡辺個㌍  得るい究  
（▲1東駄  

増水冥土刑部）  
i－7  62．10  

今田和史噌．伊藤吉子把  

（♯1生物環境部，   

サ北海道立水産岬ヒ場）  
卜8  62．5  

国安格子♯1．  

大内山高広椚．  

畠中寿一一り  
（★l水質土壌環境部．  

紹日本曙墳クリエイト  
月東邦大）  

i－g  8Z．5  
佐鰍久点．須軌一  速度  
（■1東北判先太  

噴泉北大）  

i－10  82，5  
高崎みつる★l．額搬一．  

岡田光正噌  
（★l東北大．  

増東京農工大〉  
i－11  東京  62．1（】  

問題  度第2国富民共同ブロジェ   

クト研究セミナー  
大津  62．11  

潤□英敵城．茅原一之頂  

（■1水質土壌環境部   

将明治大）  

大津  62．】1  
稲森悠平♯1．志村一彦把  

（♯1水質土劇填郡，   

把東邦大）  

l－14  大津  62．11  
稲象賂平明．河野哲郎頂   
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雷己号   発 表 者   侮  日   学会等名称   開催都市名  年月   
（♯l水質土如墳軌  

船山梨大）  

ト15    須藤隆一．稲森悠平事】．  環境科学シンポジウム1987  東京  ‘2．11   
細見正明れ   
（刈水質土棚部）  

i－16   須藤隆一   雄排水美人   拍  悶．2   

東京  悶．3  
国安祐子＋1，   解に果たすTrithi伊l）StO几aCuCullulusの役  
大内山高広壇  割  
（豪1水質土壌碍墳弧  

旧日本環樋クリエイト）  

東京  6‡．3  
稲森悠平書＼志村一彦頂  

（れ水質土壌環境弧   

椚東邦大）  

i－19   東京  62．10  
大鰍竹下俊‾   

卜20  62．l  

高橋弘水間豊ヤ  の突然変異について   
（れ国公研委託  

李大会  
紹東北大）  

l一之J   6Z．9  
高橋弘  21回総会   
事1′ヽ   

i2Z  6き．3  

高橋弘   の比較   東支部第13回想話合と総会  
（国公研委託）  

卜23   京都  82．8  
大   

i－24  藤沼康実，大枚謙次．  環境調節装置内で生じる植物の生育異常   昭紬2年度日本農業気象学  藤沢   62．4  
相賀一郎－1   一床塗料に起因する生育異常－   会全国大会   
（大阪府立大）  

i－25   藤沼康実，相賀一郎れ  82．8   

（暮1大阪府立大   環境の検討  回大会  
i－26     酎召康実．大政謙次．   植物指標を用いた大気汚染環墳評価法の開発   環境科学シンポジウム1987  東京  82．11  

相賀一郎♯1   －ハッカダイコンの大気汚染指捺性の検討   
（れ大阪府立大）  

大津         i－27   松虫「夫，岩見徳雄れ．  大型培養豪産（マイクロコズム）での藍藻類の増  第24回日本水処理生物学会  62．11  

矢木修身岬．竹下俊二  

（↑1国公研委託，  

咄水質土棚部）   

－160－   



算
 
 

（単位：千円）  

区  分  昭和4ト52年産  昭和53年度  昭和54年  昭和55年度  昭和56年度  昭和57年度  昭和58年度  昭和59年度  昭和60年度  昭和61年度  昭和62年度   

運  営 斉   6，662，527  3．124，084  3，674，667  4，190．554  4，570，466  4，560，373  4，598，g67  4，415，891  4，Z75，855  4．139，888  6．096，733   

1．人に伴う経費   1，549，713  615，165  780，619  868，004  942，519  1，006，513  1．128，429  1，154，844  1，175，042  1．304，335  1，355，850   

（1）人 件 費   1，532，085  6（】8、766  773，604  860、501  935、192  999、441  1，121，846  1．148，223  1，168，414  1．297．716  1．348，743   

（2）人当庁費   17，628   6，399   7，015   7，503   7．327   7，072   6，583   6，621   6，628   6，619   7」07   

2．一般事務処理費   468，750  233，069  258，486  281，141  307，047  304，307  305，151  316．158  317，664  316，891  309，732   

3．環境情報関係経費   868，083  304，485  328．058  375，866  398，476  388．559  384．292  381．147  380，170  3柏，741  376，402   

（り情＃収集経費   64，833   39．851   38．99ユ   37，0（）2  36，247  35．316   34．243   34′243   34，244   34，242   34，242   

（2）情報処理経費   797，905  264，274  287．923  337．740  361，127  352．168  349，011  345．866  344，888  344，462  341，123   

（3）インターナショナル・リ   5．345  1，160  1，144  1．124  1，102  1，075  1．038  1，038  1，038  1，037  1，037  

ファラルシステム経資  

4．研究費  2．124，953   901，281   1．022，726   1．174，719   1，227，335   1．197，874   1．138，785   993，085   920，269   852．887   2，832，038   

（1）人当研究費   280，453  132，264  156，552  172，鵬6  190，912  194，467  191，739  193，607  196，672  197．285  197，285   

（2）経常研究費   1，599，454  408，695  388，482  382，147  364，126  337，061  290，906  193．柑0  160，674  137．621  2，182，610   

（3）特別研究費   2d5，046  3（；0，322  d77，692  620，4β6  672，297  666，346  656，140  606，298  562，923  517，981  452．143   

5．大型特殊施設関係経費  1，651，028  1，070，084  1，284，778  1．490，824  1，695．089  1，663，120  1，642，310  1，570，657  1，482．710  1．286，034  1，222，711   

施設整備費   12．009．417  2，079．715  2，117，098  1，738，942  1，369．102  1，235，330  475，396   16，331   9．309  459，507   0   

－
－
n
－
－
 
 
 

注）補正後予算を示す。  



2．組織及び定員（昭和62年度）  

所   長  

副 所 長  

主任研究  
企 画 官  

研   究  
企 画 官  

環   境  
情 報 部  

総   合  
解 析 部  

計   測  
技 術 部  

大   気  
環 境 部  

水質土壌  
環 境 部  

環   境  
生 理 部  

現   場  
保 健 部  

生   物  
環 境 部  稔 務 部  技 術 書β  

－
－
の
N
－
 
 

情   報  
管 理 室  環境管理 研究 室  

大気計測  
研 究 室  大気物理 研 究 室  陸水環境 研 究 室  環境生理 研究室  

環境保健  
研究室  

生理生化学  
研 究 室  稔務課  技 術 室  

水質膏†測  
研 究 室  

大気化学  
研 究 室  i毎洋環境 研 究 室  環場病理 研究室  環境疫学 研究室  

水生生物  
生態研究室  

動物施設  
管 理 室  

生体化学 計測研究室  水質環楕 計画研究室  環境生化 学研究註  大気環境  
計画研究室  人類生態 研究室  

生物施設  
管 理 室  

陸生生物  
生愚研究室  

エアロニ′ル  
研 究 室  土壌上顎墳 研 究 室  慢性葦件 研究室  環境心理 研究室  

生物環境  
管理研究室  

理工施設  
管 理 室  

管理部門  情報部門  研究部門  鱒術部門  計   
61年度未定員   35   Z3   162   30  250   

62年厚相減量1  △1  2  2  

△1  △2   

計   34   23   163   30  Z50   

地盤沈下  
研 究 室  

△印は削減   



3．文部省科学研究費補助金等による研究一覧  

（1）文部省科学研究費補助金  

科研費種別  所  属  研究代表者  研究分担者   研  究  課  題   

環境科学  
特別研究（1）   

環境科苧  
特別研究（1）   松本幸雄  

飯倉善和   

環境科学  東京都立大学  野村 好弘  仁科 克己  都市並びに近郊における環境の維持，向上と国土利   
特別研究（1）  用制度   

環境科学  
特別研究（1）   中杉修身   

環境科学  
特別研究（1）   安部喜也  

海老瀬清一   

重点領域  大 気環境部  植揖 洋匡  光本 茂記  不安定成層大気中の大規模渦構造の前線付近での挙   
研究（1）  官等武  

花崎秀史  
高車緑   

≡＝ ● ミ≡・・  総合解析郡  内藤 正明  な  し  都市環境計画策定のための予測・評価方法と情報シ   
研究（1）  ステムの確立   

塁点領域   
研究（1）   横田達也   

＝＝■∃≡・・   

研究（1）   

重点領域  筑 波 大 学  北畠 能房  仁科 克己  人為起源物質の制御にはたすリスク評価と管理手法   
研究（1）  の役割   

重点領域   
研究（1）   

重点領域   
研究（1）   

重点領域   
研究（1）   

重点領域  東 京 大 学  石谷  久  清水  浩  輸送機関の転換による地域交通エネルギー需要変化   
研究（1）  飯倉 善和  の分析   

重点領域  東 京 大 字  中村 英夫  西岡 秀三  環境を配慮した交通計画立案のための実用的モデル   
研究（1）  の開発とこれを支援する環境状態の定量的把握手法  

の開発   

－163一   



科研費種別  所  属  研究代表者  研究分担者   ・■■   ■  ．■■   責三   

重点環域  東 京 大 学  富永  健  秋元  肇  揮発性有機ハロゲン化合物の囁墳中での挙動解析と   
研究（1）  中杉 修身  防除   

重点領域  名 古屋 大 字  岩坂 春信  竹内 延夫  黄砂の長距離輸送が大気汚染物質の循環に与える影   
研究（1）  響   

重点領域  東京農工大学  戸塚  店  村野健太郎  酸性雨が陸域生態系におよぽす影響の事前評価とそ   
研究（1）  れに基づく対策の検討   

重点頭域  九州工業大学  安田  進  陶野 郁雄  埋立地における地盤沈下を考慮した諸施設の耐震化   
研究（1）  システム   

重点領域   
研究（1）   

重点領域  東 京 大 学  茅野 末男  鈴木 和夫  重金属特異反応生物の検索・育成と育成生物の環境   
研究（1）  適合性   

重点領域   
研究（1）   

重点領域   
研究（1）   

重点領域   し  大気中におけるSO2→H2SO．酸化反応槻構   
研究（2）   

重点領域   
研究（2）   渡辺信  

高村典子  
青木康展   

特定研究（1）  東 京 大 字  藤本 文範  藤井 敏博  イオンビーム技術の基礎科学・工学への応用   

特定研究（1）  名 古屋 大 学  今関 英雄  近藤 矩朋  機能物質の動態と作用性の解析   

特定研究（2）  大気環境部  竹内 延夫  な  し  CW動作半導休レーザーを光源とするコヒーレント  
ライダーの基礎的研究   

総合研究㈲  東 邦 大 学  小林 英司  江上 信雄  動物学用語標準化の活用・普及に関する総合的調査  
研究   

総合研究㈲  千 葉 大 学  鈴木  伸  溝口 次夫  粉じん共存下における酸性物質の生成に関する総合  
内山 政弘  的研究   

総合研究佃  京 都 大 学  中川 博次  大坪 国順  土砂輸送における移動床面特性の役割に関する総合  
的研究   

総合研究仏）  早稲 田 大 学  平田  彰  須藤 隆→  水環境保全のための処理技術に関する反応工学的総  
稲森 悠平  合評価   

総合研究仏）  国立遺伝学研究所  沖野 啓子  藤沼 虚実  作物におけるストレス回避の遺伝学   

総合研究（B）  京 都 大 学  川部部活哉  江上 信雄  「生物群集における種間相互作用と共進化」研究の  
推進   

総合研究（B）  東京工業大字  佐藤  伸  秋元  肇  分光学的および動力学的手法による化学反応遷移状  
態の研究   

総合研究（B）  名 古 屋 大 学  小野  晃  秋元  肇  地球規模大気化学の将来計画   
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科研費種別  所  属  研究代表者  研究分担者   研  究  課  題   

総合研究（B）  京 都 大 学  河野 昭－  渡辺 侶  
可知直毅   

一般研究（B）  環境 保健部  兜  真徳  な  し  体脂肪分布と代謝・ホルモン動態との関連性に基ず  
く新しい肥満評価法の開発   

一般研究（B）  環境 保健部  村上 正孝  嵯峨井 膵  呼吸器系悪性腫瘍発現に及ぼす慢性吸入大気汚染物  
市瀬草道  
佐野友春   

一般研究（B）  東京都立大学  阿知波洋次  常用 伸明  レーザー光電子分光法による陰イオン金属クラス  
ターの電子構造と表面吸着過程の研究   

一般研究（C）  水質土壌環境部  柏崎 守弘  河合 崇欣  屋外実験地における水質環境と一次生産および徴生  
花里 孝幸  物変動に関する研究   

一般研究（C）  生物環境部  島崎研一郎  な  し  青色光によって誘導される孔近細胞プロトプラスト  
のイオン輸送   

一般研究（C）  大気環境部  植田 洋匡  光本 茂記  温度成層流中でのアクティブ・スカラー（熱）とバッ  
宮寄  武  シプ・スカラーの乱流拡散機構の相違   

一般研究（C）  大気 環境部  賀田 伸明  な  し  クラスター分子のイオン対状態に関する研究   

一般研究（C）  計測技術部  相馬 光之  佐竹 研一  Ⅹ線光電子分光法による環境試料のキャラクタリ  
瀬山春彦  
田中 敦   

一般研究（C）  計測技術部  藤井 敏博  な  し  アルカリ金属イオンの付加反応を利用した質量分析  
法のための新しいイオン化法   

一般研究（C）  大気環境部  坂東  博  な  し  地球規模炭素循環大気中メタンの酸化過程   

一般研究（C）  水質土壌環境部  海老瀬清一  柏崎守弘  
大坪固順  
福島武彦  
井上隆信   

一般研究（C）  技  術  部  須藤 隆一  矢木 修身  バイオテクノロジーを活用した汚水の人為的浄化に  
稲森悠平  
渡辺 信   

一般研究（C）  環境生理部  小林 隆弘  山根 一祐  気道の過敏状態と各種の刺激により誘起される気道  
のアラキドン酸代謝に関する研究   

試験研究（1）  愛 媛 大 学  河野 博之  藤井 敏博  オフガス中微量ヨウ素に対するプロセスモニタリン  
グ法の開発   

試験研究（1）  北海道大 学  土岐 祥介  陶野 郁雄  砂地盤の力学挙動の評価と試験法に関する研究   

奨励研究仏）  大気環境 部  官等  武  な  し  Burgers胤流中のPassiveScalar拡散に関する研  
究   

奨励研究（刃  大 気環境部  光本 茂記  な  し  局地風系の力学過程に関する実験的研究   

奨励研究仏）  大気環境部  天野佐智子  な  し  対流圏と成層圏の物質交換に関する大型レーザー  
レーダーを用いた研究   

奨励研究仏）  大気環境 部  畠山 史郎  な  し  ClONO2，N205と水との不均一反応の温度依存性の  
研究   
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科研費種別  所  属  研究代表者  研究分担者   研  究  課  題   

奨励研究㈲  大気環境部  橋本  訓  な  し  低温マトリックス法によるクリーギー中間体の検出   

奨励研究伍）  水質土壌環境部  稲葉 一穂  な  し  界面活性剤の共存する水中での有害化学物質の溶存  
状態および挙動に関する研究   

奨励研究仏）  水質土壌環境部  中村 泰男  な  し  赤潮発生過程における微量栄養物質の生物地球化学  
的挙動に関する研究   

奨励研究（心  計測技術部  野尻 幸宏  な  し  カルデラ湖水混合と火山性ガスおよび無機化芋成分  
の挙動   

奨励研究（刃  計測技術部  瀬山 春彦  な  し  表面分析法を用いたけい酸塩鉱物風化過程の研究   

奨励研究仏）  生物環境部  竹中 明夫  な  し  林冠ギャップの形成が森林内の光環境に及ぼす影響  
の解析   

奨励研究仏）  生物環境 部  高村 健二  な  し  炭素安定同位体（18C）を用し】た水生細菌のグルコー  
スとりこみ活性の測定   

奨励研究仏）  生物環境 部  竹内 裕一  な  し  気孔の開閉運動におよぽすアブサイジン酸の作用機  
構の解析   

奨励研究仇）  大 気 環 境 部  鵜野伊津志  な  し  都市域における熱環境と大気拡散機構に関する研究   

奨励研究（刃  総合解析部  天野 耕二  な  し  河口域の底質情報を利用した湖沼流入負荷算定方法  
に関する基礎的研究   

奨励研究（刃  計測技術部  柴田 康行  な  し  血小板中セレンの高感度定量法の開発   

奨励研究仏）  環境生理部  市瀬 草道  な  し  二酸化窒素（NO2）ガスの呼吸器系腫瘍発現促進効  
異に関する病理学的研究   

奨励研究仏）  環境生 理部  藤巻 秀和  な  し  大気汚染物質による肥満細胞の脱顆粒現像の解析   

奨励研究（心  環境生 理部  国本  学  な  し  細胞骨格系蛋白質のチオール基修飾による細胞腰受  
容体機能の変化に関する研究   

奨励研究叫  環境生 理部  野原 恵子  な  し  taurolipidによるシアリグーゼ阻害作用   

（2）厚生科学研究費補助金  

代表者所属  研究代表者  研究分担者   布■  ．＝＝  ぷ三   

虎 ノ 門病院  小 坂 樹 徳  不 破 敬一郎  微生物産生クロム含有物質による脂質代謝改善薬の開発  
研究   

副  所  長  不 破 敬一郎  森 田 昌 敏  臓器特異性貴金属化合物の開発研究   

－166一   



（3）ヒューマンサイエンス振興財団の助成による研究  

代表者 所 属  研究代表者  共同研究者   研  究  課  題   

技  術  部  須 藤 隆 一  矢木 修 身  廃棄物埋立地浸出水中の有害汚染物のバイオテクノロ  
中杉修身  
稲森悠平  
内山裕夫  
渡辺信  
細見正明  
稲葉一億  
冨岡典子  
岩崎一弘  
松垂一夫  
笠井文絵   

環境保健部  鈴 木 和 夫  生体の元素識別機構を利用した生体機能ならびに防御機  
構の解明   
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4．外国人受け入れ状況  

国  名  氏   名   期 間   研   究   課   題   備   考   

中  国  謝   平  62．4．1  有害汚染物質の水界生体系に及ぼす影響解析に関する  岩熊 敏夫  
～63．3．31  研究   

中  国  童 建 国  62．4．1  環境変化により誘導されるタンパク質の免疫化学的研  近藤 炬朗  
～63．3．31  究   

中  国  朴 信 実  62．4．1  
～63．3．31   

中  国  清  慶  62．4．1  笹野 泰弘   
～63，3．31   

アメリカ  G・R・  63．1．7  樋田 洋匡   
カーマイケル   ～63．1．9   

′くルギー  デネフ・   62．4，9  都市及びその周辺域における景観の心理的評価に閲す  青木 陽二  
ロジャー  ～62．4．30  る研究   

韓国  
～62．8．29  大気中のエアロゾル，SO2，NO。及び03の分布について  

の研究  

タイ   海野 英明   
スリラターナ・  
タブカノン   

インドネ  海野 英明   
シア   アン・ワール   

韓  国  キム・   62．10．18  大槻  晃   
スー・ウー   ～62．10．31   

中  国  辞 慶 漁  62．10．20  浮遊粒子状物質及び大気汚染気体のライダーによる遠  竹内 延夫  
′－62．12．4  隔計測の研究   

シンガ  62．11．16  鈴木和夫  
ポール   ヨーク・ミン   ′、62．11，21   三浦 卓   

タ  イ  スパビス・   62．11．22  人工衛星リモートセンシングによる植生変化の抽出手  宮崎 忠国  
ポルンガム  ～62．12．19  法の開発研究   

韓  国  リー・   62．11．28  バイオテクノロジーを活用した排水処理の技術開発に  須藤 隆一  
シュル・ヒー  ～62．12．28  関する研究   

・韓  国  オー・  63．1．5  古川 昭雄   
チョン・ハン   ～63．2．25   

韓  国  シン・チエン・   安野 正之   
チュル   

カ ナ ダ  M・ジョージ・   

チユリアン   

英  国  カメロン・W・  63．2．29  環境中微粒子に含まれる汚染物質のトレースキャラク  安部 喜也  
マクロード  ′～63．3．29  タリゼーションの手法に関する共同研究   

中  国  王 徳 輝  63．3．3  光化学スモッグチャンバーを用いた炭化水素の光酸化  鷲田 仲明  
～63．4．30  反応の研究   

中  国  区 相 森  63．3．3  樋田 洋匡   
′～63．4．30   
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5．職員海外出張等  

所  属  職 名  氏 名   出  張  国   用  務   期 間   

大 気 環 境 部  主 任  若松 伸司  西 ド  イ  ツ  第16匝Ⅰ大気汚染モデルとその応  62．4．2   
大気環境計画研究室  研究員  用に関する国際専門家会議出席  一－62．4．15   

生 物 環 境 部  主 任  島崎研一郎  西 ド  イ  ツ  大気汚染と植物代謝に関する第  62．4．4   
生理生化学研究室  研究員  2回国際シンポジウム出席   ～62，4．15   

計 測 技 術 部  室 長  安部 書也  中  国  酸性雨生成槻構に関する日中共  62．5，4   
大気計測研究室  同研究   ～62．5．19   

環 境 情 報 部  部 長  後藤 典弘  タ  イ  廃棄物及び天然資源の有効利用  
に関するシンポジウム出席   ～62，6．20  

副所長  不破敬一郎  中  国  日本「環境科学」研究・管理者  
代表団として訪中   ～62．7．12   

環 境 保 健 部  室 長  鈴木 和夫  ア  メ  リ  カ  血液及び生体組織中における有  62．7．14   
人類生態研究室  害金属と必須元素の総合作用に  

関する共同研究   

計 測 技 術 部  研究員  向井 人史  中  国  酸性雨生成機横に関する日中共  62．8．4   
大気計測研究室  同研究   一－62．8．15   

計 測 技 術 部  主 任  横内 陽子  カ   ナ   ダ  第6回大気化学及び地球規模汚  62．8．22   
大気計測研究室  研究員  染に関する国際会議出席   ～62．8．31   

計 測 技 術 部  主 任  安原 昭夫  ア  メ  リ  カ  大気中有害化芋物質のプロジェ  62．8．25   
生体化学計測研究室  研究員  クト研究   ～63．7．8   

大 気 環 境 部  主 任  畠山 史郎  ア  メ リ  カ  アメリカ化学会年会において講  62，8，29   
大気化学研究室  研究員  演   ・－－62．9．6   

大 気 環 境 部  主 任  井上  元  中  国  スモッグチャンバーの性能比較  62．9．ユ   
大気化学研究室  研究員  に関する共同研究   ～62．9，15   

大 気 環 境 部  研究員  橋本  訓  中  国  スモッグチャンバーの性能比較  62．9，1   
大気化学研究室  に関する共同研究   へ一62．9．15   

水質土壌顎境部  主 任  原島  省  ア  メ リ  カ  海洋生態系と流動の相互作用の  62．9．1   
海洋環境研究室  研究員  研究及び海域における研究方法  

の開発   

計測技術部  
水質計測研究室   ・‾－63．9．14   

大 気 環 境 部  室 長  竹内 延夫  ア  メ  リ  カ  第2匝レーザーと光学的リモー  62．9．27   
大気物理研究室  トセンシング研究会出席   ・－－62．10．8   

大 気 環 境 部  主 任  笹野 泰弘  中  国  レーザーリモートセンシング関  62．9．28   
大気物理研究室  研究員  連研究所において講演   ′、62．10．9   

総合解析郡  62．10．12  
環墳管理研究室   ～63．7．11   

水質土壌環境部  国  水処理及び保護技術に係る指導  62，10．18  
陸水環填研究室   へ・・6Z．川．Z8   

生物環境部  62．10．30  
陸生生物生態研究室   ′、63．10．29   
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環 境 情 報 部  部 長  後藤 典弘  ギ リ  シ  ャ  インフォテラUNEf）管理会議  
出席   へ一62．11．6   

総 合 解 析 部  研究月  原沢 英夫  フィリピン，タイ，  国連地域開発センター，国際環  62．11．8   
環境管理研究室  イ ン ド ネ シ ア  境委員会主催の海外派遣   （一62．11．21   

環 境 情 報 部  部 長  後藤 典弘  オースト ラリ ア  メルボルン大学において講義  62．11．14  
～62．11．22   

環 境 保 健 部  重 点  蒜■■■E ■‖  ア  メ  リ  カ  米国保健研究所の研究に対する  62．11．23   
環境心理研究室  指導   （－・62．12．31   

計 測 技 術 部  室 長  大槻  晃  北フィジー海盆  南太平洋における海洋プレート  62．11．25   
水質計測研究室  形成域の解明に関する研究   ′、63．1．6   

計 測 技 術 部  研究員  野尻 幸宏  北フィジー海盆  南太平‡羊における海洋プレート  62．11，25   
水質計測研究室  形成域の解明に関する研究  ～63．1．6   

水質土壌環境部  国  水質汚濁防止計画に関する指導  62，11，29  

陸水環境研究室   ～62．12．13   

環境保健部  62．12，4  
人類生態研究室   ′、－62．12．9   

大 気 環 境 部  部 長  秋元  肇  中  国  日中共同研究「野外大気中にお  
ける光化学スモッグ・酸性雨生  
成機構の研究」のため   

大 気 環 境 部  室 長  鷲田 仲明  中  国  日中共同研究「野外大気中にお  63．1．6   
大気化学研究室  ける光化学スモッグ・酸性雨生  

成機構の研究」のため   

環 境 保 健 部  研究月  青木 康展  ア  メ リ  カ  鉛結合タンパク質の分子生物学  63．1．13   
人類生態研究室  的研究   ～64．1．12   

環 境 生 理 部  研究員  市瀬 草道  ア  メ リ  カ  環境室性物質による動物の脂質  63．1，15   
慢性寿性研究室  過酸化に関する研究   ～64．1．14  

所 長  江上 信雄  イ  ン  ド  J．ネラル大学等におし）て学術研  
究交流を行うため   へノ63．2．6   

環 境 情 報 部  主任  イ  アセアン諸国とのリモートセン  63．1，31   

研究員   シング技術の高度化とその応用  
に関する共同研究   

技   術   部  部 長  須藤 隆一  韓  国  韓国における湖沼の富栄養化防  
止の研究を援助するため（技術  
指導）   

水質土壌環境部  主任  国  韓国における湖沼の富栄養化防  
研究官   止の研究を援助するため（技術  

指導）   

計 測 技 術 部  主 任  櫓弘 崇嗣  ア  メ  リ  カ  第39回ピッツバーグコンプアラ  63．2．21   
生体化学計測研究室  研究貞  ンスに出席し，微量筒感度分析  

手法の情報収集・意見交換のた  
め   
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環 境 保‘健 部  部 長  村上 正孝  ア  メ リ  カ  「高齢者の環境ストレスに対す  
る感受性」の研究成果について  
米国環境保護庁研究者との意見  
交換   

生 物 環 境 部  室 長  安野 正之  マ リ 共 和 国  世界保健機関オンコセルカ症制  63．2．27   
水生生物生態研究室  圧計画生態学グ凡←一プ委員会出  

席   

計 測 技 術 部  部 長  松下 秀鶴  マ レ ー シ ア  環境技術訓練専門家として技術  
指導   ′－63．3．13   

計 測 技 術 部  研究員  野尻 幸宏  フ  ラ  ン  ス  「海底精密地形調査・研究」に  63．3．11   
水質計測研究室  関する会議出席   ・、・63．3．18  

主任研  国  日韓科学技術協力協定に基づく  
究企画  国公研と韓国環境研究所との間  
官   の取決の締結のため   

生 物 環 境 部  室 長  安野 正之  イ ンド ネ シ ア  インドネシア園北スマトラ・ア  63，3．22   
水生生物生態研究室  サハン地域保健衛生プロジェク  

ト対策1988年度計画打合せ   

副所長  不破敬一郎  ポ ー ラ ン ド  「日本・ポーランド科学技術シ  
ンポジウム」出席   ～63．4．2   
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現   職  氏  名   委  嘱  名   委   嘱  先   

所 長   江上 信雄  放射線審議会委員   科学技術庁  
学術審議会委員   文部省  
国立退伝学研究所評議員   〃  
岡崎国立共同研究機梓基礎生物学研究所  〟  
評議員  
日米科学協力事業委員会委員   日本学術振興会  
自然環境保全基礎調査検討会委貞   環境庁  
手薄利用研究委貞会国際対応グループ委  
貞  
国際湖沼環境委貞会評議貞   （財）国際湖沼環境委員会   

副所長   不破敬一郎  学術審議会専門委貞   文部省  
昭和62年度化学物質調査検討会委員   環境庁   

研究企画官   竹内  正  環境情報ネットワークシステム研究会垂  
貞  
科学技術情報ネットワーク委員会委員   〃   

環境情報部長  後藤 典弘  開発援助環境保全検討会委員   環境庁  
国際環境技術協力検討会検討貞   〃  
市街地土壌汚染環境影響検討会委員   〃  
環境情報ネットワークシステム研究会委  
貞  
環境行政情報基盤強化検討会委員   〃  
昭和62年塵紙合研究プロジェクト検討会  〃  

助言者  
非常勤講師（基礎科学科複合系計画論）  東京大学  

再資源化貢献企業表彰審査委貞会委員  （財）クリーン・ジャパン・センター  

政策委員会委員   〝  
実証プラント推進委員会委員   〃  
無機系有害廃棄物新処理技術評価研究委  
貞会委員  
地球環境財団調査研究所研究委員   （財）地球環境財団  

昭和62年度「新開発技術による適正処理  

が困難な廃棄物の処理基盤整備基礎調査  
委員会」委員   

環境情報部   阿部 重信  環境情報ネットワークシステム研究会妻  環境庁  
情報管理室長  貞  

日本科学技術情報センター      筑波研究情報セミナー運営委員会委員   

情報システム  大井  紘  環境情報ネットワークシステム研究会委  環項庁   
室長  貞   

情報システム室  春山 暁美  国際有害化芋物質登録制度（IRPTC）囲  国立衛生試験所   

主任研究員  内協力委員会委員   

情報調査室長  松本 幸雄  昭和62年度科学物質調査検討会委員   環境庁  
昭和62年度総合研究推進会議幹事   〟  
環境影響審査等支援システム検討会委員  〃  
昭和62年度悪臭規制基準強化対策検討会  

検討員   
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現   職  氏  名   委  嘱  名   委   嘱   先   

情報調査室長  松本 幸雄  土壌汚染監視手法確立調査検討会委眉  環境庁  
水質環境情報高度利用システム開発技術  
検冨寸会委貞  
環境情報ネットワ←クシステム研究会委   
貞  
監視測定機器維持管理適正化検討会委員  （社）日本電気計測器工業会  
公害健康被害補償制度情報管理システム  
研究専門委員全委員  
統計体系の整備に関する調査研究委貞会  
委月  
大気汚染に係る環境サーベイランスシス  
テムの在り方に関する研究班員   

情報調査室   宇都宮   水質環境情報高度利用システム開発技術  環境庁   
主任研究員   陽二朗  検討会委員   

情報調査室   新藤 純子  監視測定機器維持管理適性化検討委員会  （社）日本電気計測器工業会   
主任研究員  委員   

情報調査室   横田 達也  遠隔計測による都市環境の快適性評価手  東京大学   
研究員  法に関する研究分担者   

電算機管理室長  常盤 昇次  環境影響審査等支援システム検討会委員  環境庁  
水質環境情報高度利用システム開発技術  
検討会委員  
環境情報ネットワークシステム研究会委   
貞  
公害健康被害補償制度情報管理システム  
研究専門委員全委員   

電算機管理室  古川 滴信  水質環境情報高度利用システム開発技術  環境庁  
システム設計  検討会委員   
専門官  〝          昭和62年度総合研究プロジェクト検討会  

助言者   

総合解析部長  内藤 正明  環境保健総合検討会検討貞   環境庁  
低公害車検討会検討貞   〝  
地球的規模の環境問題に関する懇談会特  
別委月全委員  
東京湾水域環境保全対策調査検討会検討  
月  
大都市圏における環境資源の保全創造に  
関する懇談会委月  
環境行政情報基盤強化検討会委員   〟  
都市環境指標作成検討委貞全委員   北海道  
水質環境基準検討調査委員全委員   （社）日本水質汚濁研究協会  

環境統計整備検討委員会委員   （財）全国統計協会連合会  
環境指標作成に関する研究会委月   （財）環境調査センター  

望ましい大気環境創造に係る懇談会及び  
大気汚染による生活環境影響検討会委貞   

環境管理   西岡 秀三  季節大気汚染対策検討会検討貞   環境庁   
研究室長  自然環境保全基礎調査検討会検討員   〃  

環境情報ネットワークシステム研究会委員   〃   
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環境管理   西岡 秀三  地域環境計画検討会議委員   兵庫県   
研究室長  先端技術産業公害防止対策専門委員会委  

貞   

環境管理研究室  原沢 英夫  水質環境情報高度利用システム開発技術  環境庁  
研究員  検討会委員  

海域利用実態調査検討会検討貞  
非常勤講師（廃水処理システム論）   筑波大字  
水質環境基準検討調査委貞会委貞   （社）日本水質汚濁研究協会  

浄化槽管理指導書策定調査委貞全委員  （社）全国浄化槽団体連合会   

地域計画   清水  浩  昭和62年塵紙台所究プロジェクト検討会  環境庁  
研究室長  助言者  

ライダー開発作業分科会委員  郵政省電波研究所  
二次電池の電気自動車への適用可能性調  
査委員会委員  
広域環境資源保全活用調査委員全委員   

地域計画研究室  青木 陽二  湖沼環境保全検討会委貞   環境庁   
主任研究員  非常勤講師（社会工学実習）   筑波大学  

環境工学委員会建築と水のレイアウト小  
委員会委員  
学術講演会実行委員全車貞   日本不動産学会   

地域計画研究室  森口 祐一  環境指模作成に関する研究会委員   （財）環境調査センター   

研究員  望ましい大気環境創造に係る懇談会委員  （株）エックス都市研究所  
広域環境資源保全活用調査委月会委員   〃   

資源循環   中杉 修身  昭和62年度化学物質調査検討会委月   環境庁   
研究室長  昭和62年度総合研究推進会議幹事   

地下水質保全対策検討会（機構解明分科  
会）要員  

地下水質保全対策検討会（制度分科会）  

委員  
廃棄物埋立跡地適正管理対策検討会委員   
横浜市ごみ処理工場に関する専門家会議  
委員  
滑沼水質保全調査検討委貞会委員   茨城県  
昭和62年産水質管理計画調査（地下水質  
保全対策調査）委員  

環境指標作成に関する研究会委員   （財）環境調査センター  

昭和62年度国庫補助事業「再資源化技術  
の開発状況調査（金属等を含む廃棄物）」  

委月余委員   

資源循環研究室  乙間 末広  廃棄物埋立跡地適正管理対策検討会委員  環境庁   
主任研究月  衛生工学委員会委員幹事   （社）土木学会  

土木学会衛生工学委員会論文集小委員会  
委月   

環境経済   森田 恒幸  昭和62年度総合研究プロジェクト検討会  環境庁   
研究室長  助言者  

住民と環境情報に関する検討委貞会委員  （財）環境調査センター   

ー174－   



現   職  氏  名   委  嘱  名   委   嘱   先   

環境経済研究室  仁科 克己  経済的インセンチイブを利用した交通公  環境庁   
主任研究員  蓄対策に関する検討会検討貞  

非常勤講師（都市地域計画実習）  筑波大字  
学術委貞会委員   日本不動産学会   

総合評価   安岡 善文  昭和62年度組合研究推進会鶉幹事   環境庁   
研究室長  遠隔計測による都市環境の快適性評価手  東京大学  

法に関する研究分担者  
リモートセンシング画像処理システム研  
究委員会委員  ター   
基盤技術分科会委員   
MOS－1衛星評価作業委員全委員   〃  
統計体系の整備に関する調査研究委員会  （財）全国統計協会連合会  
委員  
昭和62年度衛星画像の活用による植生調  
査手法の検討調査委月余委員   

総合評価研究室  飯倉 善和  アルデヒド分析法ワーキンググ／レープ委員  （財）石油産業活性化センター   
主任研究員  統計体系の整備に関する調査研究委貞会  

委員   

計測技術部長  松下 秀鶴  昭和62年度健康影響問題に関する検討打  
合金委員   

大気計測研究室  日本質点分析学会   
主任研究員   

水質計測   大槻  晃  科学技術振興調整軌こよる課題「南太平  科学技術庁  
研究室長  洋における海洋プレート形成域（1jフト  

系）の解明に関する研究」の研究推進委  
貞全委員  
水質分析法検討会検討眉  環境庁  
底質調査方法検討会委貞   
筑波大字    学術修士学位論文審査専門委貞全委員  
（副査）  

プレート形成機構の研究プロジェクト研  （財）未来工学研究所  
究委月余委員  
日本陸水学会編集委員長   日本陸水学会   

水質計測研究室  河合 崇欣  学術修士学位論文審査専門委員会委員  筑波大学   
主任研究員  （副査）   

水質計測研究室  環境庁   
主任研究員   

生体化学計測  森田 昌敏  昭和62年度化学物質調査検討会季員   環境庁   
研究室長  有害大気汚染物質測定技術検討会委員   〃  

農薬残留対策調査技術検討会委月   〝  
農薬登録保留基準設定技術検討会委員   〃  
ファインセラミックス環境保全対策検討  
会委員  
事故時発生源対策検討会検討眉   
非常勤講師（衛生学）   東京大字   
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生体化学計測  安原 昭夫  昭和62年虔化学物質調査検討会委員   環境庁   
研究室  昭和62年度悪臭規制基準強化対策検討会  〃  
主任研究員  検討貞  

臭気対策研究協会理事   （社）臭気対策研究協会  

生体化学計測  岡本 研作  分析科学編集委貞   日本分析化学会   
研究室  試薬に関するJIS体系調査委兵舎委員  日本試薬連合会   
主任研究月  環境測定分析統一楷度管理調査業務に係  

る検討委員   

生体化学計測  佐竹 研一  昭和62年度酸性雨対策検討会委員   環境庁   
研究室  昭和62年度酸性雨対策調査陸水影響調査  （社）日本水質汚濁研究協会   

主任研究月  委貞全委員   

分析室長   湾口 次夫  廃菓物処理安全審議委員会委貞   高エネルギー物理学研究所  
昭和62年康成層圏オゾン層保護に関する  
検討会委員   
ぱい煙測定法検討会委員   
昭和62年度環境測定分析検討会統一精度  
管理部会専門委貞   
環境大気調査検討会委員   〃  
環境大気測定機器管理手法検討会委員   〃  
化合物デ1タベース委員会委貞   日本科学技術情報センター  
自動車燃料用メタノール調査委月会排ガ  
ス排水分科会委員   
大気汚染自動計測機検査技術検討委月会  
委貞   
建築材料等の耐久性に関する標準化のた  
めの調査研究委貞会環境分科会委員  
監視測定機器維持管理適正化検討会委貞   

分析室  伊藤 裕康  アルデヒド分析法ワーキンググループ委員  （財）石油産業活性化センター   
第一係長  

大気環境部鼻  秋元  肇  昭和62年康成層厨オゾン層保護に関する  
検討委貞   
季節大気汚染対策検討会委員   〃  
沿道における二酸化窒素生成モデル策定  
調査検討会検討貞  
東京都窒素酸化物削減対策検討会委員   
光化学オキシダント長期予測モデル作成  
調査検討委員全委員   

大気物理   竹内 延夫  昭和62年度総合研究推進会議幹事   環境庁   
研究室長  ライダー開発作業分科会委員   郵政省電波研究所  

脚資源観測解析センター調査委貞会委貞  （財）資源観閲解析センター  
極軌道プラットフォーム委員会委員   （財）資源探査用観測システム開発機  

構  
LD励起小形高出力固体レーザ専門委貞  
全委員  
編集委員会委員   （社）応用物理学会   

大気物理研究室  郵政省電波研究所   
主任研究貞   

大気物理研究室  郵政省電波研究所   
研究員   
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大気化学   鷲田 仲明  非常勤講師（大気化学）   千葉大学   
研究室長  非常勤講師（史子化学ⅠⅠ）   

大気中化学物質等検討調査業務に係る検  
討委員   

大気化学研究室  筑波大字   
主任研究員   

大気化学研究室  筑波大学   
主任研究員   

大気化学研究室  酒巻 史郎  光化学オキシダント長期予測モデル作成  （財）計量計画研究所   
主任研究員  調査検討委貞会葬月   

大気環境計画  植田 洋匡  沿道における二酸化窒素生成モデ／レ策定  環境庁   
研究室長  調査検討会検討貞  

大気環境に関する緑地機能検討会検討員  〟  
昭和62年度総合研究プロジェクト検討会  
助言者  
非常勤講師（環境化学工学）   京都大学  
非常勤講師（大気拡散論）   千葉大学  
植物調査委貞会委員   （財）道路環境研究所  

光化学オキシダント長期予測モデル作成  
調査検討委貞全委員   

大気環境計画  若松 伸司  昭和62年度酸性雨対策検討会委月   環境庁   
研究室  昭和62年度総合研究プロジェクト検討会  〝  
主任研究員  助言者  

（財）計量計画研究所  

調査検討委貞全委員  
（株）エックス都市研究所  

大気環境計画  千葉大学   
研究室  
研究員   

大気環境計画  
研究室  
研究員   

エアロゾル   福山  力  昭和62年摩耗合研究推進会議幹事   環境庁   
研究室長  昭和62年度酸性雨対策検討会検討員   

エアロゾル  村野健太郎  大気汚染物質測定法基準作成検討会委員  環境庁   
研究室  
主任研究員  

水質土壌環境部長  村岡 浩爾  水資源開発審議会専門委貞   国土庁  
伊勢湾富栄養化防止対策下水道基礎調査  
委月全委員  
地下水保全対策検討会（機構解明分科会）  

委員   
地下水保全対策検討会（制度分科会）委員  〃   
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水質土壌環境部長  村岡 浩爾  湖沼環境保全検討会委月   環境庁  
海域における窒素・燐等水質保全日棲検  
討会委月  
育潮発生機構解明調査検討会委貞   〟  
海域利用実態調査検討会検討月   〝  
IC産業環境保全実態調査検討会委員   

衛生工学委員会委貞   （社）土木学会  

㈱国際湖沼環境委月会理事   （財）国際湖沼環境委員会  
日本混相沢学会理事   日本混相流学会  
昭和62年度水質管理計画調査（地下水質  
保全対策調査）委員   

陸水環境   矢木 修身  昭和62年度化学物質調査検討会委員   環境庁   
研究室長  農薬残留対策調査技術検討会委員   ノア  

小規模事業場汚濁負荷登別減対策検討会  
委貞  
非常勤講師（環境アセスメント）   埼玉大学   

陸水環境研究室  稲森 悠平  昭和62年度総合研究推進会議幹事   環境庁   
主任研究貞  小型合併浄化槽設置促進調査検討会検討  

貝  
昭和62年度総合研究プロジェクト検討会  
助言者  
非常勤講師（環境アセスメント）   埼玉大学  
尿尿浄化槽性能評定委員会及び土壌専門  
委員会委員  
昭和62年度排水処理技術調査研究検討会  
委員  
土木学会衛生工学委員会論文集小委員会  
委員  
下水道協会誌編集委月全委員   （社）日本下水道協会  
第Z5回下水道研究発表会企画運営委貞会  〃   
委貞  

陸水環境研究室  細見 正明  廃棄物埋立跡地適性管理対策検討会委月  環境庁   
研究月  底質環境調査（文献調査）余香月   （社）日本水質汚濁研究協会  

環填システム委員会委員兼幹事   （社）土木学会   

海洋環境   渡辺 正孝  昭和62年鹿総合研究推進会議幹事   環境庁   
研究室長  未査定液体物質査定審査会委員   〃  

昭和62年慶海洋汚染調査検討会検討貞   〃  
昭和62年度大阪湾における富栄養化問題  
検討会検討貞  
海域における窒素・燐等水質保全目棲検  
討会葬月  
青潮発生機構解明調査検討会委月   
赤潮問題研究会検討貞   
公害等調整委貞会専門委員（森浦湾にお  
ける養殖真珠被害責任裁定事件関係）  

揮発性及び難溶解性有害度評価手法調査  
検討会委員   

水質環境計画  海老瀬清一  市街地土壌汚染環境影響検討会委員   環境庁   
研究室鼻  非特定汚染源対席検討会検討貞   〟   

－178－   



現   職   氏  名   委  嘱  名   委   嘱   先   

水質環境計画  平田 健正  非常勤講師（拡散論）   筑波大学   
研究室  日本地下水学会編集費貞会委員（学会誌  日本地下水学会   
主任研究員  論文集）   

水質環境計画  （社）土木学会   

研究室  
主任研究貞   

水質環境計画  （社）日本水質汚濁研究協会   

研究室  
主任研究員   

土壌環境   高松武次郎  昭和62年度酸性雨対策検討会委員   環境庁   
研究室長  市街地土壌汚染環境影響検討会委員   

再利用資源土壌還元影響調査検討会委員  〃  
非常勤講師（環境分析化学）   筑波大学   

土壌環境研究室  
主任研究月   

土壌環境研究室  久保井 徹  土壌汚染環境基準設定調査検討会委員  環境庁   
主任研究員  浮遊微量金属探査技術開発委月余委員  金属鉱業事業団  

植物栄養分析法編集委員   （社）日本土壌肥料学会   

土壌環境研究室  
研究員   

地盤沈下   陶野 郁雄  昭和62年度地盤沈下広域対策調査検討会  環境庁   
研究室長  検討員  

昭和62年度積雪地域地盤沈下対策調査検  
討会委員  
茨城県公害対策審議会委員   茨城県  
群馬県地盤沈下調査研究委員全委員   群馬県  
規格基準検討委貞会小委員会委員   （社）土質工学会  
特殊圧密試験方法に関する研究委月全章  〃  
貞  
土の繰返し圧密研究委月余委員  
大気汚染に係る環境サーベイランスシス  
テムの在り方に関する研究班員   

環境生理部  
環境生理  河田 明治  衛生化学調査委貞会関東部会委員   （社）日本薬学会   

研究室長  

環境生化学   三浦  卓  昭和62年度化学物質調査検討会委員   環境庁   
研究室長  昭和62年度総合研究推進会議幹事   〃  

昭和62年度総合研究プロジェクト検討会  
助言者   

環境病理研究室  白石不二雄  昭和62年度総合研究プロジェクト検討会  環境庁   
研究員  助言者   

環境保健部長  村上 正孝  大気汚染健康影響継続観察調査検討会委  
貞   
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環境保健部長  村上 正孝  環境保健総合検討会委貞   環境庁  
非常勤講師（産業医学特論）   東京大学  
／／ （環境保健学）   〝  
／／ （労働衛生学持論）  筑波大学  
大気汚染健康影響サーベイランス検討委  東京都  
員会委員  
大気汚染に係る環境サーベイランスシス  
テムの在り方に関する研究班員   

環境保健  太田庸起子  非常勤講師（RI放射線応用）   東京理科大学   
研究室長  

環境保健研究室  鹿児島大学   
主任研究員   

環境疫学研究室  小野 雅司  降灰等の呼吸器系に及ぼす影響調査班貞  鹿児島県   
主任研究員  大気汚染に係る環境サーベイランスシス  

テムの在り方に関する研究班員  
公害健康被害補償制直情報管理システム  
研究専門委員全委員   

人類生態   鈴木 和夫  非常勤講師（有機化字）   東京大字   
研究室長  学術修士号位論文書査専門委員全委員  

（副査）   

人類生態研究室  遠山 千春  非常勤講師（環境論薬理毒性薬剤学）  東京大学   
主任研究貞  カドミウムの臨界濃度に係る文献学的研  

究重圧班月   

環境心理   兜  真徳  昭和62年度総合研究推進会議幹事   環境庁   
研究室長  放射能影響研究所専門委員   （財）放射線影響研究所   

生物環境部長  菅原  淳  昭和62年皮化学物質調査検討会委員   環境庁  
農薬生態影響評価検討会委員   
非常勤講師（細胞生物学特言削ⅠⅠ）   お茶の水女子大学  
生態影響評価試験に関する調査研究検討  
会委員   

生理生化学   近藤 短朗  非常勤講師（植物生理学B）   東京農工大字   
研究室長  学術修士学位論文審査専門委兵舎委貞  

（副査）  

非常勤講師（生物学序説）   〝   

生理生化学   竹内 裕一  昭和62年度成層圏オゾン層保護に関する  環境庁   
研究室  検討会委員   
主任研究貞  

水生生物生態  安野 正之  昭和62年度化学物質調査検討会委員   環境庁   
研究室長  農薬生態影響評価検討会委員   

水生生物による水質調査検討会検討委眉  ロ  
東京都環境影響評価審議会専門員   東京都  
WHO専門家諮門パネル委員   WHO   
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水生生物生態  春日 清一  学術修士学位論文審査専門委月会委貞  筑波大字   
研究室  （副査）   

主任研究員  

陸生生物生態  古川 昭雄  大気環境に関する緑地機能検討会検討貞  環境庁   
研究室長  学術修士学位論文審査専門委貞会委貞  

（副査）   

生物環境管理  岩熊 敏夫  非常勤講師（環境保護学科特別講義）  東京農工大字   
研究室長  霞ヶ涌富栄養化要因等調査検討委月会垂  

貞   

主任研究官   古式  充  昭和62年摩耗合研究推進会議幹事   環境庁  
環境影響審査等支援システム検討会委員  ロ  
昭和62年度総合研究プロジェクト検討会  
助言者   

技術部長   須藤 隆一  昭和62年慶長薬登録保留基準設定技術検  
討会検討月   
昭和62年慶大阪湾における富栄養化問題  
検討会検討貞  
生活雑排水対策推進検討会検討月   〝  
昭和62年度総合研究プロジェクト検討会  
助言者  
微生物農薬安全性評価法検討会委員   〝  
窒素・燐暫定基準適用業種指導マニュア  
ル策定検討会委員  
非常勤講師（水質汚染）   東京大学  
先端技術公害防止対策審議会委貞   茨城県  
茨城県公害対策審議会委員   〝  
し尿浄化槽窒素・りん排水基準調査委員  〝  
尿尿浄化槽性能評定委員会及び土壌専門  
委月全委員  
水質現場基準検討調査委貞会委員   （社）日本水質汚濁研究協会   

動物施設   高橋  弘  ディーゼル廃棄物質の生体への影響に関  （財）日本自動車研究所   
管理室長  する調査研究会吸入実験分科会委員   

動物専門官   工刀刀 正行  化学と工業編集委員会トくックス小委員  
会委月   
化学物質の環境汚染に関する総合的研究  
研究班貞   

生物施設  大政 謙次  農業気象編集幹事   日本農業気象学会   
管理室長  

理工施設   竹下 俊二  筑波地区化学工業懇話会幹事   （社）化学工学協会   

管理室長  昭和62年度化学工学誌トピックス欄担当  〃  
委員  

－181－   



丁．研究所日誌  

年月 日   事  項   年月 日   事  項   

62．4．2  EPA国際部次長来所   62．11．5  中国環境観測総出一行来所   

4．13  11．12  奥日光環境観測所竣工式（於・日光市）  

魔設一般公開〔4．16）   1ユ．20  韓国青年指導者一行来所  

5．14   11．26  東京都立衛生研究所一行来所   

5．26  韓国環境庁環境生態課長来所   11．30  つくば市誕生   

6．5  

施設一般公開（6．10）  （12．1，2）  

6．17   12．3  

7．6  会計実地検査（7．6～8）  行来所   
7．16  中国煤炭部環境保護考案代表団来所  12．10   

7．17  環境庁高木審議官視察   12．11  中国実験動物訪日視察団来所   

8．d  大阪市環境保健局環境部長来所   12．ユ5  堀内環境庁長官視察   

8．14  チュラボーンタイ国王女殿下視察   12．26  東京都保健衛生連絡協議会一行来所   

8．16  タイ国環境庁試験研究課長来所   63，1．13  環境庁安原官房長視察   

8．20  静岡県環項保全協議会一行来所   1．27  

8．21  総務庁行政管理局土屋管理官視察  （1．27，28）   

9．4  公害等調整委貞会後藤審査官視察  2．1   

9．24  

育訓練部長来所（9．24，25）  力に関する検討会（第7回）（2．8，9）  

10．3   2．9   

ユ0．6  福岡県環境整備事業協同組合連合会一行来所   2．Z5  茨城県立教育研修センターー行来所   

10．12  中国湖南省環境保護考察団来所   3．9  評議委員会（於・東京）   

10．15  

会・係長会一行来所   3．14  評議委員会専門委貞会（於・東京）  

10．18   

10．19  ザイール共和国扇等教育省調整局長来所  3．17  関東財務局管財1部嶋崎総括課長来所   

10．28  茨城県工業技術センターー行来所   3．29  動物慰霊祭   

10．29  新潟県議会公害対策特別委員会一行来所   
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8．研究所構成員  

（り 職 員  
（62．4．1～63，3．31）  

職  名  氏 名  備  考  職  名  氏   名  備  考   
所 長   江上 信雄  契約係員  根本 洋二  
副所長   不破敬一郎  調度係長  

主任研究企画官  調度係員   

研究企画官   環境情報部長  
杉山健一郎  グループ主任研究官から   

62．4．1厚生省から転任  昇任   
竹内  正  62．4．1技術部技術室管  不破敬一郎   
理係長から昇任  （副所長）  

62．4．1環境庁へ出向  

総務部長   郡司  進  62．4．1環境庁から転任   配置換   
先崎■ 武  62．4，1厚生省へ出向  土屋  巌  

総務課長   熊谷 哲治  62．4．1環境庁から転任  室長補佐  大島 則夫   
〃   酒井 昭三  62．4，1辞職  62．4．1情報管理室編集  

課長補佐  平山  博  長   係長から配置換   
〃   龍崎 惣一  木村 幸子          情報管理係   62．4．1総務課総務係か   

総務係長  岡谷 輝雄  貞   ら配置換   
62．4．1会計課予算係か   

ら配置換  62．4．1情報管理室図層  

小磯 英系己  資料係長から配置換   
厚生係長  小石  元  図書資料係   

厚生係貞  長  資料係から昇任  
62．4．1環境庁から転任  

人事係員  貞  

赤塚輝子  情報システム  大井  紘   

業務係長  室長  

業務係員   主任研究員  春山 暁美   
車庫長  阿久津 勇  〃   宮崎 忠国   

副車庫長  染谷 竹男  研究員   須賀 伸介   
会計課長  市川 茂敏  情報調査室長  松本 幸雄   
課長補佐  関村 武光  主任研究貞  宇都宮陽二朗   

62．4．1総務課人事係長   62．4．1情報調査室研究  

から昇任  負から昇任  
経理係長  研究貞  横田 達也  

係長から配置換   電算機管理室  常盤 昇次  
経理係貞   

係から配置換   システム設  古川 満信   
尾高 明彦  62，4．1会計課契約係か  

ら配置換   62，4．1情報管理室情報  

菊池 圭一  62．4．1採用   管理係長から配置換   
契約係長  丸山 弘美  62．7．16関東財務局から  〃   鈴木 輝夫             62．4．1厚生省へ出向  

転任   管理係貝  塚田 良一   

大竹正美  
向  

契約係員   成島克子   
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職  名  氏  名  備  考  職  名  氏   名  備  考   

総合解析部長  水質計測研究  
環境管理研究   
室長  長から配置換   河合崇欣   

内藤正明  古田直紀  
部長）62．7．1併任解除  〝  62．4．1水質計測研究室  

研究貞  甲斐治美紀子  研究貞から昇任  
〟  原沢英夫  

研究員から配置換  生体化学計測  
森保文  
研究員から配置換  主任研究貞  

清水浩  〝  岡本研作   
室長  物理研究室主任研究月か  佐竹研一  

ら昇任  植弘崇嗣  
〃  西岡秀三  柴田康行  

長へ配置換  〃  62．4．1技術部動物施設  

青木陽二   管理室動物専門官から配  
研究員  置換  

62，8．1環境管理研究室  

研究員へ配置換  ．研究室長  
資源循環研究  主任研究員  
室長  研究員  

62．4．1総合評価研究室  田中敦  
研究員から昇任  分析室長  

研究貞   第一係長  
62，12．1環境経済研究室   

室長  主任研究員から昇任   第二係員  柴田 恵子   
〝  62．4，1分析室第二係員  

部長）62．12．1併任解除  から昇任63．7．1辞職   

仁科克己  
研究員から昇任  長から昇任  
63．3．31辞職  大気物理研究  

青柳みどり  
研究員から配置換  62．7，1総合解析部地域  

総合評価研究  安岡 善文  計画研究室長へ昇任  
室長  〃  笹野泰弘  

62，4．1総合評価研究室  研究員から昇任  
研究貞から昇任  研究員  中根英昭  

研究員  62，4．1環境管理研究室  杉本伸夫  
研究員から酉己置換   〃  天野佐智子  

計測技術部長  
衛生院地域環境衛生学部  主任研究員から昇任  
長）  井上元  

大気計測研究  坂東博  
室長  畠山史郎  
主任研究員   研究員から昇任   

62．4．1大気計測研究室  酒巻史郎   
研究員から昇任   研究員から昇任   

研究員   向井 人史  研究員  
〝   橋本 訓   
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職  名  氏  名  備  考  職  名  氏  名  備  考   
大気環境計画  主任研究員  
研究室長  久保井徹  
主任研究員   向井暫   
研究員  光本 茂記  研究貞   服部 浩之   
〃   言寄  武  〝   広木 幹也   
鵜野伊決意  地盤沈下研究  
花崎秀史  室長  

62．4．1採用  研究員   岩田敏   
エアロゾル研  福山力  63．1．1水質環境計画研  

究室長  （臨湖実験施設  究室主任研究員から昇任  
村野健太郎  担当）  

〃  62．4．1エアロゾル研究  村岡浩爾  
室研究員から昇任  環境郡長）63．1▲．1併任  

研究員  内山政弘  解除   
尾崎 裕  〟  田井傾吾  
金谷 健  環境生理部長  

水質土壌環境部長  村岡 浩爾   衛生院労働衛生学部長）  

62．4．1陸水環境研究室  陸水環境研究  矢木修身  村上正孝  
室長  主任研究員から昇任  配置換62．4．1併任  

稲森悠可7  62．9．1併任解除  
〝  環境生理研究  

研究員から昇任  室長  
研究員  細見正明  主任研究員   

稲葉 一橋  局  博一   
冨岡 典子  研究員   野原 恵子   

6白．4．1採用  環境病理研究  
海洋現場研究  室長  
室長  主任研究員  
主任研究員   62．4．1環境病理研究室   

〃  62．4．1海洋環境研究室  研究員から昇任  
研究員から昇任  研究員  白石不二雄  
62．4．1海洋環境研究室  河越昭子  
研究月から昇任  環境生化学研  

中村 泰男   62．4．1海洋環境研究室   究室長   

研究員から昇任  62．4．1環境生化学研究  
水質環境計画  室研究員から昇任   
研究室長  研究員  国本学  
主任研究貞   〃   高橋勇二   

湖実験施設担当）へ昇任  慢性蚤性研究  嵯峨井 勝   
平田 健正  室長  
大坪 園順  62．4．1水質環境計画研   主任研究員  小林 隆弘   

究室研究員から昇任  研究員  市瀬草道  
福島 武彦   62．4．1水質環境計画研  山根一祐   
究室研究員から昇任  

山口武則  
佐野 友春  

管理室圃場管理専門官か  

ら昇任   ら酉己置換   

研究員   井上隆信  環境保健研究   
土壌環境研究  室長  
室長   主任研究貞  安藤  満   
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職  名  氏  名  備  考  職  名  氏  名  備  考   

中野 篤浩  62．11．1環境庁へ出向   〃   野原 精一  
三森 文行  62．4．1環境保健研究室  上野隆平  
研究員から昇任  多田 満   

研究員  松本理  主任研究官  冒武  充  
環境疫学研究  技術部長  須藤隆一  
室長  陸水環境研究室長から昇  
主任研究員  任  
研究員  金子勇  技術室長   佐藤三郎   

田村 憲治  室長補佐  藤田 和伸   
人類生態研究  鈴木 和夫  62．4．1併任（研究企画   

室長  
官）  

主任研究員  遠山 千春  管理係貞  成島 克子  
研究員  青木 康展  久米 英行   
研究員   杉平 直子  62．10．1技術室共通施設  

62．4．1環境疫学研究室   第一係から昇任  
研究員から配置換  共通施設第  

〝   掟坂 裕子   62．6．30辞職  一係員   
環境心理研究  共通施設第  土屋 重和   
室長   一係長  
研究員   相本 篤子  T作係長  

生物環境部長  動物施設管理  
生理生化学研  室長  
究室長   62．4．1計測技術部分析  

主任研究員  室第三係長から配置換  
島崎研一郎  ガス専門官  清水  明  

62．4．1生理化学研究室  

研究員より昇任  長  欠  
63．3．31辞職  動物施設係  

研究員  榊剛  員  
〃   佐治光  検疫係長  
〝   久保 明弘  検疫係月  伊藤 勇三   
水生生物生態  安野 正之  生物施設管理  大政 謙次   
研究室長  室長  
主任研究員  畠山 成久  63．1．1水質土壌環境部   

〃   春日 清一  専門官  水質環境計画研究室主任   
研究員  宮下 衛  研究員へ昇任  
〃  高村典子  藤沼康実         植物専門官  
〃   佐竹  潔  ガス専門官  上原  清   
花里 孝幸  62．4．1生物施設管理室  

陸生生物生態  官  微生物専門官付から昇任   

研究室長  町田孝  
主任研究員  長  
研究員   名取俊樹  菅谷芳雄  
〃  可知直毅  設係長  
清水英幸  研究員   安保 文彰   
竹中明夫  理工施設管理  

生物環境管理  室長   
研究室長  
研究員  高村健二  
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職  名  氏  名  備  考  職  名  氏   名  備  考   

大気施設第  大気施設第  
一係長  二係員  
大気施設第  水施設係長  
ー係員  特殊施設係  
大気施設第  
二係長   大気施設第二係から昇任  

※国立公害研究所の室等の名称変更（62．4．1付）  

部  名   新  旧   

環境情報部  情 報 管 理 室 ← 業  務  室  
情 報 管 理 係 ← 業  務  係   

総合解析郡  総合評価研究室 ← 第 一 グ ル ー プ  
環境管 理研究室 ← 第 ニ グ ル ー プ  
環境経済研究室 ← 第 三 グ ル ー プ  
地域計画研究室 ← 第 四 グ ル ー プ  
資源循環研究室 ← 第 五 グ ル ー プ   

環境生理部  慢性毒性研究室 ← 慢性影響研究室  
環境生化学研究室 ← 急性影響研究室   

環境保健部  人類生態研究室 ← 人 間生態研究室   
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（2）評議季長会構成員  

向  
秀
次
 
 
正
謙
洋
 
 
忠
 
 

坊
月
藤
 
々
後
見
 
口
瀬
野
 
 

隆  
雄  
郎  
撃  
道  

夫  
博  

原子力委員会委員  
放送大学長  
日本学術会議会長  
富山医科薬科大学長  
牡）全国労働金庫協会理事長  

亜細亜大学経済学部教授  
岡崎国立共同研究機構分子科学研究所長  
芋術情報センター所長  
東京理科大学工学部第一部学部長  
厚生省国立公衆衛生院長  
九州大字教授理学部  
前国立公害研究所環境生理部長  
摂南大学工学部教授  
大阪大学教授工学部  
日本気象協会常務理事  
理化学研究所顧問  
㈲国際湖沼環境委員会（非常勤）  

㈲東京都臨床医学総合研究所長  
鹿児島大学教授医学部  

香
近
佐
船
逸
井
猪
奥
 
 

保
 
 

長
小
久
合
末
竹
仲
横
山
脇
 
 

公
一
郎
健
郎
秀
 
 

太
 
 
太
 
 

秦
勇
憲
 
 
冨
清
 
 

田
野
田
 
田
石
内
 
 
光 佐 直  
本 道 夫  

（3）客員研究員・共同研究員受入人数  

客員研究員  292人   

共同研究員  79人  
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9．昭和62年度研究発表会，セミナー等活動記銀   

（り 国立公書研究セミナー  

No．  年月 日   題  目   発 表 者   所   属   

129回  62．5．22  農村環境と健康の変遷   若 月 俊 一  長野県厚生連佐久総合  
病院  

Univ．California  130回  62．6．2  タロロフレオロカ】ボンと成層圏オゾンに閲す  

る最近の話題  
Estrogens，di‡feTentiationandcancer   J．A．Mac－  Nat．lllSt．E†lViTOn．  

Lach】an  Health Science 

132回  62．10．22  廃棄物埋立処分地における汚染物質の挙動   花嶋正孝  
神山桂一  

133回  P．Preuss  EPA  

assesment   D．Beards】ey  

134回   国立岡崎共同研究機横  
135回  J．Saほnki  BalatonLimnologi〔a】  

Res，1nsLHungar柑n  

Acad．S：iences  

136回   豊田弘道     成踵大学工学部   
137画  62，12．7  スギ花粉症の疫学   井 上  栄  国立公衆衛生院   
138回  62．12．16  湖沼における底泥及びアオコ除去による水質浄  

化  
生物界における窒素炭素安定同位体比の変動   
－その規則性と応用  所  

140回   橋本道夫   
一政策と開発との関連性－  

環境と思想，その歴史と現在  福 島 要 一  環境科学調査センター   

（2）（所内）年次発表会   

開催日二62．12．10，11  

場 所：国立公害研究所大山記念ホール・中会議室  

発表課題数ニ口頭発表 34件，ポスターセッション 7件  
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（3）第3回全国公害研究所交流シンポジウム 生物指榛の現状と将来   

開催日：63．1．27，28  

場 所：国立公害研究所大山記念ホール  

題  目   発 表 者   所  属   

［基調講演］  

開会挨拶  不破敬一郎  国立公害研究所副所長  
［環境調査の現状］  

大気汚染の植物によるモニタリング  大 橋  毅  東京都環境科学研究所   
底生動物相調査（河川の有機汚染の現状）   冠野 横男  香川県公害研究センター   
河川の重金属汚染  小山 次朗  栃木県公害研究所  

［調査方法の問題点］  

植物による大気汚染モニタリングの場合  相原 敬次  神奈川県公害センター   
河川の水質評価に用いる底生動物調査方法の間  野崎 隆夫  神奈川県公害センター   
題点   石綿 進一  神奈川県公害センター   
大気汚染の植物影響データの評価について  渡辺 将隆  三重県環境科学センター  
一樹木を指標とした地域評価－  

指標生物データの解析の試み  松本 幸雄  国立公害研究所環境情報部  
新藤 純子  国立公害研究所環境情報部  

け旨礫生物の開発］  

複合大気汚染指標としての苛生地衣・蘇苔頬の  
利用  
高感受性植物  近藤 矩朗  国立公害研究所生物環境部   
底生動物による河川評価法  山本 英穂  福岡県衛生公害センター  
［開発と生物指標］  

環境対策緑化  吉田 輝彦  公害防止事業団   
都市域の保全林における環境モニタリング  奥田 敏統  福岡県衛生公害センター  

［総合討論］  

閉会挨拶  片 山  徹  国立公害研究所主任研究企画官   
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10．施設の整備状況一覧  

（昭和63年3月現在）  

施  設  名   構  造  面 積   竣  工  時  期   
研究本部Ⅰ   RC3   ll．4361げ  l期昭和49年3月竣工   

ⅠⅠ斯昭和52年5月竣エ  
管理棟   RC－2   1，144rげ   1期昭和49年5月竣工   

ⅠⅠ期昭和52年2月竣工  
研究本館Il  RC－3  5，684Ⅰげ  

（共同利用棟）  

ⅠⅠ期昭和57年2月竣工  

（共同研究棟）  

エネルギーセンター，厚生棟  RCr2  3，101m2  

昭和51年一部増築  
廃棄物処理施設  特殊実験排水処理  692m2  

能力100mソd  

一般実験排水処理  昭和54年2月竣工  
能力500mソd  

大気化学実験棟（スモッグチャンバー）  RC－1  723mど  

大気拡散実験棟（風洞）   RC－2，  2，329m，  昭和53年3月竣工   

地下－1  

大気汚染質実験棟（エアロドーム）  SRC－8  1，321nf  昭和54年8月竣工   

大気モニター棟   RC－1   81nf  昭和53年3月竣工   

ラジオアイソトープ実験棟   RC3   1，564汀f  昭和53年3月竣工   

水生生物実験棟Ⅰ（アクアトロン）   RC－3   2，198rげ  昭和51年10月竣工   

水生生物実験棟11（アクアトロン）   RC2   337m】  昭和55年11月竣工   
水理実験棟   S－1   1，1（）7Tげ  1期昭和51年10月竣工   

ⅠⅠ斯昭和55年11月竣工  
土壌環境実験棟（ベトトロン）   RC－3   1，931m，   昭和53年2月竣工   

動物実験棟Ⅰ（ズートロン）  SRC7  5，185m’  

11期昭和51年11月竣工  

（中動物棟を含む）  
動物実験棟ⅠⅠ（ズートロン）  RC－3  1，862rげ   

植物実験棟1（ファイトトロン）   RC－3   3，3娼m】  昭和50年12月竣工   

植物実験棟ⅠⅠ   RC－4   3，722m＝  昭和56年7月竣工   

騒音・保健研究棟   地下1   

実験ほ場（本構内）  管理棟   427m】  1期昭和52年11月竣工  

温室3室  575nゼ  

ほ場6面  4，600mE  
実験ほ場（別団地）  管理棟  218m2   

ほ場11面   13．500ml  

生物生態園  15ha   
危険物倉庫   B－1   86mE  昭和55年11月竣工   

工作棟   RC－2   189m2  昭和56年9月竣工   

微生物系統保存棟   RC2   800m；  昭和57年12月竣工   

大気共同実験棟   RC3   885m2  昭和58年12月竣エ   
霞ヶ浦臨湖実験施設  実験管理棟   1．750m2  昭和58年3月竣工  

用廃水処理施設   910mど  昭和58年3月竣工  
実験水路   110ITF  昭和58年3月竣工・  

フリースペース   1．Oha  昭和58年3月竣工  
奥日光環境観測所  管理棟   180nザ  昭和61年11月竣工  

観測所   187m】  昭和63年3月竣工   
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11．国立公害研究所施設配置計画図   



ー195～196－   



q   5   ＝＝m  

：・L・：二」   

－197～198－  



昭和62年度 編集委員会   

委 員 長  村 岡 浩 爾  

副委員長  
／／  

夫
朗
 
 
 

次
矩
 
 
 

口
藤
 
 
 

溝
近
 
 

明
雄
苗
浩
也
明
弘
卓
春
雄
次
 
 

英
幸
早
 
喜
伸
守
 
千
昭
謙
 
 

野
本
田
水
郭
田
崎
浦
山
川
政
 
 

海
松
古
清
安
驚
相
三
遠
古
大
 
 

勢
 
 

僻
 
 
 

員
 
 

‥
 
‖
 
 
‥
 
 
 
‖
 
り
 
‖
 
 
 

蚕
 
 

国立公害研究所年報   

昭和62年度  

昭和63年8月31日  

編 集 国立公害研究所 編集委員会  

発 行 環境庁 国立公害研究所  

〒305茨城県つくば市小野川16番2  

印 刷 フタグ工芸株式会社  
東京都中央区新川13－2   


	表紙
	発刊に当たって
	目次
	１．　概況
	２．　調査研究
	２．１　特別研究
	２．２　経常研究
	２．２．１　環境情報部
	２．２．２　総合解析部
	２．２．３　計測技術部
	２．２．４　大気環境部
	２．２．５　水質土壌環境部
	２．２．６　環境生理部
	２．２．７　環境保健部
	２．２．８　生物環境部
	２．２．９　技術部

	２．３　環境保全総合調査研究促進調整費による研究
	２．３．１　高密度市街地域における沿道整備対策とその環境評価手法の開発に関する調査研究

	２．４　国立機関原子力試験研究費（科学技術庁）による研究
	２．４．１　水界生態系における環境汚染物質の動態に関する研究
	２．４．２　環境汚染物質の生物影響の作用機構に関する研究
	（１）　植物影響関係
	（２）　動物影響関係

	２．４．３　湖沼・河川生態系の酸性化に伴う物質代謝の変化機構に関する研究

	２．５　科学技術振興調整費（科学技術庁）による研究
	２．５．１　総合研究
	（１）　アセアン諸国とのリモートセンシング技術の高度化とその応用に関する共同研究
	（２）　南太平洋における海洋プレート形成域（リフト系）の解明に関する研究
	（３）　太平洋における大気・海洋変動と気候変動に関する国際協同研究

	２．５．２　重点基礎研究
	（１）　環境中微粒子に含まれる汚染物質のトレースキャラクタリゼーションの手法に関する研究
	（２）　高齢者の物理・化学的環境に対する“感受性”に関する基礎的研究

	２．５．３　個別重要国際協同研究
	（１）　野外大気中における光化学スモッグ・酸性雨生成機構の研究



	３．　情報業務
	３．１　環境数値データファイルの作成と利用
	３．１．１　データファイルの作成
	３．１．２　利用プログラムの整備
	３．１．３　数値データファイルの利用

	３．２　研究情報の整備
	３．３　社会情報の整備
	３．４　情報源情報の整備と提供
	３．５　電子計算機業務
	３．６　図書及び編集業務

	４．　研究施設・設備
	４．１　大型研究施設
	４．１．１　大気化学実験棟（光化学チャンバー）
	４．１．２　大気拡散実験棟（風洞）
	４．１．３　大気汚染質実験棟（エアロドーム）
	４．１．４　大気共同実験棟（大気フリースペース）
	４．１．５　大気モニター棟
	４．１．６　ラジオアイソトープ実験棟（ＲＩ棟）
	４．１．７　水生生物実験棟（アクアトロン）
	４．１．８　水理実験棟
	４．１．９　土壌環境実験棟（ぺドトロン）
	４．１．１０　動物実験棟（ズートロン）
	４．１．１１　植物実験棟（ファイトトロン）
	４．１．１２　微生物系統保存棟
	４．１．１３　騒音・保健研究棟
	４．１．１４　実験ほ場
	４．１．１５　霞ヶ浦臨湖実験施設
	４．１．１６　奥日光環境観測所
	４．１．１７　研究本館Ⅱ（共同利用棟及び共同研究棟）

	４．２　昭和６２年度に整備した主要研究機器
	４．３　共同施設
	４．３．１　エネルギー供給施設
	４．３．２　廃棄物処理施設
	４．３．３　工作室


	５．　成果発表一覧
	５．１　研究所出版物
	５．２　国立公害研究所研究発表会
	５．３　誌上発表
	５．４　口頭発表

	　付録
	１．　予算
	２．　組織及び定員
	３．　文部省科学研究費補助金等による研究一覧
	４．　外国人受け入れ状況
	５．　職員海外出張等
	６．　委員等委嘱
	７．　研究所日誌
	８．　研究所構成員
	９．　昭和６２年度研究発表会，セミナー等活動記録
	１０．　施設の整備状況一覧
	１１．　国立公害研究所施設配置計画図


